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D 70 S の使用説明書について 


ニコンデジタルカメラ D 70 S には次の使用説明書び付属しています。製品をご使 
用になる前に、これらの使用説明書をよくお読みになり、内容をご理解のうえ、 
正しくお使いください。 

簡単操作ガイド 

簡単操作ガイドは、 D 7 日 S での撮影•再生から、撮影した画像をパソコン 
に転送するまでの基本操作をステップごとに簡単に紹介しています。 

使用説明書 

使用説明書（本書）は、 D 70 S の操作ち法と撮影した画像の楽しみ方につ 
して基本操作から応用操作へと順を追って詳しく説明しています。 


PictureProject ソフトウエア使用説明書 （ CD - ROM ) 

PictureProject ソフトウエア使用説明書は、 D 7 日 S に付属している 
CD - R 日 M 内に収録されています 。 Picture Project の内容については、 
PictureProject ソフトウエア使用説明書およびこの使用説明書の「接続」 
の章をご覧ください。 


商標説明 

• CompactFlash ™ (コンパクトフラッシュ）は米国 SanDisk 社の商標です。 

• Microsoft ® および Windows ® は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国 
における登録商標です。 

• Macintosh®、Mac OS . QuickTime は米国およびその他の国で登録された米国アップル 
コンピュータ社の商標です。 

• Ad 日 be、Adobe Acrobat は Ad 日 be Systems , Inc . (アドビシステムズ社）の商標また 
は特定地域における同社の登録商標です。 

• Micr 日か ive ® は Hitachi Global Storage Technol □呂 ies の登録商標です。 

• Pentium は米国インテル社の登録商標です。 

• PictBrid 旨 e □ゴは商標です。 

• その他の会社名、製品名は各社の商標、登録商標です。 



使用説明書の構成 


使用説明書の構成は次のとおりです。操作内容に合わせて次のステップにお進み 
<ださい。 


ご使用になる前に 

この使用説明書の使用方法やカメラ各部の 
名称、撮影前の準備ち法について説明して 
います。 


基本操作 

デジタルイメージプ□グラムでの撮影、再生 
方法について説明しています。 


撮影機能の詳細 

「撮影の基本ステップ」で説明されている撮 
影ち法をマスターしたら、より高度な撮影 
を行ってみましょう。カメラの各機能を操 
作することにより、撮影者の意図を反映し 
た撮影を行ラことびでさます。 


便利な再生機能について詳しく説明しています。 


カメラをパソコンやテレビに接続します。 


はじめに 

ザ 

各部の名称と機能 


撮影前の準備 

が 

撮影の基本ステップ 


基本的な再生 

团 

デジタルイメージプ□グラムについて 

ミ 

画質モードと画像サイズ 

も 

撮像感度 

ISO 

ホワイトバランス 

A 

1仕上がり設定 

0 

撮影動作モード 

a 

フォーカス 


測光-露出 

國 

スピードライト撮影 

ち 

セルフタイマー撮影 

公 

リモコン撮影 

1 

ツーボタンリセット 

3 し 

再生機能の詳細 


メニューガイド 

一 固_ 

接続 

1 ^ 


カメラをプリンタに接続して直接プリントします。 プリントする 


カメラの手入れち法や备種肩報を記載してしほす。卜-付録 



















































を全上のご注意 


給表巧の例 


Z \ 記号は、を意（警告を含む）を促す内容を告げるものです。図の中や近くに具体 
的なま意内容（左図の場合は感電注意）が描かれています。 

( S ) 記号は、禁止（してはいけないこと）の行為を告げるものです。図の中や近くに 
具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

• 記号は、行為を強制すること（必ずすること）を告げるものです。図の中や近く 
に具体的な強制内容（左図の場合はプラグをコンセントから抜く）が描かれています。 


ご使用の前に「安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。こ 
の「安全上のごを意」は、製品を安全に正しく使用し、あなたや他の人々への危害 
や財産への損害を未然に防止するために重要な内容を記載しています。お読みに 
なつた後は、お使いになるちびいつでち見られるところに必ず保管してください。 

表示と意味は、次のようになっています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負う 


可能性が高いと想定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t ： または重傷を負ラ 


可能性が想定される内容を示しています。 

/ K ：±^ この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能性が 

ム^ク 想定される内容および物的損害の発生が想定される内容を示しています。 



Asa (カメラについて） 



分解したり修理-改造をしないこと 

感電したり、異常動作をしてケガの原因となります。 


、分解禁止 


< 


落下などによって破損し、内部が露出したとさは、露出部に手を触れないこと 

感電したり、破損部でケガをする原因となります。 


接触禁止 

〇 

電池、電源を抜いて、ニコンサービスセンターに修理を依頼して<ださい。 


、すぐに修理依頼を 


イ 


A ® 运 


II 











1 A 警告（カメラにつし、て） 

€ 

電池を取る 

〇 

熱くなる、煙が出る、こげ臭いなどの異常時は、速やかに電池を取り出すこと 

そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す際、やけどに充分を意して<ださい。 

電池を抜いて、ニコンサービスセンターに修巧を依頼して<ださい。 

、すぐに修理依頼を 


(§) 

、水かけ禁止 

水につけたり、水をかけたり、雨にめらしたりしないこと 

発火したり感電の原因となります。 

0 

使用禁止 

引乂-爆発のおそれのある場所では使用しないこと 1 

プ□ノくンガス、 ガソリ ンなどの弓1 乂性ガスや粉塵の発生する場所で使用すると、 
爆発や火災の原因となります。 ^ 

0 

、使用禁止 

レンズまたはカメラで直接太陽や強い光を見ないこと 

失明や視力障害の原因となります。 


0 

車の運転ち等にむけてスピードライトを発光しないこと 

事故の原因となります。 


、発光禁止 





スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 



視力障害の原因となります。 


発光禁止 

特に乳幼児を撮影するときは ] m 上離れてください。 



A 

保管注意 


幼児の□に入るルさな付属品は、幼児の手の届かないところに 置く こと 

幼児の飲み込みの原因となります。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


A 

警告 

ストラップが首に巻さ付かないようにすること 
特に幼児-児童の首にストラップをかけないこと 

首に巻さ付いて窒息の原因となります。 


0 

使用禁止 

AC アダプタ使用時に雷が鳴り出したら、電源プラグに触れないこと 


感電の原因となります。 

雷び鳴り止むまで機器から離れて く ださい。 


, A 

1 登き 

指定の電池または専用 AC アダプタを使用すること 

、 

指定け外のわのを使用すると、火災•感電の原因となります。 



川 













































[ A liM (カメラについて） 

[A 

、感電注意 

めれた手でさねらないこと 

N 

感電の原因になることびあります。 

J 

A 

、保管注意 

製品は幼児の手の届かないところに置くこと 

\ 

ケガの原因になることびあります。 

J 


A 

保管注意 


使用しないとさは、レンズにキャップを付けるか、太陽光のあたらない所に保管 
すること 

太陽光び焦点を結び、火災の原因になることびあります。 


A 

移動注意 


兰脚にカメラやレンズを取り付けたまま移動しないこと 

転倒したりぶつけたりして、ケガの原因となることびあります。 


0 

発光禁止 


内蔵スピードライトの発光窓を人体やものに密着させて発光させないこと 

やけどや発火の原因となることびあります。 


A 

使用ま意 


飛行機内で使ラとをは、航空会社の指示に従ラこと 

本機器び出す電磁波などにより、飛行機の計器に影響を与えるおそれびあります。 
病院で使う際ち、病院の指示に従ってください。 


0 

禁止 

墨 

プラグを巧く 


長期間使用しないときは電源（電池や AC アダプタ）を外すこと 

電池の液われにより、乂災、ケガや周囲を巧損する原因となることびあります。 

AC アダプタで使用されている場合には、 AC アダプタを取り外し、その後電源プ 
ラグをコンセントから抜いてください。火災の原因となることびあります。 


0 

禁止 


本機器や AC アダプタは布団でおおったり、つつんだりして使用しないこと 

熱びこわりケースび変形し、火災の原因となることびあります。 


0 

放置禁止 


窓を閉め切った自動車の中や直射日光が当たる場所など、異常に温度が高くなる 
場所に放置しないこと 

内部の部品に悪い影響を与え、火災の原因となることびあります。 


0 

禁止 


同捆の CD - ROM を音楽用 CD プレーヤーで使用しないこと 

機器に損傷を与えたり大きな音びして聴力に悪影響を励ます場合びあります。 


/V 

















































V 





























[ A # 告 （ u チウム電池について） 

A 

[警告 

電池を廃棄する時はテープなどで接点部を絶縁すること 

他の金属と接触すると、発熱、破裂、発火の原因となります。お住まいの自治体 
の規則に従って正しく廃棄してください。 

J 

A 

乾化 

L 胃 n 

電池からもれた液が皮膚や衣服に付いたときはすぐにきれいな水で洗ラこと 

そのままにしておくと、皮膚びかぶれたりする原因となります。 



A ち睽傳用リチウムイオン巧電池につしに） 

0 

、 禁止 

電池を义に入れたり、加熱しないこと 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 


ク 


電池をショート、分解しないこと 

、 


脚 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 



分解禁止 



/ 

A 

専用の充電器を使用すること 

\ 


/!\ 

液われ、発熱、破裂の原因となります。 


\ 

危険 


ノ 

/ 

A 

ネックレス、ヘアピンなどの金属製のちのと一緒に持ち運んだり、保管しないこと 

\ 


/!\ 

ショートして液ちれ、発熱、破裂の原因となります。 



危険 

持ち運ぶとさは端テカバーをつけてください。 

ノ 

ク 


Li-ion リチャージャブルバッテリー EN-EL3a は、 D70S に対応しています。 EN- 

\ 



EL3a に対応していない機器には使用しないこと 



使用禁止 

液われ、発熱の原因となります。 

ノ 

グ 

A 

電池か 5 もれた液が目に入ったときはすぐにきれいな水で洗い、医師の治療を受けること 

\ 


/!\ 

そのままにしておくと、目に傷害を与える原因となります。 


、 

危険 


ノ 


Vi 
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ご確認 < ださい 

参ラジオ、テレビなどへの電波障害についてのごま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ< クラス目情報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあります。使用説明書に従って正 
しい取り扱いをしてください。 

♦保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には「保証書」と「カスタマ登録カード」び付いていますのでご確認ください。「保証書」 
は、お買い上げの際、ご購入店からお客様へ直接お渡しすることになっております。「ご愛用を氏名」 
および「住所」「ご購入年月曰」「ご購入店」びすベて記入された保証書を必ずお受け取りください。 
「保証書」をお受け取りになりませんと、ご購入]年助巧の保証修理び受けられないことになります。 
もし、お受け取りにならなかった場合は、ただちに購入店にご請ホください。 

• カスタマ登録は下記のホームページからわ登録でさます。 

http://reg.nikon-image.conn 

参大切な撮影を行ラ前には試し撮りを 

大切な撮影（結婚式や海外旅行など）を行ラ前には、必ず試し撮りをしてカメラび正常に機能する 
かを事前に確認してください。本製品の故障に起因する付随的損害（撮影に要した諸費用および利 
益喪失等に関する損害等）についての補償はご容赦願います。 

♦著作権についてのごま意 

あなたびデジタルカメラで撮影したわのは、個人として楽しむなどの他は、著作権上、権利をに無 
断で使用できません。なお、実演や興業、展示物の中には、個人として楽しむなどの目的であってわ、 
撮影を制限している場合びありますのでごを意ください。また、著作権の対象となっている画像は、 
著作権法の規定による範囲内で使用するし^外は、ご利用いただけませんのでごを意ください。 

♦あらかじめご承知いたださたいこと 

• この使用説明書の一部または全部を無断で転載することは、堅くお断りいたします。 

• 仕様-性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。 

• 使用説明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 

参 Design rule for Camera File system ( DCF ) Version 2.0 について 

D 70 S は 、 Design rule for Camera File system ( DCF ) Version 2.0に準拠しています 。 DCF 
Version 2.0 は、各社のデジタルカメラで記録された画像ファイルを相互に利用し合ラための記録 
形式です。 

参 Ex げ ※ Version 2.21 について 

D 70 S は 、 Exif Version 2.21 に対応しています 。 Exif Version 2.2] は、デジタルカメラとプ U 
ンタの連携を強化し、高品質なプ U ント出力を簡単に得ることを目指した規格です 。 Exif Version 
2.2] 対応のプ U ンタを使用することで、撮影時のカメラ情報をまかし、プ U ンタび最適なプリント 
出力を提供することびでさます。プ I 」ンタの使用説明書を読んでご使用ください。 

《 Ex け二 Exchangeable image file format for digital still cameras 

参 PictBrid 邑 e について 

円 ct 目 rid 呂 e とは、デジタルカメラとプ U ンタメーカーの各社び相互接続を保証するわので、デジタ 
ルカメラの画像をパソコンを介さずプ U ンタで直接印刷するための標準規格です。 


via 



•本製品を安/こ \ してご使用いただくために 

本製品は、当社製のアクセサリー(レンズ、スピードライト、バッテリー、バッテリーチャージャー、 
AC アダプタなど）に適合するように作5れておりますので、当社製品との組み合せでご使用ください。 

• 模做品の Li-ion U チャージャブルバッテ U —を使用されますと、カメラの充分な性能び出せない 
ことやバッテ U —の異常な発熱や液われ、破裂、発火などの原因となります。 

• 他社製品および模做品と組み合わせて使用することにより、事故-故障などび起こる可能性びあり 
ます。その場合、当社の保証の対象外となりますのでごま意ください。 

参デジタルカメラの特性について 

さわめて希なケースとして、表示パネルに異常な表示び点打したまま、カメラび作動しなくなる 
ことびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路に侵入したことび考えられます。 
万一このような状態になった場合は、カメラの電源スイッチを OFF にしてバッテ U - を入れ直し、 
再度電源スイッチを ON にしてカメラを作動させてください。その際、カメラを長時間使用して 
しぶすとバッテ U - び熱くなっていることびありますので、取り扱いには充分にごを意ください。 
AC アダプタをご使用時は、いったんカメラから取り外して再度カメラに取り付け、電源スイッチ 
を ON にしてカメラを作動させてください。この操作を行って 
わ状態び改善されない場合は、ちの図にある I 」セットスイッチ 
を押してください。この時カメラ内蔵の時計は I 」セットされま 
すので、「日付と時刻を設定する 」 （ae P .1 日）に従って、日時 
を正しく設定してください。また、この操作を行うことでカメ 
ラび作動しなくなった状態の時のデータは、失われるおそれび 
あります。この操作を行ってもカメラに不具合び続く場合は、 

ニコンサービスセンターにお問い合わせ<ださい。 

参撮像素子表面ゴミ付着について 

ニコンデジタルカメラは撮像素テ表面に付着するゴ S について、当社の品質基準に基づさ製造およ 
び出荷しています。しかし、 D 70 S はレンズ交換方式のため、レンズを交換の際、カメラ内にゴ 
ミやホコ I 」等び入り込むことびあり、入ったゴミやホコ I 」び撮像素テ表面に付着した結果、撮影さ 
れた条件によっては画像に写り込む場合びあります。カメラ内へのゴミやホコ U の侵入を防止する 
ため、ホコ U のをい場所でのレンズ交換は避けるよラにしてください。レンズをがしてカメラを保 
管するとさは、付属のボディキャップを必ず装着するよラお願いいたします。その際、ボディキャッ 
プのゴミやホコ U の除去ち必ず行うようにしてください。撮像素テ表面に付着したゴミは、「カメ 
ラのお手入れについて」（田 P . 24 0) にしたびってク U - ニングしていただくか、ニコンヴービ 
スセンターにク U —ニングをお申し付けください。なお、撮像素テ表面に付着したゴミの写り込み 
は、別売の Nikon Capture 4 ( Ver 4.2 必降）や画像加エアプ U ケーシヨンなどを使って修正す 
ることび可能です。 

参バリブライト*フオーカスエリア/マルチディスプレイ*スクリーンについて 

ニコン デジタルカメラ D 70 S は バリブライト-フオーカスエリアを 装備しています。この機能に 
より、周囲び明るい場合はフオーカスフレームを黒く表示し、周囲び暗い場合はフオーカスフレー 
ムを瞬間的にホく表示しますので、選択されたフオーカスエ U アを素早く確認することびでさま 
す。さらに構図用の格テ線を表示させる マルチディスプレイ•スクリーン も装備しています。これ 
らの機能に使用されている液晶の特性により、選択されたフオーカスエ U アからが側にのびる細い 
線び見える場合やフオーカスフレームを照明する際にファインダー内び赤くなる場合びあります 
び、いずれち故障ではありません。 

参高温-低温下での液晶表示について 

表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、低温下では液晶 
の応答速度び多少遅くなることびあります。一ち、バ U ブライト•フオーカスエ U アとマルチディ 
スプレイ•スク U —ンに使用されている液晶表示は、高温下では薄く、低温下では濃くなって液晶 
の応答速度び遅くなる特性びありますび、いずれの場合わ常温時には正常に戻ります。 
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ら巧用に^る前に 


この章は次の3部で構成されています。 



はじめに （ aBp .2) 

この使用説明書で使用しているマークについて説明し 
ています。 


各部の名称と機能（阻 P .3 〜1 2) 

D 70 S の各部の名称について説明しています。 

撮影前の準備（田 P . 13〜 22) 

バッテ IJ 一やコンパクトフラッシュカードの入れち、 
ストラップやレンズの取り付けち、日時の設定ち法 
など、このカメラをはじめてご使用になる前に、準備 
する内容を説明しています。 










はじめに 


ニコンデジタルカメラ D 7 日 S をお買い上げいたださ、誠にありびとうございます。 
Q この使用説明書はレンズ交換式一眼レフデジタルカメラ D 7 日 S で撮影をお楽しみ 
ごになるために必要な情報を記載しています。ご使用の前に、この使用説明書をよく 
% お読みの上、内容を充分に理解してから正しくお使いください。お読みになった後 
f は、お使いになるちびいつでを見られるところに必ず保管してください。 

I 本文中のマークについて 

V この使用説明書は、次の記号を使用しています。必要な情報を探すとさにご活用 
I ,ま <ださい。 

U 


巧 

カメラの故障を防ぐために、使用前に 
注意していたださたいことや守ってい 
たださたいことを記載しています。 

巧 

カメラを使用する場合に、便利な情報 
を記載しています。 

因 

カメラを使用する前に知っておいて 
いたださたいことを記載しています。 

の 

関連肩報を記載した参照ページを記載 
しています。 

圓 

液晶モニタに表示されるメニュー画 
面で各種設定び変更でさます。記号 
の横にメニュー名を記載しています。 

図 

カスタムセッティングで各種設定び 
変更でさます。記号の横にある数字 
は、カスタムセッティングの項目番 
号です。 


コンパクトフラッシュカードの表記について 

この使用説明書では、コンパクトフラッシュカードを CF カードと表記しています。 


r 初期設定 J について 

この使用説明書では、カメラご購入時に設定されている機能やメニューの設定状 
態を「初期設定」と表記しています。 


巧 カスタ マーヴ ポート 

下記アドレスのホームページで、ヴポート情報をご案内しています。 

http://www.nikon-image.com/jpn/support/index.htm 
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各部の名称と機能 


カメラ本体の名称や機能について紹介します。詳しい説明は各部に記載されている 
ページをご参照ください。 M 


カメラ本体 



電源スイッチ 
(田 P .24) 


シャッター 
ボタン 
(田 P .12) 


吊り環 
(西 P .13) 


測光モードボタン^ ( の P .86) 


表示パネル（の P .6) 


吊り環 
(の P .13) 


露出補正 
ボタン 
(田 P .101) 


撮影モードダイヤル 
(田 P .10) 

アクセヴ U —シュー 
(曲 P .234) 


距離基準マーク-©-(田 P .84) 


ィル三 ネーター 
ボタン® 

(田 P .6) 

フォー マット 
ボタン FORMAS 
(SB P .2 1 ) 


ご 

使 

用 

に 

な 

る 

前 

に 
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部 

の 

名 

称 

と 

機 

能 
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カメラ本化（つづを) 




ご 

使 

用 
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な 

る 

前 
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部 

の 

名 

称 

と 

機 

能 



サブコマンドダイヤル 
畑 P .177) 


兰脚ネジ穴 


セルフタイマーランプ 
(田 P .128、130) 
AF 補助光ランプ 
(田 P .82) 

赤目軽減ランプ 
(田 P .118) 


内蔵スピードライト 

(SB P .112) 


プレビューボタン 
(田 P .88) 


バッテリーカバー 
畑 P .14) 


バッテリーカバー開閉ノ 
畑 P .14) 


US 目端子カバー 
(田 P . 210、 214) 


スピードライト□ック解除ボタン© 
(田 P . 11 4) 

シンク□モードボタン〇 
(田 P .118) 

調光補正ボタン己过 
(田 P .125) 


リモコン受光部 
畑 P .130) 


リモートコード接続端子カバー 
(の P .236) 


ビデオ出力端子/ 
DC 入力端子カバー 
(の P .206) 


レンズ取り外しボタン 
(の P .19) 

フオーカスモードセレクトダイヤル 
(田 P .74) 


4 


U セツトスイツチ 

(SE ix) 













接眼目当て 
(田 P .27) 

ファインダー接眼窓 
(田 P .8、27) 


撮影動作モードボタン 面 ~I 
(田 P .72) 

フオーマツトボタン F 0 画苗 
(田 P .21) 

オートブラケティングボタン CB 
畑 P .104、109) — 

再生ボタン13 
(の P .138) 

メニユーボタン BB 
畑 P .41) 

感度ボタン （旧〇) 

(田 P .48) 

サムネイルボタン13 
(田 P .142) 

ホワイトバランスボタン 
(WB) 

(田 P. 己 0) 

プ□テクトボタン@ 

(田 P .14 己） 

ヘルプボタン@ 

(田 P .164) 

画質モードボタン 
(QUAD 

(田 P .43) 

拡大再生ボタン^ 

(田 P .144) 

実行ボタン西因 
(田 P .42) 


視度調節レバー 
(の P .27) 


AE/AF □ックボタン© 
(曲 P .80、98) 

7ルチセレクター 
(の P .12) 



CF 力ード 
カバー 
(田 P .20) 


CF カードカバー 
開閉ノブ 
(田 P .20) 


^ご使用になる前に—各部の名称と機能 


CF カードアクセス 
ランプ 
(西 P .30) 
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表おパネル 
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ISO AUTO 


-BB.Btl 


If 8 ぶ 


碌@固囚 021^^051 够 

AF-CAF-S 回国+"卜 k 

圃國託關翊 


AUTO 

SLOW 

REAR 


RAW L M U.U. 

臟巡[婴蜘織バ•を;お 
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唯 

-0 
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I シャッタースピード . P.88 

露出補正値 . P.101 

調光補正値 . P.12 已 

ホワイトバランス微調整量 ...... P. 已 4 

オートブラケティングコマ 数 .. .P. 1 日 3 

撮像感度マーク . P.48 

感度自動制御設定マーク ..... P.171 

バッテ U- チェック表示 . P.24 

シンク□モード表示 . P.1 18 

画質モード . P.43 

画像サイズ . P.4 己 

ホワイトバランスモード表示 ...... P . 已〇 



撮影可能コマ数 . P.47 

連続撮影可能コマ数 . P.72 

ホワイトバランスプ IJ セツトデータ 

取得モード表示 . P. 已 8 

PC カメラモード表示 . P.210 

1 日 00 コマ！; Lb 補助表示 . P.22 

電子音マーク .P.166 

絞 0 値 . P.88 

オートブラケティング補正 値 .. .P.1 03 
PC モー様示 . P.210 

ク□ックマーク .P.1 7 


ロイルミ ネーター 

イルミネーターを点灯させると、暗いところで表示パネルび確認しやすくなります。イル三 
ネーターボタン© (SB P.3) を押すと、表示パネルび照明されます。 
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|^ ぶ隆 换ゴ巧ぶ 

帝を固囚 031 を 
贵具! ll +" ►一 

謂励國|[8を8) 


t 


臟お | lM 句蜡齡诛ザちヴ E 


調光補正マーク . P .125 Q 

露出補正7-ク . P .101 I 

プ□グラムシフトマーク . P .89 Q 

AF モード表示 . P .167 

フオーカスエ U ア表示 . P .76 

AF ェ U アモード . P .168 

測光モード表示 . P .86 

セルフタイマーモード表示.. . P . 128 
U モコンモード表示 . P .130 

m オートブラケティングバーグラフ 
. P .103 


オートブラケティングマーク 
. P .103 

撮影動作モード表示 . P .72 


^ご使用になる前に—各部の名称と機能 
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p バリブライト-フォーカスエリア/マルチディスプレイ-スクリーンについて 

このカメラはフォーカスエ U アを選択すると、選択されたフォーカスエ U アびファインダー 
スク U —ン上に鮮明に表示される、バ U ブライト•フォーカスエ U アを装備しています。こ 
の機能により、周囲び明るい場合はフォーカスフレームを黒く表示し、周囲び暗い場合は 
フォーカスフレームを瞬間的にホく表示しますので、選択されたフォーカスエ U アを素早く 
確認することびできます。さらにカスタムセッティング8 「格子線表示」 (SB P .174 )^rONJ 
に設定することにより、構図用の格テ線を表示させるマルチディスプレイ-スク U —ンも装 
備しています。この構図用の格子線は撮影時の構図決定に効果的で、風景撮影や PC ニッコー 
ルを使用してあおり撮影などを行ラとさに便利です。 

《これらの機能に使用されている液晶の特性により、選択されたフォーカスエ U アから外側 
に延びる細い線び見える場合やフォーカスフレームを照明する際にファインダー内びホく 
なる場合びありますび、いずれち故障ではありません。 
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中央部重点測光参照 ェ U アク 8 mm 
. P .86 

フオーカスエ U ア（フレーム）表示 

. P .76 

スポット測光エ U ア . P .86 

構図用格テ線 . P .174 

(カスタムセッティング8 「格子線表 
示」 を roN 」 に設定している場合の 
みに表示されます。） 


ピント表示 . P .28 

フ オーカ スエ U ア 表示 . P .76 

AF ェ U ァモード . P .168 

AE □ックマーク . P .98 

FV □ックマーク . P .126 

シャッタースピード . P .88 

絞0値 . P .88 



国 

調光補正 マーク .P.12 已ご 

露出補正 マーク .P.101 I 

撮影可能コマ数 . P.47 g 

連続撮影可能コマ数 . P .73 

ホワイトバランスプ U セットデータ前 

取得モード表示 . P. 己 8 に 

露出補正値 . P.101 X , 

調光補正値 . P.125 § 

PC モード表示 . P.21 日の 

レディラ仆 .....P.88 、 1]4、 ] ]7 意 
バッテ U- チェック表示 .......... P.24 援 

露出インジケータ . P.9 已 ぉ 

露出補正インジケータ . P.101 



感度自動制御設定マーク ....... P .171 

1 日日日コマ 似上補助表示 . P .22 


[5 高温-低温下での液晶表示について 

表示パネルとファインダー内に使用されている液晶表示は、高温下では黒くなり、低温下で 
は液晶の応答速度び多少遅くなることびあります。一方、バ U ブライト•フォーカスエリア 
とマルチディスプレイ•スク U —ンに使用されている液晶表示は、高温下では薄く、低温下 
では濃くなって液晶の応答速度び遅くなる特性びありますび、いずれの場合を常温時には正 
常に戻ります。 

[5 ファインダーについてのごを意 

カメラにバッテ U —び入っていない、あるいはバッテ U —残量び全くない状態では、ファイ 
ンダー全体び暗くなり、像びはっさりと見えませんび、故障ではありません。新しいバッテ 
U —を入れると明るくなります。 
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撮影モードダイヤルについて 

このカメラの撮影モードダイヤルでは、カメラまかせの撮影び行えるデジタルイ 
メージプ□グラムと、マルチプ□グラムオートからマニュアルまで撮影者びいろい 
ろ工夫でさる通常の露出モードび選択でさます。撮影したいシーンに合わせて撮影 
モードダイヤルをセツトするだけで、思いどおりの様々な撮影び簡単に楽しめます。 


^デジタ)レイ乂ージプ曰ヴラム 

撮影状況に合わせたモードを選択するだけで、各種設 
定び最適な状態にセットされますので、イメージに合 
わせた撮影を簡単に行うことびでさます。 

:才ート（田 P.32) 

撮影状況に合わせて、各種設定をカメラび自動的にコ 
ント□ールしますので、カメラまかせで気軽に簡単に 
撮影することびできます。デジタルー眼レフカメラを 
初めてお使いになる方におすすめのモードです。 

ミ：ポートレート（田 P.32) 

背景をぼかし、人物を強調させたポートレート写真 
を撮影したいとさ。 

H :風景（田 P.33) 

シャープな風景写真を撮影したいとさ。 

® :クローズアップ（の P.33) 

草花や昆虫などのク□ーズアップ写真を撮影したいとさ。 

夕：スポーツ（田 2 P.34) 

一瞬の動さをとらえたスポーツ写真を撮影したいとさ。 

固：夜景(西 P.34) 

されいな夜景を撮影したいとさ。 

S :夜景ポートレート（の P.3 已） 

夜景や雰囲気のある夕景をバックに、人物を撮影し 
たいとさ。 
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露出モード 

露出のほか、スピードライトの発光や各種メニューな 
ど、さまざまな設定を撮影者自身びコント□ールする 
ことびでさます。 

P :マルチプ□グラムオート（田 P.88) 

シャッタースピードを絞りをカメラまかせで撮影した 
いとき。さらに、プ□グラムシフト （の P .89) や露出 
補正 （田 P .1 日1 ) で撮影者の意図を反映でさます。 

S : シャッター優巧才ート（の P .91) 

好みのシャッタースピードを使って、動さのある被写 
体の一瞬をとらえたり、流動感を表現したいとさ。 

A : 絞り優巧才-卜（曲 P .93) 

好みの絞りを使って、背景をぼかした美しいポート 
レート写真を撮ったり、奥行さのある風景を鮮明に撮 
影したいとさ。 

M : マニュアル（の P.9 已） 

シャッタースピードを絞りを撮影者自身びセットして、 
個性的な映像表現を行いたいとさ。 

V_ 


^ご使用になる前に—各部の名称と機能 
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マルチセレクターの使い方 



シャツターボタンの半巧しについて 


シャッターボタンを軽く巧して、途中で止める動作を「シャッターボタンを半巧 
しする」といいます。シャッターボタンを半巧しすると、ピントと露出び決まり、 
半押しした状態からさらに深く押し込むと、シャッターびされます。 



マルチセレクターの操作について 

通常、メニューの決定はマルチセレクターの►のほか、実行ボタン团团でち行えます。上記 
マルチセレクターの操作は基本的な操作例です。場合によっては操作方法び異なる場合びあ 
0ます。 

半巧しタイマーについて 

シャッターボタンを半押しすると、半押しタイマーび作動して、指を離してから約目秒間湖 
期設定)、シャッタースピードと絞り値び表示パネルに表示され、ファインダー内表示び点灯 
します。半巧しタイマーび終了すると、これらの表示び消灯し、省電力の待機状態になります。 
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撮影前の準備 



ストラップを取り付ける 

ストラップは下図のように取り付けます。カメラボディの2箇所ある吊り環に、 
確実に取り付けてください。 


gS LCD モニタカバー BM - 已 

D70S の液晶モニタには、透明なプラスチック製の LCD モニタカバー（じ(下、モニタカバー） 
び付属しています。カメラをご使用にならない場合や持ち運ぶ場合は、液晶モニタの巧れや 
破損を防ぐため、モニタカバーを取り付けてください。 

モニタカバーを取り外す場合は、カメラをしっかりと支え、ち 
図のようにモニタカバーの下からゆっくりと外します（①)。モ 
ニタカバーを液晶モニタから少し離し（②)、斜め下の方向に引 
いてください（③)。取り外すとさにモニタカバーの下部を持ち 
上げすざないよラにごを意ください。 


モニタカバーを装着する場合は、液晶モニタ部の上にある溝に 
モニタカバーの上部をはめ込みの))、モニタカバーの透明な部 
分び液晶モニタと重なるように置さ、カチッと音びするまで上 
から軽く押してください。（⑥)。 
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バッテリーを入れる 

^このカメラのバッテリーには、付属の Li-ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 3 a 
を使用します。 

^ • はじめてご使用になるときやバッテ U —の残量び少なくなったときは、付属の 
を 専用バッテ U —チャージャー MH -18 a でフル充電してからご使用ください。 
I 充電ち法は MH -18 a の使用説明書をご覧ください。 

• 残量のない状態のバッテ IJ 一を充電する場合、約2時間で充電び完了します。 
撮 

カメラの 電源 スイッチを日 FF にする 

• バッテ U —の挿入•取り出しを行うとさ 
は、必ずカメラの電源スイッチを日 FF に 
してください。 


2 バッテリーカバーを 開ける 

• バッテ IJ 一カバー開閉ノブを 2) 側へ押 
して（①)、バッテ U —カバーを開けます 
(③)。 




3 バッテリーを入れる 

• バッテ IJ 一は左のイラストで示されてい 
る向さで入れてください。 



4 八'ッテリ ーカバーを 閉じる 

• バッテ U —カバーを確実に閉じてください。 
• カメラの操作中にバッテ U —びがれない 
よラに、バッテリーカバー開閉ノブびしつ 
かりと□ックされていることをご確認く 
ださい。 


14 






















g バッテリーの取り扱いについて 

バッテリーの取り扱いについロホ、「バッテリーの取り扱いについ口 （の P .244) をご覧く!^ 


ださい。 

P バッテリーを取り出ずには 

バッテリーをカメラから取り出す場合は、電源スイッチを日 FF にし、バッテリーカバー開閉 
ノブを S へ押してバッテリ-カバ-を開け、バッテリーを取り出してください。バッテリー 
を取り出した場合は、 端子間のショートを防止するため、付属の端子カバーを装着してくだ 
さい。 


P 別売の CR2 ホルダ MS-D70 ご使用時のま意 

別売の MS - D 70 は、予備のバッテリーに R 2 型リチウム電池）を使用するためのホル 
ダです。ただし、使用可能な温度環境に制限びありますので、下記の 「 CR 2 型 U チウム 
電池を使用する場をのごま意」をよくお読みの上、ご使用ください。 


CR2 型リチウム電池を使用する場合のごま意 


CR2 型リチウム電池をご使用になる場合は次の点にごミ主意ください。 

• 周囲の温度び 20° C よりも低い環境 で使用すると、撮影でさるコマ数び極端に減少 


する場合びあります。 

• 次の CR 2 型 U チウム電池び動作確認されております： 


SANYO CR 2 型 U チウム電池 

東芝 CR 2 型 U チウム電池 

Maxell CR 2 型リチウム電池 

エナジャイヴー CR 2 型 U チウム電池 


動作確認済み CR 2 型 IJ チウム電池の使用推奨期間内であってち、保管状態によって 
は撮影でさるコマ数び減少したり、使用でさない場合びあります。 


• CR 2 型リチウム電池の電極や、 MS - D 70 の端子部び皮脂などで巧れている場合、 
撮影でさるコマ数び減少する場合びありますので、 CR 2 型 U チウム電池の電極や、 
MS - D 70 の端テ部を乾いた巧で拭いてからご使用ください。 


• CR 2 型 U チウム電池は充電することびでさません。 

• CR 2 ホルダ MS - D 70 に、 CR 2 型 U チウム電池3本をセツ 
卜します。 
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日付と時刻を設定する 

撮影するすべての画像には撮影日時び記録されます。ご購入後はじめて電源を 
ON にすると曰時設定画面び表示されますので、次の手順で曰時を設定してくだ 
さい。 



曰時設定 

2 

曰時設定 

年月日 

年月日 

砸 E MM 


議 . MM 

時分秒 


時分秒 

函:函:晒 


函:函:晒 

感設定 （ B ) 決定 


を設定 （ S 決定 


ご購入後、はじめて電源を ON にすると、 
曰時設定画面び表示されます。 


この状態では「年」の数値が選択されていま 
す。マルチセレクターの▲または▼で「年」 
の数値を合わせます。 


3 



曰時設定 
年月日 
晒 g 西の 

時分秒 
の:函:证 

( D 設定 （ B ) 決定 


4 



マルチセレクタ ーの ►を巧すごとに、「月」 
旧」「時」「分」「秒」の選択び順まに切り替わ 
ります。それぞれの項目について、マルチセ 
レクタ ーの ▲または▼で数値を合わせます。 


日時の設定が終わったら、実行ボタン麵团 
を押して、日付と時刻を確定します。同時に 
曰時設定画面が終了し、液晶モニタが消なし 
ます。 


^ご使用になる前に—撮影前の準備 
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0 日時設定について 

曰時の設定をキャンセルした場合（実行ボタン面因を押さなかった場合）には、次に電源を 
日 N にしたとさに、再度、日時設定画面び表示されます。 また、困田を押して日時の設定び完 
了するまでは、表示パネルにク□ックマーク因!?因 g び点滅し、撮影や他の設定をすること 
はでさません。 

@時計用電池について 

カメラの内蔵時計は、 Li - ion リチャージャブルバッテ U - EN - EL 3 a 、 EN - EL 3 や CR 2 型 U 
チウム電池とは別の、カメラに内蔵されている時計用電池で作動します。カメラに残量のある 
バッテ U —を入れるか、 AC アダプタ EH - 己（別売）を使用して家庭用電源に接続すると、時計 
用電池の充電び開始されます。この状態で約3曰間継続すると、カメラのバッテ U —を取り出 
したり、 AC アダプタをはずしてを、内蔵時計は約]ヶ月間作動し続けます。表示パネルにク 
□ックマーク因 Egg び点滅した場合、カメラ動作には支障びありませんび、曰時は正しく 
記録されません（ク□ックマーク因亞因3び点滅中は、「200己.日1.日] 0ひ00:〇〇」から力 
ウントされた曰時となります)。その場合は、曰時の設定を正しく行ってください。 
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P カメラ内蔵の時計について 

カメラの内蔵時計は一般的な時計（腕時計など）ほど精度は良くありません。定期的に曰時設 
定を行うことをおすすめします。 

圓即寺設定(函 P.194) 

カメラの日時は、 SETUP メニューの 「日時設定」 で設定しなおすことびできます。 
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レンズを取 D 付ける 

^カメラの機能を充分に活用するためには、 G または D タイプの CPU レンズの使 


ご 

使 

用 

に 

■な 

る 

■前 

に 

I 
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用をおすすめします。 



CPU レンズには信号接点が 


G タイプレンズ 



あります。 



D タイプレンズ 



カメラの電源スイッチを日 FF にする 

• レンズの取り付け•取り外しを行うとさ 
は、カメラの電源スイッチを日 FF にして 
<ださい。 



レンズをカメラに取り付ける 

• レンズの着脱指標とカメラの着脱指標を 
合わせ、時計と反対回りにカチッと音び 
するまでレンズを回します。 

• レンズ取り外しボタンは巧さないでくだ 
さい。 



絞りリングを最小絞りにセットする 

( G タイプ m 外の CPU レンズの場を） 

• 絞り U ングを最小絞り（最大値）にセッ 
卜して、□ックします。 

• CPU レンズでは最ル絞りにセットされ 
ていない場合、カメラの電源スイッチを 
日 N にすると表示パネルとファインダー 
内表示に FE S び点滅し、撮影すること 
びでさません。 

• 絞り U ングのない G タイプレンズを使用 
する場合、最小絞りにセットする必要は 
ありません。 
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[5 レンズの取り付け-取り外しを行うときのごま意 

ボディキャップやレンズの取り付け、取り外しをする場合は、カメラ内部にゴ三や異物び入 
らないよラに、カメラのレンズ装着部を下向さにしてください。ゴミや異物び入ると、画像 
に悪影響を及ぼす恐れびあります。 

【りカメラか5レンズを外しておくときは 

カメラからレンズをはずしておくとさは、ミラーやフアイ 
ンダースク U —ンなどへのゴ三やホコ U の付着を防ぐため、 

付属のボディキャップを装着してカメラ内部を保護してく 
ださい。 


P レンズを取りがずには 
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レンズを取り外すには、カメラの電源スイツチを日 FF にし 
て、レンズ取り外しボタンを押しなびら時計回りにレンズ 
を回します。 
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CF 力ードを入れる 

IS このカメラは、 CF 力ードに画像を記録します。ここでは CF 力ードの挿入、フォー 
k マットの手順について説明します。使用可能な CF カードについては、「付録一別 

用売アクセヴ U —」の推奨 CF カードー覧（田 P .238) をご確認ください。 

に 

カメラの電源スイッチを OFF にする 

• CF カードの挿入-取り出しを行うとさ 
は、必ずカメラの電源スイッチを日 FF に 
してください。 


2 CF カードカバーを開ける 

• CF カードカバー開閉ノブをちに巧して 
(①)、 CF カードカバーを開けます（②)。 




CF 力ードを入れる 

• CF カードは左図のよラな挿入ち向で CF 
カードス□ットの中に入れます。 

• 向きを間違えて挿入すると、カメラおよ 
び CF カードび破損するおそれびありま 

ず。正しい方向で挿入しているか、再度 
ご確認ください。 

• CF カードのうら面を液晶モニタ側に向 
け、奥まで確実に巧し込んでください 
(①)。正常に挿入されると CF カードイ 
ジェクトレバーび出てさて、 CF カードア 
クセスランプ（緑色）び点灯します（③)。 

• 挿入後、 CF カードカバーを閉めます。 
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CF カードをフォーマットする 

• CF カードを使用するには、フォーマットする必要びあります。 

• フォーマットするには、カメラの電源スイッチを日 N にして、2つの 
F 0 画§ボタン（撮影動作モードボタン IP とイルミネーターボタン®) 
を同時に約2秒じ(上押します。 

• 表示パネルとファインダー内表示に for (フォーマット）という文 
字び点滅したら、再度2つの F 0 画§ボタンを押します。 CF カードの 
フォーマットび始まります。 



圖 



• フォーマットび完了すると、表示パネル 
とファインダー内の撮影可能コマ数表示 
部に撮影可能コマ数び表示されます。 
•for (フォーマット）表示び点滅してい 
るときに FoSj ボタンじ(外のボタンを押 
すと、フォーマットは解除されます。 

p CF 力ードを入れる場台のごま意 

• CF カードは正しい向きに入れてください。また、無理に押 
し込まないでください。カメラおよび CF カードの破損の原 
因となります。 

• CF 力ードス□ットは図のように少し傾いています。 CF 力一 
ドを入れる場合は、 CF カードス□ットにおって入れるよラ 
にしてください。 


巧ぶ 


pjTO し AF-S 回 

叫の図 （ 55] 

norm|l Ieea 






【り CF 力ードを フォーマツ トずる前に 

CF カードをフオーマットずると、カード内のデータはずべて消去されまず。 フオーマットす 
る前に保存したい画像をパソコンに転送することをおすすめします。 


巧 CF 力ー ドフオーマット中のごま意 

CF カードのフオーマット中は、カメラの電源スイッチを日 FF にしたり、バッテ U - 
カードを取り出さないでください。 


-や CF 



^ご使用になる前に—撮影前の準備 
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【り CF 力ードを取り出ずには 

^ CF カードアクセスランプの消灯を確認し、 カメラの電源ス 
ご イッチを日 FF にします。 CF カードカバー開閉ノブをちに 
ffl 押して、 CF 力ードカバーを開け、 CF 力ードイジェクトレ 
バーを奥に押し込むと（①)、 CF カードを取り出すことびで 
な きます（⑥） （アクセスランプ点打中は、絶対に力ードを取り 
空出さないでください。 データ消去、力ード破損、カメラの 
不具合の原因となります)。 

' また、 CF 力ードと CF 力ードイジェクトレバーの両方を同 
胃時に押すと、カメラおよび CF カードを破損するおそれびあ 
前りますのでごを意ください。 

の 
準 

備 [5 CF 力-ドの取り扱し、について 

カメラをご使用後、 CF カードび熱くなっていることびあります。取り出しの際は、ごを意く 
ださい。 

E すでにたくさんのフォルタ’や画像び記録されている CF カードを使用する場合 

すでにたくさんのフォルダや画像び記録されている CF カードを使用する場合、 CF カードを 
挿入したとさや、カメラの電源スイッチを日 N にしたとさなどに行われるファイル検索に時 
間びかかるため、撮影や再生するまでに時間びかかる場合びあります。 



0撮影可能コマ数が1.000コマ m 上の場台 

撮影可能コマ数び1，日00コマし:^上の場合は、撮影可能コマ数 
表示は10の位び切り捨てられ、1，〇00コマしソ上補助表示によ 
り表示されます。たとえば、約1，260コマ撮影可能な場合は、 
「1 .2 KJ と表示されます。 


，ピ5 F 5.5 


円図 


(占] 



ロカメラに CF 力ードが入っていない場台 


CF カードび入っていない状態で、カメラに残量のあるバッテ 
U —を入れたり、 AC アダプタ EH - 已（別売）をつなぐと、表示 
パネルおよびファインダー内の撮影コマ数表示には -E - マーク 
び表示されます。 


(•り 
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この章は次の 3 部で構成されています。 



撮影の基本ステップ（曲 P.24 〜 30) 

オートフオーカスやデジタルイメージプ□グラムの A お2 (オート）を使用した簡 
単な撮影ち法を説明しています。 A & D による撮影は、ほとんどの撮影状況に対 
化、し永9。 



撮影モードダイヤルを A お J (オート）にセツトする 

バツテ U —の残量と撮影可能コマ数を確認する 

撮影に関する設定をする 

構図を巧める 

ピントを合わせる 

撮影する 

田 P.31) 


田 P.24 

& P.24 〜 2 己 
田 P.26 

SB P.27 

の P.28 〜29 
@ P.30 


撮影した画像を液晶モニタに表示するための、基本的な再生ち法について説明 
しています。 


デジタルイメージプ□グラムについて（阻 P.32 〜 36) 

撮影状況に合わせた撮影を、カメラまかせで簡単に楽しむことびでさるデジタ 
ルイメージプ□グラムについて説明しています。 








回 


基 
本 
i 柔 
作 
I 


の 

基 

本 


ス 


ツ 

プ 


ステップ1:撮影モードダイヤルを(才ート）にセットする 

撮影モードダイヤルを A お2に合わせます 

• iSS では、撮影状況に合わせて各機能び最適な 
状態にセットされるので、デジタルー眼レフ 
カメラをはじめてご使用になるちでを簡単に 
撮影でさます。 


ステップ2:バッテリーの巧量と撮影可能コマ数を確認する 

2.1 カメラの電源スイッチを日 N にする 

• 表示パネル、ファインダー内の表示び点 
好します。 




2.2 バッテリーの残量を確認する 

• 表示パネルまたはファインダー内のバッ 
テ IJ ーチェック表示を確認します。 



ろに‘5巧ぶ 

I AUTO し AF-S 回 

M 巧図 （ 5引 


表示フアイ 
パネルンダー 

意味 

内容 


— 

バッテ U —残量 
は充分です。 

■J 

操作び行われないまま約目秒（初期設定 )1 
経過すると、半巧しタイマーびされて表示 
パネルのシャッタースピード/絞り表示と 
ファインダー内のすべての表示び消なしま 
す。シャッターボタンを半押しする（軽く巧 
す）と、半押しタイマーび再び作動してこれ 
らの表示び再点なします。 J 


— 

バッテ U —び減 
り始めました。 

し 4 

1 

バッテ U —残量は 
残りわずかです。 

バッテ U —交換の準備をしてください。 

し与 

[ (点滅） 

1 

(点滅） 

バッテ U —を交 
換してください。 

半巧しタイマーは作動せず、シャッターは] 
されな < なります。 J 


• AC アダプタ EH - 己（別売）をご使用の場合、バッテ U - チェック表示は表示されません。 

• CR 2 電池をご使用の場合、銘柄や使い方によっては残量表示び順次表示されない場合び 


友 D ます。 
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2.3 撮影可能コマ数を確認する 

• 表示パネルまたはファインダー内で撮影 
可能コマ数を確認します。 


撮影可能コマ数びゼ□の場合、表示パネ 
ルおよびファインダー内の撮影巧能コマ 
数表示の G 、 およびシャッタースピー 
ド表示部の？ U L L 、 Pu L び点滅し 
ます。撮影する前に、画像を削除する 
か、別の CF 力ードに交換してください。 
画質モードや画像サイズの設定を変更す 
ると、撮影可能コマ数び増加または減少 
します（阻 P .47)。 


E レンズについてのごミち意 

デジタルイメージプ□グラムは CPU レンズ 装着 時のみ使用できまず。 非 CPU レンズ装着 

時は、シャッターびされません。詳しくは「装着可能なレンズおよび使用可能な機能」 （SB 
P .226) をご覧ください。 

0「[(が」表示につしに 

撮像可能コマ数表示部に〔卜 (8 び点滅した場合については、「故障かな？と思ったら」 （SB 
P .247) をご覧ください。 

カメラの電源スイッチを OFF にした場合の表示について 

バッテ U —び入っている状態でカメラの電源スイッチを日 FF に 
すると、カメラの撮影可能コマ数のみび表示されます。 

( 55) 



基本操作—撮影の基本ステップ 
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ステップ 3 :撮影に関する設定をする 

撮影モードダイヤルを A お S にセットすると、撮影に関する各機能び、自動的に最 
適な状態に設定されます。各機能の詳細については、「撮影機能の詳細」をご覽く 
ださい。 

• 画質モード、画像サイズ、撮像感度、撮影動作モードは次のよラに設定されます。 



【機能 

初期設定 

内容 


画質モード 

NORMAL 

通常のスナップ写真などの撮影に適しており、画 
質とファイルサイズのバランスに優れています。 

P.43 ] 

P.44 

画像サイズ 

L 

3008 X 2000ピクセルの画素数で記録します。 

P.4 己] 

P.47 

广 

撮像感度^ 

200 

IS 日200に相当する撮像感度で撮影します。 

P.48'] 

P.49 

广 

撮影動作 
モード 

回 

(1 コマ撮影） 

シャッターボタンを押すたびに]コマずつ撮影 
します。 

P.72'1 

P.73 

- 


※撮像感度は、感度ボタン （ISO) を押している間のみ、表示パ 
ネルに表示されます（函 P.48)。 


画像サイズ 


基本操作—撮影の基本ステップ 
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ステップ 4: 構図を巧ゆる 

41 



フオーカスモードセレクトダイヤルが AF 
(オートフオーカス）に設定されているこ 
とを確認する（曲 P .74) 



4.2 構図をミ夫める 

• 構図を決める場合は、わさを締め、ひじ 
を軽く体につけ、カメラを構えます。ち 
手でカメラのグ U ップを包み込むように 
持ち、左手でレンズを支えます。片足を 
軽く踏み出すと、上半身び安定します。 

• 人物などを縦位置で撮影する場合は、力 
メラを縦位置に構えます。 


0構図をミ夫める際のごを意 

このカメラのファインダーで確認でさる範囲（ファインダー視野率）は、実際に撮影される画 
面の上下、左ち約9己％です。したびって、ファインダーをのぞいて見た視野よりも、実際に 
撮影される画面は多少広くなります。 

gs 視度調節機能について 

視度調節機能により、ファインダー内の像を見やすくでさま 
す。ファインダーをのぞさなびらファインダー内のフ オーカ 
スフレーム、またはファインダー内表示び最もシャープに見 
える位置まで視度調節レバーをスライドさせます。ファイン 
ダーをのぞさなびら視度調節レバーをスライドさせるとさ、 

目に近い位置での操作になりますので、指先や m で目を傷つ 
けないよラにミち意してください。 

• 接眼目当てを装着した状態で視度調節レバーをスライドしに<い場合は、接眼目当てを取 
り外して視度調節レバーをスライドしてください。 

• 視度調節は一！.目〜 +0.5 m -] (近視〜遠視）の間で可能です。また、別売の接眼補助レ 
ンズは一己〜+ 3 m - 1の間で9種類び用意されています（田 P .23 己)。 

• 接眼補助レンズを使用している場合、接眼目当ては使用でさません。 



^基本操作—撮影の基本ステップ 
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ステップ 5 :ピントを合わせる 

己つのフォーカスエ IJ アのうち、自動的にいちばん手前にある被写体に重なって 
いるフオーカスエ U アを使用してピントを合わせます（至近優先ダイナミック： 

田 P .169)。 



シャッターボタンの半押しを続けると、カメラび自動的にピント合わせを行い 
ます。ピントび合うと電子音（ピピッ）び鳴り、ピントを合わせたフォーカス 
エ U アびバ U ブライト表示（田 P .8) され、フォーカス□ックされます。 
ピントび合ラ前にピントを合わせているフォーカスエ U アから被写体びはずれ 
ると、他のフオーカスエ U アからのピント情報を利用してピントを合わせます。 
ファインダー内のピント表示参の点なおよび点滅については次のとおりです。 


ファインダー内 
ピント表示 

意味 

f • 

[ (点な） 

被写体にピントび合っています。 

广 • 

t (点滅） 

オートフオーカスでピントを合わせることびでさません。 

- i 


被写体び暗い場合は、 AF 補助光（曲 P .82) を自動的に照射してピント合わせ 
を行います。 

ピントを合わせたい被写体び己つのフオーカスエ U アに重ならないよラな構図 
で撮影をしたい場合は、「フオーカス□ック撮影」（曲 P .8 日）をご覧ください。 
ピントを合わせることびでさない場合の対処ち法については「オートフオーカ 
スの苦手な被写体について 」 （as P .83) をご覽ください。 


L 


0基本操作—撮影の基本ステップ 
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撮影モードダイヤルをけート）にセットし 
ている場合、シャッターボタンを半押しすると、 
自動的にシャッタースピードと絞り値びセット 
されます。撮影をする前に、ファインダー内の 
シャッタースピード表示と絞り表示を確認してく 
ださい。 

• 被写体び明るすざる場合は、表示パネル、ファ 
インダー内に« J の表示び点好します 。 ND 
(光量調節用）フィルター（別売）をご使用く 
ださい（阻 P.236)o 

• 被写体び暗い場合や、逆光の場合は、自動的 
に内蔵スピードライトびポップアップして（上 
びって）撮影時に発光します au 下参照)。 


回 


基 
本 
i 柔 
作 
I 


の 

基 

本 


み 



ツ 

プ 


内蔵スピードライトについて 

撮影モードダイヤルを、ミ、化、囚にセットしていると 
さは、シャッターボタンを半押しすると、被写体び暗い場合や 
逆光の場合に、自動的に内蔵スピードライトびポップアップし 
て、撮影時に発光します（西 P . 1に)。 

• スピードライトの充電び完了すると、ファインダー内にレ 
ディライトちび点灯します。 

• スピードライトび上びっている状態でレディライトちび点灯 
していないとさは撮影でさません。しばらく待ってからもラ 
一度レディライトちを確認してください。 

• スピードライトを発光禁止に変更することびでさます （SB 
P .1 18)。 



レデイライト 


^3内蔵スピードライトの収納について 

内蔵スピードライトを収納するとさは、カチッと音びするまで手で軽く押し下げます。使用 
しないときはバッテリーの消耗を防ぐため、常に収納状態にしてください。 
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シャッターボタンを下まで押し込むと、撮影でさます。 


撮影すると、 CF カードに画像の記録び行われてい 
る間、 CF カードアクセスランプび点好します 。点 
好び消えるまで、カメラの電源スイッチを日 FF にし 
たり、 CF カードやバッテ IJ 一を取り出したり 、 AC 
アダプタ EH - 己（別売）を取り外したりしないでく 
ださい。 



D 7 日 S は撮影した画像を CF 力ードに記録しなびら、 
自動的に液晶モニタに表示します。 


0作動音について 

ニコンデジタルカメラ D 70 S は、機械式シャッターと CCD 電子シャッターを併用していま 
す。フィルムカメラの作動音と異なり、シャッタースピードび高速の場合でも、機械式シャッ 
ター作動音と三ラーの作動音の間隔は、一定時間より短くなりません。 
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基本的な再生 


D 7 日 S は次の2つのち法で、撮影された画像を液晶モニタに表示（再生）します。 


CF 力ードに撮影した画像を記録しながら、 
自動的に液晶モニタに表示します。 



再生ボタン El を巧すと、最後に撮影した 
画像を表示します。 


图 



マルチセレクターの▲を押すと刖の画像を、 
さます。 


"を押すと次の画像を見ることびで 


画像を削除する 



削除する画像を表示し、削除ボタン醒 I を巧すと、 
表示中の画像を削除することびでさます。削除確認画 
面の表示中に再度削除ボタン面！を押すと、表示中 
の画像び削除されて再生画面に戻ります。 

削除確認画面で、削除ボタン醒 liu 外のボタンを巧 
すと、画像の削除をキャンセルでさます。 


100N070S DSC.OOOI.JP6 应 NORIML 


f 取影モード民々 

• 再生ボタン|§|を押す、またはシャッターボタンを半巧しすると、液晶モニ 
夕の表示画面び消え、撮影モードに戻ります。 


@基本操作—基本的な再生 
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デジタルイメージプ□グラムについて 


宜 



基 

本 

作 

I 


ミ 


メ 


I 

ジ 

プ 


□ 

グ 

に 


二) 

い 

て 


D7 日 S では、 A &0 け-卜) 、ミ （ポ-トレ-卜)、圍 
(風景)、化（ク□-ズアップ)、^ (スポーツ)、固 
液景)、図液景ポートレーりの7種類のデジタ 
ルイメージプ□グラムび使用でさます。撮影したい 
状況に合わせて撮影モードダイヤルをセットすると、 

カメラび自動的に各種設定を最適な状態にセットす 
るため、「シーン」に合った撮影を簡単に楽しむことびでさます。 

• デジタルイメージプ□グラムは CPU レンズ装着時のみ使用できます。非 CPU 
レンズ装着時は、シャッターびされません（田 P .226)。 

• デジタルイメージプ□グラムで操作可能な機能については「操作可能な機能に 
ついて」（田 P .224) をご覽ください。 



才—卜 


m 


ざまざまなな撮影状況で、各種設定をカメラび自動的にコント 
□ールします。カメラまかせで気軽に簡単に撮影することびでさ 
よ9 〇 

•輝度や色再現、シャープ感び偏らず、鮮やかで滑らかな画像に 
仕上げます。 



シンクロ 


先幕シンク□オートモード 


モード 


赤目軽減オートモードや発光禁止に変更可能です （SB P . 11 8 )。 


ミポートレート 



をザ 


人物の撮影に使用します。背景をぼかし、人物を浮さ立たせて立 
体感のある画像に仕上げ、人物の肌を滑らかで自然な感じに再現 
します。 

•背景をぼかす度合いは、明るさで変化します。 

• 背景をぼかすには、望遠レンズび効果的です。 

•被写体と背景び離れているほど、より効果的に背景をぼかすこ 
とびでさます。 

先幕シンク□才ートモード 

赤目軽減オートモードや発光禁止に変更可能です (SH P .1 18)〇 


32 






















圍風景 



幹口 


自然の風景や街並みなど、近景から遠景までシャープな風景写真 
び撮影でさます。植物の緑や、青空などを鮮やかに再現します。 
•被写体び暗いとさや逆光時でを、内蔵スピードライトおよび AF 
補助光（田 P .82) は発光しません。 

•広びりのある風景には、広角レンズび効果的です。 

発光禁止 


化クローズアップ 




シンクロ 

モード 


草花や昆虫など、小さい被写体をシャープに浮さ立たせたク□ーズ 

アップ写真び撮影でさます。特に赤色や緑色を鮮やかに再現します。 

•自動的に中央のフォーカスエ U アび選択されます。また、他の 
フォーカスエ U アを選択することをできます。 

•撮影状況によっては、シャッタースピードび遅くなるので、手 
ブレに注意してください。兰脚を使用して撮影することをおす 
すめします。また、セルフタイマー(田 P .128) や別売の U モー 
トコード MC - DC ] (田 P .236)、 U モコン ML - L 3 (田 P .13 日） 
を使用すると効果的です。 

• 使用するレンズの最短撮影距離まで被写体に近づいて撮影する 
と効果的です。ズームレンズの場合は望遠側にするとより大さ 
く写せます。 

•本格的な近接撮影にはマイク□レンズのご使用をおすすめします。 

先幕シンク□オートモード 

赤目軽減オートモードや発光禁止に変更可能です （SB P . 1 ] 8)。 


0ピント台わせについて 

化（ク□ーズアップ）じ(外のデジタルイメージプ□グラムでは、己つのフオーカスエ U アのラ 
ち、自動的にいちばん手前にある被写体に重なっているフオーカスエ U アを使用してピント 
を合わせます（至近優先ダイナ三ック； ® P .1 目9)。ピントび合ラとピントを合わせたフオー 
カスエリアびバリブライト表示（阻 P .8) され、フオーカス□ックされます。ピントび合う 
前にピントを合わせているフオーカスエ U アから被写体びはずれると、他のフオーカスエ U 
アからのピント情報を利用してピントを合わせます。'^ (スポーツ）じ(外のデジタルイメージ 
プ□グラムでは、ピントび合ラと電子音び鳴ります。 



S 基本操作—デジタルィメ—ジプ□グラムについて 
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被写体の一瞬の動さをとらえた躍動感のあるスポーツ写真び撮影 

でさます。さまざまな条件下で、被写体をシャープに再現します。 

•シャッターボタンの半押しを続けている間は己つのフオーカス 
エ U アに重なっている被写体の動さに合わせてピントを追い続 
けます。 

•ピントび合っていなくてを、シャッターボタンを押し込むと 
シャッターびされます。撮影時はフアインダー内のピント表示 
参び点なしていることをご確認ください。 

•被写体び暗いとさや逆光時でを、内蔵スピードライトおよび AF 
補助光（田 P .82) は発光しません。 

•スポーツ撮影には、望遠レンズび効果的です。 

•望遠レンズ使用時は、手ブレしやすいので、兰脚を使用して撮 
影することをおすすめします。 


夜景を撮影する際、ス□ーシャッターで夕景や夜景の雰囲気を表 

現した写真を撮影でさます。夜景撮影にありびちなノイズや不自 

然な発色を抑え、街好やネオンなどの光を鮮やかに再現します。 

•被写体び暗いとさや逆光時でを、内蔵スピードライトおよび AF 
補助光（田 P .82) は発光しません。 

•人物び入る夕景や夜景写真を撮影する場合には、 因 （夜景ポー 
トレート）で撮影してください。 

•撮影状況によっては、シャッタースピードび遅くなるので、手 
ブレに注意してください。兰脚を使用して撮影することをおす 
すめします。また、セルフタイマー(田 P .128) や別売の IJ モー 
トコード MC - DC 1 (曲 P .236)、 U モコン ML - L 3 (曲 P .13 日） 
を使用すると効果的です。 

• 1秒よりを低速側のシャッタースピードで撮影した場合は、ノ 
イズにより多少ヴラついた画像になることびあります。このノ 
イズは撮影メニューの 「ノイズ 除去」 （の P .161) を roNj に設 
定することにより低減することびできます。 


発光禁止 
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基本操作—デジタルィメ—ジプ□グラムについて 














囚夜景ポートレート 



シンクロ 

モード 


夕景や夜景を背景にした人物の撮影に使用します。背景を黒くつ 

ぶすことなく、人物を背景をされいに再現されます。スピードラ 

イトび発光した場合でを、人物の肌を滑らかで自然な感じに再現 

します。 

•人物び入らない夕景や夜景写真のみを撮影する場合には、固 
(夜景）で撮影してください。 

•撮影状況によっては、シャッタースピードび遅くなるので、手 
ブレに注意してください。兰脚を使用して撮影することをおす 
すめします。また、セルフタイマー(田 P .128) や別売の U モー 
トコード MC - DC ] (阻 P .236 )、U モコン ML - L 3 (田 P .130) 
を使用すると効果的です。 

• 1秒よりを低速側のシャッタースピードで撮影した場合は、ノ 
イズにより多少ヴラついた画像になることびあります。このノ 
イズは撮影メニューの 「ノイズ除ま」（の P .1 目 1) を roN 」 に設 
定することにより低減することびできます。 

スローシンク□才ートモード 

赤目軽減ス□-シンク□オートモードや発光禁止に変更可能です （SB P .1 18)。 


0露出警告表示について 

次の警告び表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合は、被写体び明るすざたり暗す 
ざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

• 被写体び明るすざる場合は、表示パネル、ファインダー内に卜} } の表示び点灯します。 ND (光 
量調節用）フィルター（別売）をご使用ください。 

• 被写体び暗すざる場合は、表示パネル、ファインダー内に L 〇の表示び点灯します。撮 
像感度 （SB P .48) を高く設定してください。 

0色空間について 

デジタルイメージプ□グラムで撮影した画像の色空間は、 sRG 目になります。 



S 基本操作—デジタルィメ—ジプ□グラムについて 
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作 
I 


ミ 
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二) 
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I セルフタイマーを使用 
I 期設定）にシャツター方 
I 軽減したい場合や撮影^ 

I • セルフタイマーに’ 
影」（田 P .128) つ、 


セルフタイ 7— について 

セルフタイマーを使用すると、シャッターボタンを押してから、 

/ャッターびされます。シャッターボタンを押すことによる手ブレを I 
I 軽減したい場合や撮影者自身を被写体として加わりたいよラな場合に便利です。 
セルフタイマーについての詳細は、「撮影機能の詳細：セルフタイマー撮 
をご覧ください。 


B リモコン撮影にっぃて^^^^^^^^ 

丄3を使用して、カメラのシャッターボタンを U モコン！ 
.ラを2砂 U モコン撮影モードまたは瞬時 IJ モコンモード I 

I 

コいての詳細は、「撮影機能の詳細： U モコン撮影」（の1 
三ださい。 J 

ると、コード長の範 I 
。また、シャッター I 

■ド MC - DC ] の使用 I 


IJ モコン撮影についての詳細は、「撮影機能の詳細 
をご覧ください。 

リモートコード撮露について 

' 別売の U モートコード MC - DC ] (0 B P .236) を使用すると、 
I 囲でカメラから離れてシャッターボタンを操作できます。 

I ボタンを押したままの状態で固定することもできます。 

IJ モートコード撮影についての詳細は、 U モートコー 
説明書をご覽ください。 


【。リモートコード接続端子カバーについて 

U モートコード接続端テカバー内部は防滴構造になっていないため、カバーを開けた状態で 
は、リモー!-ーコードの接続、非接続にかかわらず、カメラ内部に水分び侵入しやすくなり 
ます。雨などの水分び侵入する可能性びある場合は、故障の原因となりますので、リモート 
コード接続端テカバーを開けないでください。 


回撮影モードダイヤルを P、S、A、M にセットした撮影 

撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットすると、シャッ 
タースピードと絞り値の組み合わせ方を任意に設定でさま 
す。ホワイトバランスや仕上びり設定、露出補正などの設 
定ち可能で、撮影者び意図的にいろいろと工夫でさます。 
詳しくは r 撮影機能の詳細」（田 P .37) をご覧ください。 
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詳細 


画質モードと 
画像サイズ 


このカメラでは、撮影状況に合わせてさまざまな機 
能を撮影者自身で設定することびでさます。この章 
では、これらの機能の設定ち法を説明します。 



セルフタイマー 
撮影 


0 




















撮影機能の詳細 


ここでは各機能を設定して撮影する場合の操作を説明します。下のよラに撮影び 
思いどおりに行えない場合、各機能を撮影シーンに合わせて操作することびでさ 
ます。 




設定を元に戻す方 
法びわか5ない 


画質モードと画像サイズ （田 P .43) 

表示やプ U ントする大ささに合わせて画像サイズや、 
画質モードを設定します。画質モードと画像サイズの 
組み合わせによって画像のファイルサイズび変化する 
ため、 CF カードに記録できるコマ数も変化します。 


メニューの使い方 （BB P .41) 

カメラの各機能を設定する前に、メニューの使い方 
を覚えておくと便利です。 


ツーボタン U セット （BB P .135) 

撮影に関する各機能を、一括して初期状態に戻すこ 
とびでさます。 


E 撮影機能の詳細 
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E 撮影機能の詳細 


画像びブレる 
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撮影機能の詳細 


田 P.43 
田 P.64 
曲 P.16 日 


撮影時の照明光に合わせる 

時撮像感度 
時ホワイトバランス 


▼ 


田 P.48 〜49 
SB P. 已〇〜目3 


ピントを被写体に合わせる 

時フオーカス 


▼ 


ホ 


西 P.74 〜8己 


シャッタースピードと絞り値を組み合わせる 

時測光-露出；露出モード 

♦ 


スピードライトを使用ずる 

時スピードライト撮影 
時装着可能な別売スピードライト 


SB P.88 〜97 


SH P.112-127 
田 P.229 〜234 


因 

撮 


ここでは各機能を設定して撮影する場合の操作の流れを説明します。 


メニューの使い方 


SB P.4] 〜42 


能 

の 

詳 

細 


画像の使用目的に合わせる 

時画質モードと画像サイズ 
時仕上びり設定 
時撮影メニュー 


1コマ撮影/連続撮影の設定をする 

時撮影動作モード 田 P.72 〜73 


被写体の明るさを計測する 

時測光-露出：測光モード 田 P.8 目〜87 


露出の微調整をずる 

時測光-露出；露出補正 田 P.10] 〜1日2 

時測光-露出；才ートブラケティング 田 P .103 〜 ]]] 


セルフタイマー撮影-リモコン撮影を行う 


時セルフタイマー撮影 

田 P. 128〜129 

時 U モコン撮影 

曲 P.13 日〜134 


2 

716 
4 71 
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1^ H 

hI 圓 


メニュー画面の表お方法 

カメラの電源スイッチを ON にした状 
態でメニューボタン1111を巧すとメ 
ニュー画面び表示されます。 


メニュー画面の選択 

メニューボタン1111を押すと、前回使用していたメニュー画面び表示されます。 
メニュー画面は次の方法で選択します。 

' • さ5に7ルチ 

セレクターの 
◄を巧すと、 

メニュー画面 
の選択画面に 
なり、メニュー 
画面を名称で 



r SETUP む ►n 


フオルタ設定 
連番モ-ド 
力-ドフトマット 
カスタム)(こ]-表示 
曰時設定 
画面の明るさ 


再生)(こユ- 
提影だユ- 
カスタム)(こ: I - 


メニュー画面内のメニュー項目かすでに題択 
(八イライト）されている場合は、マルチセ 
レクターの◄を巧します。 


U 任腑 し11か JJ ' 。 

選択でさます。▲または▼を操作してメ 
ニュー画面を選択し、►で表示させます。 


2 



1 

仕上ガり設定 
ノイス除去 

琢 N 
OFF 

R 

画質トド 

NORM 

m 

画像サイス 

巧 


ホワ仆けランス 

A 

1 

ISO 設定 

200 


マルチセレクターの▲または▼を操作し 
て、使用するメニュー画面を選択します。 


3 




マルチセレクターの►で、選択したメニュ - 
画面に カーソルを 表示させます。 


H カスタムメニュー表示 （aa P .194) 

通常、カスタムメニュー画面ではカスタムセッティング R とカスタムセッティング]から力 
スタムセッティング9までのメニュー項目のみ表示されますび、カスタムセッティングの全 
メニュー項目び表示されるよラに変更でさます。 




.一の使い方 


柳肌- ffl©o 
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メニュー頂目の実行 

メニュー項目を実行するち法は次のとおりです。 




マルチセレクターの▲または▼を操作して、 
メニュー項目を選択します。 


マルチセレクターの►を巧し、メニュー項目 
の詳細を表示させます。 


3 




4 



貨トト m 


画像サイス 

回 

ホワイトバラツス 

A 

ISO 設定 

200 


マルチセレクターの▲または▼を操作して、 
メニュー項目の詳細を選択します。 


マルチセレクターの►を巧すと、選択を実 
行し、メニュー画面に戻ります。 


• CF カードに記録している間、および CF カードの有無や撮影モードによって 
は、設定できないメニュー項目びあります。 

• 選択をキャンセルする場合はマルチセレクターの◄またはメニューボタン01 
を巧します。 

• マルチセレクターの►、実行ボタン BB は同じ機能ですので、いずれを押してを 
メニュー項目の選択び実行でさます。マルチセレクターの►び使用でさない場合 
は、実行ボタン 1113 を使用してください。 

• メニュー項目にはサブメニュー項目び表示される場合びあります。この場合 
は、上記手順の3および4を繰り返して選択を完了してください。 

メニュー画面を終了ずるには 

• メニュー画面表示中にメニューボタン OD を押すと、メニュー画面び終了し、撮影モード 
に戻ります（メニュー項目びすでに選択されている場合は、メニューボタン胃を二度押 
すとメニュー画面び終了します)。 

• 再生ボタン@を押して再生モードにするか、カメラの電源スイッチを日 FF にした場合 
ちメニュー画面を終了でさます。 

• メニュー画面表示中にシャッターボタンを半押しすると、メニュー画面を終了して撮影準 
備状態（撮影モード）に切り替わります。 
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E 撮影機能の詳細—メニュ I の使いち 

















画質モードと画像ヴイズ 


画質モード 

画像を記録する際の画質を選択します。目 AS に 、 NORMAL FINE . 
に画質び高くなります。 


口 RAW 画像と JPEG 画像の同時記録について 

• 画質モードを 「RAW + BASIC 」 に設定して撮影した場合は、カメラでは 目 AS に画像のみ再 
生可能です。 BAS に画像と同時記録された RAW 画働まパソコンでの再生専用になります。 

• RAW 画像と同時記録された巨 AS に画像をカメラ上で削除すると、 RAW 画像も削除され 
ます。 

ファイル名について 

• このカメラで撮影された画像には DSC _ nnnn.xxx (撮影メニュー 「仕上がり設定」 
の 「カスタマイズ」 で 「カラー設定」 を 「モード II ( AdobeRGB)J に設定した場合は 
_ DSCnnnn . XXX) という名称び付きます。 nnnn には0001〜9999までの数字び 、 xxx 
には選択した画質モードの拡張テび入ります。拡張子は RAW の場合： NEF 、 FINE / 
NORMAL / BAS にの 場合： JPG 、 イメージダストオフデータの 場合： NDF となります。 

• 同時記録された RAW 画像と BAS に画像のファイル名は同じですび、拡張テびそれぞれ 
NEF 、 JPG になります。 
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RAW 


NEF 


撮像素子からの] 2 bit の生出カデータを圧縮して記 
録します。復元には、 PictureProject または別売の 
Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 iU 降） （の P .237) び 
必要です。 


FINE 


JPEG 


精細な画質で、画像を拡大する場合や、 
プ U ンタで細かく表現したい場合などに 
適しています。画像データは約1/4に圧 
縮されます。 


NORMAL 


JPEG 


通常の画質で、一般的にはこの画質モー 
ドを使用 します。画像データは約]/8に 
圧縮されます。 


BASIC 


JPEG 


基本的な画質で、電子メールに添付した 
りホームページに掲載したりする場合に 
適しています。画像データは約1/16に 
圧縮されます。 



RAW + 
BASIC 


NEF + JPEG 


RAW と日 AS にの、2種類の画像を同時に記録します。 
この画質モードを選択すると、自動的に画像サイズ 
(田 P .4 己）び「1_」に固定され、 BAS に画像は3日日8 
X 2000ピクセルでのみ記録されます。 


アイル开ジ式 


0撮影機能の詳細—画質モ—ドと画像サイズ 

慣 

例 

W 
A 
R 





















画質モードの設定には、撮影メニューの r 画質モード」 で設定するち法、および画 
質モードボタン (QUAD とメインコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 

撮影メニュ -の r 画質モード」で設定する場合 

1撮影メニュー画面 （as P. 16日）から「画質 モー 
ド」 を選択して、 マルチセレクターの►を押し 
ます。 


つ画質モード選択画面び表示されますので、マ 
" ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、設定する画質モードを選択します。 
マルチセレクターの►を巧すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻ります。 


画質モードボタンとメインコマンドダイヤルで設定ずる場合 

液晶モニタ消灯時に、画質モードボタン （QUAD 
を押しなびら、メインコマンドダイヤルを回して使 
用する画質モードを表示パネルに表示させます。 


1 

1 

( 55 ) 

■ NORM 

n 










RAW 

牛 


FINE W 

NORM 

个 

I 

RAW 



1 

D A QIP 

BASIC 



DA な■し 


画像サイス E 

ホワイトバラソス A 

I so 設定 200 


^ 撮影機能の詳細—画質モ—ドと画像ヴィズ 
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画像サイズ 

画像を記録する際のサイズ（大きさ）を選択します。 D7 日 S では、次の3種類の選 
択び巧能です。一般的に画像サイズび大さければ、大さいサイズでの出力I 
卜）び巧能になります。 


ズでの出力（プ U ン 

I ■甲が化冊 




画像を3日日8 X 2000ピクセルで記録します。 


38.2 X 2已 .4cm f 


画像を224日 X 1488ピクセルで記録します。 


28.4 X 1 8.9cm) 


19.1 X 1 2.7cm} 


画像を 1 已日 4 X ] 日日 0 ピクセルで記録します。 


《出力解像度200 dpi でプ U ントした場合のおおよそのサイズです。 

• 画質モードで 「 RAW 」 を選択した場合は、画像サイズび固定されるため画像ヴ 
イズの設定はできません。 RAW で保をした画像を円 ctureProject、 別売の 
Nikon Capture 4 (Ve「.4.21；( 降）で復元する場合は、3008 x 2000ピクセ 
ルサイズになります。 

• 画質モードで 「RAW + BASIC 」 を選択した場合は、画像サイズび rU に 
固定され、画像サイズの変更はでさません。この場合、 BAS にで保をし 
た画像は 3日日 8 X 2 日日日 ピクセルサイズになり、 RAW で保存した画像を 
PictureProjects 別売の Nikon Capture 4 (Ve「.4.2lU 降）で復元する場合 
も3 日日 8 X 2 日日日 ピクセルサイズになります。 

画像サイズの設定には、撮影メニューの r 画像サイズ」 で設定するち法、および画 

質モードボタン (QUAD とサブコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 


撮影） 


I -の 「画像サイズ J で設定する場合 


^mmi m 


ホワイト rt ラソス 

A 

ISO 設定 

200 


撮影メニユー画面 （SB p.i 6日）から「画像 サイ 
ズ」を選択して、マルチセレクターの►を押し 
ます。 



撮影機能の詳細—画質モ—ドと画像サイズ 
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囚 
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能 

の 

詳 

細 

I 


1 画像サイス 

1 

〇 

(3008x20( ►決定 1 


(2240x1488) 

S 

(1504x1000) 




2画像サイズ選択画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、設定する画像サイズを選択します。 
マルチセレクターの►を押すと、設定び有効 
になり、撮影メニュー画面に戻ります。 


画 

質 

モ 

I 

ド' 

と 

画 

像 
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画質モードボタンとサブコマンドダイヤルで設定する場台 


液晶モニタ消灯時に、画質モードボタン (QUAD 
を押しなびら、サブコマンドダイヤルを回して使用 
する画像サイズを表示パネルに表示させます。 
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0 画質モード.画像サイズと撮影可能コマ数について 

撮影された画像のファイルサイズは、画質モードと画像サイズによって決定されます。その 
ため、 CF カードに記録でさる画像のコマ数は画質モードと画像サイズの組み合わせによって 
変化します。2日目 M 目の CF カードで撮影でさるコマ数は、それぞれの設定で次のようになり 
ます。 



广 S 

L 

( 約 2.9 MB 

X 

約73コマ 

I 

9〕マ ] 

FINE 

M 

( 約 1.6 M 目 

X 

約] 3日コマ 

X 

7コ7 ] 

し J 

S 

( 約0.8 MB 

X 

約279コマ 

X 

19〕マ） 

ド ^ 

L 

( 約 1 .已 M 目 

X 

約] 44コ7 

X 

12〕マ'] 

NORMAL 

M 

( 約日. 8M 目 

X 

約2已3コマ 

X 

7コ7 ] 

し J 

S 

( 約日. 4M 目 

X 

約已28コマ 

X 

27コマ ] 

r \ 

L 

( 約日. 8M 目 

X 

約279コマ 

X 

19〕マ） 

BASIC 

M 

( 約日. 4M 目 

X 約481コマ 

X 

7コ7 ^ 

レ J 

S 

( 約日. 2M 目 

X 

約9已日コマ 

X 

49コマ ] 

〔 RAW + BASIC ] 

1 L 《3 

( 約已 .8M 目※4 乂 

約 39コマ 

X 

4コ7 ] 
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能 

の 
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細 

I 

画 
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モ 

I 

ド' 

と 
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ご使用の CF カードの種類や撮影条件により、撮影可能コマ数は増減することびあります。 
《2ご使用の CF カードの種類により、連続撮影コマ数は増えることびあります。 

《3画像サイズは 「 U に固定されます。この場合、 BAS にで保存した画像は3008 X 
2000ピクセルサイズになり、 RAW で保存した画像を円 ctureProject 、 別売の Nikon 
Capture 4 ( Ver . 4.2しソ降）で復元する場合も3日08 x 2000ピクセルサイズになり 
ます。 

《4 RAW 画像と目 AS に画像のファイルサイズの合計になります。 
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撮像感度 


撮像感度を標準 （IS 日 2 日日 相当） よりを 高く設定することびでき、暗いところで 
の撮影にも対応します。撮像感度は に日 2 日日〜]目日日 相当の間で]/3段ステッ 
プで設定でさます。 

撮像感度の設定には、撮影メニューの り SO 設定」 で設定するち法、および感度ボ 
タン （ ISO ) とメインコマンドダイヤルで設定するち法びあります。 

撮影メニュ ーの 「旧0設定」で設定する場合 

1撮影メニュー画面 （0B P . 16 日）から「旧 0 設定」 
を選択して、マルチセレクターの►を押します。 



つに日設定選択画面び表示されますので、マルチ 
" セレクターの▲または▼を操作することによ 
り、設定する撮像感度を選択します。マルチ 
セレクターの►を押すと、設定び有効になり、 
撮影メニュー画面に戻ります。 


0高感度に設定した場台 

撮像感度を高く設定すると、低く設定したとさに比べて、多少ヴラついた画像になることび 
あ0ます。 

図已：感度自動制御 （aBp.171) 

設定した撮像感度で適正露出び得られない場合、に日200〜1目00の範囲で自動的に撮像感 
度を変更して適正露出を得る（ちしくは適正露出に近づける）ことびでさます。 

48 


仕上ガリ設定琢 N 
ノイス除去 OFF 

画質モ-ド 

NORM 

画像サイス 

巧 

ホワイトバラソス 

A 

II SO 設定 

■ 200 


g 撮影機能の詳細—撮像感度 












感度ボタンとメインコ アン ドダイヤルで設定ずる場合 

液晶モニタ消灯時に、感度ボタン （ ISO ) を押しな I 
びら、メインコマンドダイヤルを回して希望する撮 I 
像感度を表示ノ（ネルに表示させます。 




E 〇 01■■►ど！: • ► 3 E cil —► •イ〇 ► bo 〇 

1 5 〇 ► iS ? 5 ► I 〇 〇 ► 8 〇 〇 S •イ〇 
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ホワイトバランス 



人間の目は、晴天、曇り空、白熱電球や堂光好の室内など、光源の色に関係なく 
白い被写体は白く見えます。それに対して、デジタルカメラで人間の目に白く見 
える色を画像でも白く見えるようにするには、照明光の色に合わせて調整を行う 
必要びあります。この調整を「ホワイトバランスを合わせる」といいます。なお、 
ホワイトバランスは、撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットした場合の 
み選択することびできます。デジタルイメージプ□グラムでは、ホワイトバランス 
は A (オート）に固定されます。 

ホワイトバランスは次の8種類から選択でさます。 



設定される 
色湿度^ 

内容 

A 才—卜 

し 

約3已〇〇〜 
8000 K 

] 日日已分割 RG 目センサー、撮像素テで色 [ 
温度を測り、カメラび自動的に調節します。 
A (オート）で充分な効果を得るには、 G ま 
たは D タイプレンズのご使用をおすすめし 
ます。また、内蔵スピードライトや別売ス 
ピード'ライ hSB -800、 SB - 600使用時 
は、スピードライト発光時の条件に応じて 
適したホワイトバランスに調整されます。 J 

味-電球 

約3000 K 

白熱電球下での撮影に適しています。 1 

[ B 堂光な 

約4200 K 

白色堂光灯下での撮影に適しています。 ] 

陆晴天 

約己200に 

晴れの曰の順光での撮影に適しています。 ] 

V スピードライト 

約已400 K 

内蔵およびニコン製スピードライト撮影に適') 

しています。 J 

曇天 

約6000 K 

曇りの曰の撮影に適しています。 ] 

6&ん晴天曰陰 

約8000 K 

晴れの曰の曰陰での撮影に適しています。] 

PRE プ U セット 

- 

— 

撮影者び被写体を基準にホワイトバランス 1 
を合わせたり、 CF カード内の画像と同じホ 
ワイトバランスに合わせることびでさます 
(曲 P . 日7)。 


《微調整び0 の場合の値です。 
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ほとんどの場合は A (オート）で撮影できますび、特定の照明光に固定したい場 
合は、適応する特定のホワイトバランスを選択してセットします。また、「ホワ 
イトバランスの微調整」 （SB P . 己 4) (プ U セットモード時を除く）や、撮影者自 
身びホワイトバランスをセットする「プ U セットホワイトバランス」 （as P. 己 7) 
を使用可能です。 

アクセヴ U - シユー (0B P .234) に AS-T 已を装着してスタジオ用スト□ボを 
使用する場合は、 A (オート）に設定していても適正なホワイトバランスび得 
られない場合びあります。その場合は、ち（スピードライト）モードにして微 
調整を行うか、プ U セツトホワイトバランスをご使用ください。 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

ホ 

9 


A' 

ン 

ス 


■ 


0色温度について 

光の色には、赤味を帯びたわのや青味を帯びたちのびあり、人間の主観で光の色を表すと、 
見る人によって微妙に異なってしまいます。そこで、光の色を絶対温度 （K :ケルビン）とい 
ラ客観的な数字で表したのび色温度です。下図のように色温度び低くなるほどホ昧を帯びた 
光色になり、色温度び高くなるほど青味を帯びた光色になります。 


青昧大 


ホ巧大 

2000 3000 4000 5000 6000 80001000012000 [K] 


快晴の空 


量天 


息宪色 


晴天昼光 

昼白色 


白色 

温白色 

八□ゲン電球 
白熱電球 

電球色 


石油打 

ろラそ < の炎 
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ホワイトバランスの設定には、撮影メニューの 「ホワイ 
トバランス」 で設定するち法、およびホワイトバランス 
ボタン ( WB ) とメインコマンドダイヤルで設定するち法 
びあります。いずれの場合も、設定されたホワイトバラ 
ンスのアイコンび表示パネルに表示されます。 


■iM «? :< Fn.S 

AF-S 回 

^ 円固 LJ_S51 

NOBMlTl 函 


撮影メニュ -の 「ホワイトバランス j で設定ずる場合 


仕上ガリ設定琢 N 
ノイス除去 OFF 

画質モ-ド NORM 

画像サイス_田 

A 


撮影メニユー画面 （ffi P .160) から 「ホワイ 
トバランス」 を選択して、マルチセレクターの 
►を押します。 


ISO 設定 200 




2ホワイトバランス選択画面び表示されますの 
で、マルチセレクターの▲または▼を操作す 
ることにより、設定するホワイトバランスを 
選択し、►を押します。 PRE (プ U セット）を 
選択した場合は、 PRE プ U セット画面び表示さ 
れます（田 P . 己7)。それ外のモードを選択 
した場合は、ホワイトバランスの微調整を設 
定する画面び表示され、微調整値を決定する 
と、設定び有効となります（田 P . 己4)。 
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ホワイト J (ランスボタンとメインコ アン ドダイヤルで設定ずる場合 


• 液晶モニタ消灯時に、ホワイトバランスボタン 
(WB) を押しなびら、メインコマンドダイヤル 
を回して希望するホワイトバランスのアイコン 
を選択します。 




P 12 :才ート BKT セット（田 P .17 巨） 

カスタムセッティング12 「オート BKT セット」 で 「WB ブラケティング」 を選択すると、設 
定したホワイトバランスに対して、自動的に調整量を変化させなびら複数の画像を記録する 
ことび可能です。詳しくは「オートブラケティング」 (SB P .103) をご覧ください。 
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ホワイトバランスの微調整 

〇 P . 己2〜己3の操作でホワイトバランスを PRE (プ U セツ 
i 卜）じ(外に設定した場合は、さらに微調整を行ラことび 
1でさます。ホワイトバランスの微調整は撮影メニューの 
I 「ホワイトバランス」、 もしくはホワイトバランスボタン 
詳 （ WB ) とサブコマンドダイヤルで行います。いずれの場 
合ち、微調整値び外に設定されると表示パネルにホ 
ホワイトバランス微調整表示-4►び点打します。 

• 調整範囲は1段ステツプで±3段です。 
b • 1段は約]日ミレツドに相当します（堂光打モードを除く）。設定される色温度 
与 は光源の種類によって異なります。 

> • 「一」方向に微調整を行った場合は画像び赤味びかり、「+」方向に微調整を行っ 

た場合は画像び青味びかります。 


(〇 


ミレッド （ M 旧 ED ) について 

色温度の逆数を百万倍 （10 巧したちのです。色温度は、同じ色温度差でち、色温度の低い場 
合では色の変化び大さく、色温度の高い場合では、色の変化びルさくなります。たとえば同 
じ1日日0ケルビンの違いでを目000ケルビン付近では変化はほとんどありませんび、3000 
ケルビン付近では1000ケルビンの違いで光色び大さく変わります。三レッドは、その変化 
幅をほぼ同じに表現する尺度であり、色温度補正フィルターの単位としてち利用されます。 

例）色温度の差 （K :ケルビン）：ミレッドの差 （M ;ミレッド） 

4000 K - 3000 K 二1000 K : 83 M 

7000 K -60 日 0 K 二1000 K : 24 M 
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撮影メニュ -の 「ホワイトバランス j で設定する場合 


イ 19 ►ミ々司 

巧 ^^ hhm 


^L 西 ►決定 I 

巧^ 


撮影メニユー画面（田 P .1 6 日）から 「ホワイト 
バランス」 を選択して、マルチセレクターの ► 
を押し、 PRE (プリセツト）じ(外の希望するホワ 
イトバランスを選択してマルチセレクターの ► 
を押すと、微調整画面び表示されます。 


つ マルチセレクターの▲または▼で設定する微 
—調整量を一 3 〜 +3 の範囲で選択します。マ 
ルチセレクターの►を押すと、設定び有効に 
なり、撮影メニュー画面に戻ります。 


ホ ヮ仆ノ (ランスボタンとサブコマンドダイヤルで設定する場合 

液晶モニタ消口時に、ホワイトバランスボタン （ WB ) を押しなびら、サブコマン 
ドダイヤルを回して希望するホワイトバランスの微調整量を表示パネルに表示さ 
せます。 



3夺一 •? 


-卜 I ■ず？今-卜3 


■ 

〇撮影機能の詳細—ホワイトバランス 


已已 

















gj ホワイトバランスの微調整について 

ホワイトバランスの A (オート）外の各ホワイトバランスで微調整を行うと、設定色温度は 
次のよラに変化します。 


〔約27日日 KI [約2700 K 卸4800 K U ; 約4800 K 啤己400 K I 丘勺67日 OK ) 
■ JgP 〔約28 OOK fesOOOK 約4900 k | 約已000 KII 約己60 OK 約7100 kI 



] 3200 K 


約3700 K 


約4200 K 


約已000 K 


約 6 己00 K 


約4900 K 約已〇〇 OK II 約己60 OK 


約 已〇〇 0 K 約已200 K 約己800 K 


約已200 K 


約已300 K 


約已400 K 


約已400 KI [約600 0 K 


約已600 K 約6200 K 


約已80 0 K 


約640 0 K 


約7已〇 OKt 


約8000 K 1 


約8400 Kt 


約8800 K 1 


〔約33001< 

約7200 K 

約已600 K 

約6000 k | 約6600 K 

約9200。| 

《堂光灯モードの場合、他のモードと異なり多様な堂光灯に対して次のよラに選択でさます。 

[ 調整 ）（ 色湿度 

[ 適した堂光な 1 

〔+3 X 約27日日 K 野球場、体育館などのナト U ウム灯の混合光など 1 

〔+2 X 約3000 K )〔 


電球色堂光好 

J 

[ +1 ) 約3700 k 1〔 


温白色堂光好 

1 

〔 0文約42001<)[ 


白色堂光好 

) 

[- 1 ]r 約已000 K ]〔 


昼白色堂光好 

] 

( -2 つ〔約6已〇〇け 


昼光色堂光好 


[-3 中勺7200 K )〔 

高色温度の水銀ななど 

) 


写真用カラーメータで測定した色温度値とカメラの設定色温度は異なる場合びあります。 
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プリセツトホワイトバランス 

プ U セツトホワイトバランスは、カクテル照明や特殊 
照明下で、前記の A けート）やホ、-(電球モード）な 
どの各設定では望ましいホワイトバランスび得られな 
い場合や CF カード内の画像のホワイトバランスに合 
わせたい場合に使用します。 

D 7 日 S では、次の2とおりの方法でプ U セットデータ 
を設定でさます。 


t プリセットデータ 

内容 1 

取得データ 

白またはグレーの被写体を基準にして撮影を行い、取得したデー] 

夕をプ U セットデータとして設定します（曲 P . 己8)。 J 

撮影データ 

^ - 

CF カード内の画像で使用されたホワイトバランスデータをプ ijI 
セットデータとして設定します（田 P .6 日)。 

• D 7 日 S で撮影された画像のみ設定することびでさます。 

•別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 似降）を使用すると、 
D 7 日 S で撮影された RAW 画像をパソコン画面で確認しなびら 
ホワイトバランスを調整することびできます 。 Nikon Capture 
4でホワイトバランスを調整した画像は、「撮影データ」を使用 
し、プ U セットデータとして設定することびでさます。 J 


0 r 撮影データ」設定時のデータ取得について 

プリセットデータを「撮影データ」に設定していても、 
と、自動的に「取得データ」に設定されます。 


新しくプ U セツトデータを取得する 
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取得データ 

〇 

^プリセットデータを新規取得するには 

I プ U セットデータを取得するには、次のように操作します。 

1 • あらかじめプ U セットホワイトバランスをセットする照明下で、白またはグ 
S レー（無彩色）の被写体を用意しておいてください。スタジオ用スト□ボにて 
i プ U セットホワイトバランスをセットする場合は、被写体をグレー（18%標 
' 準反射板）にすることをおすすめします。 

ワ • 新しくプ U セットデータを取得すると、自動的にプ U セットデータとして設定 
されます化相0設定されたプ U セットデータは消去されます)。 

A ' • 白またはグレーの被写体を基準にプ U セットデータを取得するとさは、撮影 
モードダイヤルび P 、 S 、 A 、 M のいずれにセットされている場合でも、カメ 
ス ラび露出を通常よりも]段分オーバーになるよラに自動的に調整します。撮影 
モードダイヤルを M (マニュアル）にセットする場合は、露出インジケーター 
を確認して、適正露出になるよう設定してください。 



1 ホワイトバランスボタン ( WB ) を巧しなび 
ら、表示パネルに PRE (プリセット）び表示さ 
れるまでメインコマンドダイヤルを回します。 


因ホワイトバランスのプリセットの設定方法について（阻 P . 己 2) 

撮影メニューの「ホワイトバランス」で、「 PRE プリセット」に設定することもできます。 

己8 











M? 5 f5.5 


AF-S 回 \ ' 

円固!- FV 


■PRE 卜 

kid 


2 


プ u セット取得モードにするには、いったん 
ホワイトバランスボタン ( WB ) から指を離 
し、再度ホワイトバランスボタン （ WB ) を 
1.已秒じ(上巧し続けます。プ U セット取得 
モードになり、表示パネルとファインダー内 
の撮影可能コマ数表示部に PrE の文字び、 
表示パネルに PRE のアイコンび、それぞれ点 
滅します。 


山 


3 


プ U セット取得モード中に、撮影する照明下で 
白またはグレー（無彩色）の被写体をファイン 
ダーいっぱいにとらえてシャッターボタンを 
押すと、その被写体を基準にプ U セットデータ 
び取得されます。 

• ピントび合わなくてもシャッターびされ、 
プ U セットデータび正常に取得されます。 

• シャッターボタンを押してプ U セットデー 
夕を取得しても、 CF カードへの画像の記録 
は行われません。 


-U Q od — 


™ PrE 


四 


4 プ u セットデータび取得されると、表示パネ 
ルのシャッタースピード表示部に Go ,こぃゴ 
の文字び、ファインダー内のシャッタース 
ピード表示部に Gd の文字び点滅します。プ 
U セット取得モードは、半巧しタイマーの才 
フ、またはシャッターボタンの半押しで終了 
します。 
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取得デ-夕 


1撮影デ-夕 ►] 


つマルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
' とにより 、 r 撮影データ」 を選択します。 
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►設萄 


撮穀デ-夕 


撮影メニュー画面（曲 P .1 6日）の「ホワイト 
バランス」から PRE (プ U セット）を選択して 
マルチセレクターの►を巧すと、プ U セット 
データの選択画面び表示されます。 


Q 

C d 

AF-i 回 1 

1 へ 

^円図 

PrE 

NORM||_ 1 函 PRE 


メラびプ U セットデータを取得でさないことび 
あります。この場合、表示パネルとファインダー 
内のシャッタースピード表示部/絞り値表示部 
に 广ぃご U cl の文字び点滅します。点滅中に 
シャッターボタンを半押しすると、プ U セット取 
得モード（手順 2) に戻ります。半押しタイマー 
びオフになった場合、 プ U セット取得モードは終 
了します。 

プ U セツト取得モードを解除するには、ホワイトバランスボタン ( WB ) を押 
してください。 

出荷時の取得データは晴天モードと同じ色温度已2日日 K に設定されています。 


撮影データ 

CF カードに保をされている撮影済み画像のホワイトバランスデータを、プ U セッ 
トデータとして設定するには、次のよラに操作します。 

• 撮影済み画像をプ U セットデータとして設定すると、1；(前のプ U セットデータ 
は上書きされます。 


力 

合 

原 

の 

度 

0 

高 

は 

ま 

度 

B 

化 

- J 

i 

極 
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デ-夕を選択 


3 


マルチセレクターの►を巧すと、撮影データ 
画面び表示されます。 

•画面のち側に、プ U セットデータとして現在 
設定されているサムネイル画像び表示されます。 
• 出荷時の撮影データは晴天モードと同じ色温 
度已2日日 K に設定されています。 


面^^^^^ 


表示画像で設定 


t デ-夕を選}只 ►, 


4 


マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、 「表示画像で設定」 または 「データ 
を選択」 を選択します。 

• 画面のち側に表示されている画像のホワイト 
バランスを引き続き設定するには、 「表示画 
像で 設定」を選択してマルチセレクターの ► 
を押します。ホワイトバランスび設定されて 
撮影メニュー画面に戻ります。 

•別の画像を CF カード内から選択し、そのホ 
ワイトバランスを設定するには、 「データを 
選択」 を選択します。 




「データを 還択」を選択してマルチセレクター 
の►を押すと、フォルダの選択画面び表示さ 
れます。 


g マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
>とにより、使用する画像び保をされているフォ 
ルダを選択します。 
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7 マルチセレクターの►を押すと、選択したフォ 
ルダに保存されている画像び一覽で表示され 
ます。 


Q マルチセレクターのイ/►を押して、 
^画像を選択します。 



デ-夕を選}尺 


Q 実行ボタン1113を押すと、選択画像のホワイ 
J トバランスデータびプ U セツトデータとして 

設定され、撮影データ画面に戻ります。 

• マルチセレクターの►を押すと撮影メニュー 
画面に戻ります。 

• 別の画像を CF カード内から選択しなおし、 
そのホワイトバランスを設定するには、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することに 
より 「データを選択」 を選択して、マルチセ 
レクターの►を巧します（手順己にお戻りく 
ださい)。 


P プリセツトデータとして設定できない r 撮影データ」について 

他のカメラで撮影した画像は 「撮影データ」 の 「データの選択」 には表示されますび、プ U セツ 
トデータとして設定することはでさません。 D 70 S で撮影された画像のみ設定することびで 
さます。 
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取得済みのプ U セツトデータを、プ U セツトホワイトバランスに再設定する方法は、 
次のとおりです。 


ホワイりげノス 
晴天 
ストドライト 

I 美日陰 


1 PRE フリセット 


撮影メニュー画面 （曲 P.1 6 日）の 「ホワイト 
バランス」から PRE (プ U セット）を選択して 
マルチセレクターの►を巧すと、プ U セット 
データの選択画面び表示されます。 



►設定 


撮影デ-夕 


つマルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、 「取得データ」 を選択します。マル 
チセレクターの►を巧すと、取得データびホ 
ワイトバランスに設定されて撮影メニュー画 
面に戻ります。 


前回の取得データをプリセットホワイトパランスに再設定ずるには 


0撮影機能の詳細—ホワイトバランス 
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仕上びり設定 



記録する画像の仕上びりを設定します。撮影シーンや好みに応じて r 標準」、「鮮 
やかに」、「シャープに」、「ソフトに」、「ダイレクトプリント」、「人物きれい」、「風 
景されい」を選択すると、輪郭（シャープネス）、コントラスト、色再現、彩度、 
色相の組み合わせび、それぞれ最適な状態で再現されるよラに設定されます。ま 
た、「カスタマイズ」を選択すると、撮影意図に合わせて輪郭、コントラスト、色 
再現、彩度、色相を個別に設定することび巧能です。画像の仕上びりは撮影モー 
ドダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットした場合のみ、設定することびできます。 
デジタルイメージプ□グラムでは、カメラび自動的に仕上びり設定を行います。 


1 設定 

内容 j 

標準 

(初期設定） 

標準的な画像に仕上げます。さまざまな撮影状況に対応します。 

0 VI 鮮やかに 

彩度を高め、赤色、緑色、青色び鮮やかに再現されるよラに仕^ 

上げます。ややコントラストび高く、シャープな画像に仕上び 
ります。 J 

f なな H シャ ープに 

被写体の輪郭びシャープに再現されるように仕上げます。 ] 

0 SF ソフトに 

し 

被写体の輪郭びソフトに再現されるよラに仕上げます。人物の1 

肌を滑らかで自然な感じに再現したい場合や、画像アプ U ケー 
シヨンで輪郭強調を行いたい場合に適します。 J 

0 タゴレクト 
じ^' プリント 

撮影した画像をダイレクトプ U ント（田 P .213) によりプ U ン 
夕から直接出力する場合に、画像びされいにプ U ントされるよ 
うに仕上げます。画像を拡大プ U ントする場合でを、くっさり 
としたシャープなプ U ントび得られます。 J 

0 PO 人物きれい 

V 

ポートレート画像に適しています。コントラストを抑え、人物] 
の肌の質感や立体感を自然に再現します。 J 

该 LA 風景きれい 

V 

風景写真に適しています。全体的にシャープに仕上げ、植物の'! 

緑や、青空などを鮮やかに再現します。 J 

0 於カスタマイズ 

「輪郭強調」（輪郭)、「階調補正」（コントラスト）、「カラー設定」1 

(色再現)、「彩度設定」（彩度)、「色合い調藝」惟相）を個別に 
設定します（西 P .66)。 J 
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仕上びりの設定は撮影メニユーの「仕上がり設定」で行います。 

1撮影メニユー画面（曲 P .160) から「仕上びり 
設定」を選択して、マルチセレクターの►を押 
します。 


ノイス除去 
画質モ-ド 
画像サイス 
ホワイり(ラソス 
ISO 設定 


琢 VI 鮮やかじ 
城 H ジトブじ 
斌 F •ノフトじ 
劍 P タイレクトフリント 



つ仕上びり選択画面び表示されますので、マル 
" チセレクターの▲または▼を操作することに 
より、設定する仕上びりを選択します。マル 
チセレクターの►を押し、「な終カスタマイ 
ズ」を選択した場合は、カスタマイズ画面び表 
示されます （as P .66)。 それ外の仕上びり 
を選択した場合は、設定び有効となり撮影メ 
ニューに戻ります。 


E 仕上びり設定についてのごま意 

「カスタマイズ」しソ外の仕上びり設定で撮影する場合、撮影画像を使用して最適な仕上びりに 
なるように自動的に設定されます。同じようなシーンを撮影する場合でを、被写体の位置、 
大ささ、または露出び変わると、仕上びりび変化することびあります。仕上びりを固定して撮 
影したい場合には、「尽歡カスタマイ; C 」 を選択して「輪郭強調」、「階調補正」、「カラー設定」、 
「彩度設定」、「色合い調壁」を個別に設定することをおすすめします。ただし、「輪郭強調」、 
「階調補正」を A (オート）に設定すると、シーンによって輪郭の強調度合いやコントラストび 
変化することびありますので、これらを固定して撮影する場合は 、 A (オート）1；!がに設定し 
て撮影してください。 

0色空間について 

「该於カスタマイズ」しソ外に設定して撮影した画像の色空間は、 sRG 目になります。色空間を 
AdobeRG 巨にする場合は、「该於カスタマイズ」の「カラー設定」を「モード11」に設定して 
ください（田 P .68)。 

0使用ずるレンズについて 

「0終カスタマイズ」しソ外の仕上びりで撮影する場合、最適な状態に調節する機能を充分に活 
用するため、 G または D タイプレンズのご使用をおすすめします。 
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仕上が D 設定のカスタマイズ 

仕上びり設定で「 好終カスタマイズ」 を選択すると、撮影意図に合わせて、 「輪 
郭強調」 （シャープネス)、 「階調補正」 （コントラスト）、 「カラー設定」 （色再現)、 
r 彩度設定」 （彩度)、 r 色合い調整」 饱相）を個別に設定することびできます。 


輪郭強調 

撮影シーンや好みに応じて、記録する画像の輪郭（シャープネス）を設定します。 
輪郭（シャープネス）を強調する度合いを意図的に調整でさます。 


ご 

;凡み 

巧疋 

内容 j 

A 

オート 

(初期設定） 

撮影した画像から、最適な輪郭をカメラび自動的に設定します。1 

A (オート）を充分に活用するために、 G または D タイプレンズ 
のご使用をおすすめします。 J 

fo 0 

標準 

標準的なレベルで輪郭強調を行います。 ] 

[〇-2 

弱め 

輪郭強調の度合いは標準よりを弱くなります。 ] 

fo -1 

やや弱め 

輪郭強調の度合いは標準よりを、やや弱くなります。 ] 

を>+1 

やや強め 

輪郭強調の度合いは標準よりを、やや強くなります。 ] 

〔◊+2 

強め 

輪郭強調の度合いは標準よりを強くなります。 ] 

E & 

しない 

輪郭強調を行いません。 ] 


E 輪郭強調についてのごま意 

輪郭強調を A 讨ート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適な輪郭の強調度合 
いを設定します。同じようなシーンを撮影する場合でも、被写体の位置、大ささ、または露 
出び変わると、強調度合いび変化することびあります。輪郭の強調度合いを固定して撮影し 
たい場合には 、 A (オート）し:^外の設定を選択することをおすすめします。 
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記録する画像のコントラストを設定します。撮影シーンや好みに応じて次のいず 
れかに変更でさます。 


[ 設定 

内容 ] 

A 才_卜 

A (初期設定） 

撮影した画像から、最適なコントラストをカメラび自動] 

的に設定します。 A (オート）を充分に活用するために、 

G または D タイプレンズのご使用をおすすめします。 J 

广 

3 0 標準 

V 

標準的なコントラストです。暗いシーンから明るい シー ^ 

ンまで、さまざまな撮影状況を再現します。 J 

3-2 コントラスト弱め 

V 

コントラストを弱めにして、軟調な画像に仕上げます。] 

晴天時の人物撮影や、顔などの白飛びび気になる場合に 
適しています。 J 

/ 

3-1 コントラストやや弱め 

V 

コントラストをやや弱めにして、標準よりをやや軟調な^ 

画像に仕上げます。 J 

グ 

3+1コントラストやや強め 

コントラストをやや強めにして、標準よりをやや硬調な] 

画像に仕上げます。 ] 

广 

3+2コントラスト強め 

V 

コントラストを強めにして、硬調な画像に仕上げます〇] 

霞んだ遠景を撮影する場合などに適しています。 J 

け終 ユーザーカスタム 

- 

別売の Nikon Capture 4 (Ve 「 .4.2 似降）でユーヴー定' I 

養し、カメラにダウン □ ー ドした卜ーンカーブを使用し 
ます。出荷時のトーンカーブは標準に設定されています 。 j 


^階調補正についてのごま意 

階調補正を A (オート）に設定して撮影する場合、撮影画像を使用して最適なコントラストに 
設定します。同じようなシーンを撮影する場合でを、被写体の位置、大ささ、または露出び 
変わると、コントラストび変化することびあります。コントラストを固定して撮影したい場 
合には 、 A (オート）じ(外の設定を選択することをおすすめします。 
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カラー設定 

記録する画像の色再現を設定します。フィルムカメラでは好みの色調に応じて 
フィルムを選択しますび、 D 7 日 S では、カラーモードの選択により色相、彩度、 
色域を特徴づけることびでさます。 


[ 設定 

内容 ] 

モード la ( sRGB ) 

(初期設定） 

画像調整などを行わなくてを肌の色合いやグラデーション 1 

を自然で階調豊かに再現します。 sRG 目色空間に対応して 
います。 J 

广 

モード II ( AdobeRGB ) 

素材性を重視した色再現です。 sRGB に比べて色域び広い] 
ため、画像調整のしやすい画像び得られます。撮影した画 
像を積極的に調整、加工する場合に最適です 。 AdobeRGB 
色空間に対応しています。 J 

モード Ilia ( sRGB ) 

風景撮影に適したモードです。画像調整などを行わなくて 1 

も緑や青空などの色を鮮やかに再現します。 「モード la 」 に 
比べ、やや硬調な画像に仕上びります。 sRG 目色空間に対 
応しています。 

- パ 


ロカラーモー ドについてのごま意 

• カラーマネジメント機能を持たないアプ U ケーシヨンで画像を開く場合、または印刷する 
場合には、モード la またはモード Ilia をおすすめします。 

• モード II の画像を Adobe Photoshop などのカラーマネジメント機能を持ったアプリケー 
シヨンで画像を開く場合は、 AdobeRG 巨色空間を設定してください。詳細については、 
アプ U ケーシヨンの説明書をご覧ください。 

• ExifPrint 、 市販プリンタなどのダイレクトプリント、キオスク端末プリント、およびプリ 
ントサービスなどでプ U ントする場合、モード la またはモード Ilia をおすすめします。モー 
ド II で記録した画像でも、市販プ U ンタなどのダイレクトプリント、キオスク端末プリン 
卜、およびプ U ントサービスで印刷できることは確認していますび、彩度び低下する場合 
ち友0ます。 

E PictureProject または Nikon Capture 4 をご使用の場合 

PictureProject または別売の Nikon Capture 4 ( Ver . 4.21如き）をご使用になると、正し 
い色空間での処理び自動的に行われます。 
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ホの光多め 

ホと緑び同量 

緑の光多め 

緑の光のみ】 

1 赤 

オレンジ色 

黄色 

黄緑色 

緑色 ] 


同様に、ホの光と青の光を混ぜ合わせた場合は、ホ紫色〜ピンク色〜組色に変化します。ま 
た、緑の光と青い光を涯ぜ合わせた場合は、エメラルド色〜水色と変化します。これらの色 
を順番に環状に並べたものを色相、あるいは色相環といいます。 

2色外の3番目の色を混ぜ合わせると、だんだんと色び薄くなっていさます。3つの色び 
同量になると、色はなくなって無彩色となり、白またはグレーになります。 


彩度設定 

記録する画像の色の鮮やかさを設定します。 


[ 設定 

内容 1 

r 細 標準 

が U 湖期設定） 

標準的な彩度に調整します。通常の撮影ではこの設定を] 

ご使用になることをおすすめします。 J 

广 

逸)- 弱め 

彩度を抑えます。画像をパソコンでレタッチする場合な] 

どに適しています。 J 

逸)+ 強め 

- 

彩度を鮮やかにします。画像をプ U ンタで直接出力する^ 

場合に適しています。 1 


色合い調整 

記録する画像に対して色相の調整び巧能です。色合い調整の数値は約-9°〜約+ 9° 
(1 ステップ約 3°) の7段階で、0°び初期設定です。肌色を基準とした場合、+側に 
数値を高くすると黄色みび増し、一側に数値を低くすると赤みび増します。他の色の 
場合、調節の度合いにより多少変化することびあります。 


0 色相とは 

光の3原色（ホ、緑、青）のラち、2色の光を組み合わせると、さまざまな色を作り出すこと 
びでさます。例えば、ホい光と緑の光の分量を変えて混ぜ合わせた場合の色の変化を見ると、 
次のよラになります。 
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仕上げり設定のカスタマイズ方法 

仕上びりの設定のカスタマイズは撮影メニューの「仕上がり設定」から「な炒力 
スタマイズ」を選択して行います。 

1撮影メニュー画面 （0 B R 16日）から「仕上がり 


i ノイス除去 
画質モ-ド 
画像サイス 
ホワイり(ラソス 
ISO 設定 


仕上ガ設定 
I 城 F ソフトに 
劍 P タィレクトフリット 
(? P 0 人物きれし、 
(? LA 風景されし、 


設定」を選択して、マルチセレクターの►を押 
します。 


0仕上びり選択画面び表示されますので、マル 
" チセレクターの▲または▼を操作することに 
より、「好終カスタマイズ」を選択します。 


田^^ 

設定終了 ►ミタ^ 


^輪郭強調 
〇〇階調補正 
la カラ-設定 
短)0彩度設定 


マルチセレクターの►を押すと、カスタマイズ 
画面び表示されます。 


輪郭強調 ►! 


A 階調補正 
la カラ-設定 
盛0彩度設定 


A マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、「輪郭強調」、「階調補正」、「カラー 
設定」、「彩度設定」、「色台い調整」のうち、設 
定する項目を選択します。 
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づ Cl イ-卜 ►決:^ I 


◊-2弱め 
0-1 やや弱め 
0+1やや強め 


^杉-2弱め ►決定 1 


0-1 やや弱め 
0+1やや強め 


复 | bI 郭強調 


A 階調補正 
la カラ-設定 
逸)0彩度設定 


rf - 設定終了 ►み泡 


0-2 輪郭強調 
〇〇階調補正 
la カラ-設定 
短)0彩度設定 


マルチセレクターの►を押すと、選択した項目 
の設定画面び表示されます。 


g マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
>とにより、設定する内容を選択します。 


マルチセレクターの►を押すと、カスタマイズ 
画面（手順 3) に戻ります。 

•手順4〜7を繰り返して、変更するすべての 
項目を設定します。 


Q カスタマイズ画面でマルチセレクターの▲また 
は▼を操作することにより、「設定終了」を選択 
します。マルチセレクターの►を押すと、設定 
び有効になり、撮影メニュー画面に戻ります。 
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撮影動作モード 


撮影動作を [1](1 コマ撮影）、〇](連続撮影）、& (セルフタイマー撮影）、 
|1に砂 U モコン撮影)、 B 腮時 U モコン撮獻から選択できます。 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

撮 


作 

モ 

I 

ド' 


撮影動作モード 


シャッターボタンを巧すたびに]コマずつ撮影と記録び行われ、記 
録中はアクセスランプび点なします。バッファメモ U に空さ容量び 
ある場合は、すぐに次の撮影び可能です。 


回 

1コマ撮影 


鸟] 

連続撮影 


シャッターボタンを押 
し続けると、約3コマ/ 
秒^で連続して撮影び 
行えます。連続して撮 
影でさるコマ数は、画 
質モードと画像サイズ 
によってちのよラにな 
ります。また、 CF カー 
ドへの記録び終わった 
コマ数分だけ、引さ続 
さ次の撮影び行えます。 



画質モード 

画像サイズ1連続撮影可能コマ数1 

RAW 

- 4 


1 L II 

9 

つ 

FINE 

1 M II 

7 

つ 

し 

1 S II 

19 

コ 


L 

12 


NORMAL 

M 

7 



S 

27 


/ 

1 L II 

19 

つ 

BASIC 

1 M II 

7 

つ 

し 

1 S II 

49 

コ 

RAW + BASIC 

L 4 

J 


r の 

セルフタイ7— 

[ 撮影 

シャッターボタンを押すことによる手ブレを軽減したい場合や、撮1 
影者自身を被写体として加わりたいよラな場合は、セルフタイマー 
撮影び行えます（曲 P .128)。 J 

f 0 

1 

2秒 U モコン 
撮影 

U モコン ML - L 3 (別売）によるシャッターボタンの遠隔操作を行'" 

います。 U モコンの送信ボタンを押すと、ピント合わせを行ってか 
ら約2秒後に撮影を行います （ SEP . 13日)。記念写真など、 U モコ 
ンを操作した撮影者自身び写真に写る場合に、自然な体勢に整える 
ことびでさます。 J 

ぐ 

1 

瞬時 U モコン 
撮影 

U モコン ML - L 3 (別売）によるシャッターボタンの遠隔操作を行1 
います。 U モコンの送信ボタンを巧すと、ピント合わせを行ってか 
らすぐに撮影を行います（田 P . 13日)。シャッターボタンを押すこ 
とによる手ブレを防止したいとさなど、シャッターチャンスを優先 
しつつカメラに直接触れずに撮影を行うことびでさます。 


※連続撮影速度は、フォーカスモード M 、 撮影モードダイヤルを M にセット、1/250秒1；( 
上の高速シャッタースピード、ノイズ除去び日 FF の時の値です。 


巧連続撮影時の構図の縦位置-横位置情報について（田 P .203) 

連続撮影時の構図の縦位置-横位置に関する情報は、連続撮影開始時の情報び記録されます。 
連続撮影中に構図を変えてち、反映されませんのでごミち意ください。 
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撮影動作モードを設定するには、撮影動作モードボ 
タン©を押しなびら、メインコマンドダイヤルを 
回して使用する撮影動作モードを表示ノ（ネルに表示 
させます。 


回 

撮 
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の 

詳 
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作 

モ 

I 


ド 

0連続撮影時の記録時間 

• 記録時間の目安は次のとおりです (LEXAR MEDIA 社製 CF 力ード4日 X WA USB シ U — 

マ使用時） 

画質モード RAW :約目秒 （4 コマ） 

画質モード NORMAL 、 画像サイズ L :約9秒 （12 コマ） 

• 連続撮影終了直後に CF カードアクセスランプび点灯している間は、カメラ本体から CF カー 
ドを取り出さないでください。 CF カード、画質モード、画像サイズによっては、時間びか 
かります。 

• データ書さ込み中にカメラ本体から CF カードを取り出すと、画像データび消失するだけ 
でなく、カメラ本体と CF カードに不具合び生じるおそれびあります。 

• CF カードアクセスランプ点好中に電源スイッチを日 FF にすると、 撮影済みのすべての画像 
が記録されてから電源が切れます。 

• 連続撮影時にバッテ U —の残量びなくなった場合は、新たな撮影動作は行われず、バッ 
ファ メモ U 内の画像データび CF カードに記録されて終了します。 

• マイク□ドライブを使用すると、まれに書さ込み速度び低下することびあります。 

0各画質モードでの撮影可能コマ数表示について 

表示パネルやファインダー内に表示される撮影可能コマ数は、おおよその目安です。撮影桑 
件によりファイルサイズび異なるため、撮影コマ数び増減します。 

0連続撮影可能コマ表示について 

シャッターボタンを押し続けている間、または半巧ししている 
間、連続撮影可能なコマ数び表示パネルとファインダー内に表 
示されます。画質モードび NORMAL 、 画像サイズび L の場合、 

連続撮影可能コマ数は] 2から始まり、]コマずつカウントダ 
ウンします。ただし、 CF 力ードの残りメモリ容量によっては、 

12コマより少なくなることもあります（回 [1 コマ撮影]モー 
ド時には、 繰り返し撮影び可能なコマ数び表示されます)。 


に 'S 巧ぶ 


AF-5 回 I 

rm 网しに" 







の^—►の§ 
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フォーカス 


フオーカスモード、フオーカスエ U ア、 AF エ U アモードを設定することにより、 
M カメラのフオーカス（ピント合わせ）機能をコント□ールします。 


機 

能 

の 


詳 

細 

I 


フ 

才 


妾 



フォーカスモード 

フォーカスモードセレクトダイヤルを AF (オート 
フォーカス）にセットして、シャッターボタンの半押し 
を続けると、フォーカスエリア内の被写体に自動的に 
ピントを合わせます。また 、 M (マニュアルフォーカス） 
にセットして、撮影者自身びレンズの距離 U ングを回 
してピントを合わせることちでさます。 


【フォーカスモード 

内容 】 

ド 

AF 

オー トフ オー カス 

し ^'- 

シャッターボタンの半押しを続けると、カメラびフオーカスエ] 

U ア内の被写体に自動的にピントを合わせます。 

•フオーカス優先のシングル AF サーボ （ AF-S :田 P .1 目 7) に 
設定されている場合、 ファインダー内のピント表示♦び点 
丈了しているとさのみシャッターびされまず。 ピントび合うと 
ファインダー内のピント表示♦び点なして電子音び鳴ります。 
ピントび合った状態でシャッターボタンの半押しを続けると、 
ピントはそこで固定（フオーカス□ック ； SB P .80) されます。 
ただし、被写体び初めから動いている場合には予測駆動フオー 
カス（西 P .7 己）に切り替わり、被写体の動さに応じてピント 
を追い続け、ピントび合っているとカメラび判断するとシャッ 
ターびされる状態になります。シャッターをさる前に被写体 
び静止した場合は、ピント表示♦び点灯して、ピントはそこ 
で□ックされます。 

• レ U - ズ優先の〕ンティニュアス AF サーボ （ AF-C :田 
P .167) に設定されている場合、 ファインダー内のピント表 
示♦び点な/消なにかかわ5ずシャッターをきることびでき 
まず。 ピントび合うとファインダー内のピント表示♦び点好 
しますび、いったんファインダー内のピント表示♦び点灯し 
てをフオーカス□ックは行われず、シャッターをさるまでピ 
ント合わせの動作を続けます。また、シャッターボタンの半 
押しを続けると、被写体び動いている場合には予測駆動フオー 
カス（田 P .7 己）に切り替わり、被写体の動きに応じてピント i 
を追い続けます。 ] 
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I ■—カスモー ド 


内容 



カメラで自動的にピントを合わせる場合は AF (オートフォーカス）に、オート 
フ ォー カスに対応していないレンズを使用している場合や、オートフ ォー カスで 
ピント合わせびでさない場合は M (マニュアルフ オー カス）にセツトしてください。 
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P 予測駆動 フォー カスについて 

フォーカスモードセレクトダイヤルを AF (オートフォーカス）にセットして、シャッターボ 
タンの半押しを続けてピント合わせを行っているとさ、動いている被写体をカメラび認識す 
ると、自動的に予測駆動フォーカスに切り替わります。予測駆動フォーカス作動時は被写体 
びカメラに向かって近づいてくる場合や、遠ざかっていく場合に、シャッターびされる時点 
での被写体の到達位置を予測しなびらピントを追い続けます。シングル AF ヴーボ ( AF-S : 
SB P .1 目 7) の場合は、初めから動いている被写体には予測駆動フォーカスび作動し、被写 
体び静止した時点で、ピントび□ックされます。 コンティニ ュアス AF ヴーボ （ AF-C :SB 
P .167) の場合は、途中から動さ出した被写体に対してち予測駆動フォーカスに切り替わり、 
被写体び静止してもピントび□ックされることはありません。 

図2 : AF モ-ドの選択(田 P .167) 

セットされている撮影モードダイヤルの位置にかかわらず、フォーカス優先（シングル AF 
ヴーボ、 AF - S ) またはレリーズ優先 （ AF - C 、 コンティニュアス AF ヴーボ）の選択び可能です。 
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フォーカスエリアの選択 

EH このカメラには、撮影画面内の広い範囲をカバーする己つのフォーカスエ U アび 
i あります。撮影時には、被写体の位置や構図に合わせてフォーカスエ U アの位置 
1を選択でさますので、被写体の状況によっては撮影したい構図のままピント合わ 
^せび行え、フォーカス□ック （0BP.8 日）の手間を省くことびでさます。 

P • フォーカスモードび AF (オートフォーカス）で、至近優先ダイナミック AF 
1 (の P.168) び設定されている場合は、フォーカスエ U アは選択できません。 
^ 撮影モードダイヤルを A お2、ミ、圍、固、図にセットして、フォーカ 
I スエ U アの選択を行う場合は、カスタムセッティング3 「AF エリアモード設 
5 定」 （as P . 1 68) で「シングル」または「ダイナミック」を選択してください。 

フォーカスエ U アを選択するには 

• フォーカスエ U ア□ックスイッチを参マーク側にスライドさせて□ック 
を解除すると、マルチセレクターびフオーカスエ U アセレクターとして 
機能します。 



• 撮影モード時には、マルチセレクターのイ/►を押してフオー 
カスエ U アを選択します。 

• 選択されたフオーカスエ U アはファインダー内で点灯し、被写体び暗 
し Vt 易合には瞬間的に赤色に自動照明（パ 'U ブライトフオーカスエ U ア： 
as P.8) されます。また、表示パネルとファインダー内表示にも選択 
されたフオーカスエ U アび表示されます。 

• フオーカスエリアを選択した後にフオーカスエ U アを選択した位置に固定 
したい場合、フオーカスエ U ア□ックスイッチを L マーク側にスライド 
させて□ックでさます。 


P フォーカスエリアの選択について 

液晶モニタで画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ァを選択でさません。 
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図 3 : AF エリアモード設定（の P . 1 68 ) 

オートフオーカスでピントを合わせる場合の AF ェ U アモードを、次の中から選択することび 
でさます。 


[ AF エリァモ—ド 

内容 j 

円 

シングル 

(撮影モードダイヤル 
を P 、 S 、 A 、 M 、 化 

にセットした場合の 
[ 初期設定） 

撮影者び選択した]つのフオーカスエ U アのみでピントを合 
わせるシングルエ IJ ア AF になります。シャッターボタンの 
半押し、またはマルチセレクターでフオーカスエ U アを選択 
すると、選択したフオーカスエ U アびバリプライト表示 （西 
P.8) されます。撮影モードダイヤルを 化 にセットすると、 
自動的にこの AF エ U アモードに設定されます。 

hH 

ダイナミック 

複数のフオーカスエ U アを使用してピントを合わせます。撮 1 

影者び選択した 1 つのフオーカスエ IJ アからピントを合わせ 
たい被写体び一時的にはずれた場合でを、他のフオーカスエ 
U アからのピント情報を利用してピントを合わせることびで 
さます（ファインダー内のフオーカスエ U ア表示は変化しま 
せん)。シャッターボタンの半押し、またはマルチセレクター 
でフオーカスエ U アを選択すると、選択したフオーカスエ U 
アびバ IJ ブライト表示 （曲 P.8) されます。 J 

h +J 

至近優先 
ダイナミック 
(撮影モードダイヤルを 
、ミ、 H 、み、 
固、因にセットし 
た場合の初期設定） 

IS - 

曰つのフオーカスエ U アのラち、基本的にいちばん手前にある 
被写体に重なっているフオーカスエ U アを使用して自動的に 
ピントを合わせ、ピントび合ラとピントを合わせたフオーカス 
エ U アびバ U ブライト表示 （函 P.8) されます。撮影モードダ 
イヤルを A 担！、を、 H 、、 固、 因 にセットすると、自動的 
にこの AF エ U アモードに設定されます。 

- ん 


図 17 :フオーカスエリア循環（田 P .179) 

マルチセレクターの巧す位置を変えることなく反対側のフォーカスエ U アの選択び可能になります。 


図 18 :フオーカスエリア照明（田 P .180) 

通常、ファインダー内のフオーカスエリアは、マルチセレクターで選択されたフオーカスエ 
リアを、被写体の明るさに応じて見やすいように瞬間的に赤色に自動照明しますび、照明し 
ない、もしくは被写体の明るさに関係なく照明するように変更でさます。 
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才ートフォーカス 

オートフォーカスで撮影する場合、カスタムセッティング2 「AF モードの選択」 
(田 P .167) とカスタムセッティング3 「AF エリアモード設定」 （ aHP .168) の 
設定を、撮影意図に合わせて次のよラに組み合わせることびでさます。 


AF モード 
の選択 

AF エ U ア 
モー ド設定 

表示 

ノはル 

フアイ 

ンダー 
内表示 

フ オーカ スエリア 
(ファイン ター 内/ 
表示パネル上）の表示 

フォーカス 
エリアの 
選択 

AF-S 

シングル 



点灯 

手動 


L 。」 

ダイナミック 



点灯 

手動 

hH 

い.」 

至近優先 
ダイナミック 



消灯 

自動 

卜 H 

し;.」 

■ 

AF-C 

シングル 



点打 

手動 


い」 

ダイナミック 



点灯 

手動 

hH 

しり 

至近優先 
ダイナミック 



消な 

自動 

卜 H 

し;.」 
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ピント合わせの動作 

次のような被写体に 
便利でず 

撮影者び選択したフォーカスエリアだけを使用してピントを 
合わせます。ピントび合ラと電子音び鳴り、シャッターボタ 
ンを半巧ししている間はフォーカス □ ックされます。 

静止被写体を撮影する場 1 

合など、一般的な撮影に 
便利です。 J 

撮影をび選択したフォーカスエ1」アを使用してピントを合わせま 
す。ピントび合ラと電子音び鳴り、シャッターボタンを半押しして 
いる間はフォーカス□ックされます。ただし、ピントび合う前に選 
択したフォーカスエリアから被写体びはずれると、他のフォーカス 
エリアからのピント情報を利用してピントを合わせます。 

静止被写体を撮影する場^ 
合など、一般的な撮影に 
便利です。 

已つのフォーカスエ U アのうち、基本的にいちばん手前にある 
被写体に重なっているフォーカスエ U アを使用してピントを 

スナップ写真などピント 
合わせをカメラまかせに 
して、気軽に撮影する場 
合に便利です。 

合わせます。ピントび合うと電子音び鳴り、ピントを合わせた 
フォーカスエ U アびバ U ブライト表示（西 P .8) され、フォー 
カス □ックされます。 ピン 卜び合う前にピントを合わせている 
フォーカスエ U アから被写体びはずれると、他のフォーカスエ 
U アからのピント情報を利用してピントを合わせます。 

撮影者び選択したフォーカスエ U アだけを使用してピン 
卜を合わせます。ピントび合ってをフォーカス□ックされ 
ず、シャッターをさるまでピントを合わせ続けます。 

モータースポーツや陸 1 

上競技などで、 ] つの 
フオーカスエ U アでとら 
え続ける場合に便利です 。 J 

撮影者び選択したフォーカスエ IJ アを使用してピントを合わせ 
ます。ピントび合ってをフォーカス□ックされません。選択し 
たフォーカスエ IJ アから被写体びはずれると、他のフォーカス 
エ IJ アからのピント情報を利用してピントを合わせます。 

被写体の動さを予想し ：: il 

らく、 ] つのフオーカスエ 

U アでとらえ続けること 
び困難な場合に便利です。 j 

已つのフォーカスエ U アのラち、基本的にいちばん手前にあ 
る被写体に重なっているフォーカスエ U アを使用してピント 

動さのある被写体を、ピ 
ント合わせはカメラまか 
せにして、気軽に撮影す 
る場合に便利です。 

を合わせます。ピントび合うと、ピントを合わせたフォーカ 
スエ U アびバ U ブライト表示（田 P .8) されますび、フォー 
カス□ックされません。ピントを合わせているフォーカスエ 
U アから被写体びはずれると、他のフォーカスエ U アからの 
ピント情報を利用してピントを合わせます。 
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フオーカス□ック撮影 

オートフオーカスで主要被写体（ピントを合わせたい人物や物など）び己つの 
フオーカスエ U アのいずれからをはずれる構図の場合に使用します。また、オー 
トフオーカスび苦手な被写体 （05 P.83) にも有効です。 



ピントを合わせたい被写体にフォーカスエ 
U アを重ね、シャッターボタンを半押しし 
ます。 

•ピントび合うと、ピント表示♦び点好し 
ます。 



2ピント表示•び点灯したら、フオーカス□ッ 
クを行し"'ます。 




シャッターボタン半巧しによるフォーカス□ック 

シャッターボタンを半押ししたままにすると、 
ピントびそのまま固定（フオーカス□ック）され 
ます。 



AE / AF □ックボタン@によるフオーカス 
□ック 

シャッターボタンを半押ししたまま、 AE/AF 
□ックボタン©を押すと、ピントびそのまま 
固定（フオーカス□ック）されます。 

•シャッターボタンから指を離しても、 AE/AF 
□ックボタン@を押している間はフオー 
カス□ックされます。また、 AE □ック（曲 
P.98) も同時に行われます。 


SO 














山 


フォーカス□ックを行ったまま、構図を決め 
て撮影します。 

•フォーカス□ック後は、主要被写体との 
撮影距離を変えないでください。 

• シャッターボタンの半押しでフォーカス 
□ックした場合は、シャッターをきった 
後もシャッターボタンから指を離さずに 
再度シャッターボタンを押し込めば、ピ 
ントを固定したまま繰り返し撮影でさま 
す。 AE / AF □ックボタン風で フォー カ 
ス□ックした場合は、 AE / AF □ックボタ 
ンを押したまま再度シャッターボタ 
ンを押せば、ピントを固定したまま繰り 
返し撮影でさます。 

• ピントび固定された後に被写体び動いた 
(撮影距離び変化した）場合は、いったん 
シャ ッ ターボタンや AE/AF □ック ボタン 
©から指を離し、 フオー カス □ック を 
解除してからピントを合わせ直してくだ 
さい。 


E AF エリアモードの設定について 

フオーカス□ックを行う場合は、カスタムセッティング3 「AF エリアモード設定」 （SB 
P.1 目 8) を「シングル」または「ダイナミック」に設定して撮影することをおすすめします。 

P AF - C でのフ オー カス □ツク について 

カスタムセッティング2 「AF モードの選択」（田 P .1 目 7) を [ AF - CJ に設定している場合、 
シャッターボタンの半巧しによるフオーカス□ックは行われず、シャッターボタンを半押し 
している間は被写体にピントを合わせ続けます。フオーカス□ックを行ラ場合は AE/AF □ッ 
クボタン@を押してください。なお、撮影モードダイヤルを'(スポーツ）にセットする 
と、自動的に 「 AF - C 」 に設定されます（セット後にカスタムセッティング2で変更可能です)。 

^15 : AE / AF □ックボタン（阻 P .178) 

AE/AF □ックボタン風を押したときに、 AF □ックだけ行われるように変更できます。ま 
た、 AE/AF □ックボタン風を押し続けると、才ートフオーカスび作動するように変更でき 
ます。 



® 撮影機能の詳細—フォ—カス 
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AF 補助光について 

Ell このカメラは AF 補助光ランプを搭載しています。 

雪被写体び暗い場合でを、シャッターボタンを半押し 
1すると自動的に AF 補助光を照射し、被写体を照ら 
してオートフォーカスでのピント合わせび可能とな 
註ります。なお、撮影モードダイヤルび圍（風景)、 

'k (スポーツ）、固（夜景）にセットされている場合 
フは、撮影状況にかかわらず、 AF 補助光の照射は行われません。 
f • AF 補助光は、次の条件を満たしているとさに、自動的に照射を行います。 

ふ カスタムセッティング 2 「AF モードの選択」（阻 P .167) び 「 AF - S 」 （シングル AF ヴーボ、 

ス 初期設定）で、 AF レンズを装着し、被写体び暗く、フォーカスエ U アび中央に選択された 
状態かまたは至近優先ダイナ三ック AF 時 

• 使用可能な AF レンズの焦点距離は 24 〜 200 mm、AF 補助光び届く距離範囲の目安は約 



0.5〜 3 m です。 


• ケラレを防止するために、 AF 補助光使用時は、レンズフードを取り外してください。 

• 下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離 1 ml ； (内では AF 補助光を使用してのオート 
フオーカス撮影は行えません。 

- AF マイク IZIED 200mm f/4D • AF ED 24 〜 8 己 mm f/2.8 〜 4D 

- AF-S DX ED 12 〜 24mm f/4G - AF-S ED 24 〜 8 己 mm f/3 .己〜 4.5G 

- AF-S ED 17 〜 3 日 mm f/2.8D - AF-S VR ED 24 〜 120mm f/3 .日〜己.目 G 


• AF EDI 8 〜 3 己 mm f /3 .己〜 4. 5 D - AF24 〜 120mm f /3 .己〜己.目 

- AF-S DX 18 〜 70mm f /3 .己〜 4 .己 G • AF ED 28 〜 200 mm f /3 .己〜己.目 G 


- AF 20 〜 3 己 mm 172.8 D - AF マイク □ ED 70〜] 80 mm f /4 .己〜己.6 

• 下記のレンズではケラレび発生し、撮影距離 2 ml ； (内では AF 補助光を使用してのオート 
フオーカス撮影は行えません。 

- AF-S ED 28〜 70 mm f /2.8 D - AF-S DX ED 17 〜日己 mm f /2.8 G ( IF ) 

• AF-S VR ED 70 〜200 mm f /2.8 G 、 AF-S ED 80 〜 2 日 0 mm f /2.8 D、AF ED 吕〇 


〜200 mm f /2.8 D、AF VR ED 吕日〜 40 日 mm f /4 .己〜瓦目 D 、 AF-S VR ED 200〜 
400 mm f /4 G は AF 補助光を使用したオートフオーカス撮影は行えません。 

• 別売スピードライト S 日-800、 S 日-600を使用して撮影した場合、アクティブ補助光の発 
光条件び満たされると、別売スピードライト側のアクティブ補助光び自動的に照射を行いま 
す。その他の別売スピードライトでは、カメラ側の AF 補助光び自動的に照射を行います。 


0 AF 補助光の連続使用について 

AF 補助光を連続して使用すると、照射ランプを保護するため一時的に照射び制限されます。 
少し時間をおくと照射可能になります。また、短時間に何回も使用すると、 AF 補助光の窓び 
熱くなることびありますので、ごを意ください。 


図 4 :内蔵 AF 補助光 (の P . 1 70) 

AF 補助光の照射を禁止することびでさます。 

82 







才ートフォ—カスの苦手な被写体について 

次のよラな被写体では、オートフォーカスによるピント合わせびでさないことび 
あります。このような場合は、フォーカスモードを M (マニュアルフォーカス： 
の P .84) に切り換えてピントを合わせるか、フォーカス□ック（田 P .8 日）を利 
用しておおよそ同じ距離の被写体にピントを合わせ、そのまま構図を元に戻して 
撮影してください。 



明暗差びはっさりしない場合 

(白壁や背景と同色の服をさている人物など) 


フォーカスエリア内に遠いものと近いものび混在する被写体 

(才 IJ の中の動物や木の前の人物など） 


連続した繰り返しノ くターンの被写体 

(ビルの窓など） 


フオーカスエリア内の被写体の輝度差び著しく異なる場台 

(太陽び背景に入った日陰の人物など） 


フオー カ スエ リアに巧してま要被写体び小さい場台 

(フオーカスエ U ア内に遠くの建物と近くの人物び混在する被写 
体など） 


絵柄びこまかい場台 

(一面の花畑など、被写体びルさいか、明暗差び少ない被写体など) 
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„ マニュアルフォーカス 

画 

撮マニュアルフォーカス（手動）によるピント合わせ 

I フォーカスモードセレクトダイヤルを M にセットすると、マニュアルフォーカス 
能（手動）でピント合わせび行えます。 

I • フォーカスモードセレクトダイヤルを M (マニ ュ 
細 アル）にセットし、レンズの距離 U ングを回して、 

ム ファインダースク U —ンの マッ ト面の像びはつ 

才 さり見えるように合わせます。ピント表示•の点 

Jj 灯•消灯にかかわらず、シャッターをきることび 
ス できます。オートフォーカスび苦手な被写体 （SB 
P.83) を撮影するときや、 AF ニッコール外の 
レンズ装着時にご使用ください。 

• A-M 切り換えち式のレンズを装着して、マニュア 
ルフォーカスでピントを合わせる場合は、レンズ 
側も M にしてください。また、 M/A (マニュアル 
優先オートフォーカス）モード機能を搭載してい 
るレンズを装着する場合は、レンズ側は M / A または M のどちらにセットして 
ちフオーカスび巧能です。詳細はご使用になる各レンズの使用説明書をご覧く 
ださい。 



P 距離基準 マークについて 

距離基準マーク-© • は撮影距離の基準となるマークで、力 
メラ内の撮像面の位置を示します。マニュアルフオーカスや 
接写などでカメラから被写体までの距離を実測する場合、こ 
のマークび基準となります。レンズ取り付け面（レンズマウ 
ント）から撮像面までの寸法（フランジバック）は4目.日 mm 
です。 
















フォーカスエイドによるピント合わせ 

フォーカスモードセレクトダイヤルを M (マニュ 
アル）にセットしたとき、開放絞りび f / 己 61 U 上 
の明るいレンズ（絞りの一番小さい数値び f / 己6 
じ(下のレンズ）を装着すると、ファインダー内 
のピント表示♦によって合焦状態を確認でさる 
r フォーカスエイドによるピント合わせ」び行え 
ます。 

• シャッターボタンを半押しして、半押しタイ 
マーび 作動中にレンズの距離 U ングを回し、 
ピントを合わせたい物を選択しているフォー 
カスエ U アを重ねて、ピント表示♦を点灯 
させます。シャッターは、いつでちさること 
びでさます。また、いずれのフォーカスエ U 
アを選択してもフォーカスエイドび行えます 
(曲 P .76)。 
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測光モード 

3つの測光モードから、被写体の光の状況に最適な測光モードを選択することび 
でさます。測光モードは、撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットした場 
合のみ撮影者び選択することびでさます。デジタルイメージプ□グラムでは、マ 
ルチノ（ターン測光に固定されます。 

• CPU レンズ外では測光でさません。 


*;| ド巧 

内容 ] 

図 

3D-RGB 

7 ルチパターン 
測光 

RGB 

7 ルチパターン 
測光 

し 

このカメラは r3D-RG 目マルチパターン測光」を採用していま 1 

す。この測光方式は、 ] 日日己分割 RG 目センサーから得られる画 
面全域のさまざまな情報を分類して露出を決定します。特に明る 
い色（白や黄色）の被写体や、暗い色（黒や濃い緑色）の被写体び、 
画面全体を大さく占めているような場合に威力を発揮し、目で見 
た感じにより近く再現します。ただし、 G または D タイプしソ外の 
CPU レンズ装着時は、レンズからの距離情報を用いない RG 目マ 
ルチパターン測光となります。 

• AE □ック （田 P.98) や露出補正 （曲 P.1 日 1) を行うときは、 
中央部重点測光またはスポット測光をおすすめします。 

> 

' 面 

中央部重点測光 

ファインダー中央部（直径 0 8mm の内側）を重点的に測光して^ 

露出値をミ夫定しますので、ファインダー内の 0 8mm の円を参考 
に測光範囲を決定してください。 

J 

因 

スポット測光 

- 

r スポット測光」はフオーカスエリアに重なる 0 2.3mm 相当（全1 
画面の約]%)を部分的に測光して露出値をミ夫定します。逆光時や 
コントラストの差び激しいとさなど、フオーカスエ U ア相当の狭 
い範囲での露出を基準にして撮影したい場合に適しています。 

• 測光エ IJ アは、選択されているフオーカスエ U アに連動するた 
め、撮影したい構図のまま、マルチセレクターを操作して測光 
エ U アを変えることびでさます。 

•至近優先ダイナミック AF モード時 （函 P.168) は、中央の 
フオーカスエ U アに相当する部分を測光します。 J 


E 露出倍数のかかるフィルターの使用について 

露出倍数のかかるフィルター (SB P .23 目）を使用する場合、 3 D - RGB マルチパターン測光、 
またはマルチパターン測光の効果び得られない場合びありますので、測光モードを中央部重 
点測光に切り換えて撮影することをおすすめします。 

86 


測光-露出 


m 


^撮影機能の詳細—測光•露出 


















測光モードを設定するには、測光モードボタン 
^を押しなびら、メインコマンドダイヤルを回 
して使用する測光モードを表示パネルに表示させ 
ます。 



^11:中央測光範囲（田 P.176) 

中央部重点測光時の測光範囲の直径を 0 目 mm、0 8 mm 、 0 1 0 mm 、 0 12 mm のいずれか 
に変更でさます。 



^撮影機能の詳細—測光•露出 


■ 
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露出モード 

^このカメラでは 、 P (マルチプ□グラムオート ）、 S (シャッター優先オート ）、 A 
i (絞り優先オート )、 M (マニュアル）の4つの露出モードび選択でさます。 

Ip : マルチプ□グラムオート 

2マルチプ□グラムオート時は、プ□グラム線図 （ agp . g 日）にしたびって、シャッ 
細タースピードと絞りび自動的に制御され、適正露出び得られます。マルチプ□グ 
^ ij ラムオートは、スナップ撮影など迅速な対応び必要な撮影に適しています。プロ 
尖グラムシフト、才ートブラケティング（田 P .1 日3)、露出補正（田 P .1 日 1) など 
^を併用すると、より高度な撮影び楽しめます。 

出 • マルチプ□グラムオートは CPU レンズ装着時のみ撮影でさます。 



被写界深度のプレビュー 

プレビューボタンを押し続けると、撮影モードダイヤルび 
デジタルイメージプ□グラム 、 P (マルチプ□グラムオー 
卜 ）、 S (シャッター優先オート）にセットされているとさ 
は制御される絞りまで 、 A (絞り優先オート ）、 M (マニ ュ 
アル）にセットされているとさはセットしてある絞りまで、 

レンズの絞り羽根び絞り込まれます。この状態でフアイン 
ダーをのぞくと、そのとさの絞りのおおよその被写界深度 
(ピントの合ラ前後の範囲）び確認でさます。プレビューボ 
タンは、 CPU レンズを装着した場合にのみ作動します。 非 CPU レンズを装着した場合は作 
動しません。 また、プレビューボタンを押している間は、シャッターびされません。 







0 レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな!^ 
い場合、表示パネルとファインダー内表示に fE E び点滅し、シャッターびされません。 撮 

0非 CPU レンズを取り付けた場台 i 

非 CPU レンズを装着した場合、表示パネルとファインダー内の絞り値表示部に F - -び点滅0 
し、シャッターびされません。この場合、撮影モードダイヤルを M (マニュアル ： as P .9 己 ） P 
にセットして、絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行って撮影してください。ただ 
し、カメラの露出計は使用できません。詳細は「装着可能なレンズおよび使用可能な機能」ミ^| 
(田 P .226) をご覧ください。 光 


^プ□グラムシフトについて 

P (マルチプ□グラムオート）で撮影中にメインコマンドダイヤ 
ルを回すと、露出を一定にしたままシャッタースピードと絞り 
の組み合わせを変えることびでさます。この機能により 、 P (マ 
ルチプ□グラムオート）にセットしたままシャッター優先オート 
や、絞り優先オートのよラな使い方びでさます。プ□グラムシフ 
卜中は表示パネルにプ□グラムシフトマーク固び点灯します。 
解除する場合は、プ□グラムシフトマーク固び消巧するまでメ 
インコマンドダイヤルを回す、撮影モードダイヤルを切り換え 
る、電源スイッチを日 Fn こする、内蔵スピードライトをポップ 
アップさせるか収納する （SB P .1 14)、 カスタムセッティング 
9「露出値ステップ 幅」の設定を変更する、ツーボタンリセット 
(SB P .1 3日）のいずれかを行います。 



図已 :感度自動制御（阻 P .171) 


P (マルチプ□グラムオート）で 「感度自動制御」 を 「 ON 」 にすると、設定している撮像感度 
でカメラの露出制御範囲を超えた場合に 、 IS 日2日0〜に日1目00の範囲内で自動的に撮像感 
度を変更して、適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびでさます。被写体び暗 
い場合、設定した低速側シャッタースピードでち露出び不足すると、自動的に撮像感度を変 
要します （ ISO 1目00に変更されても露出び不足すると、指定した低速側シャッタースピード 
よりも低速になる場合びあります)。スピードライト使用時も、使用するスピードライトの光 
量び適正となるよラに感度自動制御び機能します。感度自動 
制御び機能しているとさは、表示パネルおよびファインダー 
内の IS 日 AUT 日び点滅します。 

感度自動制御び機能して撮影された画像は、再生モードの撮 
影情報表示時 （as P .140) に撮影感度値 （ IS 日）びホく表示 
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0 露出警告表示について 

M 次の警告び表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合は、被写体び明るすざたり暗す 
撮ざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

1 hi {:被写体び明るすざます。別売の ND (光量調節用）フィルターをご使用ください。また、 
|| 撮像感度 （ IS 日）び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

の L 〇:被写体び暗すざます。スピードライトを使用してください。また、撮像感度 （ IS 日）び 

|| 低く設定されている場合は、高く設定してください。 

細 

I また、被写体び暗かったり逆光の場合は、ファインダー内表示のレディライトちび点滅して、 
f スピードライトの使用を推奨します（カスタムセッティング20 「SB 推奨表示」 （SH P .184) 
.を 「 OFF 」 に設定している場合、レディライトもは点滅しません)。 

需 

出プ□グラム線図について 

プ□グラム線図はマルチプ□グラムオート撮影時の露出制御をグラフにしたものです 
( IS 日200の場合)。 

— AF 已 0 mm f /1.4 D を使用した場合 

- AF EDI 80 mm f /2.8 D を使用した場合 

_ AF-S ED 300 mm f /4 D を使用した場合 

測光範囲： EV 1〜22 



(シャッタースピー ド） 


• 撮像感度に応じた測光範囲により、 EV 値の両端に制限びあります。 

• マルチパターン測光では、旧日200の場合17 V 3を超える EV 値は、すべて 17 V 3 とし 
て制御されます。 

90 



































S :シャツター優 56 才ート 

撮影者び好みのシャッタースピード （3 日秒〜]/8日日日秒）をセットすると、力 
メラび自動的に絞りを決定します。スポーツシーンの撮影など被写体の動さを 
速いシャッタースピードで写し止めたり、遅いシャッタースピードで強調するな 
ど、シャッタースピードを重視した撮影に最適です。 

• シャッター優先オートは CPU レンズ装着時のみ撮影び行えます。 

1 撮影モードダイヤルを S にセツトします。 
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2 メインコマンドダイヤルで好み 
のシャツ タースピー ド （3 日砂〜 
]/8日日日秒、）をセツトします。 


3構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 



因ん一, Lb /- -び点滅した場台について 

撮影モードダイヤルを M (マニュアル）にセットして bu L と1 (バルブ)、- -( タイム）に 
セットした後 、 bui b 、 -- を解除しないで S (シャッター優先才ート）にセットすると、 
buLb 、- -表示び点滅してシャッターはされません。 S で撮影する場合はメインコマン 
ドダイヤルを回して fau Lb 、- -じ(外のシャッタースピードにセットしてください。 

P レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな 
い場合、表示パネルとファインダー内表示に Fff び点滅し、シャッターびされません。 
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0 非 CPU レンズを取り付けた場合 

^非 CPU レンズを装着した場合、表示パネルとファインダー内の絞り値表示部に F - •び点 
撮滅し、シャッターびきれません。この場合、露出モードを M (マニュアル： 田 P .95) に 
P セットして、絞りのセットと確認はレンズの絞りリングで行って撮影してください。ただし、 
|1カメラの露出計は使用でさません。詳細は「装着可能なレンズおよび使用可能な機能 」 （as 
の P .226) をご覧ください。 

ミ幸 

$[9 0 露出警告表示にっいて 

iij 次の警告び表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合は、被写体び明るすざたり暗す 
% ざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

4 « 被写体び明るすざます。シャッタースピードをより高速側にセットし、それでも警告 
^ 表示び消えない場合は、別売の ND (光量調節用）フィルターを使用してください。ま 

た、撮像感度 （ IS 日）び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

I 〇:被写体び暗すざます。シャッタースピードをより低速側にセットし、それでも警告表 
示び消えない場合はスピードライトを使用してください。また、撮像感度（旧日）び低 
く設定されている場合は、高く設定してください。 

また、被写体び暗かったり逆光の場合は、ファインダー内表示のレディライトちび点滅して、 
スピードライトの使用を推奨します（カスタムセッティング20 「SB 推奨表示」（函 P .184) 
を 「 OFF 」 に設定している場合、レディライト > は点滅しません)。 

回 I 手ブレについて 

手ブレを防ぐには、一般にシャッタースピードを「1/装着しているレンズの焦点距離」秒よ 
り高速にします。たとえば300 mm レンズの場合、シャッタースピードを1/300秒より高 
速にすると手ブレをある程度防ぐことびできます。被写体び暗い場合、露出モードによっては 
シャッタースピードび低下して手ブレのおそれびあります。このような場合は、撮像感度を上げ 
るか、スピードライト（田 P .1] 2) の使用をおすすめします。シャッタースピードを低速にし 
たい場合は、三脚または VR レンズの使用をおすすめします。 


^已：感度自動制御 （ aBp .171) 


S (シャツター優先才ート）で 「感度自動制御」 を roNj にすると、設定している撮像感度で 
カメラの露出制御範囲を超えた場合に、 に日 200 〜に日 1 目 00の範囲内で自動的に撮像感度 
を変更して、適正露出を得る（をしくは適正露出に近づける）ことびできます。スピードライ 
卜使用時ち、使用するスピードライトの光量び適正となるよラに感度自動制御び機能します。 
感度自動制御び機能しているときは、表示パネルおよびファ 
インタ' 一 内の IS 日 AUT 日び 点滅します。 

感度自動制御び機能して撮影された画像は、再生モードの撮 
影情報表示時 （SB P .140) に撮影感度値 （ IS 日）びホく表示 
されます。 


F •ィ 


AF-S 回 

円図 （ 55) 


L I 皿 A 



I \ 
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A :絞り優先才ート 

撮影者び絞り（最小絞り〜開放絞り）をセットすると、カメラび自動的にシャッター 
スピードを制御します。手前から奥まで鮮明に写す、背景をボカすなど、被写界深 
度（ピントの合ラ前後の範囲）を優先した撮影に最適です。また、スピードライト 
撮影時には、絞りを変えることにより調光範囲の変更を行えます （as P . 122)。 

• 絞り優先オートは CPU レンズ装着時のみ撮影び行えます。 

1 撮影モードダイヤルを A にセツトします。 



サブコマンドダイヤルで好みの 
絞り（最小絞り〜開放絞り）を 
セツトします。 

•セツトでさる最小絞り、開放絞 
りはレンズの種類によって異 
なります。 


3 


構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


E レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていな 
い場合、表示パネルとファインダー内表示に FEE び点滅し、シャッターびされません。 

0非 CPU レンズを取り付けた場台 

非 CPU レンズを装着した場合、表示パネルとファインダー内の絞り値表示部に F - -び点 
滅し、シャッターびされません。この場合、撮影モードダイヤルを M (マニュアル：田 P .95) 
にセットして、絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行って撮影してください。ただ 
し、カメラの露出計は使用でさません。詳細は「装着可能なレンズおよび使用可能な機能」 
(西 P .226) をご覧ください。 




I 55] 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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0 露出警告表示について 

M 次の警告び表示パネルやファインダー内表示に点灯した場合は、被写体び明るすざたり暗す 
撮ざたりして、カメラの制御範囲を超えています。 

P « {:被写体び明るすざます。より大さな数値の絞りにセットして、それでも警告表示び消 
|| えない場合は、別売の ND (光量調節用）フィルターを使用してください。また、撮像 

の 感度 （ IS 日）び高く設定されている場合は、低く設定してください。 

|| L 〇:被写体び暗すざます。よりルさい数値の絞りにセットして、それでち警告表示び消え 
I ない場合はスピードライトを使用してください。また、撮像感度 （ IS 日）び低く設定さ 

測 れている場合は、高く設定してください。 

夕また、被写体び暗かったり逆光の場合は、ファインダー内表示のレディライトちび点滅して、 
露 スピードライトの使用を推奨します（カスタムセッティング20 「 SB 推奨表示」 （SB P .184) 
の を 「 OFF 」 に設定している場合、レディライトみは点滅しません)。 

图曰：感度自動制御 （ aBp .171) 

A (絞り優先才ート）で 「感度自動制御」 を「01\1」にすると、設定している撮像感度でカメラ 
の露出制御範囲を超えた場合に、に日200〜旧01目00の範囲内で自動的に撮像感度を変更 
して、適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびでさます。被写体び暗い場合、 
設定した低速側シャッタースピードでち露出び不足すると、自動的に撮像感度を変更します 
り SO 1600に変更されても露出び不足すると、設定した低速側シャッタースピードよりも低 
速になる場合びあります)。スピードライト使用時わ、使用するスピードライトの光量び適正 
となるよラに感度自動制御び機能します。感度自動制御び機 
能しているとさは、表示パネルおよびファインダー内の IS 日 
AUT 日び点滅します。 

感度自動制御び機能して撮影された画像は、再生モードの撮 
影情報表示時（田 P .140) に撮影感度値 （ IS 日）びホく表示 
されます。 


3 Q F •ィ 

ザ A 圏 [ 55) 

NORM L ] 皿 ] A 
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M :マニュアル 

シャツター スピー ド （bu L b および3 日 秒〜1/8 日日日 秒）と絞り（最小絞り〜国 
開放絞り）を、撮影者び自由にセツトでさるので、表示パネルまたはファインダー g 
内表示の露出インジケータを見なびら、撮影状況や目的に合わせた露出決定びで fe 
さます。長時間露出（バルブ）もこのモードでセツトします。 I 

1撮影モードダイヤルを M にセットします。 P 



2露出インジケータ（次ページ参照）を確認しなびら、シャッタースピードと 
絞りをセツトします。 




•mm C S g| 

AF-S 医 

^ 円 図 

レィ II 

'( 5511 

NORM L |eSa I 


• シャツタースピード （bu i b および3日秒、〜]/8日日日秒、）はメインコ 
マンドダイヤルでセツトし、絞り（最小絞り〜開放絞り）はサブコマンド 
ダイヤルでセツトします（どちらび先でもかまいません)。 


• シャツタースピードを bu Lb にセツトしてシャツターボタンを巧し 
続けると、シャッターび開いたままとなる長時間露出（バルブ）撮影とな 
ります。 



3構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 


P レンズの絞りリングについて 

CPU レンズ （ G タイプレンズを除く）の絞り U ングび最小絞り（最大値）にセットされていない 
場合、表示パネルとファインダー内表示に fee び点滅し、シャッターびされません。 

P レディライトの,点滅について 

被写体び暗い場合には、ファインダー内表示のレディライトちび点滅して、スピードライト 
の使用を推奨します（カスタムセッティング20 「SB 推奨表示」（田 P .184) を 「 OFF 」 に設 
定している場合、レディライトちは点滅しません)。 
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0 長時間露出（バルブ、タイム）について 

シャッタースピードを と I «j L と1 にセットしてシャッターボタンを押し続けると、シャッター 
び開いたままとなる長時間露出 （バルブ） 撮影となります。 ただし、シャッタースピードを長秒 
時（約]秒よりわ低速）にセットして撮影を行った場合は、ノイズにより多少ヴラついた画像に 
なります。このノイズは撮影メニュー 「ノイズ除ま」 （SH P.1 目 1) により低減することびでさ 
ます。長時間露出を行ラ場合は、残容量び充分にあるバッテ U —をご使用ください。なお、 2 
秒 U モコン撮影、瞬時 U モコン撮影時は、シャッタースピード表示部に--び表示され、夕 
イム露光（田 P.133) となります。 

P 長時間露出時の電源について 

シャッタースピードを bu L b にセットして長時間露出撮影する場合は、撮影中のバッテ 
IJ- 切れを防ぐため、電源としてフル充電した EN-EL3a または AC アダプタ EH- 已（別売) 
のご使用をおすすめします。 

0非 CPU レンズを取り付けた場台 

非 CPU レンズを装着した場合、表示パネルとファインダー内の絞り値表示部に F - -び点 
灯します。絞りのセットと確認はレンズの絞り U ングで行って撮影してください。ただし、 
カメラの露出計およびプレビューボタンは使用できません。また、感度自動制御は作動しま 
せん。詳細は「装着可能なレンズおよび使用可能な機能」（田 P.226) をご覧ください。 

ES 露出インジケータについて 

バルブ、タイム露光、非 CPU レンズ装着時を除いて、撮影者びセットしたシャッタースピー 
ドと絞り値の組み合わせによる露出値と、カメラび測光した露出値との差び表示されます。 
フアインダー内表示の露出インジケータの見方は次のとおりです。 


露出値のステップび 

1/3 段の場合 

露出値のステップび 1 

1/2 段の場合 1 

r 適正露出の場合 ' 

+ 0 — 

■ ■ 1 ■ ■ 

r 適正露出の場合 1 

+ 0 — 

V J 

r 1/3 段アンダーの場合 、 

+ 0 — 

V J 

^ 1/2 段アンダーの場合 

+ 0 — 

■ ■ ■ ||" ■ ■ 

2 段似上オーノ（一の場合 

+ 0 — 

- よ 

3 段しソ上オーノ（一の場合 ^ 

+ 0 — 

^lllllll 

^ - 


• 光量びカメラの測光範囲を超えると、露出インジケータび点滅して警告します。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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图已 :感度自動制御 （ BBp .171) 

M (マニュアル）で 「感度 自動 制侧を 「 ON 」 にすると、セットしたシャッタースピード、絞!^ 
り値で適正露出び得られない場合に、 IS 日200〜に01目00の範囲内で自動的に撮像感度を撮 
変更して、適正露出を得る（もしくは適正露出に近づける）ことびできます。感度自動制御び^ 
機能してち適正露出び得られない場合は、適正露出とのズレの量び露出インジケータに表示 P 
されます。スピードライト使用時も、使用するスピードライトの光量び適正となるように感の 


度自動制御び機能します。感度自動制御び機能しているとさ 
は、表示パネルおよびファインダー内のに日 AUT 日び点滅 
します。 

AE ブラケティングをさらに設定した場合、撮像感度を変化 
させて基準となる露出レベルを補正した上で、さらに撮像感 
度を補正ステップ分変化させます。 

感度自動制御び機能して撮影された画像は、再生モードの撮 
影情報表示時（田 P .140) に撮影感度値 （ IS 日）びホく表示 
されます。 


甲 \ 


F •イ 


円図 （ 55] 


L I 皿 3A 
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細 

I 

測 

光 

露 
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AE □ック撮影 

AE □ック撮影は、撮影画面内の特に露出を合わせたい部分をスポット測光また 
は中央部重点測光により測光し、 AE / AF □ックボタン@を巧してその露出を 
カメラに記憶させたまま、構図を変えて撮影するち法です。露出を合わせたい部 
分とその周囲とで、著しく明るさび異なる場合などに便利です。撮影モードダイ 
ヤルは M (マニュアル） じ(外にセットしてください。 

撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A にセットして 
いる場合は、測光モードをスポット測光また 
は中央部重点測光にセットします。 

• マルチパターン測光は充分な AE □ックの効 
果び期待でさないため、おすすめでさません。 
なお、デジタルイメージプ□グラムでは、マ 
ルチパターン測光に固定されるため 、 AE □ッ 
クをご使用の場合は、撮影モードダイヤルを 
P 、 S 、 A にセットしてご使用になることを 
おすすめします。 




图1已： AE/AF □ツクボタン（函 P .178) 

AE/AF □ツクボタン風を押した場合に、 AE □ツクだけ行われるように変更できます。また、 
AE/AF □ツクボタン@を押すと、指を離しても AE □ツクの状態び保持され、再度 AE/AF 
□ツクボタン@を押すか、半押しタイマーのオフで解除されるように変更できます。 

图 16 ：半巧し AE □ツク（田 P .179) 

通常は AE/AF □ツクボタン風を押した場合に AE □ツクび行われますび、シャツターボタ 
ンを半押ししたとさに AE □ ツクび行われるよラに変更でさます。 
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^撮影機能の詳細—測光•露出 
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2 シャッターボタンを半押ししたまま、 AE/AF 
□ックボタン©を巧して、ピント表示参の 
点灯を確認します。 

• AE/AF □ックボタン@を巧している間 
は、測光モードに応じた部分の露出び記憶 
(□ック）され、構図を変えても露出は変わ 
りません（ファインダー内表示に AE □ック 
表示 EL び点灯します)。 

•スポット測光で、測光エ U アとフオーカス 
エ U アび連動する場合（田 P . 86 ) は、露出 
を合わせたい部分に選択フオーカスエ U ア 
を重ねると、その部分の露出び記憶されま 
す。 

•中央部重点測光にセットした場合は、選択 
しているフオーカスエ U アにかかわらず、 
ファインダー中央部 （0 8mm の内側）を重 
点的に測光した露出び記憶されます。 

• フオーカスモードび AF (オートフオーカ 
ス）の場合、フオーカス□ックも同時に行 
われますので、ピント表示参の点好も確認 
してください。 



つ AE/AF □ックボタン風を押したまま、 
^構図を決めて撮影します。 


ム 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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0 シャッタースピー ドと絞り値の変更 

通常は AE / AF □ックボタン®を押している間ち次の操作びでさます。 

撮 
影 
機 
能 
の 
詳 
細 
I 

測 

光 • いずれち、変更した後の露出表示にはそれぞれ制御されるシャッタースピード、絞り値び 
^ 表示されます。 

5 • AE □ック中は、測光モードの切り換えはできません （ AE □ックを解除すれば切り換える 
ことびでさます）。 


[ 露出 モード 

操作 1 

〔 P (マルチプ□グラムオート ） 1 プ□グラムシフト （函 P .89) ] 

〔 S (シャッター優先才ート） 

シャッタースピードの変更 ] 

fA (絞り優先オート） 

絞り値の変更 つ 
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露出補正 

露出補正とは、カメラび制御する適正露出値を意図的に変えることをいいます。 in 
たとえば、八イキー（全体的に明るし^卜ーン)、 □ ーキー（全体的に暗い卜ーン ） ^ 
など、作画意図に応じた露出表現をしたい場合などに使用します。測光モードは S 
中央部重点測光またはスポット測光をおすすめします。 露出補正は撮影モードダ!^ 
イヤルが P、S、A、M にセットされている場合に設定可能です （ただし M の場言^ 
合は、インジケータ表示び変わるのみで、撮影者びセットしたシャッタースピーを P 
ドと絞り値は変わりません）。デジタルイメージプ□グラムセットされている場ミ ill 
合、露出補正は設定でさません。 ^ 

露出補正ボタン押しなびら、メインコマ I 
ンドダイヤルで補正量 （1/3 段ステップで+己 
段）をセットします。 

•補正量をセットすると、表示パネルとファ 
インタ'一内表示に露出補正マーク因び表示 
されます。ファインダー内表示には、露出イ 
ンジケータび露出補正インジケータとして 
表示されます。その際、露出インジケータの 
roj び点滅します。 

• 補正量の確認は露出補正ボタン^を押す 
ことにより行えます。このとき補正量とと 
もに、表示パネルに露出補正マーク因び、 I 
ファインダー内表示には、+側に補正した場 
合は r び、一側に補正した場合は^び表 
示されます。 

• 補正の目安としては、被写体（たとえば人物な 
ど）に対して、背景び明るい場合は+側に、背 
景び暗い場合は一側に補正するのび基本です。 

つ構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• 露出補正を解除する場合は、露出補正ボタン 
を巧しなびら、メインコマンドダイヤ 
ルで補正量を日.日にセットするか、ツーボタ 
ン U セット（阻 P.135) を行ってください 
(カメラの電源スイッチを日 FF にしてを解除 
されません)。 



補正なし（露出補正ボタン 
屋•を巧したとさ） 



+ 2段補正 
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_ 図 9 :露出値ステップ幅（田 P. 1 74) 

M 露出補正のステップ幅を1/2段に変更でさます。 

瞧図10: 簡易露出補正（田 P.175) 

1露出補正ボタン尼•を使用せずに、コマンドダイヤル（メインおよびサブ）の操作だけで、 
© 露出補正び行えます。 

詳 

細 

I 

測 

光 
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才ートブラケティング 

D7 日 S のオートブラケティングには大きく分けて、露出値をずらす AE ブラケ 
ティング、主要被写体の TTL 調光レベルをずらす S 巨ブラケティング、色温度を 
ずらす W 目（ホワイトバランス）ブラケティングの3種類びあります。オートブ 

ラケティングは撮影モードダイヤルび P 、 S 、 A 、 M にセットされている場合に 

設定可能でず。デジタルイメージプ□グラムにセットされている場合、オートブ 
ラケティングは設定でさません。 



内容 

AE 

ブラケティング 

AE ブラケティングをセットすると、シャッターをさるたびに力'! 

メラび表示する適正露出値（露出モードびマニュアルの場合は撮 
影者びセットした露出値）に対して、セットした撮影コマ数（最 
大3コマ）と補正ステップで自動的に露出をずらして（露出補正 
なしで最大±2段）撮影します。 J 

SB 

ブラケティング 

S 目ブラケティングをセットすると、シャッターをさるたびに、"! 

セットした撮影コマ数（最大3コマ）と補正ステップで、自動的 
にスピードライトの光量をずらして（調光補正なしで最大 ±2 段） 
撮影します。 S 目ブラケティングは i-TTL モード調光時および絞 
り連動外部自動調光時に使用でさます。 J 

ド 

WB 

ブラケティング 

W 目ブラケティングは、1回の撮影で、設定したホワイトパ'ライ 
スに対してセットした撮影コマ数分 （1 回の撮影で最大3コマ） 
だけ自動的に色温度をずらして記録します。複数の光源び混在 
しているなど、ホワイトバランスの決定び難しい場合や、微妙な 
白の色味を好みで選びたいとさなどに効果的です。ただし、画質 
モードび RAW または RAW と BASIC の同時記録の場合は使用 

でさません。 , 
- パ 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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AE 、 SB ブラケテイングの設定 


カスタムセッティング] 2「オート BKT セッ 
卜」 （の P.176) で才ートブラケティングを行 
う内容を、 「 AE-SB ブラケティング」、 「AE 
ブラケティング」、 「SB ブラケティング」 から 

選択します。 


オートブラケティングボタン巧31を巧しなび 
ら、メインコマンドダイヤルを回すと、表示 
パネルにブラケティングマーク 回 田び表示 
され、表示パネルとファインダー内表示で露出 
補正マーク0び点滅します。 


オートブラケティングボタン © を巧しなび 
ら、サブコマンドダイヤルで撮影コマ数と補 
正ステップ（田 P.106) をセットします。 




じイ - 卜 BKT セット 


2 


3 








國 


な 


辟 


〇 


一撮影機能の詳細—測光•露出 


■ 





















山 



AE - S 目、 AE 、 S 目ブラケティ 
ング時の表示パネル 


4構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

•撮影中、シャッタースピードと絞りは補正さ 
れた値び表示されます。 

• 撮影動作モード （0 B P .72) を [1](1 コマ 
撮影）にセットして撮影する場合、シャッ 
ターをさるたびに]コマずつ撮影されます。 
Qj (連続撮影）にセットして撮影する場合 
は、シャッターボタンを押し続けると、オー 
トブラケティングでセットしたコマ数び終了 
した時点でいったん自動的に停止します。 

• 表示パネルのブラケティングバーグラフ 
(+<■►—/ +イ ■ / ■►—) から、補正 
なしのコマの撮影時に ■ 、マイナス側のコ 
マの撮影時に ►— 、プラス側のコマの撮影 
時に+イのブ□ックびそれぞれ消灯します。 

• AE ブラケティングと露出補正（田 P . 1 日 1 ) 
を同時にセットすると、両方の補正値び加算 
された AE ブラケティング撮影び行えます。 


• AE’S 巨、 AE、S 目ブラケティングの撮影途中にカスタムセッティング]2 r 才一 
卜 BKT セット」を 「WB ブラケティング」に変更した場合、残りのコマはキャ 
ンセルされます。 

• AE ’ SB 、 AE 、 SB ブラケティングの撮影途中に撮影モードダイヤルをデジタ 
ルイメージプ□グラムに切り換えると、残りのコマはキャンセルされ、 AE - 
SB 、 AE 、 S 目ブラケティングは解除されます。ただし、再度 P 、 S 、 A、M 
のいずれかにセットすると、セットした撮影コマ数と補正ステップで AE • SB 、 
AE 、 S 目ブラケティングび i 受定されます。 

• AE - SB 、 AE 、 S 巨ブラケティングを解除する場合は、オートブラケティングボ 
タン巧 Si を押しなびら、メインコマンドダイヤルで表示パネルのブラケティング 
マーク回!幻を消好させます。この場合、セットした撮影コマ数と補正ステップ 
は次回の AE • SB 、 AE 、 S 巨ブラケティング時まで保持されます。 また 、ツーボタ 
ンリセット （SB P .135) でも解除できますび、この場合はセットした撮影コマ数と 
補正ステップは保持されません。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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撮影コマ数と補正ステップの組み台わせ （AE • SB、 化 SB ブラケティング時) 

^カスタムセッティング] 2「才ート BKT セット」 を 「 AE . SB ブラケティング」、 

1 「AE ブラケティング」、 「SB ブラケティング」 に設定した場合は、次の撮影コマ数 
i と補正ステップびセットできます（カスムセッティング 9「露出値ステップ 幅」の 
I 設定内容により、セットでさる補正ステップび異なります)。 


■ 


1/3 段 

(初期設定） 




表示パネル 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

3 F 0.3 +ィ■卜 

D 

SySSkSBBSBS&ilSBSI 

3 F 111 +ィ■卜 

3 

± 2 / 3 段 

日/-日 .7/ + 日. 7] 

3 F •，ぶ + ィ■►— 

3 

±]段 

日/- 1.0/+ 1.0] 

〔 3 F ，'.ミ 

3 

±1]/3 段 

日/- 1.3/+ 1.3] 

3 F 1,1 +«►- 

3 

±ド/3段 

日/- 1.7/+ 1.7 \ 

が？ぶ + ィ■卜 

3 

±2 段 

0/- 2.0/+ 2.0 

、十 •？ ミこ S .3 +<■ 

2 

+ ]/3 段 

0/ + 0.3 

^ -トバ[パ +" 

2 

+ 2/3 段 

0/ + 0.7 ] 

气-トバ••ぶ +" 

2 

+ ] 段 

0/+1.0 ] 

) ず？い3 +" 

2 

+1 ]/3 段 

0/+1.3 ) 

トバ•'.い" 

2 

+ド/3段 

0/+1.7 ) 


2 

+ 2 段 

0/ + 2.0 \ 

,--バ G .3 ■►- 

2 

-]/3 段 

日/-日. 3 J 

、 ー バ G . つ ■►- 

2 

-2/3 段 

日/-日. 7 1 

,— C* F 1,0 ■卜 

2 

- 1 段 

0/-1.0 ] 

-- バじく ■卜 

2 

-1 ]/3段 

0/-1.3 ] 

-- バ。 ■卜 

2 

- ド/3段 

0/-1.7 ) 

、 --バ M ■►- 

2 

-2 段 

0/-2.0 ] 
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露出値ステップ幅 

表示パネル 

撮影 
コマ数 

補正 

ステップ 

撮影順序 

ド N . 

1/2 段 

>-^ 

〔 3 F 0.5 +ィ■卜 

3 

±]/2 段 

日/-日.已/ +日.己] 

3 F 1.0 +ィ■卜 

3 

± ] 段’ 

日/- 1.0/+ 1.0 

[ 3 F 1.5 +ィ■卜 

3 

± 1]/2 段 

日/一 1 .己/ +1 .己つ 

が？ぶ+ィ■卜 

3 

±2 段 

日/- 2 .日/ + 2 .日) 

[ -…こ•コ .5 +" 

2 

+ ]/2 段 

0/ + 0.5 〕 

-トバ•'ぶ +" 

2 

+ ] 段 

0/ + 1 .0 ) 

〔 ずバ ''.5 +" 

2 

+ 1]/2 段 

0/+ 1.5 ] 

-卜 •？ りぶ +" 

2 

+ 2 段 

0/ + 2.0 ) 

〔 --バ G .5 ■►- 

2 

-]/2 段 

日/-日.己つ 

— バ《ぶ ■►- 

2 

-] 段 

0/- 1.0 

〔 ミニだ， 

2 

- 1]/2 段 

日/- 1 .己 ] 

--•? ミニ？ぶ■►- 

2 

-2 段 

日/-2.日 1 


gs 才ートブラケティング時の連続撮影について 

動作モードを〇!(連続撮影）にセットして撮影する場合 、 AE • SB 、 AE 、 SB ブラケティン 
グでは、シャッターボタンを押し続けるとセットしたコマ数の撮影び終了した時点でいった 
ん停止します。シャッターボタンを押しなおすと次の連続撮影び可能になります。 

gS メモリー残量びなくなった場合/電源スイッチを OFF にした場台 

• AE ‘ SB 、 AE 、 S 目ブラケティングの場合は、撮影中に CF 力ードのメモリー残量びなくなっ 
てを、メモ U —残量のある他の CF カードに交換すれば残りを撮影でさます。 

• AE - S 巨、 AE 、 S 巨ブラケティングの場合は、撮影中に電源スイッチを日 FF にしても、再 
び日 N にすれば残りを撮影でさます。 

^3セルフタイマー撮影時 

セルフタイマー撮影時（田 P .128) やリモコン撮影時（田 P .130) には、 AE ’ SB 、 AE 、 
S 巨ブラケティングでセットした撮影コマ数のオートブラケティング撮影び1コマずつ行われ 
ます。 

^13 : BKT 補正順序（阻 P.177) 

マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるよラに変更でさます。 
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gS AE ブラケティング 

AE ブラケティングの場合は、露出モードによって補正される内容（シャッタースピード/絞 
り値）び異なります。 


露出モード 

変化ずる内容 

[P (マルチプ□グラムオート） 

シャッタースピードと絞り値 ] 

[S (シャツター優先オート） 

絞り値 ] 

[A (絞り優先オート） 

シャッタースピード ] 

[M (マニュアル） 

シャッタースピード※ ] 


《カスタムセッティング已「感度自動制御」び 「 ON 」 の場合は、撮像感度を変化させて基準 
となる露出レベルを補正した上で、さらに撮像感度を補正ステップ分変化させます。 

図曰：感度自動制御 (SB P -171) 

「感度自動制御」を 「 ON 」 にして AE ブラケティングを行うと、旧日200〜旧日1目00の範囲 
内で自動的に撮像感度を変更して得た適正露出（ちしくは適正に近づいた露出）を基準に AE 
ブラケティングの補正値び加えられます。スピードライト使用時ち、使用するスピードライ 
卜の光量び適正となるように感度自動制御び機能します。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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WB ブラケテイングの設定 


1バ-卜 BKT セット 


AE 支 AE ， SB フラクティソク 
/化 AE フラクティソブ 
> SB ブラケティソブ 


IW 目フうケテイツ►み固 



2 


mm 


3 


トトバ 3 


カスタムセッティング] 2「オート BKT セッ 
卜」 （05 P .176) で rwB ブラケティング」 を 

選択します。 


オートブラケティングボタン © を押しなび 
ら、メインコマンドダイヤルを回すと、表示 
パネルにブラケティングマーク回び表示 
され、ホワイトバランス微調整表示-4►び 
点滅します。また、ファインダー内表示の露 
出インジケーターの両端にある < および 
び点滅します。 


オートブラケティングボタン <31を押しなび 
ら、サブコマンドダイヤルで撮影コマ数と補正 
ステップ （0 B P .1 ] 1) をセットします。 W 巨ブ 
ラケティングの撮影コマ数び撮影可能コマ数よ 
りち多い場合には、ブラケティングバーグラフ 
(+◄■►—/ +◄■ / ■►—) び点滅して警 
告します。 

•ホワイトバランス補正ステップの]段は、約 
] 日ミレッド （0 HP . 已 4) に相当します。 


PWB ブラケティングの制限について 

W 巨ブラケティングは、画質モードび RAW 、 または RAW と巨 AS にの同時記録の場合は使 
用でさません。 


^撮影機能の詳細—測光•露出 
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4 構図を決め、ピントを合わせて撮影します。 

• W 巨ブラケティングでは、]回の撮影でセッ 
卜されたすべてのコマ数び記録されます。 

• W 巨ブラケティングとホワイトバランスのが文 
調整び同時にセットしてある場合、微調整に 
WB ブラケティングの補正び加算されます。 


能コマ数より多い場合、絞り値び消好し 
てシャッタースピード表示部に { こ U L L 
( FliL ) び点灯し、ブラケティングノ くーグ 
ラフおよび撮影可能コマ数び点滅し、レ U — 
ズでさません。新しい CF カードに交換する 
と撮影でさます。 


• 撮影モードダイヤルをデジタルイメージプ□グラムに切り換えると、 W 巨ブラ 
ケティングの設定は解除されます。ただし、再度 P 、 S 、 A 、 M のいずれかに 
セットすると、セットした撮影コマ数と補正ステップで W 目ブラケティングび 
設定されます。 

• WB ブラケティングを解除する場合は、オートブラケティングボタン ca を 
押しなびら、メインコマンドダイヤルで表示パネルのブラケティングマーク 
回 a を消打させます。この場合、セットした撮影コマ数と補正ステップは次 
回の WB ブラケティング時まで保持されます。また、ツーボタン U セット （05 
P .1 3 己）でち解除でさますび、この場合はセットした補正ステップは保持され 
ません。 

• WB ブラケティングセット後に画質モードを RAW 、 または RAW と BAS に 
の同時記録にセットにすると、 W 目ブラケティングび解除されます。画質モー 
ドを RAW 、 または RAW と目 AS にの同時記録にセット後に W 目ブラケティ 
ングはセットでさません。 





主 
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撮影コマ数と補正ステップの組み合わせ (WB ブラケティング時) 

カスタムセッティング] 2「才ート BKT セット」を 「WB ブラケティング」に設定 
した場合は、次の撮影コマ数と補正ステップびセツトでさます。 


[ 表示パネル 

撮影コマ数 

補正ステップ 


〔 3 F 1 + ィ■►- 

3 

± 1 

日/-1/+1 J 

C 3 F C * 

3 

±2 

0/-2/ + 2 ] 

C 3 F 3 

3 

±3 

0/-3/ + 3 ] 

〔十？《二1 +" 

2 

+ 1 

0/+ 1つ 

〔十,?《二,？ +" 

2 

+ 2 

日/+ 2 ] 

〔-トバ3 +" 

2 

+ 3 

日/+ 3 ] 

〔 ー バ j ■►- 

2 

-1 

日/-1 ] 

f — •? ;二？ ■►- 

2 

-2 

日/-2つ 

〔 -- E * F 3 ■►- 

2 

-3 

0/-3 ] 

J 


国 

撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

測 

光 

露 

出 



回 WB ブラケティング時の連続撮影について 

撮影動作モードにかかわらず、 WB ブラケティング時は 1 回のシャッターボタンの押し込みで 
1回の撮影を行い、セットしたコマ数の記録を行います。シャッターボタンを押し続けても 
連続撮影にはなりません。 

因電源スイッチを OFF にした場台 

W 巨ブラケティングの場合は、撮影中に電源スイッチを日 FF にした場合、すべてのコマの記 
録び終了してから電源び切れます。 

ES セルフタイマー撮影時 

セルフタイマー撮影時（田 P.128) や U モコン撮影時（田 P.130) に WB ブラケティングを 
行った場合、一回の撮影で設定された撮影コマ数び全て記録されます。 

図 13 : BKT 補正順序(函 P. 1 77) 

マイナス側からプラス側へ順番に撮影されるように変更でさます。 
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スピードライト撮影 


内蔵スピードライトについて 

ta このカメラは] 8 mm レンズの画角をカバーする、ガイドナンバー約] 己（に日 
霉2 日日 - m 、 2 日。 C )/ 約]] ( IS 01 日日 • m 、2 日。 C ) のスピードライトを内蔵しており、 
機モニター発光を行う専用 TTL モード （ i - TTL モード）によって制御され、 i - TTL-BL 
^調光やスタンダード i - TTL 調光によるスピードライト撮影びできます。暗いとこ 
詳ろではもちろん、昼間の屋外撮影などでも、逆光の場合や主要被写体の陰影を弱 
めたいとき、人物の目にキャッチライトを入れたいときなどに、補助光としても 
ろ使用でさます。 

I • 非 CPU レンズ装着時は、カスタムセッティング] 9 「内蔵 SB 発光」 を 「マニュ 
£ アル発光モード」 に設定した場合のみスピードライト撮影び行えます。 「内蔵 
イ SB 発光」 を 「TTL モード」 に設定して内蔵スピードライトをポップアップさせ 
jt ると、表示パネルのシンク□モード表示外枠およびち、ファインダー内のレ 
影 ディライトちび点滅して、シャッターびされません。 

i-TTL モー ドで可能な撮影 

CPU レンズ装着時は、次のような内蔵スピードライト撮影び行えます。 


■ 


可能な内蔵 
スピード 
ライト撮影 

内容 

i - TTL - 目 L 調光 

マルチパターンによる測光情報ををとに主要被写体と背景光のバ 
ランスを考慮した目 L (バランス）調光を行います。シャッターボ 
タンを巧すと、スピードライトびシャッター開□直前にモニター 
発光を行い、画面内の各部から戻ってくる反射光をカメラ内の 

1 日日已分割 RG 目センサーび瞬時にモニターし、を要被写体と背景 
光のノ（ランスを考慮した最適な発光量を決定します。 

• G または D タイプレンズ装着時は、レンズから得られた被写体ま 
での距離情報を加味した最適な発光量を決定します。 

•測光モードび囚（スポット測光)、をしくは露出モードび M (マ 
ニュアル）にセットされている場合は自動的にスタンダード 
i-TTL 調光になります。 

ゾ 

スタンダード 
i-TTL 調光 

^ - 

背景の明るさは考慮されず、を要被写体び基準露光量となるよラ^ 

に調光されます。主要被写体のみを強調する場合や、スピードラ 
イト撮影で露出補正を行う場合に適しています。 

•測光モードび囚（スポット測光)、をしくは露出モードび M (マ 
ニュアル）にセットされている場合は自動的にスタンダード 
i-TTL 調光になります。 J 
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0 内蔵スピードライト使用時のごま意 

• 内蔵スピードライト撮影時は撮影動作モードび写|| (連続撮影）にセットされても、連続撮 
影にはなりません。 撮 

• 内蔵スピードライトの充電中は、 VR レンズのシャッターボタン半押し中の手ブレ補正を^ 
行いません。 旨 b 

• 内蔵スピードライトを連続して使用すると、発光部を保護するために一時的に発光び制限毎） 
されます。少し時間をおくと発光び可能になります。 || 

ロスピードライトの照射角 ふ 

内蔵スピードライトの照射角は 18 mm までカバーしますび、装着するレンズや絞りの条件に ピ 
よっては、周囲び若干暗くなることびあります （の P .1 23)。 |1 

P スピードライト使用時の感度自動制御について ミ 

カスタムセッティング已「感度自動制御」（西 P .171) を 「 ON 」 に設定すると、 スピー ドラ t 
イトの光量び適正となるように感度自動制御び機能します。ただしカスタムセッティング己^ 
び 「 ON 」 に設定されていても、次のような場合は手前の被写体び露出アンターになることび 
あります。 

• 低速シャッタースピードでスピードライト撮影（ス□ーシンク □) を行ラ場合 
• 曰中の明るい場所でスピードライト撮影（曰中シンク □) を行ラ場合 
• 背景び明るい場合 

このよラな場合には、次の操作を行うことでスピードライトの照射光び届さやすくなります。 

• 露出モードを A (絞り優先オート）などにして絞りを開く 
• ス□ーシンク□を解除する 


図19 :内蔵 SB 発光（の P .181) 

内蔵スピードライトの発光モードは、通常 i - TTL 調光ですび、マニュアル調光（フル発光、 
1/2、1/4、1/8、1/1目の日段階）に変更できます。マニュアル調光のフル発光では、内蔵 
スピードライトのガイドナンパーは約17 ( IS 日200 - m 、 20°〇 /約12 ( IS 0100 - m . 
20む）となります。また、別売スピードライト S 巨-800、 S 目-目00をカメラから離して発光 
させる、コマンダーモードび選択できます （SB P .1 82)。 
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内蔵スピードライトを使用した撮影 

b ここでは内蔵スピードライトを使用し、カメラに CPU レンズを装着して行う撮影の 
i 方法を説明します。撮影モードダイヤルを P、S、A、M にセットした場合と、 A 担 J、 
S ミ、化、囚にセットした場合とでは内蔵スピードライト撮影の手順び異なります 
器（圍、^、固の場合は、内蔵スピードライトは発光しません)。 

i 撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットした場合 

I 

ス 
ピ 
I 

ど 

ミ 
卜 
撮 


測光モードをセットします（曲 P.86)。 

•撮影モードダイヤルを P、S、A にセットし 
た場合、スポット測光外にセットすると 
i-TTL- 目 L 調光になります。 

•M の場合や、 P、S、A で測光モードをスポッ 
卜測光にセットした場合、スタンタード i-TTL 
調光になります。 


«] nF 5 巧 .5 

n 巧 

も r 三 じ、 

m\{ 55) 

NORM L || 

困 A 




3シンク□モードボタン© (スピードライト 
一 □ック解除ボタン）を押して、内蔵スピードラ 
イトをポップアップさせます。 

• スピードライトの充電び開始されます。充電 
び完了して撮影可能な状態になると、ファイ 
ンダー内のレディライトちび点打して知らせ 
ます。 
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— 

n r< 
u.u 

4シンク□モードをセットします（田 p . l ] 8)。 

-ら 

四 

\ 




5 シャッタースピード、絞り値をセットします （ agp . ss )。 

• P 、 S 、 A、M でセット可能なシャッタースピードと絞り値は下表のとお 
りです。 


f* \y^ 


p (マルチプ□グラムオート) 


カメラび自動的に]/己日日- 
1/60秒にセツト※] 


(S (シャツター優先才ート )] 1/已〇〇〜3日秒※2 



Q 

y N. 

カメラび 

J 自動的に 
^ セット 

ド N 

P .88 


广 ^ 

A (絞り優先オート） 

V J 

カメラび自動的に]/已日日〜 

1/60秒にセツト※] 

V J 

广 ^ 

任意の絞り 

广 ^ 

P .93 

[m (マニュアル） ] 

( 1/已〇〇〜30秒※2 ] 

k _ 4 

〔 P .9 己] 


カスタムセッティング21 「SB シャッター 制限」を使用すると、シャッタースピー 
ドの低速側を1/目〇秒〜30秒の範囲で1段ステップごとに設定することびでさま 
す。ただし、ス□ーシンク□モード、後幕ス□ーシンク□モード、赤目軽減ス□一 
シンク□モード選択時は、シャッタースピードび最長30秒まで延長されます。 

《2 ]/已00砂より高速のシャッタースピードにセットされている場合は、内蔵スピード 
ライトをポップアップすると（別売スピードライトの場合はスピードライトの電源を 
日 N にすると）、自動的に同調シャッタースピードの]/己00秒にセットされます。 

《3調光範囲は設定している撮像感度と絞り値によってままります 。 A (絞り優先オー 
卜）または M (マニュアル）時の絞りのセットは内蔵スピードライトの調光範囲を 
考慮して行ってください。 


H 撮影機能の詳細—スピ—ドライト撮影 
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円！？ 5 ふ 5 


旺回6 


ファインダー内のレディライトちを確認します。 

• スピードライトの充電び完了して撮影可能な 
状態になると、ファインダー内のレディライ 
卜ちび点灯して知らせます。スピードライ 
卜び上びった状態でレディライトちび点灯 
していなし" i とさは撮影でさません。 


構図を決めてピントを合わせ、内蔵スピードラ 
イトの調光範囲 （as P . 122 ) を考慮して撮影 
します。 

• シャッターをさった後、レディライトちび約 
3 秒間点滅した場合は、スピードライトびフ 
ル発光して露出不足の可能性びあることを警 
告しています。撮影距離、絞り値、撮像感度 
などを再度確認して、撮影し直してください。 


H 撮影機能の詳細—スピ—ドライト撮影 
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撮影モードダイヤルを A &° 、ミ、 A 、図 にセットした場合 

撮影モードダイヤルを A お S 、 ミ、化、囚 にセットした場合、被写体び暗かっ 

たり逆光の場合に、シャッターボタンを半押しするとスピードライトび自動的に g 

ポップアップし、撮影時に発光します。 % 

負戶 

• 調光は i-TTL-BL 調光になります。 0 

• スピードライトび自動的にポップアップすると || 

同時に、スピードライトの充電び開始されます。 I 

充電び完了して撮影可能な状態になると、ファインダー内のレディライトちびを 
点打して知らせます。スピードライトび発光する撮影状況で、レディライトみ.し 
び点好していないとさは撮影でさません。 ^ 

• シンク□モード（田 P.1] 8) を変更して、赤目軽減機能を使用したり、発光^ 
禁止にすることび巧能です。 P 

• スピードライトびポップアップしている状態でち、撮影状況によっては発光し 
ません。また、手動でスピードライトをポップアップさせたり、発光させるこ 
とはでさません。 

• シャッタースピードと絞り値は下表のとおりに制御されます。 


[ 撮影 モードダイヤルのセット I 制; 


曲 0 は-卜） ] 

r カメラび自動的に 1/ 已日〇〜 1 


を(ポ-トレ-卜） ] 

1 

]/ 目日秒にセット J 

カメラび 

自動的に 

セット 

化（ク□ーズアップ） 

カメラび自動的に 1 /日日日〜 

1/12 日秒にセット 

図（夜景ポートレート） 

^ - ^ 

カメラび自動的に 1/ 日 00 〜 1 秒に 
セット 

L J 



• シャッターをさった後、レディライトちび約3秒間点滅した場合は、スピー 
ドライトびフル発光して露出不足の可能性びあることを警告しています。撮影 
距離、絞り値、撮像感度などを再度確認して、撮影し直してください。 
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シンク□モードの種類と巧長 

撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセツトした場合にセツトでさるシンク□モー 
ドは次のとおりです。 



内容 ] 

先幕シ 

^ , 通常のスピードライト撮影時にはこのモードでセットします。] 

>1 P (マルチプ□グラムオート）または A (絞り優先オート）にセッ 

卜してスピードライト撮影を行うと、カメラび適正露出となるよ 
ンタ□モ_ドうにシヤッタースピードを]/已 00 〜] /6 日秒に自動的にセット 
(します。 ， 

ド 

ホ择 

V 

犀ち 

1 

陸減モード 

スピードライトび発光する前に約]秒間赤目軽減ランプのプ U 照 1 

射を行い、暗いところで人物の目びホく写るのを軽減することび 
でさます。 

• シャッターびされるまで、カメラや被写体の人物び動かないよ 
うにを意してください（シャッターチャンスを優先するような 
撮影にはおすすめでさません)。 J 

ド 

ス□- 

—ち 

SLOW, 

ーシンク □ 
トド 

P (マルチプ□グラムオート）または A (絞り優先オート）にセッ] 

卜してスピードライト撮影を行うと、通常はシャッタースピード 
び 1/ 已日日〜] /6 日秒に自動的にセットされますび、このモード 
では、背景の露出を考慮してシャッタースピードび最長 30 秒ま 
で延長されます。これにより、背景を描写しなびらスピードライ 
卜を発光させ、夕景や夜景の雰囲気を活かした撮影び行えます。 
•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレにミ主意してく 
ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 

J 

P 

ホ择 

シン; 

否ち 

SLOw| 

陸減ス □- 
ク□モード 

ホ目軽減モードとス□ーシンク□モードび同時にセットされま^ 

す。 P (マルチプ□グラムオート）または A (絞り優先オート）に 
セットしてください。 

•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してく 
ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 

J 

後喜 

一ち 

rearI 

1 シンク □ 
亡ード 

シャッター後幕の走行開始（シャッターび閉じる）直前にスピード^ 

ライトを発光させます。動く被写体をスピードライトで撮影する 
場合に、その被写体の動さを想像させる光の流れなどを被写体の 
後方に自然な形で表現でさます。 

• P (マルチプ□グラムオート）または A (絞り優先オート）にセッ 
卜すると、ス□ーシンク□モードを自動的にセットされます。 
シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してく 

ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 

- 


ns 

































撮影モードダイヤルを A お S 、ミ、化にセツトした場合に、内蔵スピードライト 
でセツトでさるシンク□モードは次のとおりです。 



内容 ] 

ド 

先幕シ 

r ち 

AUTO | 

ンク□オート 
モード 

被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッターボタンを半押り 

すると内蔵スピードライトび自動的にポップアップし、撮影時 
に発光します。また、カメラび適正露出となるようにシャッター 
スピードを！/已日日〜 1/6 日秒 （の の場合は 1/ 己日日〜 1/12 己 
秒）に自動的にセットします。 A|SS 、を、 A に切り換えると、自 
動的にこのモードにセットされます。 J 

ホ团 

V 

犀ち 

AUTOj 

陸減オート 
E- ド 

被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッターボタンを半押しする 1 
と内蔵スピードライトび自動的にポップアップし、スピードライト 
び発光する前に約]砂間赤目軽減ランプのプ U 照射を行います。暗 
いところで人物の目び赤く写るのを軽減することびでさます。 

• シャッターびされるまで、カメラや被写体の人物び動かないよ 
うに注意してください（シャッターチャンスを優先するような 
撮影にはおすすめでさません)。 J 

, 感 

i 発光禁止 

被写体の明るさや逆光にかかわらず、内蔵スピードライトはポッ 1 
プアップせず、発光しません。 

•内蔵スピードライトびポップアップ状態でを、発光しません。 j 


撮影モードダイヤルを囚にセットした場合に、内蔵スピードライトでセットで 
さるシンク□モードは次のとおりです。 



内容 1 

ス □- 
才- 

「ち 

SLOwj 

ーシンク □ 

-トモード 

被写体び暗い場合や逆光の場合に、シャッターボタンを半押しすると^ 

内蔵スピードライトび自動的にポップアップし、撮影時に発光します。 
また、背景の露出を考慮してシャッタースピードび1/日日日〜1秒に 
自動的にセットされます。背景を描写しなびらスピードライトを発光 
させ、夕景や夜景の雰囲気を活かした撮影び行えます。撮影モードダ 
イヤルを 因 に切り換えると、自動的にこのモードにセットされます。 
•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレにを意してく 
ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 J 

广 

赤目 
シンク[: 

犀ち 

iiS^\ 

軽減ス□一 
] オートモード 

赤目軽減オートモードと、ス□ーシンク□オートモードび同時に 
セットされます。 

•シャッタースピードび遅くなりますので、手ブレに注意してく 
ださい。兰脚のご使用をおすすめします。 

J 

感 

九発光禁止 

被写体の明るさや逆光にかかわらず、内蔵スピードライトはポッ^ 

プアップせず、発光しません。 

•内蔵スピードライトびポップアップ状態でを、発光しません。 j 
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シンク□モードの設定 


シンク□モードはシンク□モードボタン©とメインコマンドダイヤルでセツト 
します。シンク□モードボタン©を巧しなびら、メインコマンドダイヤルを回 
して希望するシンク□モードを表示パネルに表示させます。 



! 

n n 
u.u 

い 

1 

阻 

\ 



撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセツトした場合は、次のようにシンク□モー 
ドび切り替わります。 



先幕 
シンク □ 
モード 


4赤目軽減 
」モ-ド 


否4 ホ目軽減 

ス□ーシンク □ 


\ 


モード※1 


ち後幕 
I シンク □ 

ArI で — ド ※3 


ス □- 


/ 


SLOwj ンン ^ □ 


I モード※ 


S または M の場合、赤目軽減ス□ーシンク□モードは設定でさません。 P または A でこ 
のモードを選択した後に S または M に変更すると、シンク□モードは自動的に「ホ目軽 
減モード」に変更されます。 

《2 S または M の場合、ス□-シンク□モードは設定できません。 P または A でこのモー 
ドを選択した後に S または M に変更すると、 シンク□モードは自動的に「巧幕シンク □ 
モード」に変更されます。 

《3 P または A の場合は、ス□-シンク□モードも自動的にセットされ、シンク P も 
□モードボタン〇から指を離すとちのように表示されます。 slow! 


E スタジオ用大型スト□ボ使用時について 

スタジオ用大型スト□ボでは正しい同調び行えないため、後幕シンク□モードは使用でさま 
せん。 
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撮影モードダイヤルを A 逃、ミ、化にセツトした場合は、次のようにシンク □ 
モードび切り替わります。 


先幕 

シンク □ < 

オー ト モード 




赤目軽減 


\ 


感 


3オートモード 

/ 


発光禁止 


撮影モードダイヤルを図にセツトした場合は、次のようにシンク□モードび切 
り替わります。 


ス □- 
シンク □ < 

オートモード 


も 赤目軽減 
#どぷが I ス□ーシンク □ 


\ 


オートモード 


感 


/ 


発光禁止 


E ホ目軽減ランプのケラレについて 

装着するレンズの種類により赤目軽減ランプの光にケラレび生じ、画面内の人物の位置に 
よっては赤目軽減効果びそこなわれることびあります。 

^3別売スピードライト使用時について 

撮影モードダイヤルを iSS 、を、 化、囚にセットして別売スピードライトを使用する場合 
のシンク□モードについては「装着可能な別売スピードライト」（田 P .229) をご覧ください。 
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0撮影機能の詳細—スピ—ドライト撮影 












ga 内蔵スピードライトの収納 

内蔵スピードライトを収納するときは、カチッと音びするまで手で軽く押し下げます（使用し 
ないときはバッテ U —の消耗を防ぐため、常に収納状態にしてください)。 

内蔵スピードライトの調光範囲（光の届く範囲)、絞り値、撮像感度について 

• スピードライトは撮像感度と絞り値によって調光範囲（光の届く範囲）び異なります。下表 
を参考にしてください。 



《内蔵スピードライトで調光でさる最短撮影距離は 0.6 m です。 

• 撮影モードダイヤルを P 、 A お S 、ミ、 A 、因にセツトした場合、カメラび自動で設定す 
る開放側の限界絞りは、使用する撮像感度によって下表のよラに制御されます。 


《感度1段に対して絞りは1/2段変化します。制御される絞りよりも開放絞りび暗い 
場合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 

• i - TTL モード時の撮像感度連動範囲は IS 日200〜1目00です。 


[撮影 

モ-ド 

ダイヤ 

1 撮像感度 ( ISO ) と開放側の限界絞り （ F ) J 

200 

250 

320 

400 

已〇〇 

640 

800 

1000 

1250 

1600 

P ' A & O 、 
を、因 

2.8 

3 

3.2 

3.3 

3.5 

3.8 

4 

4.2 

4.5 

4.8 

:化 

己.6 

6 

6.3 

6.7 

7.1 

7.6 

8 

8.5 

9 

9.己， 


H 撮影機能の詳細—スピ—ドライト撮影 
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0 内蔵スピードライトに使用可能なレンズについて 

• 内蔵スピードライトには、 18 mm から300 mm までの CPU レンズび使用できます。 Q 

• ケラレを防止するため、レンズフードは取り外して使用してください。 撮 

• 撮影距離 0.6 m 未満では使用でさません。 I 

• マク□付さズームレンズはマク□領域では使用でさません。 ^ 

• 下記のズームレンズではケラレび発生し、写真の周辺光量び低下しますので、使用でさるの 
焦点距離や撮影距離に制限びあります。 11 


[ 制限のある AF レンズ 

ミ主意していただきたいこと 1 

f AF-S DX ED に〜 24 mm 

[ f /4 G 

焦点距離2日 mm 時の撮影距離2.已 m iU 上、 

焦点距離 24 mm 時の撮影距離] m しソ上で使用可能 J 

f AF-S ED 17 〜 3 己 mm 

[ f /2.8 D 

焦点距離2日 mm 、24 mm 時の撮影距離 2.5 m 1；(上、] 

焦点距離 28 mm 時の撮影距離] miU 上で使用可能 J 

ド 

AF-S DX ED ] 7 〜已已 mm 
f /2.8 G ( IF ) 

V 

焦点距離2日 mm 、24 mm 時の撮影距離 2. Sml ； (上、] 

焦点距離 28 mm 時の撮影距離].日 miU 上、 

焦点距離 35 mm 時の撮影距離 0.7 m け上で使用可能 j 

f AF ED 18 〜 3 己 mm 

[ f /3 .己〜 4 .己 D 

焦点距離2日 mm 時の撮影距離 2 m iU 上、 

焦点距離 24 mm 時の撮影距離 0.7 m け上で使用可能 J 

f AF-S DX ED ] 8 〜 7 日 mm 

し f /3 .己〜 4 .已 G ( IF ) 

焦点距離1 8 mm 時の撮影距離1 m 似上で使用可能 

J 

AF 2 日〜 3 已 mm f /2.8 D 

焦点距離2日 mm 時の撮影距離].日 miU 上、 

焦点距離 24 mm 時の撮影距離] m しソ上で使用可能 J 

r AF-S VR ED 24 〜120 mm 

[ f /3 .己〜已 .6 G 

焦点距離 24 mm 時の撮影距離日. 8 m 1 ソ上で使用可能 

ぐ 

AF-S ED 28 〜 7 日 mmf /2.8 D 

V 

焦点距離 28 mm 時の撮影距離 3 m 上、 ^ 

焦点距離3日 mm 時の撮影距離] miU 上で使用可能 J 

fAF-S VR ED 2 日〇〜 4 日日 mm 

f /4 G 

IS - 

焦点距離 200 mm 時の撮影距離 4 m 似上、 1 

焦点距離2日 0 mm 時の撮影距離 2.5 m 1 ソ上で使用可能 J 
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^ 内蔵スピードライトに使用可能なレンズについて（つづき） 

• 内蔵スピードライト撮影時に使用可能な非 CPU レンズは、焦点距離び 18 mm から 
200 mm までのニッコール （ Ai - S 、 Ai 、 改造 Ai )、 ニコンレンズシリーズ E び使用できま 
す。ただし、次のレンズは使用に制限びあります。 


制限のある非 CPU レンズ 

ま 意 していただきたいこと ] 

Ai-S 2已〜已日 mm f /4、 

Ai 2已〜已日 mm 174、 
t Ai-S 3 己〜 70 mm f /3 .己 

焦点距離3日 mm 時の撮影距離] m 政上で使用可能 

ソ 

r Ai 己日〜300 mm f /4 .己 

Ai 改已〇〜300 mm f /4 .己、 
Ai-S ED 已日〜 3 日日 mm f /4 .己、 
t Ai 改 8 己〜 2 已日 mm f /4 

焦点距離13日 mrra ソ上で使用可能 

[Ai ED 已日〜 3 日日 mm f /4 .己 

焦点距離1日曰 mm iU 上で使用可能 1 

' Ai-S ED 200 mm f /2、 
t Ai ED 200 mm f /2 

使用でさません 
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調光補正 

調光補正とは、スピードライトとカメラび行う適正な調光を意図的に変えること b 
をいいます。たとえば、発光量をより多くして主要被写体を一段と明るく照らし g 
たいとさ、あるいは発光量をより少なくして、主要被写体に光び強く当たりすざ S 
ないようにしたいとさに使用します。調光補正は撮影モードダイヤルを口、 S 、 A 、 ^ 
M にセットしている場合に設定巧能です。撮影モードダイヤルをデジタルイメー 詳 
ジプ□グラムにセットしている場合、調光補正は設定でさません。 

1 撮影モードダイヤルとシンク□モードをセットします。 6 

• 別売スピードライトを装着していない場合は、シンク□モードボタン© .し 
を巧すと、同時に内蔵スピードライトびポップアップします。 ^ 

イ 

調光補正ボタン(シンク□モードボタン t 
〇 ) を押しなびら、サブコマンドダイヤルで 1 
補正量 （1/3 段ステップで+ ] 段〜一3段）を 
セットします。 

•補正量をセットすると、表示パネルとファイ 
ンダー内表示に調光補正マーク白君び表示 
されます。 

• 補正の目安としては、被写体（たとえば人物な 
ど）に対して、背景び明るい場合は+側に、背 
景び暗い場合は一側に補正するのび基本です。 


■3 構図を決めてピントを合わせ、ファインダー内にレディライトみび点灯し 
ていることを確認し、調光範囲を考慮して撮影します。詳しくは「内蔵ス 
ピードライトを使用した撮影」 （05 P .114) をご覽ください。 

• 調光補正を解除する場合は、調光補正ボタン巧 g を巧しながら、サブコマン 
ドダイヤルで補正量を日.日にセツトするか、ツーボタン U セツトを行ってくだ 
さい（カメラの電源スイツチを日 FF にしても解除されません)。 

gs 別売スピードライトの調光補正について 

別売スピードライト S 目-800、 SB - 目00使用時も、調光補正を行うことびできます。 

図9 :露出値ステップ幅（曲 P . 1 74) 

調光補正量のステップ幅を1/2段に変更でさます。 



じ 

+皆 
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FV □ック 

H 調光量を□ック（固定）することにより、被写体に調光量を合わせたまま構図を変え 
i たり、同じ調光量を維持したまま撮影することびでさます。被写体び画面の中央に 

1ない場合など、自由な構図で適切な調光量のスピードライト撮影び巧能です。 

台^ 

の • FV □ック中にカメラの撮像感度や絞り値を変更しても、スピードライトの発 
P 光量び補正されることにより FV □ックは維持されます。 


田 

15 AE/AF ロックボタ プ 

A 

品 AE 日リクのみ 

イ 

品 AF 日リクのみ 

じ 

品み AE 日ック維持 

な 

AF AF 作動 

回 

Q1FV 日ック►決定 1 


1 カスタムセッティング]已 「 AE/AF □ックボ 
タン」（田 P .178) で、 「FV □ック」に設定し 
ます。 


2撮影モードダイヤルとシンク□モードをセットします。 

•撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットし、別売スピードライトを 
装着していない場合は、シンク□モードボタン©を巧すと、内蔵スピー 
ドライトびポップアップします。 A & D 、 ミ、化、図の場合、シャッター 
ボタンを半押しすると、撮影状況に応じて内蔵スピードライトび自動的 
にポップアップします。 



L 


3調光範囲を考慮して、調光量を合わせたい 
一 被写体び画面の中むになるよラにカメラを構 
え、シャッターボタンを半押しして被写体に 
ピントを合わせます。 
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4 ファインダー内にレディライトみび点打して 
いることを確認し、 AE / AF □ックボタン@ 
を巧します。 

• スピードライトびモニター発光を行い、調光 
量を計算します。 

• FV □ックび行われ、ファインダー内表示に 
AE □ック表示 EL び点好します。 



構図を変更します。 



6シャッターボタンを押して撮影します。 

• FV □ック中は、被写体の露出を一定にしたま 
ま複数のコマを撮影することびでさます。必 
要に応じて手順巳〜6を繰り返してください。 




AE / AF □ックボタン@を押します。 

• FV □ックび解除され、ファインダー内表示 
から AE □ック表示 EL び消好します。 


口内蔵スピードライトの FV □ックについて 

内蔵スピードライト使用時の FV □ックは、カスタムセッティング19 「内蔵 SB 発光」 
(の P .1 81 ) び 「TTL モード」 （初期設定）に設定されている場合のみ機能します。 

^3別売スピードライトの FV □ックについて 

別売スピードライト SB - 800、 S 目-目00使用時も、 FV □ックを行うことびできます。この 
場合、 SB - 800の発光モードの種類を TTL または AA に、 SB - 目00の発光モードの種類を 
TTU こセットしてください（詳しくはそれぞれのスピードライトの使用説明書をご覧くださ 
い）。 FV □ック中に、 S 目-800、 S 目-目00のズーム位置を変更しても、スピードライトの発 
光量び補正されることにより、 FV □ックは維持されます。 


0撮影機能の詳細—スピ—ドライト撮影 
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セルフタイマー撮穀 


セルフタイマーによる撮影は記念写真など、撮影者自身ち一緒に写りたいとさな 
囚 どに便利です。 


撮 


能 

の 

詳 

細 

I 

セ 

ル 

フ 

夕 


7 

I 

撮 

影 


1 兰脚などを使用してカメラを固定します。 

2撮影動作モードボタン IP を押しなびら、メイ 
ンコマンドダイヤルを回して、セルフタイマー 
モード表示&を表示パネルに表示させます。 


回 




L 


3構図を決め、ピントを合わせます。 

• オートフォーカスびフォーカス優先のシング 
ル AF ヴーボ ( AF - S ) でピントび合っていな 
いとさなど、カメラのシャッターびされない 
状態ではセルフタイマーは作動しません。 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光 
を防ぐため、撮影モードダイヤルを M (マ 
ニュアル）外にセットした場合は、シャッ 
ターボタンを巧す前に手または付属のアイ 
ピースキャップ DK - 己で接眼部を覆ってくだ 
さい。アイピースキャップは、接眼目当てを 
取り外し、ファインダー接眼部の上から差し 
込むように取り付けます。 

• フォー カスモードを AF (才ートフ ォー カス） 
にセットしてピントを合わせる場合は、セル 
フタイマーを作動させるとさにレンズを体な 
どで覆わないようにを意してください。 
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シャッターボタンを巧します。 

• セルフタイマー撮影を開始すると、セルフタ 
イマーランプ （ AF 補助光）び約8秒間点滅、 
約2砂間点打して合計で約]日秒後にシャッ 
ターびされます。 

• セルフタイマーの作動中は電子音び繰り返し 
なります。シャッターびきれる前の約2砂間 
は、電子音の間隔び短くなります。 

•撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセッ 
卜した場合、セルフタイマーの作動中に内 
蔵スピードライトを上げると、作動中のセ 
ルフタイマーをキャンセルします。ファイン 
ダー内のレディライトちび点灯してから再 
度シャッターボタンを押すと、再びセルフタ 
イマーび作動します。 

• 撮影モードダイヤルを M (マニュアル）にセッ 
卜して、シャッタースピードび bu L fa に 
セットされている場合は、シャッタースピー 
ドび約]/已秒でシャッターびされます。 

• 撮影後、セルフタイマーは解除され、 回 （1 
コマ撮影）、〇!)(連続撮影）のラち、直前に 
セツトされていた撮影動作モードに戻ります。 


P セルフタイマーの解除について 

セルフタイマーの待機中、または作動中に電源を日 FF にすると、セルフタイマーは解除され、 
[U (1 コマ撮影 )、 Oj (連続撮影）のうち、直前にセツトされていた撮影動作モードに戻りま 
す。また、他の撮影動作モードに切り換えることにより、作動中のセルフタイマーを解除す 
ることちでさます。 

^1: 電子音設定（田 P . 166) 

セルフタイマー作動中の電子音を消音することびでさます。 

图 24: セルフタイマー（田 P . 18 巨） 

セルフタイマーの作動時間を2秒、日秒、20秒のいずれかに変更でさます。 



撮影機能の詳細—セルフタイマ—撮影 
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リモコン撮影 


別売の U モコン ML - L 3 を使用すると、離れた場所からカメラのシャッターをさる 
ことびでさ、記念写真など撮影者自身ち一緒に写りたいとさに便利です。 

0リモコンをはじめてご使用になるとをのごま意 

U モコンをはじめてご使用になるときは、 U モコンにはさんである透明の絶縁シートを引 
さ抜いてからご使用ください。 


[ 撮影 動作モード 

内容 1 

0 

1 

2 秒 U モコン 
撮影 

し 

、 

記念写真など、 U モコンを操作した撮影者自身び写真に写る 
場合に、自然な体勢に整えることびでさます。 

广 

B 

瞬時 IJ モコン 
撮影 

- 

シャッターボタンを巧すことによる手ブレを防止したいとき 
など、シャッターチャンスを優先しつつカメラに直接触れず 
に撮影を行ラことびでさます。 


E リモートコー ド MC - DC 1 について 

別売の U モートコード MC - DC ] (田 P .23 目）を使用して、コード長の範囲でカメラから離れ 
てシャッターボタンを操作することびでさます。接写撮影時など、少しでも手ブレを防ぎたい 
場合に効果的です。また、シャッターボタンを押し込んだままの状態で固定することわできま 
すので、長時間露出（バルブ）撮影や、連続撮影などを行ラ場合に便利です。 
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u モコンによる撮影ス 


兰脚などを使用してカメラを固定します。 



0 


撮影動作モードボタン IP を押しなびら、メ 
インコマンドダイヤルを回して、2砂リモコン 
モード表示 I または瞬時 U モコンモード表示 I 
を表示ノネルに表示させます。 

• これらの撮影動作モードにセットしてから、 
約]分間、 U モコン受信待機状態になります。 
操作のないまま約]分び経過すると、 U モコ 
ン受信待機状態び解除されて、 [1] (1 コマ撮 
影)、〇!)(連続撮影）のうち、直前にセットさ 
れていた撮影動作モードに戻ります。 



つ 構図をミ夫めます。 

• フ オー カスモードび AF (オートフ オー カス) 
の場合は、 U モコン受信待機状態でも、カメ 
ラ本体のシャッターボタンを半巧しすること 
により、あらかじめピントを合わせておくこ 
とびでさます。ただし、カメラ本体のシャッ 
ターボタンでシャッターをさることはでさま 
せん。 

• 適正露出に影響を与える接眼部からの逆入光 
を防ぐため、撮影モードダイヤルを M (マ 
ニュアル）1；(外にセットした場合は、付属の 
アイピースキャップ D K - 己で接眼部を覆って 
ください。アイピースキャップは、接眼目当 
てを取り外し、ファインダー接眼部の上から 
差し込むように取り付けます。 


0撮影機能の詳細—リモ n ン撮影 
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ij モコン M L-L3 の送信部をカメラの IJ モコン受 
光部に向け、送信ボタンを押します。 

•屋外で U モコン撮影を行ラ場合、 リモコンの 
送信部とカメラのリモコン受光部の間び装着 
レンズや障害物でさえぎ5れないよラにして 
ください。 また、 カメラび極端な逆光状態で 
はリモコン撮影び行えない場台びありまず 
•2 秒 IJ モコン撮影、瞬時リモコン撮影とカス 
タムセッティング2 「AF モードの選択」 （SE 
P.1 目 7) の組み合わせによって、カメラは次 
のように動作します (fAF-SJ に設定されてい 
る場合でを、すでにピントび合っている場合 
や フォー カスモード（曲 P .74) び M の場合 
はピント合わせを行いません)。 


カスタムセツ 


瓶が勤 TF 
モード 

rAF-SJ ， 

(シングル AF ヴーボ） 

^ rAF-CJ 

(コンテイニユアス AF サーボ） 

0 

1 

2秒 U モコン 
撮影 

ピント合わせを行い、ピントび合つ 
てから、セルフタイマーランプ （AF 
補助光）び約2秒間点好してシャッ 
ターびされます。ピントび合わない 
場合は、待機状態に戻ります。 

約2秒間、 セルフタイマー^ 

ランプ （ AF 補助光）の点な 
を行い、シャッターびされ 
ます。ピント合わせは行い 
ません。 J 

1 

瞬時 IJ モコン 
撮影 

ピント合わせを行い、ピントび合つ 
てから、すぐにシャッターびされ 
ます。撮影び完了するとセルフタイ 
マーランプ （ AF 補助光）び一瞬点な 
してお知らせします。ピントび合わ 
ない場合は、待機状態に戻ります。 

すぐにシャッターびされま"! 

す。ピント合わせは行いま 
せん。撮影び完了するとセ 
ルフタイマーランプ （ AF 補 
助光）び一瞬点好してお知 
らせします。 J 


撮影後ち U モコン撮影は解除されません 。 U 
モコン受信待機時間（初期設定で]分）び経過 
すると、 [1](1 コマ撮影）、〇](連続撮影） 
のうち、直前にセットされていた撮影動作 
モードに戻ります。 


^1:電子音設定（田 P.166) 

2秒 U モコン撮影作動中、および瞬時 U モコン撮影完了時の電子音を消音することびでさます。 
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0 リモコン撮影の解除について 

U モコン撮影の待機中、または作動中に電源を日 FF にすると、 U モコン撮影は解除され 、 [UH 
(1 コマ撮影)、 Oj (連続撮影）のうち、直前にセットされていた撮影動作モードに戻ります。撮 
また、他の撮影動作モードに切り換えることにより、作動中の2秒リモコン撮影を解除する I 
ことちでさます。 ^ 

0長時間露出（タイム）について i 

撮影モードダイヤルを M (マニュアル）にセットして U モコン撮影を行う場合、30秒よりを P 
低速側のシャッタースピードにセットするとタイム露光となり、表示パネルおよびファイン y 
ダー内表示のシャッタースピード表示部に--び表示されます （bu Lb にはなりませ モ 
ん)。この場合、 U モコンの送信ボタンを押すと、約2秒後に秒リモコン撮影時）もしくは^ 
すぐに腮時リモコン撮影時）シャッターび開いたままになり（最長約30分)、再度リモコン 
の送信ボタンを押すとシャッターび閉じて露光び完了します（シャッターを開いたまま約30影 
分経過すると、自動的にシャッターは閉じます）。なお、長時間（約1秒よりを低速）の撮影 
を行った場合は、ノイズによりを少ヴラついた画像になります。このノイズは撮影メニュー 
「ノイズ除去」 （田 P .161) により低減することびできます。 

P 長時間露出時の電源について 

シャッタースピードを--(タイム）にセットして長時間露出撮影する場合は、撮影中のバッ 
テリー切れを防ぐため、電源としてフル充電した EN - EL 3 a または AC アダプタ EH - 己（別売） 

のご使用をおすすめします。 

P スピードライトについて 

スピードライトび撮影時に発光する条件では、スピードライトの充電び完了するまでに U モコ 
ンの送信ボタンを押しても、カメラは反応しません。撮影モードダイヤルを A お S 、 芝、化、因 
にセットした場合、撮影動作モードを2秒 U モコン撮影または瞬時 U モコン撮影にセットする 
とスピードライトの充電び開始され、充電完了後に U モコンの送信ボタンを押すと、撮影状況 
に応じて内蔵スピードライトび自動的にポップアップします。また、 P 、 S 、 A 、 M の場合、2 
秒 U モコン撮影の作動中に内蔵スピードライトをポップアップすると、作動中の2秒リモコン 
撮影をキャンセルします。ファインダー内のレディライトちび点灯してから再度 U モコンの送 I 

信ボタンを押すと、再び2秒 U モコン撮影び作動します。 

P 赤目軽減発光について 

シンク□モードび赤目軽減モード、赤目軽減ス□ーシンク□モード、赤目軽減オートモード、 

赤目軽減ス□ーシンク□オートモードのいずれかにセットされている場合、赤目軽減ランプび 
約]秒間照射されてからシャッターびされます。2秒 U モコン撮影の場合、セルフタイマーラ 
ンプび約2秒間点滅した後、赤目軽減ランプび約]秒間照射されてからシャッターびされます。 

P 25 :リモコン待機時間の H P .186) 

U モコン撮影の受信待機時間を己分、1日分、1日分のいずれかに変更でさます。 
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リモコンの電池の交換方法について 

別売のリモコン ML - L 3 の電池は CR 2 日2己型 3 VU チウム電池を]個使用しま 
す。交換ち法は次のとおりです。 



1 電池ホルダー着脱レバーを矢印の方向にスラ 
イドさせて、□ックを解除しなびら （①)、 U 
モコン本体から電池ホルダーを取り出します 
(③)。 






2 電池ホルダーから U モコン用の電池を取り出 
します。 

冷 


〇 CR 2 日2己型 3 VIJ チウム電池]個を+極側を 
^ 上にして電池ホルダーに入れます。 



4 電池ホルダーを U モコン本体にカチッと音び 
するまで巧し込みます。 



P 電池の保管時のごま意 

電池は幼児の手の届かないところに置さ、万一、お子様び飲み込んだ場合は、ただちに医師 
と相談してください。ご使用の前に、安全上のごミち意（田 ii ) をよくお読みください。 
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一□撮影機能の詳細—リモ n ン謬が 


■ 









ツーボタンリセッ 



ツーボタン U セツトにより、簡単に各機能の働さやカメラ各部の設定を初期状態 
に戻すことびでさます。カメラ操作中にいったんカメラを初期状態に戻したい場 
合に便利です。ただし、ツーボタン U セットではカスタムセッティングの U セツ 
卜はでさません。 


オートブラケティングボタン <1と測光モードボ 
タン^ (それぞれのボタンに緑色の♦び表示さ 
れています）を2秒上同時に押すと、一瞬表示パ 
ネル、ファインダー内の表示び消え、カメラの各機 
能び次のよラに初期設定に戻ります。 







〔 撮影動作モード 

] コマ撮影※] ) 

r シンク□モード 


〔 フオーカスエ U ア 

中央^ 2 ] 

P 、 S 、 A、M 

先幕シンク □ 

〔 測光モード 

マルチノ くターン測) "6^ 

、を、化 

先幕シンク□オート 

( プ□グラムシフト 

解除う 

因 

ス□ーシンク□オート 

〔AE □ックのホールド状態 

解除^ 3 ] 

〔 調光補正 

解除 } 

[ 露出補正 

解除 （0.0)] 

〔 FV □ック 

解除 ) 

〔オートブラケティング 

臟 ] 

[ イルミ ネーター 

ミ肖： 0 ) 


图 

撮 

影 

機 

能 

の 

詳 

細 

I 

ツ 

I 

ボ 

夕 

ン 

U 

セ 

ツ 


セルフタイマー、2秒 U モコン撮影作動中は、ツーボタン U セットび行えません。 

《2カスタムセッティング3 「AF エリアモード設定」 び 「シングル」 または 「ダイナミック」 
に設定されている場合です。 


《3カスタムセッティング1己 「 AE/AF □ックボタン」 は U セットされません。 


ツーボタン U セツトでは、次の撮影メニュー項目の内容ち初期状態に戻ります。 



〔 画質モード 

NORMAL ] 

C 画像サイズ 

L J 

( ホワイトバランス 

A けー ト ） J 



図 R :リセット（田 P .165) 

カスタムセッティング R 「リセット」 で 「ずる」 を選択するとすベてのカスタムセッティング 
び IJ セツ トでさます。 
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备生機能め詳細 


ここでは、]コマ再生表示、画像情報の表示、ヴムネ 
イル表示、拡大表示、画像のプ□テクトなどボタンに 
よる再生中の操作についての詳細を説明します。 





1 コマ再生表お 

□7 日 S は次の 2 つのち法で、撮影された画像を液晶モニタに表示（再生）します。 


CF 力ードに撮影した画像を記録しながら、 
自動的に液晶モニタに表示します。 


L 八成づ 

J 

n 

100N070S DSC_0001. JPG 

巧 NORMAL 


再生ボタン El を巧すと、最後に撮影した 
画像を表示します。 


圏 



マルチセレクターの▲を巧すと前の画像を、▼を押すと次の画像を見ることびで 
さます。 

•] コマ再生表示中にメニューボタン11 1 を押すと、再生を終了し、メニュー画 
面 （SB P.41) び表示されます。 

• 1 コマ再生表示中に再生ボタン！§1を巧す、またはシャッターボタンを半押 
しすると、モニタの表示画面び消え、撮影モードに戻ります。 



^重靈の詳細 
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0 マルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な^ 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 再 

_ 王 

圓縦位置自動回転(田 P . 1曰 2) 變 

通常、縦位置で撮影された画像は、液晶モニタでも縦位置で再生されますび、再生メニュー^ 
の 「縦位置自動回転」 では、すべての画像を横位置で再生するよラに変更でさます。ただし、 P 
SETUP メニューの 「姿勢情報記録」 （SB P.203) を 「OFF」 に設定して撮影した画像は、 「縦 
位置自動回転」 の設定にかかわらず、すべて横位置で表示されます。 

図7 :撮影画像確認(阻 P . 1 73) 

「OFF」 に設定すると、撮影後、再生ボタン m を押した場合のみ、撮影済みの画像を表示す 
るように変更できます。 

図22 : 液晶モニタパワーオフ （田 P .18 日） 

初期設定では、20秒間何も操作を行わないと、液晶モニタ表示は自動的にオフになりますび、 
自動的にオフになるまでの時間を変更でさます。 



139 


標準表示 

1 プ□テクト設定の有無 

2コマ番号/画像数 ....... 

3 フオルダ名 . 

4 ファイル名 . 

5 画像サイズ . 

6画質モード . 


6 


撮影情報1 


1 

プ□テクト設定の有無... 

........ P .14 已 

2 

コマ番号/画像数 . 

........ P .1 己] 

3 

カメラ名 


4 

撮影曰付 . 

. P .16 

5 

撮影時間 . 

. P .16 

6 

測光モード . 

. P .86 

7 

シャッタースピード ....... 

. P .88 

8 

絞り値 . 

. P .88 

9 

露出モード . 

. P .88 


露出補正 . 

… P .101 

10 

焦点距離 . 

… P .228 

11 

調光モード . 

… P .112 


0 




0画像コメントについて 

画像コメント （BE P .197) は、画像情報では表示されません。 
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画像情報の表お 

1コマ再生表示中にマルチセレクターの◄および►を巧すと、次のように撮影情 
報の表示び切り替わります。 


[: 


撮影情報2 W 撮影情報1^標準表示 • 


只 i 等 ラム ィ 

表 


八イライト, 
表示 


ENORHAL 


已 T 8 3 已 3 
4 已 8 4 4 4 
111 P P P 
P P P 

























P .14 已 
P . l 己] 
.. P .64 
.. P .48 
.. P .50 
.. P .54 
.. P .4 己 
.. P .43 
.. P .66 
.. P .67 
.. P .68 
.. P .69 
.. P .69 



ヒストグラム表示 

1 プ□テクト設定の有無 . P .14 已 

2 コマ番号/画像数 . P .1 己1 

3 画像のヒストグラムび表示されます。横軸 
はレベル、縦軸は画素数を表します。 


E D 70 S のヒストグラム表示について 

D 70 S のヒストグラム表示は、画像加エアプ U ケーションで表示されるヒストグラムと異な 
ることびあります。目安としてご使用ください。 


み 


ハイライト表示 

1 プ□テクト設定の有無 . P .14 已 

2 画像の八イライト部分び点滅表示されます。 
3 コマ番号/画像数 . P .1 己] 


〇 〇 〇 



UrlU 


阿。占^ 

iir ィ ■ リ …■"— W - 

dSb 


DEVELOPMENT 

ISO 

WHITE 目化 •• + 
SIZE. QUALITY 
SHARPNESS 
TONE 

COLOR. HUE 
SATURATION 


■ ■■■整 

無 i i i i 調 
有 一 i i i 微 
の数 一 i スス 
定像 一 i ンン 
設画定 ー ララ----ド 
卜/受 W "V " V ズド 

ク号 b 度トトイ-調正モ i 定 
2 テ蚕び感イイサモ強補 I い設 
報□マ上像ワワ像質郭調ラ合度 
プ n 仕撮ホホ画画輪階力色彩 

6 7 8 9 W 


i 


國重靈の詳細 

巧な巧⑩ 


©I 


©I 
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サムネイル表示 

m サムネイルボタン El を押すごとに、画面に表示さ 
I れる画像の数を切り換えることびでさます。設定で 
機さるのは、 ] コマ、4コマまたは9コマのいずれか 
^です。4コマと9コマの表示時は、画像はサムネイ 
詳ル（縮小画像）で一覧表示されます。この状態では次 
の操作び巧能です。 



[機能 

操作 

内容 ' 

表术〕マ 
数の変更 

回 

サムネイルボタン 0 を巧すごとに、表示コマ数 
(1 コマ/4コマ/9コマ）び切り替わります。 

戸 

画像の選択 


マルチセレクターの►を押すと、表示 
画面でカーソル（黄色い枠）び移動します。選択す 
る画像にカーソルを合わせます。 

選択画像の 
削除 

〇 

削除ボタン®を巧すと削 
除確認画面び表示されます 
(曲 P .146)。 

• 削除確認画面の表示中に 
再度削除ボタン〇を押 
すと画像の削除び実行さ 
れ、サムネイル表示画面 

1 

f 削除しますガ？ 1 
， のはし、 j 

3»麵 

に戻ります。 

• 削除確認画面の表示中に'肖 
タンを巧すと、画像の削 g 
ムネイル表示画面に戻りま 

iU 除ボタン® iU 外のボ 
ををキャンセルして、サ 
す。 
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機能 

操作 

内容 1 

r 

選択画像の 
拡大表示 

BP(9) 

画像の表示中に実行ボタン画因（拡大再生ボタン 1 

9) を押すと、選択中の画像び拡大表示されます 
(田 P .144)。 拡大表示中に、マルチセレクターを 
操作すると、画面をスク□ールさせて見たい部分に 
移動でさます。再度実行ボタン团团を押すと、拡大 
表示び終了し、サムネイル表示画面に戻ります。 
•拡大表示中にサムネイルボタン ！□ を巧している 
間、画像全体の縮小画像び表示され、拡大部分びホ 
いお大工 U ア選択粋で囲まれます。サムネイルボタ 
ン 0 を巧しなびらメインコマンドダイヤルを回す 
と拡大範囲（選択砕の大ささ）び変更でさ、マルチ 
セレクターを操作すると、選択枠を移動でさます。 
巧していたサムネイルボタン 0 を放すと、お大工 
IJ ア選択枠内の部分び瞬時に拡大表示されます。 

J 

r 

表示画像の 
プ□テクト 
設定/解除 


画像の表示中にプ□テクトボタン®を押すと、選 I 
択されている画像にプ□テクトアイコン 1^ び表示 
され、プ□テクトび設定されます（の P . 14日)。プ 
□テクトアイコンび表示されている画像は、削 
除ボタン画 I または再生メニューの「削除」では削除 
でさません（ただし、 CF カードをフオーマットする 
と、プ□テクトをかけた画像ち削除されます)。プロ 
テクトアイコン 1^ び表示されている画像を選択し 
てプ□テクトボタン®を押すと、プ□テクトアイ 
コン！^び消え、プ□テクトび解除されます。 J 

广メニュー 

面の表示 

pi 

メニューボタン晒！）を押すと、再生び終了し、メ1 
ニュー画面（田 P .41) び表示されます。 J 

r 

撮影モー 
ドに戻る 

回 / 

シャッターボタン 

再生ボタン i§l を巧す、またはシャッターボタンを f 
半押しすると、モニタの表示画面び消え、撮影可能 
状態になります。 

- 


0 マルチセレクターの操作 

画像の再生中やメニューの操作中は、フオーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 

^22 :液晶モニタパワーオフ（曲 P .18 己） 

初期設定では、20秒間何も操作を行わないと、液晶モニタ表示は自動的にオフになりますび、 
自動的にオフになるまでの時間を変更でさます。 
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拡大表お 

画像の表示中に実行ボタン 013 な広大再生ボタン^)を巧すと、表示されている 
画像 （1 コマ表示時）または選択されている画像 （4 コマ/9コマ表示時）び長さ 
比で最大約 4.7 倍（画像サイズび L の場合)、約 3.5 倍（画像サイズび M の場合） 
または約 2.4 倍（画像サイズび S の場合）まで拡大表示されます。この状態では次 
の操作び巧能です。 



操作 


内容 


拡大表示 
の開始/ 
終了 


嗎 （ Q ) 


実行ボタン画因（拡大再生ボタン9 ) を巧すと、画 
像び拡大表示されます。拡大表示中に実行ボタン 
113 を押すと、拡大表示び終了し、拡大再生前の表 
示に戻ります。 


拡大率の 

変更 



サムネイルボタン0を 
押している間、画面のち 
下側に画像全体の縮小画 
像び表示され、拡大表示 
される部分びホい化大工 
U ア選択枠で囲まれます 
ので目安にしてください。 

この化大工 U ア選択枠は、 

サムネイルボタン0を巧しなびらメインコマンド 
ダイヤルを反時計回りに回すと小さく（化大率は大 
きく）なり、時計回りに回すと大きく（拡大率は小さ 
く）なります。押していたサムネイルボタン0を 
放すと、お大工 IJ ア選択枠内の部分び瞬時にお大表 
TJX ごれます。 



画像の 
他の部分 
の表示 


画像の拡大表示中にマル 
チセレクターの 



◄ / ►を押すと、画面を 
スク□ールさせて見たい 
部分に移動でさます。マ 
ルチセレクターを巧し続 
けると、高速移動するこ 
とびでさます。また、ヴ 



ムネイルボタン0を押しなびらマルチセレクター 
の►を押すと、お大工 U ア選択枠を移 
動させることびでさます。 , 


744 























画像のプ□テクト 

画像にプ□テクトを設定すると、その画像を削除することびできなくなります。^ 
これにより、誤って画像を削除してしまうことを防止できます。画像の表示中に! 
プ□テクトボタン®を押すと、表示されている画像 （1 コマ表示時）または選機 
択されている画像 （4 コマ/ 9コマ表示時）にプ□テクトび設定されます。 1 

1 T コマ表示の場合は、プ□テクトする画像を表示します。4コマ/9コマ || 
表示の場合は、プ□テクトする画像をマルチセレクターにより選択します。 


2プ□テクトボタンを押します。画像にプ□テクトアイコン1^び表 
示されます。 



画像のプ□テクトを解除するには、解除する画像を表示 （1 コマ表示の場 
合)、または選択 （4 コマ/9コマ表示の場合）して、プ□テクトボタン® 
を巧します。 



口 CF 力ードのフオーマット 

CF カードをフォーマットすると、プ□テクト設定した画像も消去されますのでごを意くださし、。 

プ□テクト画像のファイル属性 

プ□テクト設定した画像は、 D 日 S ファイルフォーマットの「読み取り専用」属性になります。 
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画像の削除 

^画像の再生画面では、ボタン操作によって]コマ単位で削除でさます。削除した 

I画像は元に戻せません。 
m 

11 ] コマ再生表示の場合は、削除する画像を表示します。4コマ/9コマ表 

巧 示の場合は、削除する画像を選択します。 

詳 

細 

2削除ボタン醒 Iを巧します。削除確認の画面び表示されます。 




• 再度削除ボタン画！を巧すと、表示中の画像び削除されます。 

• 画像を削除しない場合は、削除ボタン画 liu 外のボタンを巧してください。 


プ□テクト設定/非表示設定された画像の削除 

プ□テクト設定されている画像や、非表示設定されている画像は削除でさません。 

圓削除 ( 函 P .148) 

再生メニューの「削除」では、複数の画像を選択して削除したり、全画像を一括して削除する 
ことびでさます。 
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液晶モニタに表示されるメニュー画面からカメラの 
各種設定を変更でさます。 

再生メニュー（田 P . 148〜 159) 

再生メニューは、 CF カードに記録した画像をスライ 
ドショーで再生するなどのメニュー項目び含まれてい 
ます。 

撮影メニュー （ aBP . l 目〇〜 162) 

撮影メニューは、仕上びり設定やノイズ除去など、よ 
り高度な撮影をする場合のメニュー項目び含まれてい 
ます。 


カスタムメニュー （as P .1 目3〜18目） 

カスタムメニューは、カメラの各種設定を撮影者の好 
みに合わせて変更する、カスタムセッティングに使用 
します。 


SETUP メニュー(曲 P .187 〜20 4) 

SETUP メニューは、 CF カードのフ オーマット や 曰 
付の設定など、カメラの基本的なセットアップに使用 
するメニュー項目び含まれています。 








[ 設定 

内容 1 

〔選択画像削除 

選択した画像を削除します。 ] 

〔全画像削除 

全画像を削除します。 ] 


^ 非表示設定、プ□テクト設定された画像について 

びついている画像はプ□テクト設定 （ SHP . 14日）されているため、削除でさません。ま 
た、非表示設定 （ agp . i 己日）されている画像はサムネイル表示されないため、削除でさません。 

E マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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セレクターの►を押すと、削除画面び表示されます。 


JUl 選が画像削除 


t 全画像削除 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択できます。 


再生メニューには、次のメニュー項目びあります。 




〔 削除 

P .148 〜]已 0] 

再生フォルダ設定 

P .1 己1 

( 縦位置自動回転 

P .152 ] 

スライド シヨー 

P .1 己3〜]己4 

〔 非表示設定 

P .1 已已~]已6] 

プリント指定 

P .1 己7〜]己9 


カメラに CF カードび入っていない場合、再生メニューは表示されません。 


削除 

再生メニュー画面から 「削除」 を選択して、マルチ 



再生フオルタ設定 ND 70 S 
縦位置自動回転 ON 
スライドジト を 2 s 

非表示設定 ご;! 

フリント指定 呂 
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選択画像の削除 

r 選択画像削除」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、再生メニューの 「再 
生フオルダ設定」（田 P.1 己 1) で設定したフォルダ内の画像びサムネイル表示さ 
れます。 




マルチセレクターの▲または▼の操作により 
選択画像の削除が設定されます。削除が設定 
された画像には圆が表示されます。 

• 1 と 2 の手順を繰り返して削除する画像を 
すべて設定してください。 

• 削除の設定を解除する場合はマルチセレク 
夕一の▲または▼を押して、圆を消します。 
• 削除設定を行わずに終了する場合は、メ 
ニューボタン111を巧すと、再生メニュー 
画面に戻ります。 


图 

メ 


IL 

I 

ガ 


ド' 

I 

再 

生 

メ 


a 


3 

F 還が画像削除 
、 肖り除、しますかク 

國 

1 ぃ 1枚. 

が1いいえ画亟)み司 


削除設定した状態で実行ボタン113を巧す 
と選択画像削除画面が表示されます。マルチ 
セレクターの▲または▼を操作して、「はい」 
または「いいえ」を選択します。 

• 「はい」を選択してから実行ボタン11因を 
巧すと、画像の削除を実行し、削除完了表 
示をして再生メニュー画面に戻ります。 

• 「いいえ」を選択してから実行ボタン113 
を巧すと、画像の削除は行われずにヴムネ 
イル表示画面に戻ります。 



749 




















を画像削除 

0「全画像削除」を選択して、マルチセレクターの ► 
と を押すと、ちの画面び表示されます。マルチセレク 
;ターの▲または▼を操作して、「はい」または「いい 
え」を選択します。 

ィ • 「はい」を選択して実行ボタン GB を押すと、「再 
If 生フオルダ設定」 （0 BP .1 己 1) で設定したフオル 
再 ダ内の全画像の削除び実行され、削除完了表示 
f 後、再生メニュー画面に戻ります。 

二 • 「いいえ」を選択して実行ボタン1113を押すと、 
t 画像の削除は行われずに削除画面に戻ります。 




E 削除に必要な時間について 

「選択画像削除」、または「全画像削除」を実行する場合、作成されているフォルダ数、および 
記録されている画像ファイル数により、画像の削除び完了するまで数十分の時間びかかる場 
合びあります。 
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再生フォルダ設定 

画像を再生するフォルダを設定します。再生メ 
ニユー画面 （曲 P .148) から 「再生フォルダ設定」 
を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「再 
生フオルダ設定」の画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 1 

〔記録中のフオルタ’ 現在記録に使用されているフオルダを選択します。 ] 

ド 

全てのフオルタ’ 

CF カードに記録されている、参照可能なすべてのフオルダを選] 

択します。 J 


E 撮影後の再生フォルダ設定について 

再生するフォルダ設定を「全てのフォルダ」にしても、撮影を行ラと、自動的に「記録中のフォ 
ルダ」に変更されます。参照可能なすべてのフォルダの画像を再生するには、再度「全ての 
フォルダ」に設定してください。 

E 記録ずるフオルタ’について 

画像を記録するフォルダは SETUP メニューの「フォルダ設定」（田 P.188) で設定してくだ 
さい。 

口 SETUP メニューの r フオルタ’設定 J でフオルダを選択した場台 

複数のフォルダを作成した状態で、再生するフォルダ設定を「記録中のフォルタ’」にすると、 
SETUP メニューの口ォルタ’設定」（の P.188) で選択されているフォルダのみび再生の対 
象となります。 

0 CF カードを交換した場台 

再生するフォルダ設定を「記録中のフォルダ」にして、 CF カードを交換した後、撮影を行わ 
ずに画像を再生すると、「撮影画像びありません」というメッセージび液晶モニタに表示され 
ます。この場合、再生するフォルダ設定を「全てのフォルダ」にしてください。 
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縦位置自動回面 

このカメラは、撮影時に構図の縦位置•横位置を感 
知する縦横位置センサーを内蔵しており、撮影画像 
に縦横位置の情報び記録されます。通常は画像再生 
時に、撮影時の縦横位置を反映し、画像を自動的に 
回転して液晶モニタに表示しますび、「しない」に 
設定すると、すべての画像を橫位置として表示しま 
す。再生メニュー画面（田 P .148) から「縦位置自 
動回転」を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、「縦位置自動回転」の設定 
画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 J 

ずる 

画像再生時に、撮影時の縦横位置（函 P .203) を反映し、画像] 

を自動的に回転して液晶モニタに表示します。 J 

〔しなぃ 

画像再生時に、すべての画像を横位置として表示します。 ] 


E 縦位置画像の再生について 

撮影画像を縦位置で再生する場合、画像び長さ比で約2/3に縮小されて表示されます。画面いっ 
ぱいに画像を表示したい場合、 「縦位置自動回転」 を 「しない」 に設定して再生してください。 

圓姿勢情報記録（阻 P .203) 

SETUP メニューの 「姿勢情報記録」 では、撮影するすべての画像を横位置として記録するよ 
うに変更でさます。 「姿勢情報記録」 を 「 OFF 」 に設定して記録された画像は、 「縦位置自動回 
IeJ の設定にかかわらず、すべての画像び横位置で表示されます。 
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スライド シヨー 

画像を一定の間隔で順次再生するスライドショーを 
行います。再生メニュー画面 （as P. 148)から 「ス 
ライドショー」 を選択して、マルチセレクターの ► 
を巧すと、スライドショー選択画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 1 

〔 開始 

スライドショーを開始します。 ] 

〔インターバル設定 

画像を切り換える時間間隔を設定します。 〕 


スライド シヨー の開始 

r 開始」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、スライドショーび始まりま 
す。 r 再生フォルダ設定」 （as P.1 己 1 ) で設定されたフォルダ内の画像び記録され 
た順番で再生されます。ただし、 「非表示設定」 （田 P .1 己己）されている画像は再 
生されません。スライドショーの実行中は、次の操作び巧能です。 


[ mm 

操作 

内容 1 

1コマ進む 

© 

マルチセレクターの▼を押すと、]コマ進みます。 

ゾ 

1コマ戻る 

© 

マルチセレクターの▲を巧すと、 ] コマ戻ります。 

画像情報を見る 

' V 

© 

マルチセレクターのイまたは►を巧すと、スライド1 
ショーの再生中に画像情報び表示され、画像情報画面 
の切り換えびでさます。 

一時停止する 

1^^ 

実行ボタン113を押すと、スライドショーび一時停止 1 
します。 J 
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中に表示される選択画面から、 「インターバル 設定」 
を選択します。マルチセレクターの▲または▼を操 
作して、画像を表示している時間を2砂、3砂、已砂、 

1日秒のいずれかから選択します。 

インターバル時間を選択した後、マルチセレクター 
の►を巧すと設定び有効になり、スライドショーの 
設定画面に戻ります。「開始」を選択してマルチセレ 
クターの►を押すと、スライドショーび始まります。 


スライドショーを中止I 


再生メニューへ 
戻る 




メニューボタン BB を巧すと、 
して再生メニューに戻ります。 


再生モードに 
戻る 


再生ボタン@を押すと、スライドショーを中止して 
再生モードに戻ります。 


撮影モードに 
戻る 


シャッターシャッターボタンを半押しすると液晶モニタび消なし、 
半押しスライドショーを中止して撮影モードに戻ります。 


スライドショーび終了するか、一時停止をした場合 
にはちの画面び表示されます。マルチセレクターの 
▲または▼でメニュー項目を選択し、►を巧すと実 
行されます。 

• 「再開」 を選択すると、現在表示されている画像 
の次からスライドショーび再開されます。 

• 「インターバル設定」 を選択すると、画像を切り 
換える時間の間隔を設定でさます。 

• この状態でマルチセレクターの◄を巧すか、メ 
ニューボタン1111を押すと、再生メニュー画面 
に戻ります。 



を 2 s イソタ - W 設定 



©2 s イソタ-州 I 設定 


インターバル設定 

1コマの画像を表示している時間の変更びでさます。 
スライドショーの開始前、終了後、または一時停止 
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照お設定 

画像を非表示設定にすると、その画像は非表示設定 
画面外では表示されなくなります。再生メニュー 
画面（田 P.148) から 「非表示設定」 を選択して、 
7ルチセレクターの►を押すと、再生メニュー画面 
の r 再生フオルタ'設定」（の P. 1已1 ) で設定したフオ 
ルダ内の画像びサムネイル表示されます。 


1 


2 




マルチセレクターのイまたは►を操作して非マルチセレクターの▲または▼の操作により 
表示設定にする画像を選択します。 選択画像が非表示設定されます。非表示設定 

された画像には閣が表示されます。 

• 1 と 2 の手順を繰り返して非表示にする画 
像をすべて設定してください。 

• 非表示設定を解除する場合はマルチセレ 
クターの▲または▼を押して、閣を消し 
ます。 

• 非表示設定を行わずに終了する場合はメ 
ニューボタン BB を巧すと、再生メニュー 
画面に戻ります。 


非表示設定した状態で実行ボタン113を巧 
すと非表示設定が実行され、再生メニュー画 
面に戻ります。 


■ 
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■ を J が J 難 J 


©設定趣!)ミ夫定 


©設定趣!)ミ夹定 


感設定〇決定 
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0 非表示画像のファイル属性とコマ番号 

P 非表示設定画像は、 DOS ファイルフォーマットの「隠しファイル」属性と「読み取り専用」属 
メ性びセットされます。画像は非表示設定画面外では表示されませんび、コマ番号は付加さ 
-れます。また、 RAW と BAS にの同時記録で撮影された画像の場合、 RAW 画像と目 AS に画 
I像の両方に同じ属性びセットされます。 

? P プ□テクト設定の解除について 

r プ□テクトと非表示の両方び設定されていた画像の非表示設定を解除すると、プ□テクト設 
^定わ解除されます。 

生 

メ 

IL 
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プ u ント指定 

プ U ントする画像の選択、枚数の指定、撮影曰時 
や撮影データの写し込みといった、撮影画像をプ U 
ントするための設定をあらかじめカメラでセットし 
たり消去したりすることびできます。これらの設定 
内容は、デジタルプ U ントオーダーフォーマット 
(DPOF) に対応したプ U ントショップやプ U ンタで 
プ U ントする場合に適用されます。ただし、 RAW 
画像に対してはプ U ント指定はできません。再生メニュー画面（田 P.148) から 
r プリント指定」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「プ U ント指定」の 
設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 j 

〔 設定 

プ U ント指定を行います。 ] 

〔 一括解除 

プ U ント指定を一括解除します。 ] 


^ r プリント指赴び選択できない場台について 

プ U ント指定の設定内容を書さ込むための充分なメモ U —残量び CF カードにない場合は、再 
生メニュー画面で「プリント指定」を選択することびでさません。不要な画像を削除して、再 
度操作してください。 

Ex け※ Version 2.21 について 

D70S は、 Exif Version 2.21 に対応しています。 Exif Version 2.21 は、デジタルカメラ 
とプ U ンタの連携を強化し、高品質なプ U ント出力を簡単に得ることを目指した規格です。 
Exif Version 2.21 対応のプ U ンタを使用することで、撮影時のカメラ情報を活かし、プ U 
ンタび最適なプ U ント出力を提供することびでさます。プ U ンタの使用説明書を読んでご使 
用 < ださい。 

《 Exif = Exchangeable image file format for digital still cameras 

El デジタルプリントオーターフオーマット （ DPOF ) 

DPOF (Digital Print Order Format) は、デジタルカメラで撮影した画像をラボプリント 
サービスや、家庭用のプ U ンタで自動プ U ントするための記録フオーマットです。これは、 
現在の各社独自仕様となっているプ U ント情報を標準化することで、より効率的なプリント 
の実現をするための規格です。 

• ご使用のプ U ンタ-プ U ントサービスび DPOF に対応しているかご確認ください。 
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プリント指定の設定 

0「設定」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、プリント画像の選択画面び 
と 表示されます。 


ZL 
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マルチセレクターの◄または►を操作してプ 
リント指定する画像を選択します。 


2 



ffli 


感設定@み定 


マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
とにより、選択画像のプリント指定を行いま 
す。プリント指定された画像には回が表示 
されます。 

• マルチセレクターの▲を押すとプリント枚 
数は増加し慮高 99 枚)、▼を巧すと減少 
します。 

• 1 と 2 の手順を繰り返してプリントする画 
像をすべて選択します。 

• プリント指定を行わずに終了する場合 
は、メニューボタン B ) を巧すと再生メ 
ニュー画面に戻ります。 





プリント指定した状態で実行ボタン113を巧 
すと、プリント指定が完了し、「プリント指定 
画面」が表示されます。マルチセレクターの 
▲または▼を巧して、プリント時に印字する 
情報を選択します。 

• 指定したすべての画像にシャッタースピー 
ドと絞り値をプリントするときは、「撮影情 
報」を選択して►を巧します。撮影情報の 
前の□に/が入ります。 

• 指定したすべての画像の撮影曰をプリント 
するときは、「日付」を選択して►を巧しま 
す。日付の前の□に/が入ります。 

• 選択した項目のチェックをがすときは、そ 
の項目を選んで►を巧します。 

• 選択項目の□に/が入った状態で、 r 設定終 
了」を選んで►を巧すと、プリント指定が 
実行され、再生メニュー画面に戻ります。 
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ブの卜指定 


プリント指定の一巧解除 

r 一括 解除」を選択して、マルチセレクターの►を 
押すと、「設定終了」画面び一瞬表示されて再生メ 
ニュー画面に戻ります。 


0プリント指定を行った場台のごを意 

• プ U ント指定ファイルを作成した CF カード内の画像を、パソコンなどで削除しないでく 
ださい。正しくプ U ントされなくなる場合びあります。 

• プ IJ ント指定した画像に、後から非表示設定の操作を行わないでください。 

0直接プリントずる場台のミ主意点 

画像調整を行わずに直接プ U ントする画像は、撮影モードダイヤルを P、S、A、M にセット 
して、撮影メニューの 「仕上びり設定」（曲 P .64) を 「ダイレクトプリント」 に設定して撮影す 
るときれいにプ U ントできます。 「カスタマイズ」 を選択した場合は、 「カラー設定」 を 「モード 
la (sRG 巳)」 または 「モード川 a (sRGB)J に設定して撮影してください。 
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撮影メニ ユー 


撮影メニューには、次のメニュー項目びあります。 


〔 仕上びり設定※ 

P .64 〜 7]] 

ノイズ除去 

P .161 

〔 画質モード 

P .43 〜44 ] 

画像サイズ 

P .4 己〜47 

〔 ホワイトバランス※ 

P . 已〇〜63 ] 

旧0設定 

P .48 〜49 


《撮影モードダイヤルび P、S、A、M にセットされてい 
る場合のみ設定でさます。 


仕上がり設定 

記録する画像の仕上びりを7種類から選択、もしく 
はカスタマイズします。撮影モードダイヤルび P、 
S、A、M にセットされている場合のみ設定できま 
す。内容については「撮影機能の詳細一仕上びり設 
定」をご覧ください（田 P.64)。 



E マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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S 5 VI 鮮やガじ 
婉 H ジトブじ 
城 F ソフトに 
cap タイレクトフの卜 
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ノイス除去 

OFF 

画質モ-ド 

NORM 

画像サイス 

E 

ホワイトバラソス 

A 

ISO 設定 

200 


【•U メニユ I ガイド I 撮影メニユ I 



























ノイズ除去 

シャッタースピードび約]秒より低速になると、画 
像にノイズび入る場合びあります。 「ノイズ除去」 を 
roN 」 にすると、このノイズを低減させることびで 
さます。撮影メニュー画面 （田 P .1 目日）から 「ノイ 
ズ除去」 を選択して、マルチセレクターの►を押す 
と、「ノイズ除去」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 



OFF 

(初期設定) 


ノイズ除去は機能しません。 


m~J 〇 b 


™ [' 5 ^ 


シャッタースピードび約]秒より低速に 
なると、ノイズ除去び機能します。撮影 
後のノイズ除去処理中は、シャッタース 
ピードと絞り表示部に と ,广巧 
点滅します。撮影後のノイズ除去処理に、 

撮影時間とほぼ同じ時間びかかるため、 

画像記録するまでの時間びその分だけ長 
くなります。この表示び消えると、次の 
撮影び可能になります。 

• 「ノイズ除去」 を roNj に設定した場合、連続撮影速度は低下します。 


L I 四 UA 


口連続撮影可能コマ数表示について 

ノイズ除去を日 N に設定すると、連続撮影可能コマ数び画質モードによって次のようになります。 


RAW 


FINE 


NORMAL 


17 


10 


2己 


BASIC 


〔RAW + 目 AS に 


17 


47 


ON 


ノイス除去 


メ 11 ユ—ガイド—撮影メ 1 1 
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画質モード 

画像を記録する際の画質を己種類から選択します。 
内容については r 撮影機能の詳細一画質モードと画 
像サイズ」をご覽ください（阻 P .43)。 


画像サイズ 

画像を記録する際の画像サイズ（大ささ）を L (3008 
X 2000 )、M (2240 X 1488). S (1 已 04 x 

100 0) から選択します。内容については「撮影機能 
の詳細一画質モードと画像サイズ」をご覧ください 
(曲 P.4 已)。 



BASIC 

RAW+BASIC 


画像サイス 



旧〇設定 

撮像感度を撮影状況により標準に日日）よりも高く 
設定することびできます。内容については「撮影機 
能の詳細一撮像感度」をご覧ください （05 P.48 )。 



ホワイトパランス 

ホワイトバランスを 8 種類から選択します。撮影 
モードダイヤルび P 、 S 、 A 、 M にセットされてい 
る場合のみ設定でさます。内容については「撮影機 
能の詳細 ー ホワイトバランス」をご覽ください（函 
P. 己日)。 



な M 
球光天 T 
電堂晴が 
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[ カスタムセッティング 


(^10 簡易露出補正 

P .17 已 ） 

[1 1 中央測光範囲 

P .176 〕 

〔12 オート目 KT セット 

P .176 ] 

〇3 目 KT 補正順序 

P .177 つ 

〔14 コマンドダイヤル変更 

P .177 ) 

〔15 AE/AF □ックボタン 

P .178 〕 

〔1目 半押し AE □ック 

P .179 ] 

t 〔17 フォー カスエ U ァ循環 

P .179 ) 


カスタムメニューには、次のカスタムセッティング 
びあります。カスタムセッティングにより、カメラ 
の各機能の働さやセット内容を、撮影者自身の好み 
にあった状態に変更でさます。 


[ カスタムセッティング 

^^ j 

〔R U セット 

P.16 已 ] 

〔1 電子音設定 

P.166 ] 

(2 AF モードの選択 

P.167 つ 

〔3 AF エ U アモード設定 

P.168 〜] 69 つ 

f 4 内蔵 AF 補助光 

P.170 ] 

〔己 感度自動制御 

P.171 〜] 72 1 

〔目 力ード無時レ U- ズ 

P.173 ] 

[7 撮影画像確認 

P.173 ] 

(s 格テ線表示 

P. 174 

〔9 露出値ステップ幅 

P.174 王 


• カスタムセッティング]日〜カスタムセッティング2己を表示するには、 
SETUP メニューの 「カスタムメニュー表示」（阻 P .194) を r アドバンスト 
メニュ ー 」に設定してください。 


田 區リセリト 

a 


01電子音設定 ON 
〇2み巧-ドの選がみ尸5 
03 AFI リアモ-ド設定い] 
04内蔵 AF 補助光 ON 
05感度自動制御 OFF 


メニユ I ガイド I カスタムメ I I ユ I 
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〔18フオーカスエ U ア照明 

P.180 1 

い9内蔵 S 目発光 

P.181 〜 183 つ 

〔20 S 目推奨表示 

P.184 ) 

〔21 S 目シャッター制限 

P.184 1 

〔22液晶モニタパワーオフ 

P.18 己 ) 

[23 半押しタイマー 

P.18 己つ 

〔24セルフタイマー 

P.186 つ 

〔2己 U モコン待機時間 

P.186 ] 


カスタムメニュー項目はマルチセレクターの▲または▼を操作して選択します。 

• SETUP メニューの「カスタムメニュー表示」（の P.194) を「シンプルメ 
ニュ ー 」に設定している場合は、カスタムセッティング R の「リセット」を選択 
しているときに▲を押すと、カスタムセッティング9の「露出値ステップ幅」に 
移動します。また、カスタムセッティング9の「露出値ステップ幅」を選択して 
いるとさに▼を押すと、カスタムセッティング R の「リセット」に移動します。 

• SETUP メニューの「カスタムメニュー表示」（の P.194) を r アドバンスト 
メニュ ー 」に設定している場合は、カスタムセッティング R の「リセット」を選 
択しているときに▲を巧すと、カスタムセッティング2己の「リモコン待機時 
亂に移動します。また、カスタムセッティング2己の「リモコン待機時間」を 
選択しているときに▼を押すと、カスタムセッティング R の「リセット」に移 
動します。 

カスタムメニユーのヘルプ機能 

カスタムメニュー画面の項目を選択 
しているとさや、各カスタムセッティ 
ングの設定画面を表示しているとさ 
に、プ□テクト（ヘルプ）ボタン® 

を巧すと、そのカスタムセツテイン 
グの説明び表示されます。 


0マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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カスタムたッテイ ングの初期設定 


;カスタムセッティング 

1初期設定 ] 

1 【カスタムセッティング 

初期設定】 

〔1電子音設定 

ON 

3 

〔13目 KT 補正順序 

1初期設定の順 j| 

(2 AF モードの選択 

AF が] 

J 

〔14コマンドダイヤル変更 

1 OFF 

〕 

〔3 AF エリアモード設定 

シングル※2 

〕 

〔1己 AE/AF □ックボタン 

1 AE/AF 同時□ック） 

〔4内蔵 AF 補助光 

ON 


〔16半押し AE □ック 

OFF 


f 己感度自動制御 

OFF 

j 

〔17フオーカスエ U ア循環 

OFF 

j 

( 6 カード無時レリーズ 

レ U —ズ禁止 

J 

〔18フオーカスエ U ア照明 

AUTO 

j 

( 7 撮影画像確認 

ON 

j 

〔19内蔵 S 目発光 

TTL モード 

j 

( s 格テ線表示 

OFF 

J 

〔 2 日 S 目推奨表示 

ON 

J 

〔9露出値ステップ幅 

1/3段 

〕 

〔21 SB シャッター制限 

1/60 

〕 

日簡易露出補正 

OFF 


〔22液晶モニタパワーオフ 

2 日秒 


〔11中央測光範囲 

0 8mm 

j 

〔 2 3半押しタイマー 

目秒 

j 

]2才一|-61<けット 

AE • SB 


〔 2 4セルフタイマー 

1日秒 

J 

1 ブラケテイング II 

〔 2 己 U モコン待機時間 

] 分 

2 


《 ] 撮影モードダイヤルを'^にセツトした場合の初期設定は、 [AF-CJ です。 

《2撮影モードダイヤルを iSJ 、を、 H 、み、固、因にセツトした場合の初期設定は、「至近優 

先ダイナミック」 です。 


0ツー ボタンリセット 

カスタムセッティングはツーボタン U セツトでは U セツトでさません （SB P.13 日）。 


カスタムセッティング R :リセット 

カスタム U セットはすべてのカスタムセッティング 
の設定内容を初期設定に戻す場合に使用します。 

カスタムメニュー画面 （SB P . 1 63) から「リセット」 
を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「1」 
セット」の確認画面び表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


r 設定 

内容 1 

’ しない 

(初期設定） 

カスタムセッティングの U セットは行いません。 

r ずる 

kS - 

カスタムセッティングを初期設定に戻します。 ] 


メニユ I ガイド I カスタムメ I I ユ I 
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カスタムセッティング 1 :電子音設定 


図 

初期設定では次の場合に電子音び鳴りますび、鳴らな 

田 

01 電子音設定 

メ 

いように変更できます。 

〇 

1 

IL 

• セルフタイマー作動中 


I 0 N ►決妇 画| 

1 

ガ 

• 2 秒 U モコン撮影作動中 



イ 

ド' 

1 

• 瞬時 U モコン撮影完了時 

巧 

OFF 

• オートフォーカスのピントび合ったとさ（フォー 

回 


力 

カスモードび AF で、カスタムセッティング 2 


ス 

夕 

「AF モードの 選択」び rAF - SJ の場合のみ） 



章 カスタムメニュー画面（田 P .163) から ri 電子音設定」 を選択して、マルチセ 
ミレクターの►を押すと、「電子音設定」の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 

] 

ON 

(初期設定） 

V 

上記の場合に電子音び鳴ります。表 
示パネルに電子音ありマーク；^び表 
されます。 

<mm tc* S FS.B 

◎ 

AF-S 回 、/ 

-1 円 図 （ 55 ) 

NORM L 1 画 A 

/ 

OFF 

電子音は鳴りません。表示パネルに電 
子音なしマーク⑩び表示されます。 

■m IE* S 巧み 

AF-S 回 、ソ 

^ 円 図 （ 55 ) 

NORM L 1 皿 ] A 
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カスタムセツテイング 2 : AF モードの選択 

フオーカスモードセレクトダイヤルを AF (オー 
トフオーカス）（田 P.74) にセツトした場合に、 
フオー カス優先のシングル AF ヴーボ （AF-S) にす 
るか、レ U —ズ優先のコンティニュアス AF ヴーボ 
(AF-C) にするかを選択できます。 

カスタムメニュー画面 （SB P. 1 63) からに AF モー 
ドの選択」 を選択して、 マルチセレクターの►を押 
すと、 「AF モードの選択」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 


【 設定 

内容 J 

AF-S 

(P、S、A、M、 

、を、 圍、化、 
固、因 の初期設定） 

V 

フオーカス優先のシングル AF サー 
ボになります。ファインダー内の 
ピント表示 （♦) び点灯するまで、 
シャッターボタンを巧してをシャッ 
ターびされません。フオーカスモー 
ドび AF (オートフオーカス）の場合、 
表示パネルに AF-S び表示されます。 

Ic * bi Fbi.bi 

fAF-sln 

斗]皆 i [ 55) 

NORM L 1 四 Ea 

AF-C 

( の初期設定） 

レ U- ズ優先のコンティニュアス AF 
サーボ）になります。ファインダー内 
のピント表示 （♦) の点な/消灯にか 
かわらず、シャッターボタンを押す 
とシャッターびされます。フオーカ 
スモードび AF (オートフオーカス） 

の場合、表示パネルに AF-C び表示 
されます。 

■M I»? 5 fS.S 

r AF-cl 回 

_1材園 （ 55) 

NORM L 1 四 ！] A 

- 



P デジタルイメージプ□グラムについて 

撮影モードダイヤルを切り換えてデジタルイメージプ□グラムにセットするたびに、カスタ 
ムセッティング 2 「AF モードの 選択」び、各デジタルイメージプ□グラムの初期設定にリセッ 
卜されます。 



AF-C 


02 A 巧-ドの送が 


^ メニユ I ガイド—カスタムメ I 


ま 

さ 

で 

択 

選 

び 

巨 

項 

の 
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IL 
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ド' 

I 
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ス 

夕 

ム 

メ 

IL 

I 


03 AFI リ巧-ド設定 


^ RSl のクル 




間タイだツク 

[■] 至ぶ優先タイだリク 


カスタムセッテイング3 : AF エリアモード設定 

オートフオーカス時（田 P .74) に、選択したフオー 
カスエ U アだけでピントを合わせる「シングル」、ま 
たは己つのフオーカスエ IJ アすべてを活用してピン 
卜を合わせる「ダイナミック」、すべてのフオーカス 
エ U アのラち自動的に一番近い被写体にピントを合 
わせる「至近優先ダイナミック」のいずれかを選択 
することびできます。選択した AF エ U アモードは、 

表示パネル、ファインダー内表示で確認でさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「3 AF エリアモード設定」を選択して、 
マルチセレクターの►を巧すと、 「 AF エ U アモード設定」の設定画面び表示され 
ます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


■ 


[[り 

シングル 

(P 、 S 、 A 、 M 、 
化の初期設定） 


[■-] 

ダイナミック 


已つのフオーカスエ U アから、 
撮影者び選択した1つのフオー 
カスエ U ア X •のみでピントを合ね 
せます。動さの少ない被写体に 
対して、選択したフオーカスエ 
U ア単独で正確にピントを合わ 
せたい場合などに便利です。 


id 5 F 5.5 


0 i[ 551 

> A 


撮影者び選択した]つのフ オー 
カスエ U ア※けら ピントを合わせ 
たい被写体び一時的にはずれた 
場合で を、 他のフ オーカスエ U 
アからのピント情報を利用して 
ピントを合わせることびでさま 
す（ファインダー内のフ オーカ 
スエ U ア表示は変化しません）。 
このモードは、動いている被写 
体（特に不規則な動さをする被写 
体）を追い続けるとさなど、被写 
体をフ オーカスエ U アに正確に 
捉え続けることび困難な場合に 
便利です。 



《フオーカスエ U アの選択については。「撮影機能の詳細ーフオーカス」（田 P .74) をご覽 
<ださい。 
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[■] 

至近優先ダイナミック 
( 、ミ、圍、 
み、 固、 因 の初期 
設定） 


I 已つのフオーカスエ U アのラ 
ち、基本的にいちばん近い被 
写体に重なっているフオーカス 
エ U アを使用してカメラび自動 
的にピントを合わせ、ピントび 
合ラとピントを合わせたフオー 
カスエ U アびバ U ブライト表示 
(SB P -8) されフオーカス□ック 
されます（コンテイニユアス AF 
サーボ時はフオーカス□ックさ 
れません；函 P .1 目7)。また、 
被写体び動いてフオーカス□ッ 
クび解除され、ピントの合った 
フオーカスエ U アから外れた場 
合には、他のフオーカスエ U ア 
からのピント情報を利用してピ 
ントを合わせます。 

• 望遠レンズ使用時および被写 
体の輝度び低い場合には、至 
近のフオーカスエ U アび選択 
されない場合びあります。そ 
の際には 「シングル」 に設定す 
ることをおすすめします。 


，ピ5 巧ぶ 




M|l jkiillA 


E AF エリアモード表示について 

• 「シングル」、「ダイナミック」 に設定した場合は、選択されているフオーカスエ U アによっ 
て、表示パネルに点灯するフオーカスエ U アの位置び異なります。表のイラストは中央の 
フオーカスエ U アを選択した場合です。 

• 「至近優巧ダイナミック」 に設定した場合、ピントび合うと、ファインダースク U - ンのピ ■ 

ントを合わせたフオ-カスエリアび点灯します。 " 

P デジタルイメージプ□グラムについて 

撮影モードダイヤルを切り換えてデジタルイメージプ□グラムにセットするたびに、カスタ 
ムセッティング2 「AF モードの 選択」び、各デジタルイメージプ□グラムの初期設定にリセッ 
卜されます。 



ミ凡申 

な疋 


內客 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング 4 :内蔵 AF 補助光 

撮影モードダイヤルび H 、み、固外にセット 
され、内蔵 AF 補助光の発光条件び満たされた場合 
(田ド.82)、 シャッターボタンを半押しすると自 
動的に内蔵 AF 補助光び照射されますび、内蔵 AF 
補助光を発光しないよラに変更でさます（ただし、 

オートフォーカスでのピント合わせびでさなくな 
る場合びあります)。 

カスタムメニュー画面 （田 P .163) から「4 内蔵 AF 補助 光」を選択して、マル 
チセレクターの►を押すと、「内蔵 AF 補助光」の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 ] 

ON 

(初期設定） 

撮影モードダイヤルび H 、 'k 、固がにセツトされ、内蔵 1 

AF 補助光の発光条件び満たされた場合に内蔵 AF 補助光を照射 
します。 H 、 み、 にセツトされている場合は、設定にかか 
わらず発光しません。 J 

〔 OFF 

内蔵 AF 補助光は発光しません。 〕 


04巧爲が補助光 


►決定 



メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング 5 :感度自動制御 

roN 」 を選択すると、撮影時の設定条件では適正露 
出を得られない場合にカメラび自動的に撮像感度 
( IS 日相当）を制御して適正露出にします（または適 
正露出に近づけます)。撮像感度は 2日日〜] 6日日の 
範囲で制御します。スピードライト使用時ち、使用 
するスピードライトの光量び適正となるように感度 
自動制御び機能します。 

カスタムメニュー画面（阻 P.163) から r 己感度自動制御」を選択してマルチセレ 
クターの►を押すと、「感度自動制御」の設定画面び表示されます。 



• roN 」 に設定した場合、表示パネルに旧〇 
AUTO び表示され、感度び自動制御されると点 
滅します。ただし、スピードライト使用時は感度 
び自動制御される場合でも、旧〇 AUTO は点滅 
しません。 


S 巧ぶ 

AF-S 回 

^円図 （ 55] 

NORM | I 皿 ] A 



国 

メ 


I 

ガ 

イ 


力 

ス 

夕 

ム 

メ 


0スピードライト使用時の感度自動制御について 

カスタムセッティング己を 「 ON 」 に設定すると、スピードライトの光量び適正となるように 
感度自動制御び機能します。ただしカスタムセッティング曰び 「 ON 」 に設定されていても、 
次のよラな場合は手前の被写体び露出アンダーになることびあります。 

• 低速シャッタースピードでスピードライト撮影（ス□ーシンク □) を行ラ場合 
• 曰中の明るい場所でスピードライト撮影（曰中シンク □) を行ラ場合 
• 背景び明るい場合 

このよラな場合には、次の操作を行ラことでスピードライトの照射光び届さやすくなります。 
• 露出モードを A (絞り優先オート）などにして絞りを開く 
• ス□ーシンク□を解除する 

P 高感度で記録された画像 

撮像感度び高くなると、低く設定したときに比べて、多少ざらついた画像になることびあります。 



P 撮像感度表示について 

感度ボタン （ ISO ) を押して表示パネルに表示される撮像感度は、設定された撮像感度です。 
カスタムセッティング日び 「 ON 」 に設定されている場合でも、実際に撮影される撮像感度は 
表示されません。 
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撮影モードダイヤルをセットした位置により、次のよラに制御さげ! 

よ9 〇 

• P 、 A 、 iSS 、を、圍、化、'^、固、因 の 場合 

設定した低速側シャッタースピードでは露出不足になる場合や、 
シャッタースピードび1/8日0日秒でを露出オーバーになる場合 
に、自動的に撮像感度を変更して適正露出を得ます（をしくは適 
正露出に近づけます)。 

• S の場合 

セットしたシャッタースピードで適正露出び得られない場合、自 
動的に撮像感度を変更して適正露出を得ます（わしくは適正露出 
に近づけます)。 

• M の場合 

セットしたシャッタースピード、絞り値で適正露出び得られない 
場合、自動的に撮像感度を変更して適正露出を得ます（をしくは 
適正露出に近づけます)。 
roN」 を選択してマルチセレクター 
の►を押すと、サブメニューの選択 
画面び表示されます。マルチセレク 
ターの▲または▼を操作することに 
より、次の項目び選択でさます。 

• 「設定終了」を選択してマルチセレク 
ターの►を押すと、そのままカスタム 
メニュー画面に戻ります。 

•「 P 、 A 、DIP 時選択」 を選択してマ 
ルチセレクターの►を巧すと、 P、 

A、iSS 、ミ、圆、化、'^ィ 、固、 

因で撮像感度の自動制御を行ラ場 
合の、低速側シャッタースピード 
指定画面び表示されます。マルチ 
セレクターの▲または▼を操作す 
ることにより、 1/]2 己〜 3 日秒(:] 

段ステップ、初期設定 1/3 日秒）の 
いずれかのシャッタースピードを 
選択して、マルチセレクターの►を押すと、カスタムメニュー画 
面に戻ります。 

いずれのモードでち、スピードライト使用時は、使用するスピード 
ライトの光量び適正となるように感度自動制御び機能します。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


i 設定 

内容 1 

[ OFF 

1 (初期設定） 

露出の状態にかかわらず、撮影者び設定した撮像感度に固定されま 1 

す。 J 


方イド—カスタムメニユ— 
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i 

印 


06 力-ド無時レリ-ス 


レリ-;!禁止 ►決定 I 


カスタムセッティング巨：力ード無時レリーズ 

初期設定ではカメラに CF カードを入れていない場 
合はレ U —ズでさませんび、レ U —ズでさるよラに 
変更でさます。 

カスタムメニュー画面 （田 P .163) から r 目力ード 
無時レリーズ」 を選択して、マルチセレクターの ► 

を巧すと、「カード無時レ U —ズ」の設定画面び表示 
されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


レリ-；!許可 


レリーズ禁止 

(初期設定） 


カメラに CF カードを入れていない場合、レ U —ズはでさませ 
ん。 


レリーズ許可 


カメラに CF カードを入れていない場合でを、レ U —ズ可能と 
なります。 


• ニコンキャプチャー4カメラコント□-ル （Ve「.4.2lU 降）と接続した場合 
は、記録先びパソコンになるため、 「力ード無時レリー刃を「レリーズ禁止」 
に設定してもシャッターをきることびできます。 

カスタムセツテイング7:撮影画像確認 

初期設定では CF カードに画像データを書さ込みな 
びら、液晶モニタにも自動的に撮影画像び表示され 
ますび、再生ボタン|§|を押した場合にのみ表示 
されるように変更できます。 

カスタムメニュー画面（田 P.163) から「7 撮影画像 
確認」 を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、「撮 
影画像確認」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



【 設定 

内容 1 

f ON 

(初期設定） 

撮影後、液晶モニタに撮影画像び自動的に表示されます。 

OFF 

撮影後、自動では液晶モニタに撮影画像び表示されません。画^ 

像を表示するにはモニタボタン 13 を押してください。 J 



メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング s :格子線表お 

® アオ U 撮影や水平、垂直位置出しなどに便利な構 
と 図用格テ線 （05 P.8) をファインダーに表示させる 
a ことびでさます。構図用格テ線を表示させるとさは 
「ON」 を選択します。初期設定は 「OFF」 です。 

イカスタムメニュー画面 （田 P .163) から「8 格子線 
If 表示」を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、 

力 「格テ線表示」の設定画面び表示されます。 

ス 

f マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を 
ヌ押すと選択び実行され、カスタムメニュー画面に戻ります。 

IL 

カスタムセッティング日：露出値ステップ幅 

初期設定では露出値（シャッタースピード、絞り、 

露出補正値、オートブラケティング補正ステップ、 

調光補正値）を 1/3 段で表示または設定できます 
び、1/2段に変更でさます。 

カスタムメニュー画面 （曲 P . 1 目 3) から「9 露出値 
ステップ 幅」を選択して、マルチセレクターの►を 
巧すと、「露出値ステップ幅」の設定画面び表示され 
ます。 



08巧 テ 線 表示 





マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を 
押すと選択び実行され、カスタムメニュー画面に戻ります。 
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カスタムセッティング10: 簡易露出 補正 

露出補正ボタンを使用せずに、コマンドダイ 
ヤルのみで露出補正でさるよラに変更することびで 
さます。露出補正は撮影モードダイヤルを P 、 S 、 

A にセットした場合に、+己段の間でセットでさま 
す（の P.lODo 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「10簡易 
露出補正」を選択して、マルチセレクターの►を押 
すと、「簡易露出補正」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 



OFF 

(初期設定） 


露出補正ボタンとメインコマンドダイヤルで露出補正を 
設定します。 


コマンドダイヤルのみで露出補正をします。カスタムセツティン 
グ]4「コマンドダイヤル変更」の設定により、次の表で記載し 
ているダイヤルで露出補正び可能です。 



I 


P サブコマンドダイヤルサブコマンドダイヤル 
S サブコマンドダイヤルメインコマンドダイヤル 
A メインコマンドダイヤルサブコマンドダイヤル 
その他のモードでは機能しません。 


■ 


内容 



10簡易露出補正 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング 11 :中央測光轟囲 

® 中央部重点測光は、ファインダー中央部を重点的 
と に測光して、露出値を決定します。中央部重点測 
;光範囲の初期設定は ク 8 mm ですび、 ク 6 mm 、 

丄ク] 日 mm 、 ク ] 2 mm のいずれかに変更できま 
ィす。中央部重点測光は撮影モードダイヤルを P 、 S 、 
l ' Ax M にセットした場合に設定できます。 

カカスタムメニュー画面 （の P .16 3 ) から n 1 中央 
ろ 測光節 囲」を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、「中央測光範囲」の設定 

ム画面び表示されます。 

メ 

-マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を 
I 押すと選択び実行され、カスタムメニュー画面に戻ります。 



カスタムセッティング12:才ート BKT セット 

才ートブラケティング （00 P .1 日 3) セット時の内容 
を、 AE ブラケティングと S 目ブラケティングの同時 
セット、 AE ブラケティングのみのセット、 S 目ブラ 
ケティングのみのセット、または VVB ブラケティン 
グのセットに設定できます。 

カスタムメニュー画面 （as P .163) から「12 才一 
卜 BKT セット」 を選択して、 マルチセレクターの ► 



を押すと、「オート BKT セット」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


t 設定 

内容 J 

fAE-SB ブラケティング 

[ (初期設定） 

AE ブラケティングと SB ブラケティングを同時に行います。 

〔AE ブラケティング 

AE ブラケティングを行います。 ] 

〔SB ブラケティング 

SB ブラケティングを行います。 J 

WB ブラケティング 

^- 

WB ブラケティングを行います。画質モードび 「 RAW 」、「 RAW | 

+ BASIC 」 の場合、 WB ブラケティングは使用できません。 
- 
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カスタムセッティング13 :己 KT 捕正順巧 

オートブラケティングの補正順序を初期設定の順 
(田 P .1 日目、]]1)から、マイナス側からプラス 
側の順序に変更でさます。 

カスタムメニュー画面 （as P .163) から「13 BKT 
補正順序」 を選択して、マルチセレクターの►を押 
すと、 「 BKT 補正順序」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


13 BKT 補正順序 


■初期設定►決定 


[ 設定 

内容 ] 

f 初期設定の順 

(初期設定） 

オートブラケティングの補正順序は、初期設定の順（日日] 

P .1 日6、111)になります。 J 

广 

一側か5+側へ 

lS - 

オートブラケティングの補正順序は、マイナス側からプラス側'] 

になります。 

- 〇 


14 ] のドブイヤル変更 




カスタムセッテイング14:コマンドダイヤル変更 

初期設定ではメインコマンドダイヤルでシャッター 
スピードを、サブコマンドダイヤルで絞りをセット 
しますび、 「 ON 」 に設定すると、この機能を入れ換 
えることびでさます。 

カスタムメニュー画面 （BE P .163) から「14コマ 
ンドダイヤル 変更」を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、「コマンドダイヤル変更」の設定画面 
び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



[ 設定 

內容 j 

f OFF 

(初期設定） 

メインコマンドダイヤルでシャッタースピードを、サブコマイ 

ドダイヤ J レで絞りを設定します。 J 

ON 

し^' - 

メインコマンドダイヤルで絞りを、サブコマンドダイヤルで] 
シ ャッ タースピードを設定します。 j 



メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング15 : AE / AF □ックボタン 

初期設定では AE / AF □ックボタン風を押すと 
AE □ックとフオーカス□ックび同時に行われます 
び、下の表のように変更でさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「1曰 AE / 

AF □ックボタン」 を選択して、マルチセレクターの 
►を押すと、 「 AE / AF □ックボタン」の設定画面び 
表示されます。 



マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 ] 

fAE / AF 同時□ツク 

[ (初期設定） 

AE / AF □ックボタン®を巧すと、 AE □ックとフオーカス 1 
□ックび同時に行われます。 J 

AE □ツク のみ 

AE/AF □ックボタン®を押すと 、 AE □ックのみび行われ] 
ます。 J 

AF □ツクのみ 

AE / AF □ックボタン©を押すと、フオーカス□ックのみわう 

行われます。 J 

AE □ック維持 

AE / AF □ックボタン®を押すと、 AE □ック状態び維持さ] 
れ、再度押すと解除されます。 J 

广 

AF 作動 

AE / AF □ックボタン®を押すと、オートフオーカスび作 1 
動します。この場合、シャッターボタンの半押しではオート 
フオーカスは作動しません。 J 

FV □ック 

AE / AF □ックボタン®を押すと、 FV □ック状態び維持さ] 
れ、再度巧すと解除されます （田 P . 126)。 J 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング1目：半巧し AE □ック 

初期設定では AE/AF □ックボタン@を押してい 
るときに AE □ックび行われますび、シャッターボ 
タンを半押ししたとさにも AE □ックび行われるよ 
うに変更でさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「1 目半押し 
AE □ック」 を選択して、マルチセレクターの►を押す 
と、「半押し AE □ック」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 

’ OFF 

、（初期設定） 

AE/AF □ックボタン®で AE □ックします。シャッターボ 
タンの半押しでは AE □ックしません。 

ON 

k > - 

AE/AF □ックボタン®またはシャッターボタンの半押しで 
AE □ックします。 


17フォ-カス I が循環 


► 決定 I 


カスタムセツテイング17:フォーカスエリア循廣 

初期設定では上下、または左ち反対側にあるフォー 
カスエ U アを選択する場合、マルチセレクターの反 
対ち向を巧さなければなりません。循環ち式に変更 
すると、マルチセレクターの▲を押すと上ち向に、 

▼を巧すと下ち向に、►を押すとちち向に、イを 
押すと左ち向に、それぞれ循環させることびでさま 
す。これによりマルチセレクターの押す位置を変え 
ることなく反対側のフォーカスエ U アの選択び可能になります。 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「17フォーカスエリア循環」を選択し 
て、マルチセレクターの►を押すと、「フォーカスエ U ア循環」の設定画面び表示 
されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



【 設定 

内容 1 

f OFF 

[ (初期設定） 

フオーカスエ U ア選択の際、循環ち式は使用でさません。 

( ON 

い 

フオーカスエ U ア選択の際、循環ち式を使用でさます。 ] 


16半巧し AE 日ツク 
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18 フォ-カス I が照明 


カスタムセツテイング 1 S :フオーカスエリア照明 

初期設定ではファインダー内のフオーカスエ U ア 
(フレーム）は、マルチセレクターで選択された 
フオーカスエ U アを被写体の明るさに応じて見やす 
いように、瞬間的に赤色に自動照明しますび、照明 
しない、ちしくは被写体の明るさによらず照明する 
ように変更でさます。 

カスタムメニュー画面 （SB P . 1 63) から「18フオー 
カスエリア照明」 を選択して、 マルチセレクターの►を押すと、「フオーカスエ U 
ア照明」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



[ 設定 

内容 j 

r AUTO 

[ (初期設定） 

マルチセレクターで選択されたフオーカスエ U アを被写体の明] 

るさに応じて赤色に自動照明します。 J 

〔 OFF 

フオーカスエ U アを照明しません。 ] 

ON 

被写体の明るさに関係なく常にフオーカスエ U アをホく照明り 
ます。背景の明るさによっては、赤色の照明び見えない場合び 
あります。 

- パ 


メニユ I ガイド I カスタムメニユ I 
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カスタムセッティング1日：内蔵 SB 発光 

初期設定では内蔵スピードライトは i-TTL 調光を行 
いますび、マニュアル発光モードや、内蔵スピー 
ドライトを本発光させずにカメラから離れた別売ス 
ピードライト SB -8 日日、 SB -6 日日を制御するコマ 
ンダーモードに変更することびでさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「19内蔵 
SB 発光」を選択して、マルチセレクターの►を押 
すと、「内蔵 SB 発光」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 



11た]別発光モ-ド 
m ] のタイ-ド 


19巧爲 S 目発光 


: 設定 I 

内容 1 

TTL モ ー F 

、（初期設定） 

グ II 

内蔵スピードライトの光量は、撮影状況に応じて自動的に調爺1 
されます。 , 



す。撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 M にセットした場合の 
み使用でさます。このモードに設定すると、表示パネルとファ 
インダー内の調光補正マーク日君び点滅します。モニタ発光 
を行わないので、内蔵スピードライトを多な撮影のマスタース 
ピードライトとして使用することびでさます。 

「マニュアル発光モード」を選 
択して、マルチセレクターの 
►を巧すと、発光量の選択画 
面び表示されます。マルチセ 
レクターの▲または▼を操作す 
ることにより、 「 Full 」 （フル発 
光）、「1/2」、「1/4」、「1/8」、 

「1/16」のいずれかの発光量 
を選択して►を巧すと、カス 
タムメニュー画面に戻ります。なお、 「 Full 」 （フル発光）に設 
定した場合、内蔵スピードライトのガイドナンバーは約] 7 
( IS 日2日日 • m 、 2日む）/約] 2 ( IS 日]日日 • m 、 2日で）とな 
ります。 
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内蔵スピードライトは本発光しませんび、プリ発光しながら、方! 

メラから離れた別売スピードライト SB -8 日日※1、 S 日-6日日※1 
をワイヤレスで制御します。撮影モードダイヤルを P 、 S 、 A 、 
M にセットした場合のみ使用でさます。]個または複数のスピー 
ドライトを同時に制御でさますび、カメラで指定した調光方式で 
I 制御されます。 

「コマンダーモード」 を選択して、 

マルチセレクターの►を押すと、 

調光方式の選択画面び表示さ 
れます。マルチセレクターの ▲ 

または▼を操作することにより 
「TTU ( i - TTL 調光）、 「 AA 」 （絞 
り連動外部自動調光)、 「 M 」 （マ 
ニュアル発光）のいずれかの調光 
方式を選択して、マルチセレク 
ターの ►を押します。^2、^3 
•「 M 」 を選択した場合、さら 
に別売スピードライト発光 
量の選択画面び表示されま 
す。マルチセレクターの▲ま 
たは▼を操作することにより 
「 FULL 」 （フル発光)、「1/2」、 

「1/4」、「1/8」、「1/16」、 

「1/32」、「1/目4」、 

「1/128」から選択して、 ► 

を巧すと、カスタムメニュー画面に戻ります。 

別売スピードライト SB - 800、 SB - 600のチヤンネルを 
「3」、グループを 「 A 」 に設定してください。詳しくは別売ス 
ピードライトの使用説明書をご覧ください。 

《2 「 AA 」 に設定して S 日-600を使用した場合は、機能しません。 
《3非 CPU レンズを装着した場合、 「 TTL 」 と 「 AA 」 は使用でき 
ません。この場合、表示パネルのシンク□モード表示の外枠、 
およびファインダー内のレディライトち び 点滅し、シャツ 
ターび されません。 




「コマンダーモード」 に設定した場合、内蔵スピード 
ライトびポップアップした状態では、表示パネルのシ 
ンク□モード表示からちび消好します。 


DS 


Fn.S 


I0Rm|^ —I 皿 A 


( 551 




AA 

ruLi 


19 ] のブイ-ド 


内容 
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• カメラの内蔵スピードライトと別売スピードライトの距離は、カメラの対向正 
面（左ち各3ぴ内）で約]日のまで、両ヴイド（左ち各6ぴ1；(内）で約己 m ま 
でび目安です。ただし、周辺環境により、この距離は多少変化します。 


• コマンダーモードで使用する場合、別売スピードライトのをチヤンネルを 
「3」、 グループを 「 A 」 に設定してください。複数の別売スピードライトを使 
用する場合は、]グループのみ制御巧能です。 

0コマンダーモード時のご注意 

• コマンダーモード時は内蔵スピードライトびプ U 発光を行えるよラ、シンク□モードボタン（ス 
ピードライト□ック解除ボタン）〇を押して内蔵スピードライトをポップアップしてください。 

• 別売スピードライトは、内蔵スピードライトのプリ発光の光びセンサー窓に入る位置頒常 
はカメラより被写体に近い位置）に置さます。特に、手持ちで撮影する場合、プ U 発光の光 
び確実にセンサー窓に入るように、別売スピードライトはカメラより前に構えてください。 

• 別売スピードライトの直接光または強い反射光び、カメラの撮影レンズ （「 TTL 」 設定時) 
や他の別売スピードライトの外部調光用受光窓 （「 AA 」 設定時）に入らないよラにしてくだ 
さい。光び入ると、適正露出び得られません。 

• 同時に使用でさる別売スピードライトの台数に制限はありません。しかし、センサーに他 
の別売スピードライトの強い光び入ると、正常動作でさない場合びあるため、実用上は3 
台程度び限度です。 

• 別売スピードライトの発光タイミングを合わせるため、プ U 発光とは別に、撮影中に内蔵スピー 
ドライトび少量発光を行います。近距離撮影を行ラ場合、この少量発光び画像に写り込む場合び 
あります。画像への影響を防ぐには、低い撮像感度、またはルさい絞り（大さい絞り値）に設定し 
て撮影してください。また、少量発光の光量び大さくなる後幕シンク□撮影はおすすめしません。 

• カメラ側で調光補正 （as P . 12 己）を設定すると、別売スピードライトの発光量び補正されます。 

• 配置び終わったら、必ずテスト撮影を行って、画像を確認してください。 

• ご使用になる別売スピードライトの使用説明書もあわせてご覽ください。 


コ アンタ’ーモー ド時の配置について 

カスタムセッティング] 9 「内蔵 SB 発光」 を 「コマンダーモード」 に設定して、^ 
ワイヤレスで別売スピードライト S 目-8日日、 S 目-6日日を使用する場合は、別売ス 
ピードライトを図の範囲内に配置してください。 ； 


方イド—カスタムメニユ— 
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カスタムセツテイング 20 : SBJt 奨表お 

初期設定では、撮影モードダイヤルび P 、 S 、 A、M 
にセットされているとさに、被写体び暗くて露出不 
足や手ブレのおそれびある場合や、逆光の場合、ファ 
インタ'一内のレディライトちび点滅してスピードラ 
イトの使用をすすめますび、点滅しないように変更 
でさます。 

カスタムメニュー画面 （田 P .163) から に〇 SB 
推奨表示」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 「 SB 推奨表示」の設定 
画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 j 

ON 

(初期設定） 

撮影モードダイヤルび P 、 S 、 A 、 M にセットされていると；] 

被写体び暗かつたり逆光の場合、ファインダー内のレディライ 
卜ちび点滅してスピードライトの使用をすすめます。ただし、 
内蔵スピードライトびポップアップしている場合や、別売ス 
ピードライトび装着されている場合は点滅しません。 J 

OFF 

撮影状況にかかわらず、レディライトちはスピードライトの使] 

用を推奨する点滅を行いません J 


カスタムセッティング21: SB シャッター制限 

初期設定では、スピードライト撮影時の撮影モード 
ダイヤルび P 、 A にセットされている場合、シャッ 
タースピードの低速側び]/6日秒に制限されます 
び、1/6日秒〜3日秒の範囲で]段ステップで設定 
することびでさます。 

カスタムメニュー画面（田 P .163) から「21 SB 
シャッター制限」 を選択して、マルチセレクターの 
►を押すと、 「 SB シャッター制限」の設定画面び表示されます。マルチセレクター 
の▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を押すと選択び実行 
され、カスタムメニュー画面に戻ります。 

• ス□ーシンク□モード時は、自動的にシャッタースピードの低速側の制限び 
3日砂まで延長されます。 
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カスタムセッティング 22 :液晶モニタパワーオフ 

操作を終了してから液晶モニタび自動的にオフにな 
るまでの時間を]日秒、2日秒、 ] 分、己分、 ] 日分 
に設定します。初期設定は2日秒です。液晶モニタ 
の表示時間を延長するとバッテ U —の消耗び速くな 
ります。 

カスタムメニュー画面 （田 P .163) から! "22 液晶 
モニタパワーオフ」 を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、「液晶モニタパワーオフ」の設定画面び表示されます。マルチセレ 
クターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を押すと選択 
び実行され、カスタムメニュー画面に戻ります。 

• AC アダプタ EH - 己访 ij 売）接続中は、カスタムセッティング 22 の設定にかかわ 
らず、液晶モニタび自動的にオフになるまでの時間び約]日分に固定されます。 


のあ晶モこか巧-が 

資 )lOs 10 秒 


20秒►決定 
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カスタムセッティング23:半巧しタイマー 

カメラの電源スイッチを ON にしたときやシャッ 
ターボタンを半巧ししたとさの半巧しタイマーの作 
動時間を4砂、6砂、8砂、16砂、3日分のいずれ 
かに変更でさます。初期設定は6砂です。半押し夕 
イマーを延長すると、バッテ U —の消耗び速くなり 
ます。 

カスタムメニュー画面 （阻 P .163) から！ "23 半}甲 
しタイマー」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「半押しタイマー」の 
設定画面び表示されます。マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、設定を選択します。►を押すと選択び実行され、カスタムメニュー画面に戻 
ります。 

• AC アダプタ EH - 己（別売）接続中は、カスタムセッティング23の設定にかか 
わらず、半巧しタイマーはオフになりません。 




18日 












カスタムセツテイング 24 :セルフタイマー 

® セルフタイマー撮影 （ asP . 128 ) の際、シャッター 
とボタンを巧してから、シャッターびされるまでの時 
;間を、2 秒、己秒、 ] 日秒、2日秒のいずれかに変更 
ふでさます。初期設定は]日秒です。 

イ カスタムメニュー画面 （田 P .163) から！■ 2 4 セル 
If フタイマー」 を選択して、マルチセレクターの►を 
力 巧すと、「セルフタイマー」の設定画面び表示されま 
^す。マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、設定を選択します。 

ム►を押すと選択び実行され、カスタムメニュー画面に戻ります。 

メ 

I カスタムセッテイング25 :リモコン待機時問 

IJ モコン撮影 （ asp . i 3 日）の際、撮影動作モードを 
1に秒 U モコン撮影）または I 腮時 U モコン撮影） 

にセットしてからの、 IJ モコン受信待機時間を]分、 

己分、 ] 日分、]已分のいずれかに変更でさます。初 
期設定は]分です。 

カスタムメニュー画面 （田 P .163) からに 曰リモ 
コン 待機時間」を選択して、マルチセレクターの ► 

を巧すと、「1」モコン待機時間」の設定画面び表示されます。マルチセレクターの 
▲または▼を操作することにより、設定を選択します。►を巧すと選択び実行さ 
れ、カスタムメニュー画面に戻ります。 

• U モコン操作び行われないまま U モコン受信待機時間び終了したり、電源ス 
イッチを日 FF にしてから日 N にすると、 IJ モコン受信待機状態び解除されて、 
[1](1 コマ撮影 )、 gu (連続撮影）のうち、直前にセットされていた撮影動作 
モードに戻ります。 




25巧の待機時間 


ど) 20s 20 秒 


分分分 
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■ 


0 マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 



SETUP メニューには次のメニュー項目びあります： 




フオルダ設定 

P .188 〜] 9]] 


連番モード 

P .192 

C 

力ードフオーマット 

1 P .193 ] 


カスタムメニュー表示 

P .194 

C 

曰時設定 

P .194 ] 


画面の明るさ 

P .19 己 

C 

クリーニングミラーアップ 

P .19 己 ] 


ビデオ出力 

P .196 

し 

言語 （ LANG ) 

P .196 ] 


画像コメント 

P .197 〜198 

「 

USB 設定 

P .199 ] 


ダストオフデータ取得 

P . 200〜202 

し 

ファームウエアパ’ージョン 

P .203 ] 


姿勢情報記録 

P .203 〜204 


言語 ( LANG ) 曰 

画像]) r ノト OFF 

USB 設定 

ブストがデ-夕取得 -- 


I 連番モ-ド 
力-ドフォ-ヌリト 
カスタム)(こ: I - 表示 
曰時設定 
画面の明るさ 


田防-こパミラ-アリブ 


ど巧出力 ® 

言語 ( LANG ) 

曰 

1画像]) T ノト 

OFF 

USB 設定 

吟 M 

1タストがデ-夕取得 

— 
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フォルダ設定 

画像を記録するフォルダの選択や新規作成を行い 
ます。 

SETUP メニュー画面 （阻 P .187) から 「フォルダ 
設定」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 
「フオルダ設定」の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することによ 
り、次の項目び選択でさます。 


[ 設定 

内容 j 

〔フォルダ選択 

画像を記録するフオルダを、既存のフオルダから選択します。 ] 

新規作成 

画像を記録するフオ J レダを新規に作成します。作成したフオル] 

ダには、任意のフオルダ名（己文き）を付けることびできます 。 j 

〔 フォルダ名変更 

既存のフオルダ名を変更します。 J 

〔 空フォルタ削除 

画像び記録されていないフオルダを削除します。 つ 


0フォルダが新規に作成された場台 

記録中のフォルダに記録されている画像ファイルび999コマ存在するか、9999というファ 
イル番号び存在した場合に撮影を行ラと、同じフォルダ名で番号び更新されたフォルダび自 
動的に作成されます。 

「フォルダ選択」 では、フォルダ名の選択のみ可能で、フォルダ名び同一のフォルダのラ 
ち、最大フォルダ番号のフォルダのみび記録の対象となります。たとえば、 101 ND 70 S 、 
1 02 ND 70 S に続し^て1 03 ND 70 S たく新規に作成された±易合、1 03 ND 70 S のみに画像たく 
記録されます。 

「フォルダ名変更」 では、同一のフォルダ名を持つ、全てのフォルダのフォルダ名び変更され 
ます。ただし、フォルダ番号を変更することびでさません。 
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フ ブ 設定 


更除 
ぶ変削 
作ち§ 
規 

新？^空 



















フオルダ選択 

r フォルダ選択」 を選択して、マルチセレクターの ► 
を押すと、「フォルダ選択」の設定画面び表示されま 
す。マルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、画像を記録するフォルダを選択でさます。 
ただし、フォルダ番号を指定して選択することはで 
さません。選択して、マルチセレクターの►を押す 
と、 SETUP メニュー画面に戻ります。 



E フォルダの選択画面について 

フォルダの選択画面では、現在記録中のフォルダ、 「 ND 70 S 」 の順にフォルダ名び表示され、 
その下に CF カードに保存されているその他のフォルダびアルフアベット順に表示されます。 
現在記録中のフォルダは、削除したり、 CF カードを交換した場合でもそのまま表示され、選 
択して撮影を行ラと同じフォルダ名のフォルダび作成されます。 


フ利げ選択 


J NIKON 


1 v^ll 

^ 7 ^ 


ND70S 

OSAKA 

TOKYO 



. 現在記録中のフォルダ 
.「 ND 70 S 」 


■ 


-他のフオルタ’（アルフアベツト順） 


メ I I ユ I ガイド I SEI — up メ I I ユ I 
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2 名前を確定し、名前編集を終了する場合は、実行ボタン111 ) を押します。 
SETUP メニュー画面に戻ります。 



四 

メ 


ふ 


新規作ぶ 


「新規作成」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、下のよラなフォ 
ルダ名編集画面び表示されます。曰文字まで入力でさます。 


キーボー ドエ U ア 


イマルチセレクターを使って 
Ip 文字を選択します。プ□テ 
' クトボタン@を巧すと、 


S 

E 

下 

U 

P 

メ 

IL 

I 


文字が決定します。 


■因 陽 Jk 醒脱吗 I 


フオルタ'名エリア 

入力した文字が表示されま 
，す。 カーソルを左ちに移動 
させる場合はサムネイルボ 
タン0とメインコマンド 
ダイヤルを使用します。 


フォルダ名工 U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合は、 
マルチセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上にカーソ 
ルを移動させ、プ□テクトボタン©を巧します。 

フォルダ名工 U アのカーソルを左ちに移動する場合は、サムネイルボタ 
ン EI とメインコマンドダイヤルを使用します。 

文字はカーソル位置に挿入されます。 

6文字上入力すると、フォルダ名工 U ア （5 文字）からあふれた文字び 
削除されます。 

フォルダ名を]文字削除する場合は、サムネイルボタン0を巧しなび 
らメインコマンドダイヤルを使用して削除する文字の上にカーソルを移 
動させ、削除ボタン醒Iを巧します。その文字び削除され、それより後 
ちの文字全体び繰り上びります。 

フォルダを新規作成せずに SETUP メニュー画面に戻る場合はメニュー 
ボタン11 U を押します。 


ミ几 R 

巧/ 
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フオルダ名変更 

1「フォルダ名変更」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を巧すと、フォルダ名の一覧び表示 
されます。マルチセレクターの▲または▼を 
操作することにより、フォルダ名を変更する 
フォルダを選択します。 


つマルチセレクターの►を巧すと、フォルダ名 
" 編集画面び表示されます。 

• フォルダ名編集画面の操作ち法は r 新規作 
成」の場合（前ページ）と同じです。 

• フォルダ名を変更せずに SETUP メニュー画 
面に戻る場合はメニューボタン01を押し 
ます。 

3名前を確定し、名前編集を終了する場合は、実行ボタン111 ) を巧します。 
^ SETUP メニュー画面に戻ります。 


空フォルダ削除 

r 空フォルダ削除」 を選択して、マルチセレクターの 
►を巧すと、画像び記録されていないフォルダびす 
ベて削除され、 SETUP メニュー画面に戻ります。 


いいえ画決定 I 
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連番モード 

連番モードを roN」 に設定すると、最後に記録を 
行ったファイル番号びカメラに記憶され、次に撮影 
を行ったとさには記憶内容に従って連番で記録び行 
われます。 CF カードの交換を行ったとさでも、最 
後にカメラに記録されたファイル番号にしたびって 
画像の記録を行いますので、複数のカードを使用す 
る場合でも撮影後の画像ファイルの管理び容易に行 
えます。 

SETUP メニュー画面 （田 P .187) から r 連番モード」 を選択して、マルチセレ 
クターの►を押すと、「連番モード」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



連番モードを無効にします。 「OFF」 の状態で撮影を行った場合、 
フオルダを新規に作成したり、 CF 力ードを交換するごとに日0日] 
OFF からファイル番号び付さます。画像を記録するフオルダ内に画像 

(初期設定） ファイルびある場合は、次の番号からファイル番号び付きます。 

なお、連番モードを 「ON」 の状態から 「OFF」 にすると、カメラ 
びフアイル番号を記憶した状態で連番モードを無効にします。 


連番モードを有効にします。 CF カードを交換したり、フオル 
ダを新規に作成してを、画像ファイルには撮影順に連続した蚕 
号び付さます。 


リセット 


f カメラび記憶しているファイル番号を U セツトします。 U セツ 

卜した後に撮影を行うと、現在選択中のフオルダにファイルび 
無い場合には日日日]から連番でファイル番号び付さます。す 
でにファイルびある場合には新たにフオルダを作成して日日日1 
から連番でファイル番号び付さます。 


0ファイル番号について 

• 連まモードび 「 OFF 」 の場合、 SETUP メニューの 「フォルタ’設定」 でフォルダを新規作成すると、 
その中のファイル番号び日日日]まから始まります。 

• 保存を行うフォルダ内に9999というき号のファイルび存在した場合に撮影を行うと、自動的に 
新規フォルダび作成され、連まモードの設逊こかかわらずファイルま号び日0日1番に戻ります。 

• 999というき号のフォルダびすでに存在している場合、ファイルま号9999の画像び記録され 
たり、このフォルダ内に999個のファイルび記録されると、フォルダの自動作成び行われず、レ 
U —ズび□ックされます。この場合は、連まモードをリセットした後、 CF カードをフォーマット 
するか、記録可能な CF カードに交換すると、さらに撮影を続けることびでさます。 
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力ードフォーマット 

CF カードは、使用前にフォーマットを行う必要び 
あります。 SETUP メニュー画面 （as P.187) から 
r カードフォーマット」 を選択して、マルチセレク 
ターの►を巧すと、「カードフオーマット」の設定画 
面び表示されます。 


2 


a\ 


力-ドフト?ット 

で'フォ-マット 
こしますか？ 


いいえ画決定 I 





力-ドフォ -? ット 



7ルチセレクターの▲または▼で「はい」を 
選択します。 

• フオーマツトを行わない場合は「いい 
え」を選択して実行ボタン GH を巧すと、 
SETUP メニュー画面に戻ります。 


実行ボタン011を巧すとフオ ーマットが開 
始 され、「フ オー マット中」というメッセージ 
が表示されます。 

• フオーマツ トが 終了す ると、 SETUP メ 
ニュー画面に戻ります。 


[5 力ードフオーマット中のごま意 

「フオーマット中」のメッセージび液晶モニタに表示されている間は、カメラの電源スイッチ 
を日 FF にしたり、 CF カードを取り出したりしないでください。 

の フオー マットする前に 

CF カードをフオーマットずると、カード内のデータはずべて消去されまず。 フオーマットす 
る前に保存したい画像をパソコンに転送することをおすすめします。 

巧 FAT 32 について 

D70S は FAT32 に対応しており、 2GB1； (上の容量の CF 力ードを使用できます。ただし、 
すでに FAT1 目で フオーマット されている CF 力ードを フオーマット すると、 FAT1 目で フオー 
マッ トされます。 

gs ボタン操作によるフオーマット 

CF 力ードは、 フオー マットボタン FO 函每（イルミネーターボタン® +撮影動作モードボタン 
®) を同時に約2秒間巧して フオー マットすることもできます（田 P.21)。 
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カスタムメニュー表巧 

カスタムメニュー画面 （SB P . 163) に、カスタムセツ 
ティングのラち基本的な]日項目のみを表示するか、 
2已項目すべてを表示するかを設定します。 

SETUP メニュー画面（田 P .187) から 「カスタム 
メニュー表示」 を選択して、マルチセレクターの ► 
を巧すと、「カスタムメニュー表示」の設定画面び表 


カスタム)(こ 1- 表示 


点哥のブル)(こ]-►決定 I 


層ァり(ソスト)(こ： I - 


示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、 

次の項目び選択でさます。 

r 設定 

内容 1 

シンプルメニユ ー 

(初期設定） 

カスタムメニュー画面に、カスタム- 
セッティング]〜カスタムセッティ 
カスタムセッティングは表示されて 1 
びでさます。表示されるカスタムセ’ 
りです。 

•R : U セット •己 

• 1 :電子音設定 •目 

•2 ;AF モードの選択 *7 

•3 : AF エ IJ アモード設定 *8 

•4; 内蔵 AF 補助光 *9 

tz ッティング R とカスタム] 

ング 9 のみを表示します。 

る項目のみ設定すること 
ッティング項目は次のとお 

感度自動制御 
カード無時レ IJ ーズ 
撮影画像確認 
格テ線表示 

露出値ステップ幅 J 

f アドバンスト 

メニュ— 

カスタムメニュー画面に、 2 已項目すベてのカスタムセッティ'] 

ング項目を表示します。 

- 



曰時設定 

日時を設定します。 SETUP メニュー画面（田 
P .187) から 旧時設定」 を選択して、マルチセレ 
クターの►を巧すと、曰時設定画面び表示されま 
す。なお、ご購入後はじめて電源を ON にすると、 
自動的にこの画面び表示されます。日時設定につい 
ての詳しい説明は、「ご使用になる前に一撮影前の 
準備」 （の P. 16 ) をご覽ください。日時は定期的に 
設定することをおすすめします。 


面 

曰時設定 

〇 

年月日 

砸 g . のの 

P 

時分秒 


晒:晒:晒 

( D 設定趣！)決定 
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画面の明るを 

液晶モニタの明るさを調整します。明るさは己段 
階で調整でさます。設定された液晶モニタの明るさ 
は、すべての液晶モニタ表示に適用されます。マル 
チセレクターの▲または▼を押すと、連動して画面 
の明るさび変わります（▲で明るく、▼で暗くなり 
ます)。範囲は一2〜+2です。 

SETUP メニユー画面 （田 P .187) から r 画面の明 
る さ」を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 
び表示されます。 


「画面の明るさ」の設定画面 


マルチセレクターの▲または▼を操作して、一2〜+2から最適な明るさを選択 
します。マルチセレクターの►を巧すと設定び有効になり、 SETUP メニュー画 
面に戻ります。 


クリ-ごノブミラ-アツブ 


クリーニング S ラーアップ 

撮像素テに装着されている□ーノ くスフィルターのミち 
れを調べたり、ク U —ニングするために、ミラーを 
アップした状態に固定します。詳しくは「ク IJ 一二 
ングについて」 （曲 P .240) をご覽ください。 

SETUP メニュー画面 （0H P .187) から「クリーニ 
ングミラーアップ」を選択して、マルチセレクター 
の►を押すと、「ク U —ニングミラーアップ」の設定 
画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



[ 設定 

内容 1 

ずる 

シャッターボタンの全巧しでミラーアップ状態になり、表示パ 

ネルに-一一び点滅表示されます。ミラーをダウ 

ンするにはカメラの電源スイッチを日 FF にしてください。 J 

〔 しない 

ミラーアップ状態になりません。 〕 


^長時間のミラーアップについて 

作業中のバッテ U —切れを防ぐため、長時間ミラーを上げたままにする場合は、 AC アダプタ 
(別売）を使用することをおすすめします。 
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ビデオ出力 

テレビやビデオなどに接続する場合のビデオ出力ち 
式を、 NTSC 方式または PAL 方式のいずれかに設 
定します。 

SETUP メニュー画面 （田 P .187) から 「ビデオ出 
力」を選択して、マルチセレクターの►を巧すと、 
「ビデオ出力」の設定画面び表示されます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


NTSC 方式のテレビやビデオに接続する場合に選択します。通 I 
常、日本国内でご使用の場合はこちらを選択します。 


NTSC 

(初期設定） 


PAL 方式のテレビやビデオに接続する場合に選択します。通1 
常、曰本では使用されません。 

•「 PAL 」 に設定した場合、メニュー画面の文字びちらつくこ 
とびあります。ビデオ出力を使用しないとさは、なるべく 
「 NTSC 」 に設定してご使用になることをおすすめします。 


PAL 


ビデオ出力ち式にかかわらず、ビデオケーブルをカメラに接続しているとさ 
は、液晶モニタは点好しません。 


〇 


言語 ( LANG ) 
岂岂音 
It Italian 。 


言語 (LANG) 

メニュー画面やメッセージの表示言語を 、 Deutsch 
(ドイツ語 )、 English (英語)、 Esp が〇1 (スペイン語)、 

Frangais (フランス語）、を呈（韓国語 ）、 Italiano 
(イタ U ア語)、日本語 、 Nederlands (オランダ語)、 

Svenska (スウェーデン語）、中义備体)（中国語）の 
いずれかに切り換えることびでさます。 

SETUP メニュー画面 （の P .187) から 「言語 
( LANG )」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、「言語 （ LANG )」 の設定 
画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作して、表示言語を選択します。マルチセレ 
クターの►を押すと設定び有効になり、 SETUP メニュー画面に戻ります。 


曰本語 ►OK 
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画像コメント 

あらかじめ入力したコメントを新規に撮影する画像 
に;添付することびでさます。ミ添付されたコメントは、 

PictureProject や Nikon Capture 4 (Ve「.4.2l ツ 
齡の撮影情報に表示されます。 

SETUP メニュー画面 （田 P.187) から 「画像コメ 
ント」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 

「画像コメント」の設定画面び表示されます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 1 

ド 

設定終了 

「画像コメント」 メニューを終了し、 SETUP メニュー画面に戻りI 
ふ^ 〇 

〔コメント入力 

コメントを入力します。 〕 

〔コメント添付 

コメントを撮影画像に添付します。 ] 


コメントの入力 

r コメント入力」 を選択して、マルチセレクタ- 
れます。 36文字まで入力でさます。 


-の►を押すと、下の画面び表示さ 


キーボードエリア 
マルチセレクターを使って 
文字を選択します。プ□テ< 
クトボタン®を巧すと、 
文字が決定します。 


コメントエ U ア 

入力した文字が表示されます。 
，カーソルを左ちに移動させる 
場合はサムネイルボタン〇 
とメインコマンドダイヤルを 
使用します。 


コメントエ U アの現在のカーソル位置に新しい文字を入力する場合は、マル 
チセレクターを使って入力するキーボードエ U アの文字上にカーソルを移動さ 
せ、プ□テクトボタン®を巧します。 

コメントエ U アのカーソルを左ちに移動する場合は、サムネイルボタン〇 
とメインコマンドダイヤルを使用します。 

文字はカーソル位置に挿入されます。 



])^ノト入力 
n ]が卜添付 




メ I I ユ I ガイド I SEI — up メ I I ユ I 


197 






















• 37 文字上入力すると、コメントエ U ア （36 文き）からあふれた文字び削除 
P されます。 

と • コメントを]文字削除する場合は、サムネイルボタン0を巧しなびらメイ 
a ンコマンドダイヤルを使用して削除する文字の上にカーソルを移動させ、削除 
!„ ボタン®を押します。その文字び削除され、それより後方の文字全体び繰 
5 り上びります。 

f • コメントの内容を確定し、コメント入力を終了する場合は、実行ボタン011 
〇 を押します。画面は画像コメント画面に戻ります。 

E • コメントを確定せずに SETUP メニュー画面に戻る場合はメニューボタン1111 
U を押します。 

P 

£コメントの添付 

f コメントの入力び終了したら、画像に入力したコメントを添付するかどうかを選 

択します。 

• 次に撮影する画像からコメントを添付する場合 
は、マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより「コメント添付」を選択して、マルチ 
セレクターの►を巧します。「コメント添付」の 
□に/び入ります。 

• 「コメント添付」の□に/び入っていることを確 
認して、マルチセレクターの▲または▼を操作す 
ることにより「設定終了」を選択し、マルチセレクターの►を押すと SETUP 
メニュー画面に戻ります。 

• 「コメント添付」の□に/び入っていると、それ！;(降撮影された画像にはすべ 
てコメントび;添付されます。 

• 画像へのコメントの添付を中止する場合は、「コメント添付」を選択してマル 
チセレクターの►を押し、□の/をはずしてください。 r 設定終了」を選択して 
マルチセレクターの►を巧すと SETUP メニュー画面に戻ります。降の撮影 
画像にコメントは添付されなくなります。 



画像]) r ノト 

-設定終了 
] か卜入力 
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USB 設定 

専用 US 目ケーブル UC-E4 を使用してカメラとパソ 
コンを接続する前に、 US 目通信ち式を選択します。 

ご使用のパソコンの日 S (オペレーションシステム） 

に合わせて正しい通信ち式びカメラにセットされて 
いないと、撮影した画像をパソコンに転送すること 
びでさません。 

SETUP メニュー画面（曲 P.187) から 「USB 設 
定」 を選択して、マルチセレクターの►を押すと、 「 USB 」 の設定画面び表示され 
ます。 

マルチセレクターの▲または▼を操作することにより 、 「Mass Storage 」、「 PTP 」 
の選択び巧能です。初期設定は 「Mass Storage ] に設定されています。マルチセ 
レクターの►を押すと設定び有効になり、 SETUP メニュー画面に戻ります。 


• USB 通信ち式は、ご使用のパソコンの日 S と使用するソフトウェアの組み合 
わせにより、次のように対応しています。 


广 

( USB 通信方式 y 

0 S 

L _^ 

Pi CtureProject 
Transf 白 r ’ x ‘ 1 

ニコンキヤプチヤー 41 
カメラコント□—ル※ 2 

Windows XP Home Edition 
し Windows XP Professional 

PTP または 
Mass Storage 

PTP 

J 

广 

Mac OS X 

PTP または 
Mass Storage 

> 

PTP 

J 

Windows 2000 Professional 
Windows M 川 ennium Edition (Me) 
Windows 98 Second Edition (SE) 

Mass Storage 

PTP 

J 

ド 

Mac OS 9 

- 

対応していません 

PTP 

- 1 


円 ctureProject の機能の一つで、 CF カードに記録された撮影済み画像をパソコンに転 
送します。 

《2 D70S は別売の Nik 日 n Capture 4の Ver.4.2 じ(降に対応しています。 

• 円 ctBrid 呂目規格対応プ U ンタに直接接続してプ U ントする場合は、 「 PTP 」 に 
設定してください。 


USB 設定 


@SMass Sto ^ 決定 1 




メ I I ユ I ガイド I SEI — up メ I I ユ I 


199 

























ダストオフデータ取得 

別売の Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 l ツ降）のイメー 
ジダストオフ機能を使用するための、 イメージダス 
トオフデータを取得します。「ダストオフデータ取 
得」は CPU レンズ装着時のみ選択でさます 。 Nikon 
Capture 4のイメージダストオフ機能については、 

Nikon Capture 4の使用説明書をご覧ください。 

• イメージダストオフデータを取得するとさは、焦 

点距離び己日 mm (上の CPU レンズのご使用をおすすめします （SB P .226)。 
• ズームレンズを使用する場合は、望遠側にセットしてください。 

• 取得したイメージダストオフデータは、データ取得後にレンズや絞り値を変更 
して撮影した画像にも適用でさます。 

SETUP メニュー画面 （as P .187) から 「ダストオフデータ取得」を選択して、 
マルチセレクターの►を巧すと、「ダストオフデータ取得」の設定画面び表示され 
ます。 


マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 


1 設定 

内容 1 

〔 する 

イメージダストオフデータを取得します。 ] 

しない 

イメージダストオフデータを取得しません。選択してマルチセ] 

レクターの►を押すと SETUP メニュー画面に戻ります。 
- り 



メ I I ユ I ガイド I SEI — up メ I I ユ I 
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「ダストオフデータ取得」の設定画面で「する」を選択し、マルチセレクター 
の►を巧すと、イメージダストオフデータ取得の待機状態になり、露出や 
ホワイトバランスなど各種設定び自動的に最適な状態に設定されます。 
•この状態では、液晶モニタに「明るい場所 
で T 日 cm 程度離れた白紙に向けてレ U —ズ 
して下さい」というメッセージび表示され、 

表示パネル、ファインダー内表示に rf {こ 
び点打します。 


• イメージダストオフデータ取得の待機状態をキャンセルするには、電源ス 
イッチを日 FF にするか、メニューボタン1111またはマルチセレクターの 
◄を押して SETUP メニュー画面に戻ってください。 

• 液晶モニタび消灯すると、待機状態はキャンセルされます。 

レンズ先端から]日 cm 程度離れた、明るく白い無地の被写体を画面いっぱ 
いにとらえ、シャッターボタンを半押しします。 

• オートフ オー カスび自動的に無限遠に制御されます。 

• フオー カスモードを M (マニュアル フオー カス）にセットしている場合 
は、レンズを手動で無限遠にセットしてください。 




メ I I ユ I ガイド I SEI — up メ I I ユ I 
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シャッターボタンを押し込んで撮影します。 

• 被写体び暗い場合はノイズ除去び自動的に実行されるため、 CF カードへ 
の記録に時間びかかる場合びあります。 

• シャッターボタンを押すと、液晶モニタび消灯します。 

•被写体び明るすざたり暗すざる場合 、子一 
夕の取得び行われずに液晶モニタに「露出 
条件び不適切です」といラメッセージび表 
示され、待機状態（手順 1) に戻ります。被 
写体の明るさを変えて再度撮影を行って< 

ださい。 



E 記録されたイメージダストオフデータについて 

• イメージダストオフデータは画像処理ソフトウエアなど 
で開 < ことびでさません。 

• イメージダストオフデータをカメラで再生すると、格テ 
模様の画面び表示されます。 

• イメージダストオフデータをカメラで再生してを、ヒス 
トグラム表示、八イライト表示は行えません。 

の Nikon Capture 4のイメージタ’ストオフ機能について 

別売の Nikon Capture 4 (Ver.4.2 しソ降）のイメージダストオフ機能は、取得したイメージ 
ダストオフデータと撮影した RAW 画像を比較し、カメラの撮像部に付着したゴ三を画像か 
ら消去する処理を自動的に行います。イメージダストオフ機能は RAW 画像にのみ対応して 
います。 
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ファームウェアバージョン 

カメラのファームウェアバージョンを表示します。 
SETUP メニュー画面（田 P .187) から「ファーム 
ウェアバージョン」を選択して、マルチセレクターの 
►を押すと、「ファームウェアバージョン」の情報表 
示画面び表示されます。 

情報表示画面の表示中にマルチセレクターのイを押 
すと、 SETUP メニュー画面に戻ります。 


姿勢情報記録 

D 7 日 S は、内蔵された縦横位置センサーの信号に 
基づいて、撮影時のカメラの縦横位置情報を画像 
に記録することびできます。この情報により、縦 
位置で撮影された画像を液晶モニタに表示した 
り、 PictureProject や別売の Nikon Capture 4 
( Ve 「.4.2 lU 降）で開くと、自動的に縦ち向に回転し 
て表术されます。 


四 

メ 

IL 

I 

ガ 

イ 

ド' 

I 

S 

E 

下 

U 

P 

メ 




SETUP メニュー画面（田 P .187) から r 姿勢情報記録」を選択して、マルチセ 


レクターの►を押すと、「姿勢情報記録」の設定画面び表示されます。 



203 










マルチセレクターの▲または▼を操作することにより、次の項目び選択でさます。 



内容 1 


撮影時のカメラの縦横位置情報として、「横位置」、「縦位置（時計回り1 

に9日°回転)」、「縦位置（反時計回りに90°回転)」のいずれかを画 
像に記録します。 

ft 歐 週 

ON 

(初期設定） 

V 

横位置 縦位置 縦位置 

時計回りに90°回転 反時計回りに90°回転 

• 連続撮影時（田 P .72) の構図の縦位置-横位置に関する情報は、連 
続撮影開始時の情報び記録されます。連続撮影中に構図を変えてを、 
反映されませんのでご注意ください。 

•カメラを上向さ-下向さで撮影する場合、誤った縦横位置情報び記 
録されることびあります。その際は 「 OFF 」 を選択してください。1 

OFF 

撮影時のカメラの縦横位置にかかわらず、縦横位置情報を画像に記1 
録しません。この設定で撮影された画像を PictureProject や別売の 
Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 iU 降）で開く場合は、横位置で表示され 

On 〇 

- 


圓縦位置自動回お（阻 P .152) 

通常、 「姿勢情報記録」 を 「 ON 」 に設定して縦位置で撮影された画像は、液晶モニタでも縦位 
置で表示されますび、再生メニューの 「縦位置自動回転」 では、すべての画像を横位置で表示 
するように変更できます。 
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パソコン 
に接続する 


カメラをテレビやビデオデッキに接続して、液晶モニ 
夕の内容をテレビ画面に表示したり、ビデオデッキで 
録画することびできます。また、 PictureProject を 
パソコンにインストールすると、カメラとパソコンを 
接続して、撮影した画像をパソコンに転送することも 
でさます。 

テレビで再生する（田 P .20 目〜20 7) 

カメラをテレビやビデオデッキに接続するち法につい 
て説明します。 

パソコンに接続する（曲 P .208〜212) 

カメラとパソコンの接続ち法について説明します。 






テレビで再生する 


カメラをテレビやビデオなどに接続して、撮影した画像をテレビ画面に表示した 
@り、ビデオデッキで録画することびでさます。接続には付属の専用ビデオケーブ 

璋ル EG - D 1 日日似下、ビデオケーブル）をご使用ください。 

続 
丄 

レ 
ビ 
で 


す 

るっ 端テカバーを矢印の方向に開けてください。 



DC 入力端子 
ビデオ出力端子 




3カメラとビデオを下の図のように接続します。 



ケーブル端子 ケーブル端子 
(外部機器側） （カメラ側） 


206 









































4 テレビの入力をビデオ入力に切り換えます。 

5カメラの電源スイッチを日 N にします。 

• 画像の再生に関する操作は、液晶モニタで再生する場合と同様です。 

. 液晶モニタび消好し、撮影した画像びテレビで再生されます。 

• ビデオケーブル接続時にも、ボタン入力などのカメラの動作は接続前と 
同様に行えます。 

•AC アダプタ EH- 己（別売）接続中は、液晶モニタのパワーオフ設定は 
] 日分に固定されます。また、半押しタイマーはオフにはなりません （SB 
P.18 己）。 


【り端子抜を差し時のごま意 

ビデオ出力端子を抜さ差しするとさは、必ずカメラの電源スイッチび日 FF になっていること 
を確認してください。 

0長時間ご使用になる場台のごま意 

テレビでの再生などカメラを長時間ご使用になる場合は、 AC アダプタ EH - 日（別売）のご使 
用をおすすめします。 

g ビデオ出力（田 P .196) 

ビデオ出力の初期設定は 「NTSC」 （通常曰本で使用されている方式）です。ご使用の機器び 
PAL 方式の場合は、 「PAL」 にセットしてください。 PAL 方式の機器に出力した場合は、間 
弓Iさび行われるため多少解像度び低下します。 


@接続—テレビで再生する 
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パソコンに接続する 


因 

接 

続 

I 

パ 

ソ 

□ 

ン 

に 

接 

続 

す 

る 


このカメラは US 目インターフェイスを装備しており、付属の USB ケーブル 
UC - E 4 を介してパソコンと通信することびできます。円 ctureProject を使用 
すると、 D 7 日 S で撮影した画像をパソコンに転送したり、転送した画像のサム 
ネイルー覽表示や簡単な画像調整および印刷びでさます。また、別売の Nikon 
Capture 4 ( Ve 「.4.2 lU 降）では、 PictureProject の機能に加えて、より高度な 
画像調整やバッチ処理などをパソコン上で行ったり、パソコンからカメラをコン 
卜□ールすることびでさます。 

• 最初に各ソフトの使用説明書をよくお読みになり、必要なソフトウェアをイン 
ス I -ールしてください。 

• 動作環境はご使用のパソコンの機種によって異なります。ソフトウェアの使用 
説明書をご覽ください。 

• カメラの電源スイッチを OFF にして、バッテ|」一、または AC アダプタ EH - 己 
(別売）び装着されていることを確認してください。 

• バッテ U —の消耗を防ぐため、 AC アダプタ EH - 已（別売）のご使用をおすすめ 
します。 


カメラをパソコンに接続する前に 

ご使用のパソコンの日 S (オペレーティングシス 
テム）に合わせて、正しい通信ち式びカメラにセッ 
卜されていないと、撮影した画像をパソコンに転 
送することびでさません。通信ち式は次の表を参 
考にして、 SETUP メニューの 「USB 設定」で設 
定してください（の P . 199)。初期設定は 「Mass 
Storage ] に設定されています。 



0 S 

； USB 通信方式 ] 

PictureProject 

Transfer *^ ^ 

ニコンキヤプチヤー 4' 

カメラコント□—ル※2 

ぐ 

Windows XP Home Edition 
Windows XP Professional 

PTP または 
Mass Storag 白 

PTP 

ゾ 

Mac OS X 

\ _ 

PTP または 
Mass Storag 白 

PTP 
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0 S 

L _^ 

^ USB 通信方式 ] 

PictureProject 
Transfer ^' ^ 

ニコンキヤプチヤー 4' 
カメラコント□—ル※2 

ド 

Windows 2000 Professional 



Windows M 川 ennium Edition ( Me ) 

Mass Storage 

PTP 

Windows 98 Second Edition ( SE ) 


J 

Mac OS 9 

対応していません 

PTP 

J 


円 ctureProject の機能の一つで、 CF カードに記録された撮影済み画像をパソコンに転 
送します。 

《2 D 70 S は別売の Nikon Capture 4の Ver .4.2 じ(降に対応しています。 


Windows 2000 Professional、Windows Millennium Edition ( Me )、 
Windows 98 Second Edition ( SE ) をご使用の場台のごま意 

上記の日 S で円 cturePr 日 ject の転送機能をご使用の場合は、 SETUP メニューの 「USB 
設定」 を rPTPJ に設定しないでください。 

「USB 設定」 を 「 PTP 」 に設定して、上記日 S のパソコンと接続した場合には、下記の要 
領でパソコンとの接続を外してください。 

再度パソコンと接続する場合は、必ず 「 USB 」 を 「Mass Storage 」 に変更した後、パソ 
コンと接続してください。 

Windows 2000 Professional の場合： 

「新しい八ードウエアの検索ウイヴードの開始」と表示されますので、「キャンセル（中 
止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 

Windows Millennium Edition ( Me ) の場合： 

「八ードウてア情報データベースの更新」の後に「新しい八ードウてアの追加ウイヴー 
ド」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を選択して画面を閉じ、パソコンとの 
接続を外してください。 

Windows 98 Second Edition ( SE ) の場合： 

「新しい八ードウエアの追加ウイヴード」と表示されますので、「キャンセル（中止)」を 
選択して画面を閉じ、パソコンとの接続を外してください。 


〇接続—パソ n ンに接続する 
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a USB ケーブルで接続する 

接 1 SETUP メニユーの 「 USB 設定」 （田 P.199) で US 目通イ言ち式を言ミ定し 
続 ます。 

ふ 専用 US 巨ケーブルを使ってカメラとパソコンを接続する前に、使用するソ 
ソ フトウェア、および接続するパソコンの 0S に合わせて USB 通信ち式を選 
ミ 択します。 

に 

接 

続*7パソコンを起動します。 



4 


カメラとパソコンを US 巨ケーブル UC - E 4 で接続します。 




0使用ずる電源について 

カメラからパソコンにデータを転送するとさは、確実に電源を供給でさる AC アダプタ EH- 己 
(別売）のご使用をおすすめします （SB P.23 日)。カメラをバッテ U —で操作するとさは、バッ 
テ U —び充分に充電されていることをご確認ください（予備バッテ U —のご用意をおすすめし 
ます)。 

^ USBA ブについて 

USB ノ V ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 

2 W 








































I C * 5 

巧ぶ 

AF-S 回 


^円図 

PC 

NORM L 1 函 A 


円 iES f5.5 


カメラの電源スイツチを日 N にします。 


SETUP メニューの 「USB 設定」（田 P .199) 
を 「Mass Storage ] に設定した場合、パソ〕 
ンとの通信び正常に行われると、表示パネルの 
絞り値表示部とファインダー内の撮影可能コマ 
数表示部分に rp ご」 といラ文字び表示されま 
す （ rPTP 」 に設定した場合、表示は変化しませ 
ん）。この状態では、円 ctureProject を使用し 
て CF カード内にある撮影済み画像の転送び可 
能になります。 

パソコンと正しく接続され、別売の Nikon 
Capture 4のニコンキヤプチヤー4カメラコン 
卜□ールを起動している場合、表示パネルとファ 
インダー内の撮影可能コマ数表示部分に rp C 
」といラ文字び表示され、撮影された画像は CF 
カードではなく、パソコンに保をされます。 

PictureProject の詳しい説明については、 
PictureProject ソフトウエア使用説明書を、 
Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 lU 降）の詳しい説 
明については Nikon Capture 4 ( Ve 「.4.2 lU 降) 
の使用説明書をご覽ください。 


[5 パソコン接続時のごま意 

カメラとパソコンの通信中は、電源スイッチを日 FF にしないでください。 


D 接続—パソコンに接続する 


■ 
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> USB 通信方式を 「Mass Storage] にした場を： 

USB ケーブルをはずしたり、カメラの電源を OFF にする前に必ず次の操 
作を行ってください。 

WindowsXP Home Edition / Professional の場合： 
パソコン画面ち下の「八ードウエアの安全な取り外 
し」アイコンをク U ックして rusB 大容量記憶装置 
デバイスードライブ （ E :) ^を安全に取り外します。」 
を選択してください。 



6パソコンとカメラの通信を終了します。 

® ♦US 目通信ち式を rPTPj に設定した場ち： 
i カメラの電源を OFF にして、 US 巨ケーブルを抜いてください。 


中/、ー ドウがの巧りかしまたは巧り化 13 

15:01 



で卜のがの巧りかし I 

115 ^ 14:21 


顧 i !- ラの 

バッウア》ブ 


Norton AnWirus を使ってスキみを） 


シヨ—トカ》卜加乍巧を） 



Windows 2000 Professional の場合： 

パソコン画面ち下の「八ードウエアの取り外しまた 
は取り出し」アイコンをク U ックして 「 US 巨大容量 
記憶装置デバイスードライブ （ E :) ^を停止します」 
を選択してください。 

Windows Millennium Edition の場合： 

パソコン画面ち下の「八ードウエアの取り外し」ア 
イコンをク U ックして 「 US 巨ディスクードライブ 
( E :) ^の停止」を選択してください。 

Windows 98SE の場ち： 

マイコンピュータの中の「1」ムーバブルディスク」 
上でマウスをちク U ックして「取り出し」を選択し 
て < ださい。 


Mac OS Xの場合： 

デスクトップ上の 「NIKON D 7 日 S 」 のアイコンを 
ゴミ箱に捨ててください。 

^「ドライブ作:)」はご使用のパソコンによって異なります。 


—パソ n ンに接続する 
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D 7 日 S を円 ct 目 ridge 規格に対応したプリンタと直接 
接続して、パソコンを介さずにプ U ントする方法につ 
いて説明します。 


273J 





このカメラは、 p 1 もが「も^^こよるダイレクトプ U ント機能に対応しています。 
@カメラと Piet 目 ridge 対応プ U ンタを付属の US 目ケーブル UC - E 4 で接続するこ 
プとで、 CF カードに記録した画像を、パソコンを介さずにカメラからの操作で直 
y 接プ U ントすることびでさます。 

よ • ご使用のプ U ンタび PietBrid 呂目に対応しているか、あらかじめご確認くださ 
る し、対応していないプ U ンタとは通信を行うことはできません。 

• カメラの電源スイッチを日 FF にして、バッテ IJ 一、 または AC アダプタ EH - 己 
(別売）び装着されていることを確認してください。 

• 円 ctBrid 呂目によるダイレクトプ U ントでは」 PEG 画像のみプ U ント可能です。 

1 SETUP メニューの 「USB 設定」（曲 P .199) 
で US 目通信ち式を 「 PTP 」 に設定します。 

• US 巨通信ち式び 「Mass Storage ] 湖期設 
定）に設定されている場合は、プ U ンタとの 
通信を行えません。 


2プ U ンタを起動します。 

3カメラの電源スイッチを日 FF にします。 


^ USBA ブにつしに 

USB ノ V ブに接続した場合の動作は保証しておりません。 
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4 


カメラとプ U ンタを us 巨ケーブル UC - E 4 で接続します。 




r( 

PictBridge 


カメラの電源スイッチを日 N にします。 

•プ U ンタとの通信び正常に行われると、液晶 
モニタに Piet 巨 rid 呂目画面び表示された後、 
円 ctBrid 呂目メニュー画面び表示されます。 



DPOF フの卜 
ブリント設定 


が r . 2 - 


g マルチセレクターの▲または▼を操作するこ 
^とにより、「プリント設定」を選択し、►を巧 

フリント 

DPOF フの卜 


します。 

b ブリント設定 




0使用ずる電源について 

ダイレクトプリントを行うときは、確実に電源を供給できる AC アダプタ EH -5 (別売）のご 
使用をおすすめします（田 P .23 日)。カメラをバッテ U —で操作するとさは、バッテリーが 
充分に充電されていることをご確認ください（予備バッテ U —のご用意をおすすめします)。 
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@プリントする 





























r プ u ント設定」画面び表示されますので、マ 
ルチセレクターの▲または▼を操作すること 
により、項目を選択し、►を押します。各項 
目の内容は次のとおりです。 


設定終了 設定び有効になり、円 ctBrid 旨 e メニュー画面に戻ります。 


用紙サイズ選択 


プ U ント用紙のサイズを選択しま 
す。「用紙サイズ選択」画面び表示 
されますので、▲または▼を操作 
することにより、プ U ント用紙の 
サイズを選択して►を押します。 

•プ U ンタ側で選択、または標準 
設定されている用紙サイズに設 
定する場合は、「召」を選択し 
ます。 

• 「呂」切外に 「 L 」、 「 21_ 」、「はびき」、 noommx 1 己 0mm 」、 
「 4"x6" 」、 r203mm X 254mm 」、「 Letter 」、「 AS 」、 rA4J 

のうち、プ U ンタ側でサポートされている用紙サイズび選択で 
さます。 



日付印刷 


画像に撮影日を印字します。「日付」の前の□に/び入ります。 


フチなし印刷 


画像をフチなしでプ U ントします。「フチなし印刷」の前の□に/ 
び入ります。 X ’ 


《「日付」、「フチなし印刷」から/をはずすときは、その項目を選んで►を押します。 


E フチなし印刷について 

接続しているプ U ンタによっては 「フチなし印刷」 の設定びでさない場合びあります。この場 
合、プ U ンタの標準設定に合わせてプ U ントされるため、フチあり、フチなしのどちらでプ 
U ントされるかはプ U ンタの種類によって異なります。 

E マルチセレクターの操作 

画像再生中およびメニュー表示中は、フォーカスエ U ア□ックスイッチの設定位置に関係な 
く、マルチセレクターで操作を行ラことびでさます。 
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用紙サイス設定 

呂 

囚曰付印刷 
囚フチなし印刷 



@プリントする 


























DPOF フリント 
ブリント設定 


Q 「プ U ント設定」画面の設定終了後、マルチセ 
—レクターの▲または▼を操作することにより、 

「プリント」または 「DPOF プリント」を選択し 

ます。 

•プ U ントする画像を直接選択する場合や、画 
像を縮ルして一覽でプ U ント（インデックス 
印刷）する場合は、「プリント」を選択します 

(SB P .218)。 

• 再生メニューの「プリント指定」（田 P .1 已 7) 
で選択した画像および枚数でプ U ントする場 
合は 、 「DPOF プリント」を選択します （ 0B 
P .221)。 


0直接プリントずる場台のを意点 

画像調整を行わずに直接プ U ントする画像は、撮影モードダイヤルを P、S、A、M にセット 
して、撮影メニューの 「仕上びり設定」 （曲 P. 目 4) を 「ダイレクトプリント」 に設定して撮影す 
るときれいにプ U ントできます。 「カスタマイズ」 を選択した場合は、 「カラー設定」 を 「モード 
la (sRGB)J または 「モード Ilia (sRGB)」 に設定して撮影してください。 

E プリントにかかる時間について 

プ U ントする画像の画像サイズによってはプ U ントに時間びかかる場合びあります。 


@プリントする 
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回 

プ 

U 

ン 

卜 

す 

る 


画像を選択してプ U ントする 

Piet 目 ridge メニュー画面で 「プリント」 
と、「プ U ント」画面び表示されます。 



が フリント 

ブリント画像選}尺 
インデックスフリント 


r フオルタ—設定 Ml 


を選択し、マルチセレクターの►を巧す 



がフオルタ設定 

■ Ht 卜 Hi 卜 •■ tt 巧 

ND 70 S 

NIKON 

TOKYO 


マルチセレクターの▲または▼を操作する マルチセレクターの►を巧すと、フオルダ 

ことにより、 r フォルダ設定」を選択します。の一覧が表示されます。 



全でのフオルタ►決定 


ND 70 S 

NIKON 

TOKYO 


マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより、画像をプリントするフオルタ’ 
を選択します。 

• 「全て」を選択した場合は、 CF 力ードに記 
録されているすべての画像 （RAW 画像、 
TIFF 画像および非表示設定された画像を 
除く）が、プ U ントの巧象になります。 

• 特定のフオルタ’に限定して画像をプリン 
卜したい場合は、そのフオルダ名を選択 
します。 





マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより、「プリント画像選択」を選択し 
ます。 

• 「フォルダ設定」で題択したフォルダに 
含まれる、全ての JPEG 画像を縮ルし 
て、一覧でプリントする場合は「インデッ 
クスプリント」を題択してください（田 
P. 220)。 
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マルチセレクターの►を巧すと、「プリン 
卜画像選択」の設定画面が表示されます。 

• 画面の上側に画像の縮ル表示が、下側に 
選択されている画像が表示されます。 

• 「フオルダ設定」で選択されているフオル 
ダの画像のみが表示されます。 

• 非表示設定されている画像は表示されま 
せん。 



マルチセレクターのイまたは►を操作して、 
画面上側の縮ル表示からプリントしたい画 
像を選択します。 


8 





マルチセレクターの▲または▼を操作する 
ことにより、選択画像のプリント設定を行 
います。プリントされる画像には固が表 
のされます。 

• マルチセレクターの▲を巧すとプリント 
枚数は増加し（最高99枚)、▼を巧すと 
減少します。 

• 7と8の手順を繰り返してプリントする 
画像をすべて設定します。 

• JPEG 画像のみ設定が巧能です。 

• メニューボタン BH を巧すと PictBridge 
メニュー画面に戻ります。 


画像のプリントを設定した状態で実行ボタ 
ン团因を巧すとプリント画像の設定が完了 
し、プリントを開始します。 

• 実行中のプリントをキャンセルする場合 
は、実行ボタン团田を押すと、プリント 
を中止して円 ctBridge メニュー画面に 
戻ります。 

• プリントが完了したら、カメラの電源を 
OFF にして、 US 目ケーブルを抜いてくだ 
さい。 



@プリントする 
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0 エラーメッセージび表示された場合について 

@プ U ント中にエラーメッセージび表示された場合は、プリン 
プタを確認してください。エラーの原因を取り除いた後、マル 
チセレクターのまたは▼を操作することにより、「継続」を 
^選択し、►を押すと、プ U ントを再開します。「キャンセル」 
すを選択し、►を押すと、その時点でプ U ントを中止します。 

夕 • エラー内容によっては、「継続」を選択でさない場合びあり 
ます。 


I 


印!刷 I ラ- 
不明な I ラ-です 


継続 


:廊ミタ定 


gj インデックス印刷について 

インデックス印刷は、「フォルダ設定」で選択したフォルダに含ま 
れる、全ての JPEG 画像を縮小して、一覧でプ U ントします。前 
ページの手順己で「インデックスプリント」を選択してマルチセ 
レクターの►を押すと、印刷する画像の一覧び表示されます。 

• 印刷される画像には、 fli び一緒に表示されています。 

• 実行ボタン1111を押すとインデックス印刷び開始されます。 
実行中のプ U ントをキャンセルする場合は、再度実行ボタン 
0を押すと、プリントを中止して Piet 目 rid 旨 e メニュー画面 
に戻ります。 

• インデックス印刷を行う場合、「プリント設定」の「用紙サイ 
ズ選択」を「 S 」ソ州こ設定してください。 



gS 画像のトリミングについて 

画像ごとにトリミング（印刷範囲の指定）を行うことびでさま 
す。「プ U ント画像選択」画面で画像を選択し、サムネイルボタ 
ン0を押すと、選択画像の卜 U ミング画面になります。卜 
U 三ング画面では実際にプ U ントされる範囲び表示されます 
ので、画像確認しなびら次の操作を行ってください。 

• メインコマンドダイヤルを回すと、画像の拡大率び変化し 
ます。 



• マルチセレクターを操作すると、拡大部分び上下左ちに移動します。 

• 実行ボタン GB を押すと、画面に表示されている部分び印刷範囲として設定され、「プリ 
ント画像選択」画面に戻ります。 

なお、画像の拡大率び大さくなるほど、プ U ント画像びあらくなる場合びあります。 

《プ U ンタび卜 U ミング機能をサポートしていない場合、画像の卜 U ミングは行えません。 
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プリント指定に合わせてプリントする 


Piet 巨 rid 呂日メニュー画面で 「 DPOF プリント」 を選択し、マルチセレクターの►を 


押すと、 「 DP 日 F プ IJ ント」画面び表示されます。ただし、再生メニューの 「プリン 
卜指定」 で設定した画像び CF カードにを在しない場合は、この操作は行えません。 



ここでは、再生メニューの「プリント指定」 
(西 P .1 已 7) で設定された内容び表示され 
ます。 


• RAW 画像および非表示設定されている画 
像は表示されません。 

•プリント指定の内容を変更する場合は、 
再生メニューの「プリント指定」で「設 
定」を選択した場合と同様の操作で、プリ 
ントする画像と枚数を設定できます （SB 
P.1 已 7 )。 

• DPOF プリントをキャンセルする場合は、 
メニューボタン晒を巧すと、 PietBridge 
メニュー画面に戻ります。 

• 再生メニューの「プリント指定」で設定し 
た「撮影情報」および「日付」の設定は無 
効になります。日付のプリントの設定は 
円 ctBridge メニュー画面の「プリント設 
定」（の P .221) で行ってください。 


2 



が 印!刷中 


画!)キヤソセル 


画像のプリント指定を行った状態で実行ボタ 
ン麵田を巧すと、プリントを開始します。 

• 実行中のプリントをキャンセルする場合 
は、実行ボタン111四を押すと、プリント 
を中止して円 CtBridge メニユー画面に戻 
ります。 

• プリントが完了したら、カメラの電源を 
OFF にして、 US 巨ケーブルを抜いてくだ 
さい。 


回 

プ 

IJ 

ン 

卜 

す 

る 


P エラーメッセージび表示された場台について 

プ U ント中にエラーメッセージび表示された場合は、プリン 
夕を確認してください。エラーの原因を取り除いた後、マル 
チセレクターの▲または▼を操作することにより、「継続」を 
選択し、►を押すと、プ U ントを再開します。「キャンセル」 
を選択し、►を押すと、その時点でプ U ントを中止します。 

• エラー内容によっては、「継続」を選択でさない場合びあり 
ます。 


が 印!刷 I ラ- 

fT : 不明な I う-です 



キヤ八化 


圓プリント指定(阻 P .1 已 7) 

再生メニューの「プリント指赴では、 DPCIF プリントを行う画像の題択や枚数び指定できます。 
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この章は次の己部で構成されています。 

操作可能な機能について（田 P . 224 〜 22 己） 

撮影モードダイヤルでセットしたモードと操作可能な 
機能の組み合わせについて説明しています。 

別売アクセサリー（田 P .22 目〜 238) 

使用でさるレンズやスピードライトなどの別売アクセ 
ヴ U —を説明しています。 

カメラのお手入れについて（曲 P .239 〜 242) 

カメラのお手入れについて説明しています。 

カメラとバッテリーの取り扱い上のごま意 
(の P .243 〜 244) 

カメラやバッテ U —の取り扱いに関して説明していま 
す。 

故障かな？と思った5 (曲 P .24 己〜 249) 

警告表示の内容と、対処法について説明しています。 

まな仕様（田 P . 2 己〇〜 2 己己） 

主な仕様について説明しています。 





D 7 日 S では、撮影モードダイヤルをセットするモードによって、操作や設定の変 
要び可能な機能び異なります。下の表は、それぞれ操作、または設定の変更び巧 
能な機能を示します。 

♦ :操作、または設定の変更び巧能です。 

〇 :設定の変更び可能ですび、撮影モードダイヤルを切り換えると初期設定ま 
たは解除に U セットされます。 

無印：操作または設定を行うことはでさません。 


ミ圆 A み固囚 P S A 


画像サイズの変更 ] 











[ 画質モードの変更 












[ 撮像感度の変更 












[ホワイトバランスの変更 ) 








• 

• 

• 


[ 仕上びり設定の変更 ) 








参 

• 

• 


(撮影動作モードの変更^1 j 












[ フォーカス□ック 1 












[ 測光モードの変更 ) 








• 

• 

• 


[ プレビュー ) 












[ プ□グラムシフト ] 








〇 




[ AEI □ッタ 1 












[ 露出補正 ) 








参 

• 

• 


[ オートブラケティング ) 








参 

• 

• 


[ シンク□モードの変更1 

〇 

〇 


〇 



〇 

参 

参 

参 


f 内蔵スピードライトの手動1 
1 ポップアップ J 








参 

参 

参 


f 内蔵スピードライトの自動1 
1 ポップアップ J 

参 

参 


参 



参 





[ 調光補正 ) 








参 

参 

参 





参 

参 


機能 


操作可能な機能について 


□付録—操作可能な機能について 
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カスタムセッティング 

mo 

〇 

1 〇 

± 

圍 

〇 

化 

〇 

固 

因 

〇 

P 

S 

• 

A 

M 

• 

協率端ッ蟲ぶ筵 要 j 

〇 

〇 

〇 

参 

参 

r カスタムセッティング 3 ) 。 

l「AF エリアモード 設定」の変更 j 〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

参 

参 

参 

参 

f カスタムセツテイング 41 _ 

1「内蔵 AF 補助光」の変更 J • 

参 


参 



参 

参 

参 

参 

参 

\カスタムセッティング已 1 

1 r 感度自動制御」の変更 J • 











f カスタムセッティング] 91 

[ 「内蔵 SB 発光」の変更 J 




参 

参 参 

参 


セルフタイマー撮影、2秒 U モコン撮影、瞬時 U モコン撮影にセットされている場合、 
電源を日 FF にした後日 N にすると、1コマ撮影、連続撮影のうち、直前にセットされ 
ていた撮影動作モードに戻ります。 

《2 CPU レンズ装着時に使用でさます。 


gj シンク□モード、 AF モード、 AF エリアモードについて 

各デジタルイメージプ□グラムで設定したシンク□モード （SB P.1 ]8)、 AF モード （SB 
P.]67) 、 AFIiJ7f-K(aB P.l 目 8) は、撮影モードダイヤルを切り換えると U セットされ、 
再度同じデジタルイメージプ□グラムにセットしても、それぞれ初期設定となります。 

gs 撮影モードダイヤル切り換えによる設定の復帰について 

撮影モードダイヤルをデジタルイメージプ□グラムから P 、 S 、 A 、 M に切り換えると、しソ前 
に P 、 S 、 A 、 M で設定されていた次の内容び復帰します。 

• ホワイトバランス （ ffiP.50) 

• 仕上びり設定 （田 P.64) 

• 測光モード（田 P.86) 

• 露出補正量 （ SHP .101) 

• 才ートブラケティング （西 P.103) 

• シンク□モード (SB P. 11 8) 

• 調光補正量 （SB P.l 2 己） 

• AF モード （曲 P.l67) 

• AF ェ U ァモード (の P.l68) 
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□付録—操作可能な機能について 


















別売アクセヴリー 


D 7 日 S には、 CPU レンズ（ IX ニッコールを除く）のご使用をおすすめします。特 
H に G または D タイプレンズを装着すれば、カメラの機能び最大限に使用できます。 


付 

録 

I 

別 

売 

ア 

ク 

セ 

ヴ 

U 

I 


装着可能なレンズおよび使用可能な機能_ 

皿国国■認 

タイプレンズ※ 3 、 ] 

D タイプレンズ※ 3 、 参 参 参 参 参 参 一 



l AF - l レンズ、 AF - S レンズ J 
PC マイク □ 

8 己 mm 172 . 8 〇 ※4 


参^5 参 


参 参 


で J =- S / AF - I テレつン 
^く一夕一※巨_ 


参 


G タイプ • D タイプ 
じ(がの AF レンズ 
f 3 AF 用を除く） 


参 


参 


CAi-P ニッコール ） 一 

参※ S 

1 9] 

参 参 

参 

fAi - S 、 Ai 、 シリーズ E レンズ； if 1 

造 Ai レンズ A 1 

w 円阿 r 

をディカル 120 mm f /4 つ — 

参 

参 一 

参※12 

(レフレックスレンズ ）〔 一 II — II 参） C — 1 


( f^C ニッコール ） 一 

参※ 已 

参 一 

参※11 

を i - S 、 Ai テレコンバータう〔 一 1 

1参※7 1 

!♦)〔一! 

1 •※叫 C 

ド□-ズ PB - 巨※13 つ 一 

参※7 

参 一 

参※11 

f 才ート接写リング Y 

し ( PK -11 A .12.13. PN -11 )J し 

参※7 

3仁 

• H 〔 


〕日 


CPU レンズ装着時はフォーカスエリアの選択によ 
りスポット測光エリアの移動が可能（曲 P .7 日)。 

《2 IX レンズは装着できません。 

《3 このカメラは VR レンズの VR (手ブレ補正）機能 
に対応しています。 

※斗カメラの測光モード、および調光制御機能は、あ 
おり操作（シフトまたはテイルト）を行っていると 
き、または開放絞り lU がに絞りがセットされてい 
るときには、正しく機能しません。 

※已あおり操作を行っていない場合のみ可能。 

※目 AF-S レン; C、AF-I レンズ専用（ただし AF-S DX 12〜 
24mm f/4G、AF-S EDI 7〜3已 mm f/2.8D、AF-S 
DX ED 17 〜已已 mm f/2.8G、AF-S DX ED 18〜 
70mm f/3 万〜 4 .已 G、AF-S ED24 〜 8 已 mm f/3 .已 
〜 4 .已 G、AF-S VR ED24 〜120 mm f/3 .己〜已 .6G、 
AF-S ED28 〜 70mm f/2.8D は使用不可)。 

义 1 合成絞りが f / 已.日 L ソ上明るい場合に使用可能。 


《8 AF SO 〜200 mm f /2.8 S、AF 3己〜 70 mm 
f /2. SS、AF 2 S 〜8己 mm f /3 .已〜4.已 S ( New )、 
AF 28 〜 8 已 mm f /3 .己〜 4 .已 S レンズを使用 
し、ズームの望遠側かつ至近距離で撮影した場合、 
ファインダースク IJ — ンのマツト面の像と才ート 
フォーカスの合焦表示が合致しない場合がありま 
す。このよラな場合は、マニュアルフォーカスに 
よりファインダースクリーンのマツト面を利用し 
てピントを合わせて撮影してください。 

※日開放絞りが f / 已.日上明るいレンズのみ使用可能。 

《10—部装着不可能なレンズ （SB P .227) があります。 

《11露出モードはマニュアル （ M ) で使用できますが、 
露出インジケーターは使用できません。 

《12露出モードはマニュアル （ M ) でシャツタースピー 
ドは1/12已秒下で使用できますが、露出インジ 
ケーターは使用できません。 

《13縱位置にして装着してください（装着後、横位置に 
戻すことは可能です)。 
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CPU レンズ G タイプレンズ D タイプレンズ 

• G タイプレンズには、絞り U ングびありません。このため、このカメラで使用 
する場合、従来の絞り U ングびあるレンズのように、絞り U ングを最小絞り 
(最も数値の大きい絞り）にセットする必要びありません。 

【。使用できないレンズ 

下記の非 CPU レンズは使用でさません。無理に装着しようとすると、カメラやレンズを破損 
しますのでごを意ください。 

AF テレコンノく一夕一 TC -1 目 AS 

Ai 改造をしていないレンズ （ Ai 方式しソ前の連動 m を使用するタイプ） 

フォーカシングユニット AU -1 を必要とするレンズ (400 mm f /4 .己、 600 mm f / 己.目、 
800 mmf /8、 1200 mmf /11) 

フィッシュアイ（目 mm 175.目、 7.5 mm 175.目、 8 mm 178、日 P 10 mm 175.目） 

旧21 mm f /4 
K 2 U ング 

ED 180〜 600 mm f /8 (製品 No . 174041 -174180) 

ED 3 目〇〜1200 mmf /1 1(製品 No . 174031〜17412 7) 

200〜目〇日 mm f /9 .己（製品 No . 280001〜30049 0) 

F 3 AF 用 （80 mm f /2.8、 200 mm f /3.5、 テレコンバーター TC -1 目 S ) 

PC 28 mm f /4 (製品 No .1 80900漏の製品） 

PC 3 己 mm f /2.8 (製品 No . 851001- 906200) 

旧 PC 3 日 mm f /3 .己 
旧レフレックス1000 mm f /6.3 

レフレックス1000 mmf /1 1(製品 N 0.1423目！〜14300 0) 

レフレックス2000 mmf /1 1(製品 No . 200111〜20031 0) 

0 非 CPU レンズを使用ずる場台は 

撮影モードダイヤルを M (マニュアル）にセットした場合のみ、非 CPU レンズを装着して撮 
影できますソがでは、シャッターびきれません)。ただし、カメラの露出計の使用や、コ 
マンドダイヤルによる絞りのセット、プレビュー、 i - TTL モードでのスピードライト撮影はで 
さません。表示パネルとファインダー内の絞り表示は F - —となりますので、絞りのセット 
と確認は、レンズの絞り U ングで行ってください。 


CPU レンズには CPU 信号接点びあります。その中で G タイプレンズには、レン 
ズに 「 G 」 マークび、 D タイプレンズには、レンズに 「 D 」 マークびあります。 0 


付録—別売アクセサリ— 
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レンズの画角と焦点距離について 

0 D 7 日 S ではさまざまなニコン3己ミ U フィルムー眼レフカメラ用レンズび使用で 
g きます。ただし、3己 mm 判カメラの撮影画面サイズは 36 X 24 mm ですび、 

I D 7 日 S では約 23.7 X ] 己 6 mm となっており、3己 mm 判カメラと D 7 日 S では、 
i 画面サイズび異なります。したびって、同じ焦点距離のレンズを使用して同じ距 
T 離から撮影した場合でも、画角（フィルム面に移し込む被写体の大ささや写り込 
g む範囲）び3己 mm 判カメラに巧して変化します。 



3己 mm 判カメラの撮影画面サイズは、対角線の長さで D 7 日 S の撮影画面サイズ 
の約1.日倍です。したびって、 D 7 日 S に3日 mm 判カメラ用レンズを装着した場 
合、その焦点距離はレンズに表記された数値に].己を掛けた値に相当します。 



3已ミリ判カメラ換算のおおよその焦点距離 （mm) 


い 7 (20 |1 24 ) 28 〕〔35 (50 II 60 )| 85 
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装着可能な別売スピードライト 

D 7 日 S はニコンのク U エイティブライティングシステムに対応しており、クリエ0 

イティブライティングシステム対応の別売スピードライト S 目-8日日、36-6日日と 

の組み合わせにより、 i - TTL 調光（田 P .1 ]2)、 FV □ック（田 P .126)、 発光色’' I 

温度情報の伝達 （0 B P . 已 0) のほか、さまざまな機能けート FP ハイスピードシン i 

ク□を除く）び使用できます （as P .23 日)。詳しくは各スピードライトの使用説ア 

明書をご覧ください。 ミ 

SB - 800 U 

• ニコンスピードライト S 目-8日日はガイドナンバー已3 ( 照射角3已 mm 時、 ' 
IS 日2日日 • m 、 2ぴ C ) / 38 (照射角3已 mm 時、 IS 日1日日 • m 、 2ぴ C ) の高性能スピー 
ドライトです。電源は単3形電池辯しくは SB -8 日日の使用説明書をご覧ください） 

を4本（付属の増設電池パック SD -8 日日使用時は己本）使用しますび、外部電源畑」 

売）として SD -6、 SD -7、 SD -8 A 、 パワーブラケット SK -6 も併用できます。 

• フラッシュヘッドび上ち向9日°から下ち向7°、左ち向]8日°から右ち向 
9ぴの範囲で回転し、バウンス撮影や近接撮影びでさます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートズーム機能に4〜 

] 日日 mm ) を備えています。また、内蔵ワイドパネルを使用すると、照射角び 
]4 mm 、]7 mm になります。 

• 周囲び暗い場合でも操作しやすいように、 LCD と各操作スイッチにイルミネー 
ターを備えています。 

• S 目-8日日のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 


SB - 600 

• ニコンスピードライト SB -6 日日はガイドナンバー42 (照射角3已 mm 時、 
IS 日2日日 - m 、 2日む）/3日（照射角3己 mm 時、 IS 日]日日 - m 、 2日む）の高性 
能スピードライトです。電源は単3形電池辯しくは SB -6 日日の使用説明書をご覧 
くださし^を4本使用します。 

• フラッシュヘッドび上ち向9ぴ、左ち向]8日°からち方向9日°の範囲で回 
転し、バウンス撮影や近接撮影びでさます。 

• レンズの焦点距離に応じて照射角を変化させるオートズーム機能に4〜 
8己 mm ) を備えています。また、内蔵ワイドパネルを使用すると、 ]4 mm の 
照射角度になります。 

• 周囲び暗い場合でち操作しやすいように、表示パネルおよび操作スイッチにイ 
ルミ ネーターを 備えています。 

• SB -6 日日のカスタム設定により、各機能の設定び効率よく行えます。 



229 




SB -800、 SB - 巨 00 との組み台わせで使用可能な機能 


m 

付 

録 

I 

別 

売 

ア 

ク 

セ 

ヴ 

U 

I 


別売スピードライト S 目-8日日、 SB -60 日を使用する場合、スピードライトとレン 
ズの組み合わせによって次の機能び使用できます。装着レンズ欄の①は CPU レン 
ズ（ IX ニッコール、 F 3 AF 用を除く）、⑥は非 CPU レンズを示します。 


SB - 巨00 
(補離して 


装着レンズ 



i - TTL - 
BL 調光 

T 

臣 

スタンダード 
i - TTL 調光 

絞り連動外部 
自動調光 

囚 

外部 
自動調光 

巨 

距離優先 
マニュアル 
調光 

囚 

マニュァル 


1発光色温度情 
報伝達 

!■ 

FV □ック 

■ 

1マルチェ1」ア 
アクティブ 

1 補助光 

回 

‘1」 ピー ティング 

! y フツソユ 

固 

胃^後幕■胃胃 

シンク □ 

国 

赤目輕減 
発光 

■ 

1オー トズーム 

1 

撮像感度自動制御 

1 (カスタム 
セッティング已） 


SB -800 
(パ端ラに 

SB -800 
(補離して 

① 

③ 

① 

③ 

〇※1 


〇 


〇※2 

〇※已 


〇 


〇※已 

〇 


〇 

〇※3 

〇※4 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 


〇 


〇※5 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



〇 


〇 


SB -600 
りラに 

① 

③ 

〇※1 


〇※2 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇※5 




〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 



① 

〇 


③ 


〇 〇 


〇 〇 

〇 〇 


測光モードをスポット測光！;(外にセットしてください。 

測光モードをスポット測光にしてください。また、スピードライト側でも設定可能です。 
カメラの絞りに連動します。 

レンズの絞り環でセットした絞り値をスピードライト側でち設定する必要びあります。 

AF レンズ装着時のみ可能です。 

絞り連動外部自動調光、外部自動調光の設定はスピードライト側で行ってください。 


12 3 4 5 6 
※※※※※※ 
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その他の別売スピードライトとの組み合わせで使用可能な機能 

次の別売スピードライトを使用する場合、外部自動調光 （ A ) あるいはマニュアル 
発光撮影となります。 TTL にセットすると、カメラのシャッターボタンを押して 
も撮影できません。装着レンズによつて機能び変わることはありません。 





)( 白動—調光 J 

〇 


〇 

〇 


〔M J しマニユアル) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

闻 L フ號 ュ ] 

〇 


〇 



闷し劈 □] 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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D 70 S と S 巨-27を組み合わせると自動的に TTL モードにセットされますび、 TTL モー 
ドでは使用できませんので、 SB -27 を強制 A モードにセットし直してください。 

《2 S 目- 29 S • 29 • 21目使用時の才ートフォーカス撮影は、 AF マイク□(目 0 mm - 
1 05 mm - 200 mm • 70〜1 80 mm ) レンズ装着時のみ可能です。 


[5 他社製のスピードライトについて 

他社製のスピードライト（カメラの X 接点に2日の電圧びかかるものや、アクセヴリー 
シュー部の接点をショートさせてしまラをの）を使用しないでください。カメラの正常な機能 
び発揮でさないだけでなく、カメラおよびスピードライトのシンク□回路を破損することび 
あります。 



231 














「ち 


AUTOI 

1 

SLOW . 

SLOW 


ス□ーシンク □ ス□ーシンク □ 

オー ト モード モード 


撮影モードダイヤルを圍、固、みにセットして別売スピードライトを使用すると、先幕シ 

ンク□モードになります。赤目軽減モードに変更することもできます。 

@別売スピードライト使用時の注意 

• 詳細はご使用になる各スピードライトの使用説明書をご覧ください。 

ク U エイティブライティングシステム対応の別売スピードライトの使用説明書にカメラ 
分類表び記載されている場合は、ク U エイティブライティングシステム対応デジタルー眼 
レフに該当する箇所をお読みください。なお、 D 70 S は S 目- 80 DX 、 S 目- 28 DX 、 SB - 
己 ODX の使用説明書に記載のデジタルー眼レフカメラには該当しません。 

• 別売スピードライト使用時の同調シャッタースピードは1/日〇〇秒！; TF の低速シャッター 
スピードです。 

• i - TTL やが部自動調光モードにおいて、フル発光により露出アンダーになる可能性のある場合 
には、発光直後にレディライトちび約3秒間点滅し、露出アンダー警告を行います。 

• i - TTL モード時の撮像感度連動範囲は IS 日200〜1目00相当です。 

• 月り売スピードライト SB - 800、 SB - 目00使用時で、シンク□モードび赤目軽減、赤目軽減ス 
□ーシンク□、赤目軽減オート、赤目軽減ス□ーシンク□オートモードの場合は、スピードラ 
イト側で赤目軽減発光び行われます。 

• D 70 S と SB - 800、 SB - 600しソ外の別売スピードライトの組み合わせでは、被写体び暗 
い場合でち、スピードライト側のアクティブ補助光び照射されません。補助光の照射条件 
び満たされると、カメラ側の AF 補助光び照射されます (SB P -82 )o 
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因 A お J 、ミ、 A 、囚での別売スピードライト使用につしに 

別売スピードライトを装着すると、撮影状況にかかわらず、撮影時は常に発光します。撮影 
モードダイヤルを A お S 、を、 A 、因にセツトして別売スピードライトを装着すると、シン 


ク□モードは次のように変更されます。 


先幕シ 

V 

AUTOI 

——^ 今 

ンク□オート ^ 先幕シ 
モード 

r ち 1 

1 

ンク□モード 

ホ择 

犀ち 

AUTOI 

——^ 吟 

陸減オート ホ目重 

E - ド 

犀ち 1 

1 

歐咸モード 

J 


(V — 

m 

し シンク [ 

疼ち 

軽減ス□ー ホ巨重 

] 才ートモード シン: 

則 ] 

SLOw| 

陸減スロー 
ク□モ-ド j 

1 @ 

発光禁止 先幕シ 

" " ""S 

r ち 1 

1 1 

ンク□モード 
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@ 別売スピードライト使用時の注意（つづき） 

• D 70 S と SB - 800、 S 目-目001^外の別売スピードライトの組み合わせでは、オートパワー 
ズーム機能は使用でさません。 

• 撮影モードダイヤルを iSJ 、を、因、圆、固、 、 P にセツトした場合、カメラび自 
動で設定する別売スピードライトの開放側の限界絞りは、使用する感度によって下表のよ 
ラに制御されます。 


撮像感度 （ISO) と開放側の限界絞り （F) 

200 I 250 I 320 [ 400 f 500 I 640 ] 800 J 1000 [ 1250 M 600 


I 4 B %.2 j ] 4.5 r 4.8 _] 5 [ 5.3 f 5.6 J 6 £ 6.3 J 6.7 
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撮影モードダイヤルを化にセツトした場合、カメラび自動で設定する別売スピードライ 
卜の開放側の限界絞りは、使用する感度によって下表のよラに制御されます。 



《感度1段に対して絞りは1/2段変化します。制御される絞りよりも開放絞りび暗い場 
合は、装着レンズの開放絞りによって制御されます。 


• i - TTL モード時に、調光コード SC -17、 SC -28、 SC -29 を使用してカメラからスピード 
ライトを離して撮影する場合、 i - TTL - BL 調光では適正露出を得られない場合びあります。 
この場合は、スタンダード i - TTL 調光に切り換えて撮影してください。また、あらかじめ 
テスト撮影を行ってください。 

• i - TTL モード時に、発光面に内蔵パネルし:^外の部材な広散板など）を装着しないでください。 
カメラ内の演算に誤差び生じ、適正露光とならない場合びあります。 

• 別売スピードライト SB -80 日、 SB - 600を使用するとき、測光モードを囚（スポット測 
光）にセットすると、スタンダード i - TTL 調光になります。 

• 非 CPU レンズ装着時は、 i - TTL 調光および AA (絞り連動外部自動調光）は行えません。 

• 内蔵スピードライトびポップアップした状態で別売スピードライトを装着した場合、内蔵ス 
ピードライトは発光しません。 
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スピードライト使用時の感度自動制御について 

E 1 カスタムセッティング日 「感度自動制御」 （田 P.171) を 「 ON 」 に設定して別売スピードラ 
付 イト S 目- 8 日 0、 S 目- 60 日を使用すると、スピードライトの光量び適正となるように感度自動 
を P 制御び機能します。ただしカスタムセッティング日び「01\1」に設定されていても、次のよう 
貞 l | j な場合は手前の被写体び露出アンダーになることびあります。 

売 • 低速シャッタースピードでスピードライト撮影（ス□-シンク □) を行う場合 
^ • 曰中の明るい場所でスピードライト撮影（曰中シンク □) を行ラ場合 
ち • 背景び明るい場合 

ヴ このような場合には、次の操作を行うことでスピードライトの照射光び届さやすくなります。 
y • 露出モードを A (絞り優先オート）などにして絞りを開く 
• ス□ーシンク□を解除する 

因Iアクセサリーシュー 

このカメラはアクセヴ U —シューを装備しています。別売 
スピードライト S 巨-800 • S 巨-600 • 80 DX • 28 DX • 

28 -己日 DX • 27 • 23 - 22 S • 29 S などを使用する場 
合、アクセヴ U —シューに差し込むだけでコードレスで接 
続できます。セーフティ□ック機構（□ック巧）を備えて 
いますので、セーフティ□ックピン付さのスピードライト 
( SB - 800、 SB -8 日 DX など）を取 D 付けると、スピードラ 
イトび不用意に外れるのを防止でさます。 

gj ホットシューアダプター AS - 15 

ホットシューアダプター AS -1 日（別売）を使用すると、シンク□ター三ナルび利用でさます。 
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その他の別売アクセサリー 

D7 日 S には撮影領域を拡げるさまざまなアクセヴ U —び用意されています。詳し 
くは販売店にお問い合わせください。 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 3 a 

付属のバッテ U —と同型のをのび別にお求めになれます。 

Li - ion リチャージャブルバッテリー EN - EL 3 

D 1日日/ D7 日用バッテ U —びご使用になれます。 

AC アダプタ EH -5 

D70S で使用でさる AC アダプタです。 

CR 2 ホルダ MS - D 70 (端子カバー付を） 

市販の CR2 型 U チウム電池3本をカメラの電源として使用でさ 
ます（田 P.1 己)。 

マルチチャージャー MH -19 

Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN-EL3a または EN-EL3 を 
2つ、 MC-E] を用いて F 己用 （MN-30)、MC-E2 を用いて F1 日日 
用 （MN-1 己)、 D] シ U- ズ用 （EN-4)、E3 用 （EN-3) のいずれか 
のバッテ U —を2つ計4つのバッテ U —を順次充電可能です。自 
動車のシガーソケットから電源を供給するケーブルを接続して充 
電することを可能です。 

接お補助レンズ 

遠視、近視の方のための補助レンズで、接眼部に差し込むだけで 
簡単に取り換えびできます。一已、一4、一3、一2、0、+0.己、 
+1、+2、+ 3m- ^の9種類び用意されていますび、いずれを 
D7 日 S の視度調節ノブび調節範囲の中央（一] m - りの場合の値 
です。視度補正は個人差び大さいので店頭で実際に取り付けてお 
選びください。 D7 日 S では、視度調節機能び内蔵されています 
(一].6〜+ 日.己 m- りので、この範囲外の視度補正び必要なと 
さにご使用ください。なお、接眼補助レンズを使用している場合 
は、接眼目当ては使用でさません。 

マグニファイヤー DG -2 

ファインダー中央部の像を拡大します。接写や複写、超望遠レン 
ズ使用時など、より厳密なピント合わせび必要なとさに使用しま 
す。別売のアイピースアダプターを装着することにより使用可能。 

アイピースアダプター 

D70S にマグニファイヤー DG-2 を取り付けるためのアダプター 
です。 

アングルフアインダー DR - 巨 

アングルファインダー DR-6 をカメラの接眼部に取り付けると、 
撮影レンズと直角の方向（水平ち向に向けたカメラの真上など） 
からファインダー内の画像を確認でさます。 


ファインダー用 
アクセサリー 


因 

付 

録 

I 

別 

売 

ア 

ク 

セ 

ヴ 

U 

I 
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• ボディキャップ BF-IA 

レンズを取り外したカメラボディに取り付けることにより、ミ 
ラーやファインダースク U —ンなどへのゴミやホコ U の付着を防 
ざ、カメラ内部を保護します。 

• IJ モートコード MC - DC 1 

カメラブレを避けたい場合や、カメラ 
から離れてレ U —ズ操作をしたい場合 
に便利です。また、長時間露出（バル 
ブ）撮影用に、シャッターボタンを押 
したままの状態で固定する機能を備え 
ています。 

-カメラに接続するときは、 U モート 
コード接続端子カバーを開け、図の 
ように接続します。 

• リモコン ML - L 3 

ワイヤレスの遠隔操作で、カメラに直接触れずに離れた場所から 
シャッターをさることびできます。記念写真など撮影者自身も一緒 
に写りたいとさに便利です。 

• ニコンフィルターは、ねじ込み式、平枠式、および後部交換式の 
3方式に大別されます。また、他社製の特殊フィルターなどを使 
用する場合は、オートフ オーカ スやフ オー カスエイドび行えない 
ことびありますのでご注意ください。 

• カメラ測光系の特性上、従来の儒光フィルター (Polar ) は使用 
できません。円偏光フィルター (C-PL) をご使用ください。 

• フィルターをレンズイ呆護のために常用する場合は、 L37C、 また 
は NC フィルターのご使用をおすすめします。 

• 逆光撮影や、輝度の高い光源を画面に入れて撮影する場合は、 
フィ ルターに よつ て画像上にゴーストび発生する恐れびありま 
す。このよラな場合は、 フィ ルターを外して撮影することをおす 
すめします。 

• 露出倍数のかかるフィ J レター （Y44、Y48、Y52、 0己6、 R60、 
X 日、 XI、 C-PL (円偏光フィルター)、 ND2S、ND4S、ND4、 
ND8S、ND8、ND4 日日、 A2、A12、 己2、 B8、B 12) を使用 
する場合、 RGB マルチパターン測光、または 3D-RG 巨マルチパ 
ターン測光の効果び得られない場合びありますので、測光モード 
を中央部重点測光に切り換えて撮影することをおすすめします。 
詳しくは、各フィ>1レターの使用説明書をご覧ください。 



ノタ— 


、」一 IN 


ボディキャップ 



図付録—別売「ノタセサリ- 
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PC 力ード 
アダプタ 

• PC 力ードアダプタ EC - AD 1 

CF 力ード（タイプ 1) と組み合わせて 、 PC Card Standard - 
ATA に準拠した PC カードとして使用でさます。 CF カードの画 
像を、 PCMCIA カードス□ットを装備したパソコンに直接読み 
込めます。 

ニコン 

デジタルカメラ 
専用 

ソフトウェア 

• Nikon Capture 4 ( Ver .4.2 な巧） 

RAW 画像をより詳細に編集できるソフトウエアです 。 Nikon 
Capture 4を使うと、パソコンを操作して直接写真を撮影した 
り、撮影した画像を加工したり、八ードディスクなどへ保存した 
りできます。 D 7 日 S は Ve 「.4.2 似降に対応しています。 


【。アクセサリーの購入について 

D 70 S には、ニコン製のアクセヴ U —を使用することをおすすめします。仕様び異なる他社 
製品を使用すると、カメラの故障や不具合の原因となることびあります。他社製のアクセヴ 
U —を使用した場合の不具合については、保証の対象となりません。ご了承ください。 
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使用可能な CF 力ード 


次の CF カードび使用可能です。 
付 
録 
I 

別 
売 
ア 
ク 
セ 
ヴ 

U 
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SanDisk 社製 CF 力ード： 

SDCFB シリ-ズ 

5[]じド日シリーズけ乂口6 11) 

SDCF 2 目シリーズ (Type II ) 

SDCFH シリーズ （ Ultra ) 

SDCFhh ：/ i 」一 X '( Ultrall ) 

SDCFX シリーズ 

SDCFX シ U - ズに xtremein ) 


]6 M 巨、 48 M 巨、8日 MB 、96 MB 、 128 MB 、 16日 MB 、 
2己 6 MB 、 己] 2 MB 、 1 GB 
192 MB 、 300 MB 
2己 6 MB 

]28 MB 、 192 MB 、 2己 6 MB 、384 MB 、 己] 2 MB 、 1 GB 
2己 6 MB 
己] 2 MB 、1 GB 
1 G 目、 2 GB 


LEXAR MEDIA 社製 CF カード： 


4 XUS 日シリーズ 
8 X USB シリーズ 
10 X US 日シリーズ 
]2 XUSB シリーズ 
16 X USB シリーズ 
24 X USB シリーズ 
24 X WA USB シリーズ 
32 XWA US 日シ U —ズ 
40 X WA USB シリーズ 
8日 XWA US 日シ U - ズ 
• ルネヴステクノ □ジ（曰立）社製 CF カード： 

H 日28日 XXXC 8 X シリーズ 16 MB 、32 MB 

• マイク□ドライブ： 

DSCM -1 1000 1 GB 

3 K 4-2 2 GB 

3 K 4-4 4 GB 


]6 M 己、 32 MB 、64 M 己 

]6 M 巨、 32 MB 、48 M 巨、 64 MB 、 8日 MB 

160 MB 

目 4 M 巨、 128 M 巨、 192 MB 、 2己目 MB 、512 MB 
]92 MB 、 2己 6 MB 、 32日 MB 、512 MB . 目4日 MB 、] 白 B 
2己 6 MB 、 己] 2 MB 
2己 6 MB 、 己] 2 MB 
1 GB 

2己 6 MB 、 己] 2 MB 、] G 目、 2 GB 、4 GB 
己] 2 MB 、1 GB . 2 G 日、 4 GB 


※上記 CF カードの機能、動作の詳細、動作保証などについては、 CF カードメーカーに 
ご相談ください。その他のメーカー製の CF カードにつさましては、動作の保証はい 
たしかねます。 


[5 CF 力ード使用上のま意 

• カメラの使用直後には CF 力ードび熱くなっている場合びありますので、ごを意ください。 

• 未使用のカードは必ずフォーマット（初期化）してからご使用ください。 

• CF カードのフォーマット中は、絶対にカメラからカードを取り出さないでください。カー 
ドび使用でさなくなることびあります。 

• CF カードへ記録•削除び行われているとさや、パソコンとの通信時には、次のことは行わ 
ないでください。記録されているデータの破損やカードの故障の原因となります。 

-カードの着脱をする -カメラの電源を日 Fn こする 

-バッテ U —を取り出す - AC アダプタを抜く 

• 端子部に手や金属を触れないでください。 

• CF カードに無理な力を加えないでください。破損のおそれびあります。 

• 曲げたり、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

•熱、水分、直射日光を避けてください。 
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カメラのお手入れについて 


な管にごいて 

長期間カメラを使用しないとさは、必ずバッテ U —を取り出しておいてくださ 
い。バッテ U - を取り出す前には、カメラの電源スイッチび日 FF になっているこ 
とを確認してください。 

カメラを保管するとさは、下記のような場所は避けてください。 

• 換気の悪い場所や湿度び6日％をこえる場所 
• テレビやラジオなど強い電磁波を出す装置の周辺 
• 温度び己び CIU 上、または一]び CIU 下の場所 


クリーニングについて 


カメラ本体 

'ほこりや糸くずをブ□アーで仏い、柔らかい乾いた布で軽く拭さ1 

ます。海辺でカメラを使用した後は、砂や塩を真水で湿らせた布 
で軽く拭さ取り、よく乾かします。 

ご注意：カメラ内部にゴ三、ホコ U や砂などび入りこむと故障の原因 
となります。この場合、当社の保証の対象外となりますのでごを意< 
ださい。 

レンズ- 

ミラー. 

フアイン ダー 

ガラスは傷つさやすいので、 ほこりや糸くずをブロアーで仏いま^ 

す。スプレーち式のブ□アーの場合は、ちを傾けずにご使用くだ 
さい（中の液体び気化されずに吹さ出し、レンズ-ミラー•ファ 
インダーを傷つけることびあります)。指紋や油脂などの汚れは、 
柔らかい布にレンズク IJ ーナーを少量付けて、ガラスを傷つけな 
、いようにま意して拭きます。 J 

液晶モニタ 

ほこりや糸くずをブ□アーで仏います。指紋や油脂などの汚れは、1 
表面を柔らかい布かセーム革で軽く拭さ取ります。強く拭くと、 
破損や故障の原因となることびありますのでご注意ください。 J 


H 液晶モニタび破損した場台 

液晶モニタび破損した場合は、ガラスの破片でケガをしないよラに、また、中の液晶を皮膚 
に付けたり口や目に入れたりしないよラにごを意ください。 

E 表示パネルの明るさの変動について 

まれに、ブ□アーや巧から起さた静電気で、表示パネルび明るくなったり暗くなったりする 
ことびありますび、故障ではありません。すぐに通常の状態に戻ります。 
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0付録—カメラのお手入れについて 





















□—パスフイルターのお手入れ 

0撮像素テの表面には、モアレを防ぐ□ーパスフィルターび装着されています。□一 
g パスフィルターは、直接撮像素テにゴミび付くのを防ぎますび、□ーパスフィル 
I ター自体にゴミやほこりび付いていると、撮影条件により、画像に影び映ることび 
ろあります。その場合は、□ーパスフィルターのクリーニングび必要になります。 

ち 口ーパスフィルターの点検方法 

1 カメラの電源スイッチを日 N にし、メニューボ 
タン Bi を押してメニュー画面を表示します。 


お 

手 

入 

れ 

に 



2マルチセレクターを操作して SETUP メ 
ニューの 「クリーニングミラー アップ」 （田 

P . 19已）から r する」 を選択し、マルチセレク 
ターの►を押すと、「シャッターボタンを巧し 
てください」の表示び出ます。 


山 



*5 シャッターボタンを押し込みます。 

• ミラーび上びり、シャッターび開いた状態に 
なります。 

このとさ、表示パネルは- -- 

の点滅となります。ファインダー内の表示は 
消好します。 
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□ーパスフイルターに光び当たるようにカメ 
ラを持ち、ゴミやほこりび付いていないかど 
うかを点検します。 

• □ーパスフイルターにゴミやほこりび付いてい 
る場合は、次ページの「□ーパスフイルターの 
ク U —ニング方法」をご覧ください。 


カメラの電源スイッチを OFF にし、ボディ 
キャップ（付属）をつけます。 

•カメラの電源スイッチを日 FF にすると、ミ 
ラーび下びりシャッター幕び閉じます。 


【りカメラなどの点検サービスについて 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜日年に1度はオーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• 点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのレンズや 
スピードライトなども併せて点検依頼されることをおすすめします。 


0付録—カメラのお手入れについて 
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口ーパス フ Y ノ//夕一のクソーニンク方を 


□ーパスフィルターのク U —ニングをする場合は、必ず次の手順で行ってくださ 
い（□ーパスフィルターはとてち傷つさやすい部品です。でさる限りニコンヴー 
ビスセンターにク U —ニングをお申し付けください)。 

1 24日ぺージ「□-パスフィルターの点検ち法」 
]〜3の手順で、ミラーを上げます。 


2 □-パスフイルターに付いたゴミやほこりを 

ブ□アーで仏います。 

• ブラシの付いていないブ□アーをご使用くだ 
さい。ブラシで□ーパスフイルターの表面に 
傷び付くことびあります。 



• ブ□アーで取り除けない巧れびある場合は、 
ニコンサービスセンターにク U —ニングを 
お申し付けください。絶対に、手でこすった 
り、布で技:き取ったりしないでください。 


3カメラの電源スイッチを日 FF にし、ボディ 
キャップ（付属）をつけます。 

•カメラの電源スイッチを日 FF にすると、ミ 
ラーび下びりシヤッター幕び開じます。 


P 長時間のミラーアップについて 

作業中のバッテ U —切れを防ぐため、長時間三ラーを上げたままにする場合は、 AC アダプタ 
EH -5 (別売）を使用することをおすすめします。 
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リーの取り扱い上のごを意 


カメラの取り扱い上のごミ主意 

参強いシヨックを与えないでください 

カメラおよびレンズを落としたり、ぶつけたり 
しないよラにを意して<ださい。強い衝撃や振 
動を加えますと、破損したり精密に調整された 
部分に悪影響を及ぼします。 

参水にめらさないでください 

カメラは水にめらさないようにを意してくださ 
い。カメラ内部に水滴び入ったりすると部品び 
サビついてしまい、修理費用び高額になるだけ 
でなく、修理不能になることびあります。 

•急激な温度変化を与えないでください 

極端に温度差のある場所（寒いところから急激に 
暖かいところや、その逆になるところ）にカメラ 
を持ち込むと、カメラ内外に水滴を生じ、故障 
の原因となります。カメラをバッグやビニール 
袋などに入れて、周囲の温度になじませてから 
使用してください。 

•強い電波や磁気の発生する場所で撮 
影しないで<ださい 

強い電波や磁気を発生するテレビ塔などの周囲お 
よび強い静電気の周囲では、記録データび消滅し 
たり、撮影画像へのノイズ混入等、カメラび正常 
に機能しない場合びあります。 

♦長時間、太陽に向けて撮影または放 
置しないで<ださい 

太陽などの高輝度被写体に向けて長時間直接撮 
影したり、放置したりしないでください。過度 
の光照射は撮像素テの確色-焼さつさを起こす 
恐れびあります。また、その際撮影された画像 
には、真っ白くにじみび生ずることびあります。 

•ブルーミングについて 

太陽などの高輝度被写体を撮影すると、画面の 
上下ち向にブルー三ングと呼ばれる白い帯び発 
生することびあります。このような場合はシャッ 
タースピードを低速側にして絞りを絞るか 、 ND 
フィルターを使用して、撮像素テに直接当たる 
光量を低下させることによりブルー三ングの発 
生を抑えることびでさます。 

•カメラ本体の手入れち法について 

カメラ本体の手入れの際は、ブ□アーでゴミや 
ホコ U を軽く吹さ仏ってから、乾いた柔らかい 


〇 

布で軽く拭いてください。特に、海辺で使った^ 
後は、真水を数滴たらした柔らかい清潔な布で1 ゴ 
塩分を拭さ取ってから、乾いた柔らかい布で軽録 
く拭いて乾かしてください。まれに、ブラシな I 
どで表示パネルを拭いた場合に、静電気で表示 力 
パネルび点灯したり、黒く変色しますび、故障ゾ 
ではありません。しばらくすると元に戻ります。 フ 

•ミラーやレンズの手入れ方法についてパ' 

=ラーやレンズにゴ S やホコ U び付いているとさ^ 
は、キズび付さやすいので、ブ〇アーでゴ三やホ 
コ U を軽く吹き払う程度にしてください。なお 、 f 
スプレー宙ち式のブ□アーの場合、スプレー宙をの 
傾けずにご使用ください（中の液体び気化されず為 
に吹き出し、ミラーやレンズを傷つける場合びあ於 
ります)。レンズに万一指紋などび付いてしまった 
場合は、柔らかい清潔な布に市販のレンズク U — ドミ 
ナーを少量湿らせて、軽くおさ取ってください 。 v 

#□ ーパスフィルターの手入れ方法に霉 
っぃて 達 

□ーパスフィルターのク1」一ニングのち法につ意 
いては田 P . 240をご覧ください。 

參シャッター幕に触れないでください 

シャッター幕は非常に薄い幕でできていますの 
で、巧さえたり、突いたり、ブ□アーなどで強< 

吹 < などは、絶対にしないで < ださい。キズ、変 
形、破損などの原因となります。 

•風通しのよい場所に保管してください 

カビや故障などを防止するために、風通しのよ 
い乾燥した場所を選んでカメラを保管してくださ 
い。ナフタ U ンや棒脳の入ったタンスの中、磁気 
を発生する器具のそば、極度に高温となる夏期の 
車内、使用しているス I -ーブの前などにカメラを 
置かないでください。故障の原因になります。 

•長期間使用しないとをは、バッテ 
リーを取り出し、乾燥剤といっしょ 
に保管してください 

カメラを長期間使用しないとさは、バッテリー 
の液漏れなどからカメラを保護するために、力 
メラからバッテ U —を必ず取り出しておいてく 
ださい。保管する際は、カメラをポ U エチレン袋 
などに乾燥剤といっしよに入れておくとより安全 
です。ただし、皮ケースをビニール袋に入れてお 
くと、変質することびありますので避けてくださ 
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し、バッテ u —は高温、多湿となる場所を避けて 
〇保管してください。乾燥剤（シリカゲル）は湿気 

を吸って効力びなくなりますので、とさどさ交換 
付してください。カメラを長期間使用しないまま放 
録置しておくと、カビや故障の原因となることびあ 
I りますので、 ] 力月に一度を目安にバッテ U - を 
力 入れカメラを操作することをおすすめします。 

ィぅ •バッテリーや AC アダプタを取り外す 
与 とさは必ずカメラの電源スイッチが 
ノ、、\ OFF の状態で行ってください 

子カメラの電源スイッチび ON の状態で、バッテ 
IJ U —の取り出し、 AC アダプタの取り外しを行 
I ラと、故障の原因となります。特に撮影動作中、 
の または記録データの削除中に前記の操作は行わ 
取ないで < ださい。 

0 

扱•液晶モニタについて 

y • 液晶モニタの特性上、一部の画素に常時点灯 
よ あるいは、常時点打しない画素び存在するこ 
リ4 とびありますび故障ではありません。予めご 

了承ください。また、記録される画像には影 
'至 響はありません。 

' s ' . 屋外では曰差しの加減で液晶モニタび見えに 
くい場合びあります。 

• 液晶モニタ表面を強くこすったり、強く巧した 
りしないでください。液晶モニタの故障やトラ 
ブルの原因になります。ちしホコリやゴミ等び 
付着した場合は、ブ□アーで吹さ仏ってくださ 
しんミちれびひどいときは、柔らかい巧やセーム 
革等で軽くなさ取ってください。万一、液晶 
モニタび破損した場合、ガラスの破片などでケ 
ガをするおそれびありますので充分ごを意くだ 
さい。中の液晶び皮膚や目に付着したり、□に 
入ったりしないよう、充分ごを意ください。 

• カメラをご使用にならない場合や持ち運ぶ場 
合は、巧れ、傷を防ぐため液晶モニタに付属 
のモニタカノ（一を取り付けてください。 


• 必ず指定されたバッテ U —をご使用ください。 
•バッテ U —を火の中に投入したり、ショート 
させたり、分解したりしないでください。 
•カメラから取り外したバッテ U —や、電池び 
装着された別売の CR 2 ホルダには、必ず端テ 
カバーを付けて<ださい。 

•撮影の前にバッテリーをあ5かじめ 
充電してください 

撮影の際は、バッテ U —の充電を行ってくださ 
い。付属のバッテリーは、ご購入時にはフル充電 
されておりませんのでごを意< ださい。 

•予備バッテリーを用意してください 

撮影の際は、充電された予備のバッテ U —、ち 
し < は予備の CR 2 型電池び装着された別売の 
CR 2 ホルダ （を P .1 已）をご用意ください。特 
に、海外の地谢こよってはバッテ U - の入手び困 
難な場合びありますので、ごを意ください。 

♦低温時には充分に充電されたバッテ 
リーを使用し、予備のバッテリーを 
用意して<ださい 

低温時に消耗したバッテ U —を使用すると、カメ 
ラび作動しない場合びあります。低温時に撮影す 
る場合は充分に充電されたバッテ U —を使用し、 
保温した予備のバッテ U —を用意して暖めなびら 
交互に使用してください。低温のために一時的に 
性能び低下して使えなかったバッテ U —でわ、常 
温に戻ると使える場合びあります。 

•バッテリーの残量について 

電池残量びなくなったバッテ U —をカメラに入 
れたまま、何度も電源スイッチの ON / OFF を 
繰り返すと、バッテ U —の寿命に影響をおよぼ 
すおそれびあります。電池残量びなくなったバッ 
テ1」一は、充電してご使用ください。 


バッテリーの取り扱いについて 

•バッテリーに関する使用上のご注意 

バッテ I 」一の使用ち法を誤ると液漏れにより製品 
び腐食したり、バッテ I 」一び破裂したりするおそれ 
びあります。次の使用上のを意をお守りください。 
•バッテ U —を入れるとさは、カメラの電源ス 
イッチを OFF にしてから入れてください。 

• バッテ U - を電源として長時間使用した樹ま、 
バッテ U —び発熱していることびありますの 
でを意してください。 
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• Li - ion リチャージャブルバッテリー 
EN - EL 3 a のリサイクルについて 


充電を繰り返して劣化し使用でさな 
くなったバッテリーは、再利用しま 
すので廃棄しないで U サイクルにご 
協力ください。端テにテープなどを 
貼り付けて絶縁させてから、ニコン 
サービスセンターや U サイクル協力店へご持参く 
ださい。 


鎮 

Li-ion 


故障かな？と思った 5 (修理を依頼される前に) 


表示パネル、ファインダー内に警告表示び点灯または点滅したり、液晶パネルに 
警告メッセージび表示された場合は、修理を依頼される前に、次のことをご確認 
<ださい。 



原因 

対処方法 


\ fE E 

1 (点滅） 

fee 

(点滅） 

レンズの絞り u ングび最 
ル絞りになっていません。 

レンズの絞り U ングを最ル絞りにし 
て < ださい。 

P .1 吕 



バッテ U —残量は残りわ 
ずかです。 

バッテ U —交換の準備をしてくだ 
さい。 

P .24 

J 

し 4 

[ (点滅） 

(点滅） 

バッテ U —び消耗してい 
ます。 

バッテ U —を交換してください。 

P .24 

r 

F — 

点滅） 

F- - 

(点滅） 

非 CPU レンズび装着され 
ているか、レンズび装着 
されていません。 

CPU レンズ（ IX レンズを除く）を 
使用してください。ただし、撮影 
モードダイヤルを M にセットして、 
レンズの絞り U ングで絞りをセット 
すれば撮影でさます。 

P .1 吕、 

9已 

J 


• 

(点滅） 

オー トフ ォー カスでピン 
卜合わせびでさません。 

マニュアル（手動）でピント合わせ 
を行ってください。 

P .84 

hi 1 

hi 1 

被写体び明るすざてカメ 
ラの制御範囲を超えてい 
ます。 

•旧日2日0よりも高感度の場合、撮像 
感度を低感度に設定してください。 

• 撮影モードダイヤルをデジタルイ 
メージプ□グラム、 P にセットして 
いる場合は ND (光量調節用フィル 
ター）を使用してください （ S 、 A に 
セットしている場合に下記の操作を 
行ってち警告表示び消えない場合ち 
同様に対応してください)。 

•S にセットしている場合はシャッ 
タースピードをより高速側にセッ 
卜してください。 

• A にセットしている場合はより大 
さい数値の絞りにしてください。 

P .48'1 

P .236 

P .91 

P .93 

- 1 
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0付録-讓尝？と思つたら 




























[ こんなとさ 




表示 

ノはル 

フ アイン 

夕一内 

原因 

対処方法 


1 。 

点滅） 

み 

i-TTL 調光に対応してい 
ないスピードライトの調 
光モードを TTL モードに 
セットしています。 

スピードライトの調光モードを 
TTL モードじ(外にセットしてくだ 
さい。 

P.231 

广 

b Li L b 

点滅） 

b U L b 

(点滅） 

S にセット時にシャッター 
スピードび buLb に 
セットされています。 

b U L b じ(外のシャッタースピー 
ドにセットするか、 M にセットし 
て < ださい。 

P.91 、 

9 已 

广 

点滅） 

し 

(点滅） 

2 秒 U モコンモード、ま 
たは瞬時 U モコンモード 
で、シャッタースピード 
びタイム露光にセットさ 
れたまま S にセットされ 
ました。 

シャッタースピードを変えるか 、 M 
にセットしてください。 

P.91 、 

9 已 

广 

L 〇 

L 〇 

被写体び暗すざて、カメ 
ラの制御範囲を超えてい 
ます。 

•に 0 ] 6 日日未満であれば、撮像感度 
を高感度に設定し直してください。 

• 撮影モードダイヤルをデジタルイ 
メージプ□グラム、 P にセットし 
ている場合はスピードライトを使 
用してください （ S 、 A にセットし 
ている場合に下記の操作を行って 
ち警告表示び消えない場合を同様 
に対応してください)。 

• S にセットしている場合はシャッ 
タースピードをより低速側にセット 
して < ださい。 

• A にセットしている場合はよりル 
さい数値の絞りにしてください。 

P.48] 

P.112 、 

229 

P.91 

P.93 


ち 

(点滅） 

• P 、 S 、 A 、 M にセット 
時に、逆光や露出不足 
であるにちかかねらず、 
スピードライトび使用 
されていません。 

•発光直後の約 3 秒間の 
点滅は、フル発光して 
露出不足の恐れびあり 
ます。 

• スピードライトを使用してくださ 
い。 

•撮影距離、絞り、調光範囲、撮像 
感度などを再度確認して、撮影し 
直してください。 

P.112!) 

229 

P.122 


付録—故障かな？と思つたら 
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f~ tj L L 

n 

(点滅） 


Fui 

n 

(点滅) 


> 画像を記録する空さ容 
量びありません。 

>カメラび扱えるフアイ 
ル数を才ーバーしてい 
ます。 


I CF カードに記録されている画像を 
削除して、 CF 力ードに画像ファイ 
ルび保存可能な状態にしてくださ 
し、。必要な画像はパソコンなどに転 
送してバックアップしてください。 
新しい CF カードに交換してください。 


P .148 


P .20 


E r r 

(点滅） 


E r r 

(点滅) 


撮影中に何らかの異常を 
検出しました。 


再度 シャッ ターボタンを押してくだ 
さい。この操作で警告表示び解除さ 
れなかったり、頻繁に警告び表示 
される場合は、ニコンサービスセン 
ターにご相談ください。 


P .260 


こんなとさ 1 

^ ィ 

液晶モニタ レ 

原因 

対処方法 


カードび 
入っていません 

卜り 

CF カードび入つていな 
いか、正しくセツトされ 
ていません。 

CF カードを正しくセットしてく 
ださい。 

P .20 

J 

广 


• CF 力ードへのアクセ 

• D 7 日 S 用の CF 力ードであるかど 

P .2381 



ス異常です。 

うかを確認してください。 




• 力ードのフォーマツ 

• CF カードびこわれている可能 

P .262 



卜び異なります。 

性びあります。ニコンヴービ 





スセンターまでご連絡願いま 





す。 





• CF 力ードのフオーマットび 

P .21 

このカードは 

IlHFI ] 


異なる可能性びあります。再 


使用できません 

(点滅） 


フオーマットしてください。 




•カードに記録されている画像を削 

P .148 



•新規フォルダび作成 

除して、カードに画像ファイルび 




でさません。 

保存可能な状態にしてください。 





必要な画像はパソコンなどに転送 





してバックアップしてください。 





•新しいカードに交換してくだ 

P .20 

- 



さい。 

J 


0付録—故障かな？と思つたら 
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こんなとさ 

液晶にタノ該レ 

原因 

対処方法 

み 

カードび 
フオー マット 
されていません 

( For ) 

CF カードび正しく 
フオーマツトされてし、 
ません。 

• CF 力ードのフオーマットを 
行ってください。 

•正しくフォーマットされた CF 
カードに交換してください。 

P .21] 

P .20 

撮影画像び 
ありません 


•撮影画像びありませ 

• 「再生フォルダ設定」 
を「記録中①フォル 

ダ」に設定して 、 CF 
カードを交換した後、 
撮影を行わずに画像 
を再生しようとしま 
した。 

• 画像び記録されている CF カー 
ドを入れてください。 

• 「再生フォルダ設定」を「全て 
のフォルダ」に設定してくださ 
し、。 

P .20] 

P .1 己] 

全て非表示でず 


記録されている画像び 
非表示設定されている 
ために表示されません。 

再生メニュー画面の「非表示設 
定」で、画像の非表示設定を解 
除して < ださい。 

P .1 已已 

ノ 

このファイルは 
表示でさません 


•アプ U ケーシヨンソ 
フトで編集された画像 
や DCF 規格がの画像 
ファイルのため再生で 
さません。 

•画像ファイルに異常 
びあるため再生でさ 
ませ〜。 

アプ U ケーシヨンソフトで編集 
された画像を上書さ保存しない 
で < ださい。 

■> 


0 付録-讓尝？と思つたら 
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^ 電子制御カメラの特性について 

さわめて希なケースとして、表示パネルに異常な表示び点灯したまま、カメラび作動しなく 
なることびあります。原因として、外部から強力な静電気び電子回路に侵入したことび考え 
られます。万一このような状態になった場合は、カメラの電源スイッチを日 FF にしてバッテ 
U —を入れ直し、再度電源スイッチを日 N にしてカメラを作動させてください。その際、力 
メラを長時間使用していますとバッテ U —び熱くなっていることびありますので、取り扱い 
には充分にごを意ください。 AC アダプタをご使用時は、いったんカメラから取り外して再度 
カメラに取り付け、電源スイッチを日 N にしてカメラを作動させてください。この操作を行っ 
ても状態び改善されない場合は、ちの図にある U セットス 
イッチを押してください。この時カメラ内蔵の時計は U 
セットされますので、「日付と時刻を設定する 」 （ae P .16) 

に従って、日時を正しく設定してください。また、この操 
作を行ラことでカメラび作動しな < なった状態の時のデー 
夕は、失われるおそれびあります。この操作を行ってち力 
メラに不具合び続く場合は、 ニコン サービスセンターにお 
問い合わせください。 



因 


付 

録 

I 

故 

障 

か 

な 

? 

と 

思 

二） 


套 
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主な仕様 


( レンズ交賊-眼レフレジクスタイプデジタルカメラ 

有効醜： 6.1 メガピクセル 


撮像素子 

23.7 X 1己 6 mm サイズ 
総画素数；目.24 メガピクセル 

記録画素数 

1 J 

3008 X 2000ピクセル （ L )、 2240 X 1488ピクセル （ M )、 

1504 X 1000ピクセル （ S ) 


とコン F マウント （ AF カップリン义 AF 接点付) 


交換レンズ 


G または D タイプレンズ 

^フル機能使用可（ IX ニツコールを除く） 

PC マイク□ニッコール 

85 mm F 2.8 D 

r 

オートフオーカスおよび露出モードの一部を除く機能使用可 

L 

G または D タイプ政外の 
AF レンズ 

它 D - RG 巨マルチパターン測光、 i - TTL - BL 調光を除く機能使 
用可 （ F 3 AF 用を除く） 

AI-P ニッコール 

^ D - RG 巨マルチパターン測光、 i - TTL - BL 調光および才ート 

フオーカスを除く機能使用可 

非 CPU レンズ 

L _ i 

>撮影モードダイヤルを M にセツト時に可（ただし、露出計は使 

用不可)、開放 F 値び f /5.6 より明るい場合フオーカスエイド可 


^レンズ表記の約1 .5 倍の焦点距離レンズに相当 


ファインダー 

ミラーペンタ式一眼レフレックスファインダー 

視度調節機構 

- 1.目〜 +0.5 m-J 

アイポイント 

18 mm (—1.0 m -] のとき） 

ファインダースクリーン 

巨型ク U アマットスク U - ン V (フォーカスフレーム付、 
、構図用格テ線表示可能） 

ファインダー視野率 

、上下左ちとち約95% (対実画面） 

^ファインダー倍率 J 

r 約 0.7 日倍（已〇 mmF 1 .4 レンズ使用時. 〇〇 .-1.0 m — i のとき） 



イック U ターン式 


^舜間復元式、電子制御式、プレビューボタン付 

箇所のフォーカスエ U アから！箇所を選択可能^ 


レンズヴーボ 


才ートフォー カス ( AF ) :シングル AF ヴーボ （ AF - S )、 コン 
ティニュアス AF ヴーボ （ AF - C ) を選択可能、被写体条件に 
より自動的に予測駆動 フォー カスに移行 
マニュアルフォー カス （ M ) 可能 


no 付録—主な仕様 
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才ートフオーカス 


検出節囲 


TTL 位相差検出方式、マルチ CAM 900オートフオーカスモ 
ユールにより検出、 AF 補助光付（約 0 .己〜 3 m ) _ 

^ V -1 〜+19 ( IS 日100換算、常温にぴ〇) 


AF エリアモード 

シングルエ U ア AF モード、ダイナ三ック AF モード、至近優 
、先ダイナ三ック AF モード 

フォー カス□ック 

L J 

AE / AF □ックボタン、またはシングル AF ヴーボ （ AF - S ) 時 
にシャッターボタン半押しにて可能 


露出 


測光方式 

TTL 開放測光方式 

マル チパター ン測光 

G または D タイプレンズ使用時は 100 己分割 RG 目センサー 
による 3 D - RG 目マルチパターン測光び可能、 G または D 
タイプしソ外のレンズ使用時は100日分割 RGB センサーによ 
、る RG 目マルチノ くターン測光び可能 

中央部重点測光 

0 8mm 相当を測光（中央部重点度約7己％)、 0 目 mm 、 
010 mm 、 0 1 2 mm のいずれかに変更可能 

スポット測光 

約 0 2.3 mm 相当を測光（全画面の約1 %)、 フォーカスエ U 
、アに連動して測光位置可動 

測光節囲 

EV 0 〜20 (マルチパターン測光、中央部重点測光） 

EV 2 〜20 (スポット測光） 

asm 00 換算、常温 20 む、 F 1.4 レンズ使用時） 

露出計連動 

CPU 連動方式 

撮影モード 

(デジタルイメージプ□グ 
ラム/露出モード） 

^デジタルイメージプ□グラム 7 種 （A ■没 ：オート、 至： ポート 

レート 、圍： 風景 A :ク□-ズアップ、' 5; :スポーツ 、固 
:夜景、 因： 夜景ポートレート）、 

P :マルチプ□グラムオート（プ□グラムシフト可能)、 

S :シャッター優先オート、 A :絞り優先オート、 M :マニュアル 

露出補正 

±己段の範囲で1/3、1/2段ステップで補正可能 

オートブラケティング 

AE 、 S 目の場合、撮景ミコマ数： 2コマまたは3コマ、補正ステッ 
プ：1/3、1/2段ステップで可能 WB の場合、撮影コマ数： 
2コマまたは3コマ、補正ステップ： ] 段ステップで可能 

い E □ック J 

^ AE/AF □ ックボタンによる輝度値□ック方式 



CCD 電子シャツターと機械式シャツターの併用_ 

30〜]/8000秒（]/3、1/2段ステップ)、 bulbs タイム 
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(Tso 200 〜 1 目 00 相当 （1/3 段ステップ)、 I 

牙ート（100己分割 RGB センサー、撮像素テ併用によるホ 
ワイトバランス）、マニュアル目種（それぞれ補正び可能)、 
ク U セット可能、ホワイトバランスブラケティング可能一 

、ミ、 A 、囚モード時：才ートポップアップ方式によ 
る自動発光 

P 、 S 、 A、M モード時：押しボタン操作による手動ポップアッ 

护式_ _ _ 

mi 5 (マニュアルフル 発光時約 17) (旧日2日日 ‘ m 、 2ぴ C ) /約 
hi (マニュアルフル 発光時約 12) (侶日1日日 • m 、 2ぴ C ) 


X 接点（半導体方式)、1/5日0秒!;(下の低速シャッタースピー 
ドでスピードライトと同調 


00己分割 RGB センサーによる次の TTL 調光制御： 

I 内蔵スピードライト、撮影モードダイヤルび M しソ外の 
I モード、 CPU レンズとの組み合わせにより i - TTL-BL 
I 調光可能 

I S 目-8日0、 S 巨-600と CPU レンズとの組み合わせにより 
I i - TTL - BL 調光可能 

I 測光モードをスポット測光にした場合、または撮影モードダ 
I イヤルび M にセットされている場合、内蔵スピードライトと 
I の組み合わせによりスタンダード i - TTL 調光可能 
|-測光モードをスポット測光にした場合、 S 巨-800、 
I S 目-600との組み合わせによりスタンダード i - TTL 調光可 
I 旨目 （ S 目-800、 S 目-目00側でを設定可能） 

I 絞り連動自動調光： SB -8 日日と CPU レンズとの組み合わせ時 
I 夕 t ちに調光： S 巨-吕〇0、 S 巨-吕 0 DX 、 S 巨-2吕 DX 、 S 巨-28、 
| S 巨-27、 S 目- 22 S などとの組み合わせ時 
I 距離優先マニュアル調光； SB - 800との組み合わせ時 


調光 

シンク□同調 
調光方式 


内蔵スピードライト 

ガイドナンバー 


ホワイトバランス 


I P 付録—主な仕様 
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調光（つづき） 


シンク□モード 

rA & O 、 を、 化 モード時： 

• 内蔵スピードライト使用時に先幕シンク□オート、赤目軽 
減オートび設定可能 

• 別売スピードライト使用時に先幕シンク□、赤目軽減び設定可能 
因 モード時； 

•内蔵スピードライト使用時にス□ーシンク□オート、赤目 
軽減ス□ーシンク□オートび設定可能 
• 別売スピードライト使用時にス□ーシンク□、赤目軽減ス 
□-シンク□び設定可能 
圍、 ' k 、固モード時： 

• 別売スピードライト装着時に先幕シンク□または赤目軽減 
び設定可能 

P 、 S 、 A、M モード時； 

•先幕シンク□、ス□-シンク□、後幕シンク□、赤目軽減、 
赤目軽減ス□ーシンク□の各モードび設定可能 

レディライト 

S 巨-800、 S 巨-600、 S 巨- 80 DX 、 S 巨- 28 DX 、 S 巨-己 0 DX 、 
S 目-28、 SB -27. SB -22 S など使用時に充電完了で点灯、 
、フル発光による露出警告時は点滅 

調光補正 

一3〜+1段の範囲で1/3、1/2段ステップで補正可能 

アクセサリーシュー 

ホットシュー装備；シンク□接点、レディ信号接点、モニタ 
信号接点、 TTL 調光ストップ信号接点、 GND 付、セーフティ 
□ック機構（□ック巧）付 

クリエイティブライティング 
システム 

1_ J 

内蔵スピードライト、 S 目-800、 S 目-600との組み合わせに 
より発光色温度情報伝達、 FV □ックに対応 

S 巨-800、 S 目-目00との組み合わせによりアドノくンストワイ 
ヤレスライティングに対応 


記録 


記録媒体 

]ンパクトフラッシュ™力ード (Type 1/ II 対応)、マイク 
□ ドライブ対応 

言己録画像ファイルお式 

Design rule for Camera File system ( DCF ) Version 2.0 
、準拠 、 Digital Print Order Format ( DPOF ) 準拠 

圧縮 

L _ J 

•12 ビット圧縮 RAW (約50%〜目0%圧縮） 

•JPEG baseline 準拠 


テ制御式、作動時間2、己、10、2□秒に設定可能 



CPU レンズ装着時に、電モ制御式プレビューボタンによる絞り込が 
可能、 A 、 M モードでは設定絞り値まで絞り込み可能、デジタルイメー 
夕'プ □グラム、 P 、 S モードでは制御絞り値まで絞り込み可能 



様 
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2.0 型低温ポ U シ U コン TFT 液晶、約13万画素、明るさ調整可能 
NTSC 、 PAL から選択可能 
USB 2.0 FullSpeed 
1/4 (ISO 1222規格） 

ユーヴーによるフアームウェアノ くージヨンアツプ可能 


表示言語 

ドイツ語、英語、スペイン語、フランス語、韓国語、イタ U 
ア語、日本語、オランダ語、スウェーデン語、簡体中国語か 
ら選択可能 

'電源 ^ 

• Li-ion U チャージャブルバッテ U - EN - EL 3 a / EN - EL 3 : 
電圧 7.4 V DC [クイックチャージャー MH -18 a ]、 [ク 
イックチャージャー MH -18] または[マルチチャージャー 
MH -19] (別売）使用 

• CR 2 型リチウム電池3本（別売の CR 2 ホルダ MS - D 70 併 
用 ：田 P .1 己） 

• AC アダプタ EH - 己（別売） 

寸法 （W X H X D ) ' 

約140 X 111 X 78 mm 

質量 ^ 

__ J 

約目00呂（バッテ U -、 CF 力ード、ボディキャップ、モニ 
タカバーを除く） 

[ 動作環境 1 

1 温度 

【日〜4日 。 C 


己％政下（結露しないこと） 


• 仕様中のデータは特に記載のある場合を除き、すべて常温に日む）フル充電 
バッテ U —使用時のちのです。 

• 仕様•性能は予告なく変更することびありますので、ご了承ください。使用説 
明書の誤りなどについての補償はご容赦ください。 


[5 カメラなどの点検サービスについて 

カメラは精密機械ですので、1〜2年に1度は定期点検を、3〜日年に1度はオーバーホー 
ルされることをおすすめします（有料)。 

• 特に業務用にご使用になる場合は、早めに点検整備を受けてください。 

• 点検整備を依頼される際は、より安むしてご愛用いただけるよラー緒にお使いのレンズや 
スピードライトなども併せて点検依頼されることをおすすめします。 


0使用説明書の再発行について 

■ 使用説明書を紛失した場合は、新しい使用説明書をニコンサービスセンターでお求めください 

(有料)。 
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0 連続撮影コマ数（電池寿命）について 

参考値： Li-ion IJ チャージャスレバッテリ ー EN - EL 3 a (1500 m Ah ) による連続撮影コマ数!! 
(電池寿命）の目安^ 付 

※充電状態、使用環境によって電池寿命び異なります。 ^ 

• 測定条件は当社条件（常温<20む>)によります。 i 

• 記載されている数値は下記の当社試験条件によるちのです。撮影状況により数値は前後し な 

ます。 1 

1) 約2己00コマ 


装着レンズ AF-S DX ズームニッコール ED 18〜 70 mm F 3.5~4.5 G ( IF )、 撮影動作モー 
ド 0]( 連続撮影)、 フォーカスモード AF - C 、 画質モード目 AS に、画像サイズ M 、 シャッター 
ス ピード1/2己日秒でシャッターの半押しを3秒間持続させた後、無限遠から至近間を3往 
復し、目回連続レ U —ズした後、液晶モニタを日秒間点灯。消灯後、半押しタイマーびオフ 
になるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

2) 約曰00コマ 

装着レンズ AF-S DX ズームニッコール ED 18〜 70 mm F 3.5~4.5 G ( IF )、 撮影動作モー 
ド 回 （1 コマ撮影)、フォーカスモード AF - S 、 画質モード NORMAL 、 画像サイズしシャッ 
夕ースピード1/2日0秒でシャッターの半押しを己秒間持続させた後、無限遠から至近間を1 
往復し、1回レ U —ズ （2 回に1回は内蔵スピードライトをフル発光）した後、半押しタイマー 
びオフになるまで放置して、同じ動作を繰り返して実施。 

を])内蔵スピードライト発光時には AF 補助光を発光させる。 

を 2) 10コマ撮影後、カメラの電源スイッチを]分間 OFF にする。 

次の場合はバッテ U —の消耗び速くなります。 

• 液晶モニタを使用した場合 
• シャッターボタンの半押しを続けた場合 
• オートフォーカスのレンズ駆動を繰り返し行った場合 
• 画質モードを RAW、RAW + BAS にに設定して撮影した場合 
• 低速シャッタースピードで撮影した場合 

バッテ U —の性能を最大限に発揮させるため、次のことにを意してください。 

• バッテ U —の端子をミちさないでください。端子びミちれていると、充分な性能び発揮でさま 
せん。 

• 充電び完了したバッテリーは、なるべく早いラちにご使用ください。使用しないまま放置 
していると、自己放電によって、バッテ U —残量び減ってしまいます。 


255 


索引 


メニュー項目 

m 再生メニュー148 


因 

索 


仕上びり設定目4 
ノイズ除去1目1 
画質モード43 
画像サイズ4己 
ホワイトバランス己0 
IS 日設定48 

嫁カスタム乂ニュー163 

R :リセット1目己 
1:電子音設定1目目 
2: AF モードの選択1目7 
3: AF エ U アモード設定1目8 
4:内蔵 AF 補助光170 
己：感度自動制御171 
目：カード無時レリーズ173 
7:撮影画像確認173 
8 :格テ線表示174 
9:露出値ステップ幅174 
10;簡易露出補正17日 
11:中央測光範囲17目 
12;オート目 KT セット17目 
13:目 KT 補正順序177 
14 ：コマンドダイヤル変更177 
1己： AE/AF □ックボタン178 
1目：半押し AE □ック179 

17 :フオーカスエ U ア循環179 

18 :フオーカスエ U ア照明180 
19:内蔵 SB 発光181 

20 : S 日推奨表示184 
21: SB シャッター制限184 
22 :液晶モニタパワーオフ185 
23:半押しタイマー18己 
24;セルフタイマー18目 
2己： U モコン待機時間18目 


5 2 3 

1已己 7 

定 Ills 巧 

設転 I ド 

3ダ回ョ定 

^ル動シ定指 

U 才自ド設卜 

フ置ィ示ン 

除生位ラ表 U 

削再縦ス非プ 
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、セットアップ メ ニュー187 


フオルダ設定 188 

連番モード 192 

カードフオーマット193 

カスタムメニュー表示 194 

日時設定 194 

画面の明るさ 19 己 

ク U —ニング三ラーアップ19曰 

ビデオ出力 19 目 

言語 ( LANG ) 196 

画像コメント 197 

USB 設定 199 

ダストオフデータ取得200 

ファームウェアバージヨン203 

姿勢情報記録 203 

を数 

AE ブラケティング 103、176 

AE □ック 098 

AF-C 74、167 

AF-S 74、167 

AF エ U アモード1目8 

AF 補助光 82 

BASIC 43 

Bulb 95 

CF カード（入れ方） 20 

CF カード（使用可能な CF カード） 238 

CPU レンズ 18、226 

DP 0 F (Digital Print Order Format )157 

D タイプレンズ 18、 226 

Exif Version 2.21 viii 、157 

FAT 32193 

FINE 43 

FV □ック 126 

G タイプレンズ 18、 226 

ISO 48 

i - TTL-BL 調光 112 
i-TTL モード 112 
L (画像サイズ） 4 己 
M (画像サイズ） 4 日 

Mass Storage (マスストレージ： USB 通信方式） 199、208 
Nikon Capture 4 208、237 
NORMAL 43 

円 ct 目 ridge (ピクトブリッジ） 213 
PictureProject (ピクチャープロジェクト） 208 
PC 210 

PRE (プ U セット）己 0、57 


因 

索 
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PTP ( US 巨通信方式）199、208 
の RAW 43 

~ RG 目マルチパターン測光8目 

^ S (画像サイズ）4已 
51 SB ブラケティング103、176 

SETUP メニュー187 
USB 199、208 
WB ブラケティング103、176 
100己分割 RGB センサー 86 
1コマ再生138 
1コマ撮影72 
2秒 U モコン撮影130 
3 D - RGB マルチパターン測光86 



友 

アイピースキャップ128、131 

赤目軽減ス□ー シンク□モード118 

赤目軽減ス□ーシンク□オートモード119 

赤目軽減モード118 

赤目軽減オートモード119 

アクティブ補助光230 

アドバンストメニュー1目3、194 

後幕シンク□モード118 

イメージダストオフ200 

イル三 ネーター 目 

色合い調整目9 

インターバル設定（スライドシヨー)1己3 
色温度己0 
色空間目8 

オート（デジタルイメージプ□グラム）32 
オートモード（ホワイトバランス）日0 
オートフ ォー カス74、78 
オートブラケティング103 

か 

階調補正目7 
画質モード43 
カスタムセッティング1目3 
カスタムメニュー1目3 
画像サイズ4已 
画像ファイル43 
画面の明るさ19己 
カフー設定目8 
感度（撮像感度）48 
距離情報86、112 
記録フォルダ188 

ク IJ - ニングミラーアップ19日、240 
ク U エイティブライティングシステム229 
ク□ーズアップ（デジタルイメージプ□グラム) 
堂光灯モード（ホワイトバランス）日□、己目 


33 


2曰8 


言語 ( LANG ) 196 

コマ送り138、153 

コマンダーモード182、183 

コンティニュアス AF ヴーボ ( AF - C ) 167 

コントラスト目7 

コンパクトフラッシュカード （ CF 力ード） 20、238 

さ 

サイズ4己 

再生137 

再生フォルダ1已1 

再生メニュー148 

彩度設定目9 

先幕シンク□モード118 

先幕シンク□オートモード119 

削除146、148 

撮影可能コマ数24、47 

撮影画面サイズ228 

撮影動作モード己0 

撮影メニュー1目0 

撮影モード10 

撮像感度48 

サムネイル142 

仕上びり設定目4 

至近優先ダイナミック （ AF モード）1目8 
視度調節機能27 
絞り88 

絞り優先オート93 

シャッター優先オート91 

瞬時 U モコン撮影130 

シングル AF ヴーボ ( AF - S ) 167 

シングルエ U ア AF モード1目8 

シンク□モード118 

スタンダード i - TTL 調光112 

スピードライト（内蔵）112 

スピードライト（別売）229 

スピードライトモード（ホワイトバランス）己0 

スポーツ（デジタルイメージプ□グラム）34 

スポット測光8目 

スライドショー1己3 

ス□-シンク□モード118 

ス□-シンク□オートモード119 

晴天モード（ホワイトバランス）己0 

晴天日陰モード（ホワイトバランス）己0 

セルフタイマー撮影128 

全画像削除148 

選択画像削除148 

測光モード8目 





259 


因 

索 



た 

ダイナミック （ AF モード）1目8 
タイム露光96、133 
ダイレクトプ U ント213 
中央部重点測光8目 
調光範囲122 
調光補正12已 
長時間露出（バルブ）96 
ツーボタンリセット13己 
デジタルイメージプ□グラム32 
電球モード（ホワイトバランス）日0 
同調シャッタースピード11己、117 
時計用電池17 

曇天モード（ホワイトバランス）50 

な 

ノイズ除去1目1 

は 

八イライト表示140 
発光色温度情報伝達日0、229 
パソコンとの接続208 
バルブ9目 
パワーオフ時間18日 
半押しタイマー 24、18己 
非 CPU レンズ226 
被写界深度88 
ヒストグラム表示140 
曰付-時刻1目 
ビデオ出力19目 
非表示設定1己己 

風景（デジタルイメージプ□グラム）33 

フオーカスエイド8己 

フオーカスエ U ア（フレーム） 76 

フオーカスモード 74 

フオーカス□ック （ AF □ック） 80 

フオーマット（力ードフオーマット） 21、193 

プ U セットホワイトバランス己0、己7 

プ U ント指定1己7 

プレビュー88 

プ□グラムオート（マルチプ□グラムオート）88 
プ□グラムシフト89 
プ□グラム線図90 
プ□テクト14己 

ポートレート（デジタルイメージプ□グラム）32 
補助な230 
ホワイトバランス己日 
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ホワイトバランスブラケティング103、176 

ま 因 

マイク□ドライブ238 索 

マニュアル（ピント合わせ）84 弓 I 

マニュアル（露出） 9己 

マルチパターン測光8目 

マルチプ□グラムオート88 

モニタ カバー 13 

モニター発光112 

や 

夜景（デジタルイメージプ□グラム）34 

夜景ポートレート（デジタルイメージプ□グラム）3己 

予測駆動フォーカス7已 

ら 

U モートコード 236 

U モコン撮影130 

輪郭強調目目 

レディライト114、117 

レンズ（使用可能なレンズ）226 

レンズの装着18 

連続撮影72 

連番モード192 

露出インジケーター9己 

露出補正1日1 

露出モード10、88 
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■この製品の操作方法や修理についてのお問い合わせは 

この製品の操作ち法や修理について、さらにご質問びございましたらニコンカスタ 

マーサポートセンターまでお問い合わせください。 

• ニコンカスタマーヴポートセンターにつさましては、使用説明書裏面をご参照ください。 

♦お願い 

•お問い合わせいただく場合には、次ページの「お問い合わせ承り書」の内容をご確認 
の上お問い合わせください。 

•より正確、迅速にお答えするために、ご面倒でわ次ページの「お問い合わせ承り書」 
の所定の項目にご記入いたださ、 FAX または郵送でお送りください。「お問い合わせ承 
り書」は、コピーしていただくと、繰り返しお使いいただけます。 

■修理を依頼される場合は 

この製品の修理を依頼される場合は、ご購入店、またはニコンサービスセンターに 

'マ'、依頼/ /■けし、 

• ニコンサービスセンターにつきましては、「ニコンサービス機関のご案内」をご覧ください。 

• ご転居、ご贈答品などでご購入店に修理を依頼することびでさない場合は最寄りの販売 
店、またはニコンサービスセンターにご相談ください。 

• カメラを修理に出される場合は、 CF カードをカメラから取り出してください。 

■補修用性能部品について 

このカメラの補修用性能部品（その製品の機能を維持するために必要な部品）の 

保有年数は、製造打ち切り後7年を目安としています。 

•修理可能期間は、部品保有期間内とさせていたださます。なお、部品保有期間経過後も、 
修理可能な場合ちありますので、ご購入店、またはニコンサービスセンターへお問い合 
わせください。水没、乂災、落下等による故障または破損で全損と認められる場合は、 
修理び不可能となります。なお、この故障または破損の程度の判定は、ニコンサービス 
センターにお任せください。 

■インターネットご利用の方へ 

•ソフトウェアのアップデート、使用上のヒントなど、最新の製品テクニカル情報を次の 
当社 Web サイトでご覧いただくことびでさます。 

http://www.nikon-image.conn/jpn/support/inclex.htm 

•製品をより有効にご利用いただくため定期的にアクセスされることをおすすめします。 


フターヴービスについて 


アフタ I ヴ I ビスに 0 いて 
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ニコンカスタマーヴポートセンター行 

TELO 已 70 -02 - 8000 FAX:03 - 5977 - 7499 


【お問い合わせ承り書】太枠内のみご記入くださし、 


お問い合わせ年月曰： 

年 月 

曰 

お買い上げ曰： 

年 月 

曰 

製品名： 

シ U アル番号： 


フ1」ガナ 



お名前： 




連絡先ご住所：□自宅 □会社 


TEL: 

— FAX: _ 

ご使用のパソコンの機種名： 

メモ U 容量： 八ードディスクの空さ容量： 

0 S のバージョン： ご使用のインターフェースカード名： 

その他接続している周辺機器名： 

ご使用のアプリケーションソフト名： 

ご使用の当社ソフトウェアのバージョン名： 

問題び発生したとさの症状、表示されたメッセージ、症状の発生頻度 

(おわかりになる範囲で結構ですので、でさるだけ詳しくお書さください） 


《このページはコピーしてお使いください。 
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Nikon 


^ _ 製品の使い方と修理に関するお問い合わせ 

くニコンカスタマーヴポートセンター> 


を固共通 営業時間： 9:30〜18:00件末年始、夏期休眼等を除く毎日） 

Q 0570-02-8000 携帯電話、ドが等をご使用の場合は、 03 - 5977 - 7033 にお 

市内通話料金でご利用し、ただけます逆^提! 説ま、〇灌-7499にぉかけくださし、 


音声によるご案内に従い、ご利用窓口の番号を入力してください。お問い合わせ窓口の担当者 
びご質問にお答えいたします。 


ニコン宅配修理ヴービスのご案内 


修理品捆包資材のお届けから修理品のお引さ取り、修理後の製品のお届けまでのサービスは下記 
をご利用ください。（有料サービス） 


<ニコン宅配 f 鼓 里ヴービスお申し込み専用 窓 □> 

_ 携帯電話や PHS 等からのご利用はでさません。 

MS 01 20-868-545 営業時間： 9:30 〜 17:30 (± - 0 -祝日を除く毎日）年末年始、夏期休暇等、 

休業する場合びあります。 

なお、上記フ U —ダイヤルでは宅配修理サービス関連け外のご案内は斤っておりません。 


株式会社^ 3 ^ 

ニコ >力が! R 売株式を社 
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SB5B0 2900101 (10) 
6MBA2810- 






